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一般国道49号

がら め き



　一般国道 49号は、ଠ平༸ଆの෱ౡ県いわき市と日本ւଆの新潟市を݁Ϳ主ཁװઢ

道࿏Ͱ͢。また、ಉ࿏ઢはԊઢ市町村と新潟市を݁ͼ、日ৗੜ׆΍地Ҭ経ࡁをࢧえ

Δॏཁな基൫道࿏としての໾ׂをՌたしていま͢。

　しかし、ݱ道は阿賀野市֗地Ͱの෯員ݮগ౳の໰୊を๊え、ۙ年のަ௨ྔの૿加

にे分にରԠͰきていません。その݁Ռ、ަ௨ࠞࡶ、ަ௨૽Ի、ަ௨事ނの૿加౳、

ੜڥ؀׆にѱӨڹを༩えΔ༷ʑな໰୊がੜ͡ていま͢。

　そ͜Ͱ、阿賀野市࿡野੉からಉ市下ࠇ੉を݁ͿԆ௕ 13.7LNの阿賀野バイパスの

建設がܭըされました。ಉバイパスは、安શͰԁ׈なަ௨の֬อと౎市機ೳ׆性化

のためにॏཁな໾ׂをՌた͢ものと大いに期଴されていま͢。

　本書は、阿賀野バイパス建設にઌ立ͪ、平成 20・21・23 年度に࣮ࢪした柄目木

遺跡の発掘調査報告書Ͱ͢。調査によって、古代・中世の集落が洪水ඃ害に見舞わ

れながらも、෮ڵしてい࢟͘を見てとれました。古代・中世の人ʑの฻らしͿりと、

ඃ災後に集落を࠶構ஙしていった༷子を۩ମ的にಡΈとれΔوॏな事ྫといえま͢。

用されΔ׆͘޿ྉとしてࢿճの調査݁Ռが、地Ҭのྺ࢙をղ明͢Δための研究ࠓ　

とともに、県ຽのํʑの埋蔵文化財にର͢Δཧղと認ࣝをਂめΔܖ機となれ͹޾い

Ͱ͢。

をいたͩいた阿賀野市教育委員ྗڠޚԉとࢧޚ後に、͜の調査に関してଟ大な࠷　

会、ฒͼに地ॅݩຽのํʑ、そして、発掘調査から報告書ץ行にࢸΔまͰ格別のޚ

高഑をいたͩいた国土ަ௨ল北཮地ํ੔උہ新潟国道事຿所にରしてް͘おྱਃし

上͛ま͢。

　　平成 24年　月

新潟県教育委員会

教 育 ௕　高　井　੝　༤

ং



	 1	 本報告書は、新潟県阿賀野市大字下ノ橋字柄目木 13番地 1ほかに所在͢Δ柄目木遺跡の発掘調査記録ͰあΔ。

調査は 2008 年度・2009 年度・2011 年度の 3ճにわたって行われ、͜ の͏ͪ 2008 年度分の一෦がh 柄目木遺跡ᶗʱ

として報告ࡁΈͰあΔ。本報告書はh 柄目木遺跡ᶗ にɦࡌܝした範囲（A・#区）をআ͘、3か年分の報告書Ͱありh 柄

目木遺跡Ⅱʱと͢Δ。

	 2	 発掘調査は一般国道 49号阿賀野バイパスの建設に൐い、国土ަ௨ল北཮地ํ੔උہ新潟国道事຿所（以下、国

ަল）から新潟県教育委員会（以下、県教委）がडୗしたものͰあΔ。

	 3	 発掘調査は、県教委が調査主ମとなり、財団法人	新潟県埋蔵文化財調査事業団（以下、埋文事業団）に調査を

ґཔした。

	 3	 埋文事業団は、掘࡞࡟業౳を株式会社帆苅組・株式会社ノガミに委ୗして発掘調査を࣮ࢪした。

	 4	 出土遺物ٴͼ調査に係Δ֤種ࢿྉは、͢΂て県教委が新潟県埋蔵文化財ηϯλーにおいてอ؅・؅ཧしていΔ。

遺物の஫記は、調査年度の下ೋܻを಄に෇しʮ08ガϥϝʯʮ09ガϥϝʯʮ11ガϥϝʯとし、出土地点΍層位౳を

ଓけて記した。

	 5	 本書にࡌܝした遺物番号は͢΂て௨し番号とし、本文ٴͼૠਤ・遺物࡯؍ද・ਤ面ਤ൛・ࣸ真ਤ൛の番号は一க

していΔ。

	 6	 Ҿ用文ݙは、著者ٴͼ発行（西ྐྵ）を文中にʦ　ʧͰ示し、巻຤に一ׅしてࡌܝした。

	 7	 。用した場߹は、それͧれにその出యを記した࢖成の地ਤをط、成したਤ൛の͏ͪ࡞

	 8	 調査成Ռの一෦は、ݱ地આ明会、޿報ࢽʰ埋文にいがたʱ/P.67・78、新潟県埋蔵文化財調査事業団年報（平成

21年度・平成 23年度）Ͱެ։していΔが、本書の記ड़をもってਖ਼式な報告と͢Δ。

	 9	 ࣗવ科学分析は、パリノ・サーヴェイ（株）、株式会社加速器分析研究所に委ୗし、その݁Ռを第Ⅵ章にࡌܝした。

	 10	 第Ⅵ章 5の焼骨の原ߘは、日本歯科大学　笹川一郎ࢯからߘۄをいたͩいた。なお、͜ の原ߘはʰ柄目木遺跡ᶗʱ

にもࡌܝしていΔが、本書にも関わΔ内༰ͰあΔ͜とからసࡌした。

	 11	 遺構அ面ਤのトϨースٴͼ֤種ਤ൛࡞成・編集は株式会社ηϏΞス・༗ݶ会社不ೋ出൛に委ୗした。

	 12	 本書のࣥචは、加藤　学（埋文事業団　൝௕）、村上章久・高橋　均・真壁鈴子・安西雅希（株式会社帆苅組）、

石垣義則・村端和樹（株式会社ノガミ）が౰たり、編集は加藤が୲౰した。ࣥච分୲は以下のとおりͰあΔ。

	 	 　加藤：第ᶗ章、第ᶙ章、第ᶝ章 1　　高橋：第Ⅱ章 1　　石垣：第Ⅱ章 2　　高橋・真壁・石垣：第ᶚ章

	 	 　村上：第ᶛ章 1A・#、第ᶛ章 2、第ᶝ章 2　　村端：第ᶛ章 1$・%　　安西：第ᶛ章 1E

ݴ　　　ྫ



第	 *	章	 ং　　　આ 	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 		1

1　調査にࢸΔ経緯			ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 		1

ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ			掘֬認調査の݁Ռࢼ　2 		2

̖　調査のମ੍ 	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 		2

̗　調査の݁Ռとऔѻい 	ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 		2

3　本発掘調査と੔ཧ࡞業の経ա			ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 		3

̖　調査・੔ཧのମ੍			ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 		3

̗　調査の経ա			ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 		4

̘　੔ཧ࡞業の経ա			ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 		5

第	**	章	 遺跡の位ஔとڥ؀			ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 		6

1　遺跡の位ஔと地ཧ的ڥ؀			ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 		6

2　ྺ࢙的ڥ؀			ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 		9

̖　古　　　代			ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 		9

̗　中 　 　 世 			ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ		12

第	***	章	 調査の֓ཁ			ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ		16

1　άリッドと調査区の設ఆ			ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ		16

2　基 本 層 ং			ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ		16

̖　基本層ংの記ࡌ			ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ		16

̗　遺構検出面の੔ཧ			ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ		19

3　調査の֓ཁ			ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ		20

第	*7	章	 遺　　　構			ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ		21

1　֓　　　ཁ			ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ		21

̖　古代の遺構			ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ		21
1）ᶗ B期			ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 		21	 2）ᶗ C期			ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ 		22

̗　中世の遺構			ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ		22
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1　調査にࢸΔ経緯

一般国道 49号は、ଠ平༸ଆの෱ౡ県いわき市から日本ւଆの新潟市を݁Ϳ、物ྲྀ・文化ަྲྀの大ಈ຺

ͰあΔ。新潟県内においては、新潟市とԊઢ市町の૬ྲྀަޓをࢧえΔ主ཁװઢ道࿏ͰあΔとともに、地Ҭ

のੜ׆道࿏としてもॏཁな໾ׂをՌたしていΔ。

阿賀野市อాからಉ市中央町 1ஸ目間は 20,600 ୆ʗ日のަ௨ྔがあり、大ंܕが 12.5�を઎めΔঢ়

খなため、そのަ௨ྔにରԠڱ道は阿賀野市の市֗地を௨աしており、かͭ෯員がݱ、にあΔ。しかしگ

Ͱきͣ、ަ௨ࠞࡶ・૽Ի・事ނ౳、౎市機ೳ΍ੜڥ؀׆に༩えΔӨڹが໰୊となっていΔ。͜れらのॾ໰

୊をղܾ͢Δために安ాバイパス・水原バイパスがܭըされた（第 1ਤ）。͜の͏ͪ、安ాバイパス（阿賀

野市࿡野੉～ಉ市ࣉ社）にͭいては、࢑ఆ 2ंઢがطにڙ用されていΔ。

2004 年 4月 1日、安ా町・ژϲ੉村・水原町・

笹ਆ村が߹ซし阿賀野市（人ޱ໿ 48,000 人）が

஀ੜした。͜の߹ซに൐い、安ాバイパス（Ԇ௕

5.6LN）と水原バイパス（Ԇ௕ 8.1LN）を߹わせてʮ阿

賀野バイパスʯとݺশ͢Δ͜ととなった。

阿賀野バイパスの͏ͪ水原バイパス（阿賀野市ࣉ

社～ಉ市下ࠇ੉）෦分は、1999 年に౎市ܭըがܾ

ఆし、2000 年度に事業化がܾఆした。2003 年

度に用地औಘにணखした͜とをडけて、国ަলと

県教委との間Ͱ建設用地内におけΔ埋蔵文化財の

。が本格化したٞڠ掘・֬認調査に関͢Δࢼ

国ަলから阿賀野バイパス 17 掘調査ࢼ区の޻

のґཔをडけた県教委は、2007 年度に埋文事業

団に調査を委ୗした。͜のࢼ掘調査により、3か

所Ͱ古代・中世の遺構・遺物を検出し、柄目木遺跡・

村前東A遺跡・村前東#遺跡としてप஌化した。

その後、国ަল・県教委・埋文事業団のࡾ者Ͱऔ

ѻいにͭいてٞڠし、2008・2009・2011 年度

に柄目木遺跡の本発掘調査を行͏͜ととなった。
0 4LN（1�100,000）

߸��ಓࠃ߸��ಓࠃ

Ѩլ໺όΠύε
ʢਫݪόΠύεʣ
Ѩլ໺όΠύε
ʢਫݪόΠύεʣ

௩Ҩ੻߀௩Ҩ੻߀
Ҩ੻ߕਂיҨ੻ߕਂי

େ௶Ҩ੻େ௶Ҩ੻

ଜલ౦"Ҩ੻ଜલ౦"Ҩ੻
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�

�
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ୈ�ਤɹѨլ໺όΠύεの࿏ઢͱຊൃ۷ௐ࣮ࠪࢪҨ੻のҐஔ

（国土地ཧӃ発行ʮ新潟ʯʮ新津ʯ1�50,000 原ਤ）
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掘֬認調査の݁Ռࢼ　2

A　調 査 の ମ ੍

ʲ���� ೥౓ʳ

調査期間 2007 年 7月 5日～ 8月 10日

調査主ମ 新潟県教育委員会（教育௕　෢藤ݾࠀ）

調　　査 財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

૯　　ׅ 木村　ਖ਼ত（財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団　事຿ہ௕）

؅　　ཧ 藤　　ӫ（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　　૯຿՝௕）ࡈ

ॸ　　຿ ௕୩川　༃（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　　　　൝௕）

調査૯ׅ 藤巻　ਖ਼৴（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　　調査՝௕）

調査୲౰ ాւ　義ਖ਼（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　୲౰՝௕代ཧ）

調査৬員 ా中　一ึ（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　　　৤ୗ員）

ʲ���� ೥౓ʳ

調査期間 2008 年 7月 23日～ 7月 25日

調査主ମ 新潟県教育委員会（教育௕　෢藤ݾࠀ）

調　　査 財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

૯　　ׅ 木村　ਖ਼ত（財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団　事຿ہ௕）

؅　　ཧ 藤　　ӫ（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　　૯຿՝௕）ࡈ

ॸ　　຿ ௕୩川　༃（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　　　　൝௕）

調査૯ׅ 藤巻　ਖ਼৴（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　　調査՝௕）

調査୲౰ 高橋　อ༤（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　୲౰՝௕代ཧ）

ʲ���� ೥౓ʳ

調査期間 2009 年 9月 7日～ 9月 11日（4日間）

調査主ମ 新潟県教育委員会（教育௕　෢藤ݾࠀ）

調　　査 財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

૯　　ׅ 木村　ਖ਼ত（財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団　事຿ہ௕）

؅　　ཧ 藤　　ӫ（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　　૯຿՝௕）ࡈ

ॸ　　຿ দ原　健ೋ（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　　　　൝௕）

調査૯ׅ 藤巻　ਖ਼৴（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　　調査՝௕）

調査୲౰ ాւ　義ਖ਼（　　　　　　　ಉ　　　　　　　　୲౰՝௕代ཧ）

#　調査の݁Ռとऔѻい

౰遺跡のࢼ掘調査は、2007 年 7月 5日～ 8月 10日（࣮࣭ 23日間）に、阿賀野市下ࠇ੉からখ
お

ཬ
さと

まͰ

の調査ର৅面積 199,260N2 にରし、96か所のトϨϯν（以下、ʮTʯと͢Δ。）を೚ҙに設ఆした。࣮ ࣭調査

面積は 2,147N2 Ͱ֬認཰は 1.1�ͰあΔ。چখཬ川の؛ࠨから市道ژϲౡ町道ઢ（以下、ʮ市道ʯと͢Δ。）を

んͩڬ 55T から 68T の範囲 7,700N2 にͭいて古代の遺構と遺物（須恵器・土師器）を検出した͜とから

本発掘調査がඞཁͰあΔと県教委に報告した。たͩし、市道の西ଆ 55T ～ 62T の範囲（$区）には遺物

แؚ層が࢒ଘせͣ、遺構・遺物の時期が不明Ͱ、遺跡の時期を֬ఆͰきない͜とから、本発掘調査とซ行

して֬認調査を行い、औѻいをܾめΔ͜ととなった。遺跡名はখ字名からʮ柄目木遺跡ʯとし、प஌化した。

2008 年 4月から։࢝した 1度目の本発掘調査の݁Ռ、水ా面௚下に中世面、さらに下層に古代の遺

物แؚ層を 2層検出した。͜の݁Ռを౿まえऔѻいがະఆͰあった市道の西ଆ 1,850N2（$区）にͭい
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て 7月 23日から 25日に֬認調査を行った。その݁Ռ、चऱ焼が出土し、遺構を検出した͜とから中世

の遺跡と֬認した。さらに下層を調査したが、古代の遺構・遺物は検出しなかった。͜の͜とから中世面

1,100N2 にͭいて本発掘調査がඞཁͰあΔと県教委に報告した。

2009 年度に࣮ࢪした 2度目の本発掘調査Ͱは、一෦の遺構（4%401・4#516）が 2008 年度調査区に

Ԇ৳͢Δ͜とを֬認したが、調査・記録がなされていない͜とが明らかとなった。そ͜Ͱ、2008 年度調

査区の一෦を掘࡟し௚したと͜Ζ、$区においてはද土௚下Ͱ検出されΔ上層（中世）の調査しか行って

おらͣ、遺構検出面が中層（中世）にまͰୡしていない͜とが明らかとなった。さらに、その下位には古

代の遺物แؚ層と遺構がଘ在͢Δ͜とが明らかとなり、下層とした。͜の݁Ռをडけて、2009 年度の本

発掘調査ऴྃ後にҾき౉しࡁΈの$区ٴͼそのྡ઀地を࠶度、֬認調査した（第 2ਤ)20r1T ～ 5T）。そ

の݁Ռ、中層ٴͼ下層がະ調査のままଘ在͢Δ͜とが明らかとなり、$区ٴͼそのྡ઀地 3,000N2 にͭ

いて本発掘調査を࠶度、࣮͢ࢪΔඞཁ性を報告した。

3　本発掘調査と੔ཧ࡞業の経ա

A　調査・੔ཧのମ੍

ʲฑ໨木Ҩ੻Ⅰ （r2008 年度）

調査期間 2008 年 4月 10日～ 2009 年 1月 9日

੔ཧ期間 2008 年 12月 1日～ 2009 年 3月 31日

調査主ମ 新潟県教育委員会（教育௕　෢藤　ݾࠀ）

調　　査 財団法人　新潟県埋蔵文化財調査事業団

૯　　ׅ 木村　ਖ਼ত（財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団　事຿ہ௕）

؅　　ཧ 藤　　ӫ（　　　　　　　　　　ಉ　　　　　　　૯຿՝௕）ࡈ

ॸ　　຿ ௕୩川　༃（　　　　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　൝௕）

調査૯ׅ 藤巻　ਖ਼৴（　　　　　　　　　　ಉ　　　　　　　調査՝௕）

ಋ　　ࢦ 高橋　อ༤（　　　　　　　　　　ಉ　　　　　୲౰՝௕代ཧ）

調査୲౰ 藤　༑子（　　　　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　൝௕）ࠤ

ԉ　　ࢧ 株式会社帆苅組
૱　場代ཧ人　ҏ藤ݱ
調査員　　村上章久　　安西雅希　　真壁鈴子
ิॿ員　　ࠤ藤௚ඒ　　斉藤　४　　大୍明ඒ　　ࢁ本޾恵　　市村༝߳ཬ　　מ୩ඒઍ代
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3　本発掘調査と੔ཧ࡞業の経ա

ʲฑ໨木Ҩ੻Ⅱ （r2009 年度）

調 査 期 間 2009 年 4月 23日～ 2009 年 8月 25日

੔ ཧ 期 間 2009 年 12月 1日～ 2010 年 3月 31日

調 査 主 ମ 新潟県教育委員会（教育௕　෢藤　ݾࠀ）

調　　 査 財団法人　新潟県埋蔵文化財調査事業団

૯　　 ׅ 木村　ਖ਼ত（財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団　事຿ہ௕）

؅　　 ཧ 藤　　ӫ（　　　　　　　　　　ಉ　　　　　　　૯຿՝௕）ࡈ

ॸ　　 ຿ দ原　健ೋ（　　　　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　൝௕）

調 査 ૯ ׅ 藤巻　ਖ਼৴（　　　　　　　　　　ಉ　　　　　　　調査՝௕）

　　ࢦ ಋ 鈴木　ढ़成（　　　　　　　　　　ಉ　　　　　୲౰՝௕代ཧ）

調 査 ୲ ౰ 加藤　　学（　　　　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　൝௕）

　　ࢧ ԉ 株式会社ノガミ
հ৾۽場代ཧ人　খݱ
調査員　　石垣義則　　෱ࢁढ़জ　　村端和樹
ิॿ員　　෢ా༟紀子

ʲฑ໨木Ҩ੻Ⅲ （r2011 年度）

調 査 期 間 2011 年 5月 2日～ 9月 6日

੔ ཧ 期 間 2011 年 9月 7日～ 2012 年 3月 31日

調 査 主 ମ 新潟県教育委員会（教育௕　෢藤　ݾࠀ）

調　　 査 財団法人　新潟県埋蔵文化財調査事業団

૯　　 ׅ 木村　ਖ਼ত（財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団　事຿ہ௕）

؅　　 ཧ 井　　࿱（　　　　　　　　　　ಉ　　　　　　　૯຿՝௕）ࠓ

ॸ　　 ຿ ҏ藤　　೜（　　　　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　൝௕）

調 査 ૯ ׅ 北村　　྄（　　　　　　　　　　ಉ　　　　　　　調査՝௕）

　　ࢦ ಋ ాւ　義ਖ਼（　　　　　　　　　　ಉ　　　　　୲౰՝௕代ཧ）

調 査 ୲ ౰ 加藤　　学（　　　　　　　　　　ಉ　　　　　　　　　൝௕）

　　ࢧ ԉ 株式会社帆苅組
૱　場代ཧ人　ҏ藤ݱ
調査員　　村上章久　　高橋　均
ิॿ員　　ࠤ藤௚ඒ　　斉藤　४

#　調 査 の 経 ա

ʲ���� ೥౓ʳ

2008 年度調査区 A・ #・$区の͏ͪ、本書に関わΔ෦分は$区ͰあΔ。A・#区は、h 柄目木遺跡ᶗʱ

（新潟県埋蔵文化財調査報告書第 216 集）としてץ行ࡁΈͰあΔ。本発掘調査は 2008 年 4月 10日から४උ

ܜٳ業員࡞・地事຿所ݱ、ڈ事用道࿏のఫ޻の໰୊Ͱ一時中அし、4月はݯを։࢝したが、道࿏特ఆ財޻

所の設ஔ、றं場の੔උのΈを行った。$区は、9月 29日から޻事用道࿏のఫڈを行い、10月 1・2日

にද土আڈを行った。わͣかに࢒Δ遺物แؚ層もॏ機Ͱ৻ॏに掘࡟した。10月 7日から遺構検出を行な

いଟ਺のピット、井戸౳を検出した。A・#区とはҟなΔ建物ن໛から、中世の遺跡の中৺は$区पลͰ

あΔ͜とが൑明した。また、ೆଆに大ن໛な溝（4%330）が東西に検出され、ؗの堀ͰあΔՄೳ性を૝ఆ

した。Մೳなݶり西ଆに֦ுしたが、޻事用道࿏をఫڈした土࠭を積んͰおり、土࠭から西΁のԆ৳、北

΁の۶ۂがແい͜とをトϨϯν調査Ͱ֬認し、本年度の調査は一୴ऴྃとした。その後、溝のԆ௕෦分を

次年度に 800N2 の௥加調査をͰきΔよ͏ཁ๬し、県教委と国ަলͰٞڠした。֬認調査を経て範囲をܾ

ఆした北ଆにͭいては、調査のਐ行に൐い遺跡がߋに޿がΔ͜とが૝ఆされ 5N෯Ͱ֦ுしたが、そ͜Ͱ
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も柱穴を検出した。そ͜Ͱ、さらに 18N֦ுしたと͜Ζ、遺構はわͣかͰ遺跡の北端を検出Ͱきた。͜

の͜とから遺跡の中৺は、$区の東ೆから市道下、#区の市道ଆのೆまͰと考えられた。࠷ऴ的な調査面

積は中世面 6,900N2、古代上層 2,000N2、古代下層 4,100N2、Ԇ΂ 13,000N2 となった。

ʲ���� ೥౓ʳ

2009 年度調査は、2008 年度に検出した 4%330 のԆ௕෦分 800N2 をର৅とし、4月 23 日からද土

掘࡟を։࢝した。4%330 は 2008 年度調査中に行った֬認調査ٴͼ阿賀野川土地վྑ区所蔵の地੶ਤと

のর߹から、ํܗに८Δؗの堀と考えられ、2009 年度はそのԆ௕෦分と、堀の内ଆのࢪ設を調査͢Δ͜

とを目的とした。しかし、調査を։࢝͢Δと、堀の内ଆには土坑 1基がଘ在したのΈͰ、その֎ଆに掘

立柱建物౳の遺構を検出した。また、ํܗに८Δと見られた堀は、ʮTʯ字に޿がりを見せ、調査ର৅範

囲を大෯に֦ு͢Δඞཁがੜ͡た。さらに、遺構検出面が間層をڬんͰଘ在͢Δ͜とが明らかになり、調

査面積はԆ΂ 6,320N2（上層 3,195N2、中層 3,125N2）となった。8月 5日に׬掘ࣸ真・ۭࣸߤ真をࡱӨし、

8月 7日に上層・中層のऴྃ֬認を行った。また、2009 年度調査のաఔͰ明らかになった下層の༗ແを

֬認͢Δ調査を8月19日～25日に࣮ࢪした。݁ Ռ、୸化物をま͹らにؚΉ下層૬౰層がଘ在͢Δものの、

遺構・遺物は検出されͣ、8月 21日に県教委がऴྃ֬認した。͜れをもって 2009 年度調査はऴྃした。

ʲ���� ೥౓ʳ

2011 年度調査は、土৕Ԛછରࡦ法のखଓきの஗れから、4月中にݱ場ணखͰきなかった。5月 6日か

らද土掘࡟を։࢝し、上層と中層の調査をಉ時ซ行Ͱਐめた。調査によって、2008 年度の遺構集中範囲

と 2009 年度の遺構検出範囲の間に認められたۭനҬを埋めΔよ͏に遺構を検出した。6月 9日にશମࣸ

真をࡱӨし、ಉ日、県教委がऴྃ֬認した。6月 10日にۭࣸߤ真をࡱӨし、上層・中層の調査をऴྃし

た。その後、下層との間にあΔ間層の掘࡟を人ྗͰ行い、下層調査に޲けて४උをਐめた。調査により、

2008年度調査区A・#区から޿がΔ集落のԑล෦を検出した。8月28日、ۭࣸߤ真ٴͼ׬掘ࣸ真をࡱӨし、

8月 30日、県教委がऴྃ֬認した。その後、調査޻ఔ上、後ճしにした範囲のද土掘࡟を։࢝し、9月

6日に࢒り෦分の׬掘ࣸ真をࡱӨ、ऴྃ֬認した。9月 7日に国ަলにݱ地をҾき౉し、9月 17日に事

຿所用地のఫ収をྃ׬した。なお、調査区をԣஅ͢Δ೶道下にͭいては、調査޻ఔ上、ࠓճの調査にؚめ

Δ͜とは߹ཧ的Ͱないと൑அした。国ަলと県教委とのٞڠにより、೶道下は೶道ٴͼ用ഉ水࿏のӌճを

ো物݅がղফされたஈ֊Ͱ調査͢Δ͜ととなった。また、市道෦分は、ΧϧバートϘッΫスࢧさせてྃ׬

ըͰあり、本発掘調査がඞཁとなΔ（第ܭ事を行͏޻ 2ਤ）。

$　੔ཧ࡞業の経ա

੔ཧ࡞業は、ݱ地調査とซ行して։࢝した。遺構の記録ྨにͭいては、ݱ地Ͱ基ૅ੔ཧをਐめ、ݱ

地࡞業ऴྃ後に本格的な੔ཧ࡞業にணखした。遺物は、ݱ地Ͱ水ચ・ס૩・஫記・બ別を行った後に、

2008・2011 年度は株式会社帆苅組（阿賀野市）に、2009 年度は株式会社ノガミُాӦ業所（新潟市ߐೆ

区）にӡൖして࡞業した。֤年度に基ૅ੔ཧ࡞業を行い、遺構の原ࣥߘච、遺物の࣮ଌ・トϨースを行った。

2011 年度にશମ編集を行い、2012 年度に印刷・ץ行した。
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1　遺跡の位ஔと地ཧ的ڥ؀

柄目木遺跡が所在͢Δ阿賀野市は、新潟県の北東෦、新潟市のೆ東໿ 20LN に位ஔ͢Δ。東西

໿ 18.5LN、ೆ北໿ 15.3LN Ͱ、192.7LN2 の面積を༗͢Δ。地目別に見Δと、೶地 73.2LN2、୐地

12.1LN2、ྛࢁ 64.8LN2 ͰあΔ。阿賀野市は、2004 年 4 月 1日にपลの 2町 2村、安ా町、水原町、

笹ਆ村、ژϲ੉村が߹ซして஀ੜした新市Ͱ、पลを新潟市（چ新津市・چ๛ӫ市・چԣӽ町）・新発ా市・

ϲ੉村に位ஔし、阿賀野川ژچと઀͢Δ。౰遺跡は阿賀野市西෦の（川村ࡾچ）阿賀町܊原וઘ市・東ޒ

のچՏ道とࣗવఅ๷にڬまれたԭ積地に立地͢Δ。遺跡पลのگݱは水ాͰ、ా 面のඪ高は໿6NͰあΔ。

阿賀野市の地੎は、東にޒ
͝ ͣ

಄࿈ๆと笹
ささかΈ

ਆٰྕ、西に阿賀野川とそのྲྀࢧが࡞り上͛たԭ積平野から構成

されΔ。ޒ಄࿈ๆはඛ
ͻしがͩけ

ϲַஅ層にԊってೆ北に金
かな͹ͪ΍ま

দ、（888.4N）ࢁു
まͭͩいら΍ま

平ࢁ（953.9N）、ޒ
͝ ͣ

಄ࢁ
さん

（912.5N）、

ඛ
ͻしがͩけ

ϲַ（973.5N）、ๅ
ほ͏しΎさん

चࢁ（559N）౳のࢁʑが࿈なΔ。ޒ಄࿈ๆの西ଆには、ඪ高 100N前後の笹ਆٰ

ྕが໿ 18LNにわたって޿がΔ。笹ਆٰྕは第࢛紀のॳめ頃にଯ積したࣉࢁ層と笹ਆ層を主ମとした第

࢛紀洪積層によってܗ成され、上層の笹ਆ層は᛽΍࠭・೪土のޓ層からなΔ。͜の೪土が陶器のૉࡐにద

しており、ٰྕには古代から中世にかけての༼業遺跡がଟ਺分෍͢Δ。

౰遺跡の西ํ 3LNをྲྀれΔ阿賀野川は、෱ౡ県・܈馬県のྲྀݯから෱ౡ県会津ຍ地を経て、൧
い い Ͱ

๛ࢁ地

とӽ後຺ࢁのࢁ間地をྲྀれΔ一ڃՏ川ͰあΔ。ޒઘ市馬
まおΖし

下෇ۙͰࢁ間෦から平野෦にྲྀれ出し、阿賀野市

分
Ϳ ん ͩ

ాのૣ
は΍Ͱがわ

出川߹ྲྀ点෇ۙまͰの 10LNほͲの間にઔঢ়地をܗ成͢Δ。川のྲྀれはൺֱ的ٸͰ࠭᛽をӡൖ

して޿い᛽Տ原を࡞り໢ঢ়ྲྀをな͢。͜れより下ྲྀはૣྲྀࢧ出川のઔঢ়地とのෳ߹ઔঢ়地をܗ成し、平均

ޯ഑ 1000 分の 2～ 3の؇ࣼ܏Ͱྲྀれ、ྲྀ࿏を大き͘ऄ行させΔ。平野෦Ͱは、ւ؛にԊってٰ࠭ྻが

発ୡ͢Δ͜とから、洪水時にՏ川の水がւにྲྀ出しに͘͘、྆؛をӽして൙ཞし΍͢いڥ؀にあΔ。阿賀

野川は、൙ཞ͢Δ͜とによってྲྀ࿏をมえ、Տ道のࠟ跡΍ࣗવఅ๷、ࡾ日月ބ、潟ބをܗ成してきた。

౰遺跡は、阿賀野市安ాからԣӽ・水原にࢸΔೆ北 11LNに޿がΔ阿賀野川൙ཞݯの北෦に位ஔ͢Δ。

ೆଆには໢の目のよ͏にچՏ道が࢒り、阿賀野川のྲྀ࿏はֆਤ΍地ਤから、時代とともに東から西にҠಈ

した͜とが分かっていΔ。౰遺跡のೆ・西にはࡾ日月ܗをఄ͢ΔچՏ道 3ྻがฒྻして見られΔ。ۙ世

からۙ代のൺֱ的୹い期間にྲྀ࿏がมભし、東から西に޲かってそれͧれᶃਖ਼ಙ 3（1713）年以前、ᶄๅ

ྐྵ 12（1762）年、ᶅ明࣏ 44（1911）年頃（大ਖ਼年間の阿賀野川第 1期վम޻事以前）のՏ道のࠟ跡と考えら

れΔ（第 3ਤ）。ਖ਼ಙ 3（1713）年以前のྲྀ࿏は、ݱՏ道より 2～ 5LN東ଆをऄ行してྲྀれていた͜とが

分かΔʦ建設ল北཮地ํ建設ہ	阿賀野川޻事事຿所 1984ʧ。

また、北ଆには、ٰ࠭ྻによって࠹きࢭめられた͜とをܖ機にܗ成された෱ౡ潟౳の大খの潟ބʦౡ

1998ʧがあΔ。෱ౡ潟はݱ在 193 ϔΫλーϧが調੔஑としてอଘされていΔが、ۙ世からݱ代にׯ୓さ

れΔ以前はその 10ഒ以上の面積を༗͢Δ潟ބͰあった。͜͜には、遺跡の東ଆをྲྀれΔ安野川をは͡め

と͢Δଟ͘のՏ川がྲྀれࠐんͰいた。ਖ਼อ 2（1645）年のʮਖ਼อӽ後国ֆਤʯによΔと安野川は෱ౡ潟に

ྲྀれࠐΈ、また෱ౡ潟は阿賀野川ともܨがっていた͜とが分かΔ。遺跡の東ଆには人޻Տ川としてվमさ

れたچখཬ川がྲྀれΔ。খཬ川はچ水原町上ߐ端෇ۙにݯを発し、ݱ在はژچϲ੉村খཬ෇ۙͰ人޻Տ川
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ୈ �ਤɹपลのࣗવ஍ܗͱ古代͔Β中世のҨ੻෼෍ਤ

（国土地ཧӃ地ܗਤʮ新潟ʯʮ新津ʯʮ新発ాʯʮ津川ʯ1�50000 に建設ল北཮地ํ建設ہʮ阿賀野川水害地ܗ分ྨਤʯ・
新潟県教育委員会ʮ෱ౡ潟ʯۙ世のׯ୓地を߹成、վม）。
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8

1　遺跡の位ஔと地ཧ的ڥ؀

ࠃ ಓ ߸��

ਆ
໌
ਆ
ࣾ

ਆ
໌
ਆ
ࣾ

ࠃ ಓ ��߸ Ѩ լ ໺ ό Π ύ ε
ଜલ౦"

ଜલ౦#

ฑ໨木
ޱࢁ

0 600N（1：15,000）

ୈ �ਤɹࠃಓ ��߸Ѩլ໺όΠύεͱຊൃ۷ௐ࣮ࠪൣࢪғ（h 水原町શਤʱを一෦վม）
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としてվमされた安野川΁߹ྲྀ͢Δが、かͭてはۨྛ川΁と߹ྲྀしていた。͜のۨྛ川はさらに北上して

人޻Տ川の新井ڷ川΁߹ྲྀ͢Δがかͭては、෱ౡ潟΁とྲྀೖしていた。ೆ西ଆの阿賀野川ྲྀچ࿏は、ඦ津

潟としてʮਖ਼อӽ後国ֆਤʯͰは੾り཭されていΔがখՏ川΍水࿏Ͱ安野川、阿賀野川とܨがっていたՄ

ೳ性もे分ਪଌͰきΔ。

以上のよ͏に、౰遺跡पลは内水面ަ௨を利用͢Δ上Ͱదした立地条݅にあΔとݴえΔ。阿賀野市पล

に古代から中世の遺跡がଟ਺ଘ在͢Δഎܠには、͜のよ͏な内水面ަ௨の利ศ性も一因Ͱあったと考えら

れΔ。

2　ྺ ࢙ 的 ؀ ڥ

A　古　　　代

柄目木遺跡が所在͢Δ阿賀野市は、古代の行੓区分ͰあΔӽ後国পਨ܊に属していた。ӽ後国পਨ܊の

成立にͭいてはʦాࢁ ాۻ、1986 2004ʧがৄしい。それらによΔと、཯ྩମ੍をਪしਐめよ͏と͢Δ

大和੓ݖは、7世紀຤頃、それまͰӽ国とされていた地Ҭをࡉ分し、ӽ前国・ӽ中国・ӽ後国・ࠤ౉国が

成立͢Δ。阿賀野川をڥに北がӽ後国、ೆがӽ中国Ͱあった。成立౰ॳのӽ後国はপਨ܊・൬ધ܊のೋ܊

からなり、その後、大ๅ 2（702）年にӽ中国のו原、古ڕ、ࢤপ、ᰍ৓の がӽ後国にҠ؅され、和܊4

ಔ（708）ݩ年にはӽ後国に出Ӌ܊（ܗࢁݱ県ঙ内地ํ）が成立͢Δ。和ಔ 5（712）年に出Ӌ܊が分཭し、

཮Ԟ国の࠷上・ஔ܊྆ࣀと߹わせて出Ӌ国が設ஔされΔ。8世紀前葉にはӽ後国のྖҬがほ΅֬ఆし、ݱ

在の新潟県の原ܕがͰきあがΔ。またʮ࿧名ྨᡉ抄ʯには、পਨ܊には଍Ӌ・পਨ・賀地の が記さڷ3

れており、柄目木遺跡पลは଍Ӌڷに属したとされΔʦژϲ੉村 1969ʧ。以下阿賀野市ٴͼ遺跡पลの

ੜ࢈遺跡と集落遺跡にண目し、古代の༷૬を֓͢؍Δ。なお、須恵器ٴͼ土師器の年代にͭいてड़΂Δと

きは、ʦय़日 1999ʧを用いΔ͜とと͢Δ。

ੜɹ࢈ɹҨɹ੻

༼業΍製మは、古代の主ཁなख޻業ੜ࢈ͰあΔ。ޒ಄ࢁ࿢༼跡܈（笹ਆ༼）はপਨ܊内の須恵器ੜ࢈を

୲い、一܊一༼的なੜ࢈が行われていた。ޒ಄ࢁ࿢༼跡܈Ͱは、8世紀前半に須恵器ੜ࢈が։࢝され、8

世紀後半から 9世紀前半に༼਺が࠷もଟ͘なり、9世紀中葉以߱ੜ࢈はݮগし、ਰୀ΁と޲か͏。࠷も

ੜ࢈が׆発な時期は、׭ᦰの࠶編時期とॏなり、ख޻業ੜ࢈が࠷も֦ॆされΔ時期ͰあΔ。調査事ྫはਗ਼

見ࣉA༼跡（45）ʦ中川ほか1962ʧ΍࿛୔ 2号༼（81）ʦ中川ほか1973ʧがあり、出土した須恵器からそ

れͧれ 8世紀後半（ᶚ 2期）、9世紀前半（ᶛ 2期）の所࢈と考えられていΔʦখྛ 2004ʧ。9世紀前半以

߱、ଞ܊Ͱは須恵器ੜ࢈がਰୀしてい͘が笹ਆ༼Ͱはখن໛ながらੜ࢈がܧଓされΔʦ๬月 2006ʧ。なお、

পਨ܊内にはϗーϩΫ୔༼跡܈（新発ా市）ʦ௽巻 2001ʧ΍安ా༼跡܈（چ安ా町）ʦय़日 2004Bʧが֬認

されていΔが、ڞに 8世紀後半（ᶚ 2～ 3期）とૢ業期間は୹期間ͰあΔʦय़日 2006ʧ。ޒ಄ࢁ࿢༼跡܈

Ͱੜ࢈されΔ須恵器の଻土は΍΍ૈ͘、石ӳ΍௕石、金Ӣ฼なͲのࠞೖ物がଟい͜とが特௃的とされΔʦࡔ

井ほか1989ʧ。一ํ、笹ਆٰྕには製మ遺跡もଟ͘分෍͢Δが調査事ྫはগない。その中Ͱも真木ࢁ#・

$遺跡（91・92）Ͱは、古代の製మ跡と見られΔ遺構・遺物が検出されたʦ戸ࠜ 1986ʧ。
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11

第Ⅱ章　遺跡の位ஔとڥ؀

ूɹམɹҨɹ੻

古代の集落遺跡は、ͭزかのまとまりをもって分෍͢Δ。発久遺跡（26）पลには、খીࠜ遺跡（19）、

ն西遺跡（82）、ұ本ਿ遺跡（83）、ະ明遺跡（84）、୆ా遺跡（85）౳が分෍͢Δ。͜のपลは、古෿ࠊ

時代前期から։発がਐめられていた在地߽଒のڌ点Ͱもあった。また、෇ۙにはޒ಄ࢁ࿢༼跡܈΍製మ遺

跡がଘ在し、それらのख޻業ੜ࢈と関わりを࣋ͪ΍͢いͩڥ؀ったと考えられΔ。発久遺跡（26）は 8世

紀中葉～ 9世紀後半（ᶚ～Ⅵ期）まͰ௕期にଓ͘遺跡Ͱ、࢛଍のҟܗԣළが出土した͜とͰશ国的に஫目

を集めた。1998・1999 年の本発掘調査において、౰時の໾所の業຿に関わΔ木؆΍ଟ਺の๽書土器が

出土した͜とから׭ᦰ関࿈遺跡とධՁされたʦ川上 1991ʧ。代ද的な木؆を見Δと、ྐྵ木؆は֤月ࡣ日

のࢧׯが書かれていΔ木؆Ͱ、記されていΔྐྵは記ํࡌ法΍ࡣ日ࢧׯの検౼からԆྐྵ 14（795）年のྐྵと

見られΔ。ล抄木؆は、品物をडけऔった͜とをূ明͢Δ木؆ͰあΔ。木؆にはडけऔり੹೚者と見られ

Δʮү෦ኍ人ʯとい͏ॺ名も記されていΔ。さらに、健ࣇが॓௚ۈ຿をした͜とを上司に報告した॓௚報

告の木؆も出土していΔ。健੍ࣇとはԆྐྵ 11（792）年に設ஔされたฌ੍Ͱ、健ࣇには地ํ༗ྗ者ͰあΔ

設があったとਪࢪによってकӴされΔࣇ司の子ఋがॆてられた。͜の木؆の出土から、発久遺跡には健܊

ଌされていΔʦ૬୔ 2004ʧ。

発久遺跡の北ଆには෱ౡ潟が޿がり、そのप囲のࣗવఅ๷΍ඍ高地にも古෿時代以߱、集落がܗ成され

た。ીࠜ遺跡（86）はその一ͭͰ、掘立柱建物が検出され、木؆΍ଟ਺の๽書土器が出土した͜とから׭

ᦰ関࿈遺跡とධՁされていΔʦ川上 1997、य़日 2004Cʧ。8世紀中葉～ 9世紀ॳ಄（ᶚ期）は཯ྩ社会

のมֵ期Ͱあり、͜れまͰに੔උされていた׭ᦰの࠶編が行われΔ時期と見られており、পਨٴ܊ͼؠધ

ᦰ関࿈遺跡が૿加͢Δʦय़日׭、内には܊ 2006ʧ。たͩし、ұ本ਿ遺跡（83）のよ͏に 9世紀中頃に新

たな集落がܗ成されΔಈきもあΔʦ川上 1999ʧ。

౰遺跡पลͰは、ࣗવఅ๷ٴͼप囲のඍ高地にޱࢁ遺跡（40）΍村前東A遺跡（93）౳が所在͢Δ。出

土遺物の時期から྆遺跡ともにᶚ～ᶛ期の集落Ͱ、9世紀中葉以߱に集落がॖখ͢Δと見られΔʦ高橋・

成されなかった阿賀ܗ୩ほか2010、加藤ほか2010ʧ。その一ํ、9世紀にೖΔと、͜れまͰ古代集落がߥ

ᶺ 遺		跡		名 時　代 ᶺ 遺		跡		名 時　代 ᶺ 遺		跡		名 時　代 ᶺ 遺		跡		名 時　代

1 本所ؗډ跡 中世 25 橋׈ 平安 49 ฌӴ୔༼跡ݖ ࣨ町 73 野Aؠ ಸྑ

2 跡ؗޱߐ 中世 26 発久 平安 50 എ中ᖰ༼跡 鎌倉 74 安ా৓跡 ࣨ町～ߐ戸

3 新ޒฌӴࢁ 平安 27 村下 平安 51 経୔中世ุҬ 鎌倉～ࣨ町 75 ീඦמ 平安

4 ਖ਼ईA 古෿・平安・ۙ世 28 土ډ内西 平安・中世 52 目ચ୔中世ุҬ 鎌倉～ࣨ町 76 ෑ୔༼跡ྠޒ 平安

5 ৓ؗࢁ跡 ࣨ町 29 ණࣨ 平安 53 ࿇୆野中世ุҬ 鎌倉～ࣨ町 77 ੺দࢁ৓跡 不明

6 名ࢁA 古代 30 ৓ؗ跡 平安 54 ࡔࠓ ࣨ町 78 北ڷ 平安～ೆ北ே

7 上土地ُ# 古෿・古代 31 大ׂ 中世 55 බࡔ 平安 79 ࿡野੉ؗ跡 ೆ北ே～ࣨ町

8 ԣӽؗ跡 ࣨ町 32 町道上 中世 56 村ਿ৓ ࣨ町 80 ੺ࢁࡔ中世༼跡 中世（鎌倉）

9 ௕࡚（৓ؗ） ࣨ町 33 大ۂ川端 平安 57 野地৓跡 ࣨ町 81 ࿛୔ 2号༼跡 平安

10 秋葉 2ஸ目༼跡 平安 34 Ӌל場 中世 58 Ӝ৓跡ࢁ ࣨ町 82 ն西ࠊ 古෿・古代・中世

11 道上ࣉ஑ࡉ 平安・中世 35 ࣣ面ಊ 中世 59 堀ӽؗ跡 ࣨ町 83 ұ本ਿ 古代・中世

12 ࣣ本দ༼跡܈ 平安 36 下条ؗ跡 ࣨ町 60 大ࣨ৓跡 ࣨ町 84 ະ明 古代

13 ୌ୩༼跡 平安 37 水原ؗ跡 ࣨ町 61 ߕਂי 平安・中世 85 ୆ా 古代・中世

14 ૲水町 2ஸ目༼跡 平安 38 柄目木 古代・中世 62 分ాؗ跡 ࣨ町 86 ીࠜ 古代

15 ૲水町 1ஸ目༼跡 石器・ೄ文・平安چ 39 下ノ橋ؗ跡 ࣨ町 63 大௶ ೄ文・໻ੜ・平安・中世 87 ԣๆ # ೄ文・古代

16 Ѫౠᖒ ೄ文・平安・中世 40 ޱࢁ ໻ੜ・古代・中世 64 物見ࡆࢁ跡 不明 88 ௩߀ 古代・中世

17 大関ؗ跡 中世 41 ลҴՙࡾ ໻ੜ・古代・中世 65 ԣๆ経௩܈ 不明 89 ࿡野੉ ೄ文・໻ੜ・中世

18 ௕場ؗ跡 ࣨ町 42 ࣣౡؗ跡 不明 66 上野ྛ + 石器・ೄ文・平安چ 90 ௩ޅ ໻ੜ・中世

19 খીࠜ 平安 43 土橋 ೄ文・平安 67 上野ྛ L ೄ文・平安 91 真木ࢁ# 古代・中世

20 նࠊ 古෿～中世 44 笹Ԭ৓跡 ೆ北ே 68 上野ྛ$ 平安 92 真木ࢁ$ 古代・中世

21 北୔ 中世（鎌倉） 45 ਗ਼見ࣉA༼跡 平安 69 ख代ࡆࢁ跡 不明 93 村前東A 古代・中世

22 ਙฌΤ୔༼跡 ࣨ町 46 ঁಊؗ跡 ࣨ町 70 ख代ࢁ製మ跡 平安 94 村前東# 中世

23 ۨྛཁ害跡 ࣨ町 47 ၴ୔༼跡 ࣨ町 71 ୌࢁ ࣨ町 95 ௩ڥ ೄ文・໻ੜ・古代・中世

24 中୩内 平安 48 ࿛୔中世༼跡 ࣨ町 72 πϕλ# 平安 96 野中ޱࢁ 中世

ୈ �表ɹपลの古代͔Β中世のҨ੻
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野川ӈ؛のࣗવఅ๷上ٴͼඍ高地に集落がܗ成され、大௶遺跡（63）、ԣๆ#遺跡（87）、ߕਂי遺跡（61）、

௩遺跡（90）、がଘ在͢Δ。大௶遺跡Ͱは土師器焼成遺構がޅ 5基検出されており、土師器の年代はⅥ期

の所࢈と考えられていΔʦߥ川ほか2006ʧ。

#　中　　　世

中世の࢝まりにͭいてはॾઆあΔが、本報告Ͱは中世前期の૳Ԃが֬立͢Δ 12 世紀中頃からʦӉ野

2001ʧとཧղしたい。͜の時期には、चऱ焼の成立と޿Ҭྲྀ௨、৯હ۩の漆器΁のస׵、中国製陶磁器

の一ఆྔྲྀ௨、ژ౎ܥ土師器のྲྀೖ౳、中世土器༷式が֬立͢Δʦࡔ井 1991ʧ。

中世にೖΔと、͜れまͰの੓࣏΍経׆ࡁಈに大きなม化が見られΔ。その一ͭは土地ࢧ഑の在りํͰ、

古代の཯ྩ੍とはҟなり、૳Ԃと国ᦰྖからなΔ૳Ԃެྖ੍とݺ͹れΔ。中世において、遺跡पลはઁ関

ՈྖのനՏ૳内に属していた。നՏ૳の範囲は阿賀野市ٴͼ新潟市北区（چ๛ӫ市）の一෦がؚまれΔと

考えられていΔ。നՏ૳の成立΍ྺ࢙的എܠにͭいては、ʦԮ野 1986、ඉޱ 2004、ా村 2004ʧの֤࿦

考がৄしい。

നՏ૳੒ཱのഎܠͱਪҠ

上記の࿦考をࢀ考にനՏ૳にͭいて֓͢؍Δ。中世Ͱは、古代Ͱ見られたॳ期૳Ԃ΍໔ాܕ૳Ԃとはҟ

なり、ྖҬܕ૳Ԃ（中世૳Ԃ）が成立͢Δ。それは 11世紀中葉以߱の͜とͰ、12世紀ॳ಄のന川Ӄ੓期

に本格化し、ௗӋӃ੓期にピーΫをܴえΔ。ӽ後国の૳Ԃのଟ͘は、ௗӋӃ੓期に成立したものͰあΔ。

また、11～ 12世紀には国ᦰྖもڷ・܊・อなͲ、新たなࢧ഑ମ੍に分 編された。阿賀野川以北（阿࠶ׂ・

賀北）ͰはനՏ૳のほか、Ԟࢁ૳・加地૳・๛ా૳なͲの૳Ԃが成立͢Δ͜とから、ň૳Ԃの世քŉ とい

われΔ。നՏ૳の立૳は、௕ঝ 3（1134）年 8月 28日ʮӽ後国司ிએʯͰ認められΔ。そ͜には૳Ԃの

が記されていΔ。牓示とはྖ主名が記されたࢫΔ͡ېに牓示をଧͪ、国司のೖ෦を（քڥ東西ೆ北の）ࢸ࢛

所ྖのڥをఆめΔඪࣝͰあり、׭物΍ྟ時ࡶ໾の໔আ、不ೖなͲの特ݖのඪࣝͰもあΔ。また、࣏ ঝ4（1180）

年 5月 11日 ňߖՅ໳Ӄ૜ॲ分ঢ়ŉ からനՏ૳がߖՅ໳ӃྖͰあった͜とが分かΔ。ߖՅ໳Ӄはઁ関Ոの

藤原஧௨の່・੟子Ͱあり、ಉ૳が成立した௕ঝ 3年ஈ֊Ͱは崇ಙఱߖの޳ߖͰあった。たͩし࣮࣭的

な؅ྖ者は藤原஧௨Ͱあり、൴がߖՅ໳ӃྖとしてനՏ૳を立૳させたと見られΔ。立૳͢Δࡍには、立

૳に൓ର͢Δ在ி׭人を੍ݗし、ݱ地Ͱ立૳をঝ認させΔྗがඞཁͰあった。その࣮ྗを࣋っていたのが

৓ࢯ一଒と見られていΔ。

৓ࢯは、10世紀後半～ 11世紀前半に東国Ͱ׆༂した平ҡໜ（ҡྑ）の後ᧈͰあΔ。ҡໜの஢子ൟఃは

ӽ後国に郎ౘ・ैྨをཆい、ӽ後国司の௥ัのର৅となΔよ͏な׆ಈを行͏なͲ、国ᦰ੎ྗとఢରしなが

らも、ӽ後国内に所ྖを֫ಘしͭͭあΔଘ在Ͱあった。৓とい͏੏はҡໜの子ൟ成が出Ӌ৓հに೚໋され

た͜とに༝དྷ͢Δ。ൟ成とӽ後の関わりは不明ͰあΔが、৓ࢯ一଒がʮӽ後国ॅ人ʯとॳめて࢙ྉ上にそ

の࢟を明֬にしたのはӬ久 5（1117）年の͜とͰ、そ͜Ͱ記されΔʮӽ後国ॅ人平Ӭ基ʯは৓ః成の子Ͱ

あΔ。৓ࢯ一଒の中ͰもനՏ૳に関わった人物にࢿӬ（ॿӬ）・ॿ৬（௕ໜ）ܑఋがいΔ。特にఋのॿ৬は

৓࢛郎とশし、国人からはനՏؗޚともݺ͹れていた。࣏ঝ 3（1179）年に࢝まΔݯ平の૪ཚは、その後、

ӽ後国にも೾ٴし、平Ոの໓๢に൐い৓ࢯの੎ྗもਰえ࢝めΔ。

文໶（1184）ݩ年、ӽ後国はݯཔேの஌行国となり、それ以後、一時的なஅଓがあΔものの、鎌倉時代

を௨͡てক܉஌行国としてଘଓし、鎌倉ນ෎のྖ׋؅ҬͰあΔ東国に位ஔ෇けられた。鎌倉期のനՏ૳は、
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ҏ౾出਎の大見Ոलが地಄となって؅ཧ、ࢧ഑を行った。その後、૳内をͭزかに分ׂし、大見一଒から

೿ੜした安ాࢯ、水原ࢁ、ࢯӜࢯらの国人ྖ主によってࢧ഑されΔ͜ととなΔ。大見一଒の在地ࢧ഑がਐ

Ήにͭれて۝条ՈのനՏ૳ࢧ഑は後ୀしてい͘。

߂ݩ 3（1333）年に鎌倉ນ෎が໓๢し、建෢新੓ݖが発଍͢Δ。౗ນに大きなޭ੷を͛ڍた新ా義ఃが

ӽ後कに೚໋されकޢ৬を݉຿し一国શମを౷ׅした。ほͲな͘଍利ଚࢯと後୉ޣఱߖ・新ా義ఃとの関

係はѱ化し、ଚࢯは後୉ޣଆに൓ضを຋͢。後୉ޣఱߖのೆேଆは、新ా義ఃを૯大কとして出ਞ͢Δ

が、ଚ܉ࢯにഊれڈΔ。͜れ以߱、ӽ後国もೆ北ேのಈཚとなΔ。നՏ૳のあΔ阿賀北地Ҭには、ଚํࢯ

の北ே੎ྗが਺ଟ͘߇えていた。നՏ૳ࢁӜ地಄大見ೳొݖकの代׭を名৐Δ加໶Ԭ੓光は଍利ํの国大

কࠤʑ木加地Өߝの܉に属し、新ాํの܉੎と߹ઓしていΔ。͜れは、നՏ૳在地੎ྗがಈཚにࢀ加した

།一の事ྫͰあΔ。

Ԇݩ 3（1338）年にଚࢯは੐Ҕ大ক܉となり、ࣨ町ນ෎が成立͢Δ。ྐྵԠ 4（1341）年には、上ਿݦݑ

がӽ後国कޢとなΔ。それ以後上ਿࢯはӽ後のྖ国ࢧ഑をਐめ、上ਿ一଒΍कޢ代௕ඌ一଒をӽ後֤地に

഑ஔ͢Δよ͏になΔ。ӽ後෎中をڌ点と͢Δकޢ上ਿࢯのࢧ഑は、阿賀北地Ҭにはٴͼに͘かったと見ら

れ、ӽ後कޢのఋ・ݑॏがനՏ૳のࢁӜをڌ点とした͜とは、कࢧޢ഑のऑ点をิ͏ものと見られΔ。͜

の後、16世紀前半まͰकޢ上ਿࢯ、कޢ代௕ඌࢯによΔӽ後国ࢧ഑のମ੍がଘଓ͢Δ。Ӭਖ਼ 4（1507）年、

कޢ代௕ඌҝӨが上ਿ一଒の上条ఆ࣮を༴立して、कޢ上ਿ๪ೳを௥์したとき、ӽ後のઓ国時代がນを

։けΔ。

なお、౰遺跡のೆ東 800Nに所在͢Δ下ノ橋ؗ遺跡（39）は͜のよ͏な時代എܠに構ஙされた中世の

は不明ͰあΔ。また、ೆ東ࡉৄ、と考えられΔがؗډ 200Nに所在͢Δീ഼ਆ社は、大ಉ年間（806 ～

810）に૑建したと఻えられΔがその֬ূはない。ఱอ 15（1844）年のീ഼ਆ社の建てସえの文ݙʮീ഼

᝷した͜と΍、建ࢀか͏ંにീ഼ਆ社に޲པ義がԞभにݯ建ไ加ாʯによれ͹、11世紀のॳめ頃に࠶ٶ

෢年間（1334 ～ 36）頃のฌཚにより、ീ഼ਆ社がഁյされた͜とが記されていΔʦژϲ੉村 1969ʧ。͜

れらの記ड़により、中世にはീ഼ਆ社がଘ在していたՄೳ性が高いと考えられΔ。

ੜɹ࢈ɹҨɹ੻

中世におけΔ経׆ࡁಈは、古代以上にྲྀ௨範囲΍ྲྀ௨ྔが֦大͢Δ。集落遺跡から出土͢Δ陶磁器΍土

器の器種構成は、޿Ҭにྲྀ௨͢Δचऱ焼΍ӽ前焼、ほ΅阿賀北地Ҭにݶఆ的にྲྀ௨͢Δ在地࢈陶器、༌ೖ

陶磁器、在地࢈の土師࣭土器౳からなΔ。

12世紀後半以߱、中世須恵器ੜ࢈の中৺的໾ׂ୲͏चऱ焼が׆発となΔঢ়گの中Ͱ、笹ਆٰྕͰは古

代に一度廃絶した༼業が࠶։されΔ。笹ਆٰྕにおけΔ༼業ੜ࢈のਪҠは、13世紀の北୔遺跡（21）（須

恵器٢・ܥԬⅡ古期、13世紀第 3࢛半期）に࢝まり、എ中ᖰ༼跡（50）（須恵器٢・ܥԬⅡ新期、13世紀第 4࢛半期）

ʦ٢Ԭ 1994ʧ、ݖฌӴ୔༼跡（49）（ᙁ器13・ܥ世紀後半～ 14世紀ॳ಄）、੺ࢁࡔ中世༼跡（80）（ᙁ器13・ܥ

世紀中頃～後半）とੜ࢈が୹期ૢ業ͰӡӦされ、࿛୔中世༼跡（48）（ᙁ器13・ܥ世紀຤～ 14世紀前半）をもっ

てऴᖼをܴえΔʦখా 1999ʧ。また੺ࢁࡔ中世༼の西ํ໿ 1LNに位ஔ͢Δ࿡野੉遺跡（89）Ͱは、ۙ͘

の੺ࢁࡔ中世༼の製品がଟ͘出土͢Δ͜とから、その製品の積Έ出し場とਪఆされていΔʦ௽巻 1992ʧ。

ٰྕにおけΔੜ࢈は、༼業のほかに製మも積ۃ的に行われ、ޒ಄ࢁ࿢΍笹ਆٰྕには製మ遺跡がଟ͘分

෍͢Δ。調査事ྫがগな͘、それらの遺構が古代または中世の所࢈か೺Ѳされていない。中世Ͱはٰྕ

෦Ͱ行͏製మ（製࿉・ਫ਼࿉）のほかに、平地෦Ͱ行われΔ஁໶、খ஁໶、特に೶۩のमཧ΍ఝなͲのమ製
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品の製଄は、集落内Ͱ行われたよ͏ͰあΔ。ٰྕ෦から཭れたޱࢁ遺跡（40）΍村前東A・#遺跡（93・

94）Ͱも中世のఝ΍మᕥ（஁໶ᕥ）が出土していΔʦ高橋・ߥ୩ほか2009、加藤ほか2010ʧ。ٰྕ෦ٴͼ平

地෦の製మのن໛΍製మٕज़のղ明は、集落内のੜ࢈をಡΈղ͘上ͰॏཁͰあΔ。また、製మ（製࿉・ਫ਼࿉）

にはଟྔの木୸がඞཁとされΔため、木୸の調ୡも製మ、஁໶ੜ࢈のॏཁなཁૉになΔと考えられ、調査

事ྫはগないが北୔遺跡（21）・੺ࢁࡔ中世༼跡（80）Ͱは木୸༼が検出されていΔ。

౰遺跡が所在͢ΔനՏ૳は笹ਆٰྕٴͼޒ಄ࢁ࿢のੜ࢈遺跡とີ઀した関係を࣋っていたと見られΔ。

それらのࢁʑは、上記のख޻業ੜ࢈にඞཁな೩ྉを֫ಘͰきΔ਋ࢁͰあり、木୸༼のӡӦ（製୸）の場Ͱ

もあったと考えられΔ。

ूɹམɹҨɹ੻

集落Ͱは土地利用にม化が見られΔ。堀が८Δؗが出ݱし、集落΍ੜ࢈Ҭには条ཬܕの区ըが用いられ

Δ。また、ٰྕ෦には๷ࢪޚ設を൐͏ࢁ৓も出͢ݱΔ。നՏ૳内には中世のؗ跡が਺ଟ֬͘認されていΔ

が調査事ྫはগない。14世紀後半～ 15世紀前半のؗͰあΔ堀ӽؗ跡（59）におけΔ出土遺物は、日用

品がগな͘、஡の౬、Ֆੜけ、߳に関͢Δඇ日用的なものが目立ͭ。特にॏཁなࢿྉとして、廃غ土坑か

らの一ׅ遺物があΔ。͜れは火事場੔ཧ品と見られΔ。和ా中条ࢯ文書中条๪ࢿ記録のԠӬ 30（1423）

年に堀ӽཁ害落৓の記事がࡌっていΔ͜とから、͜の廃غ一ׅࢿྉは考古学と文࢙ݙ学のࢹ点から検౼Ͱ

きΔوॏな事ྫといえΔʦখాほか2001ʧ。͜れ以֎の৓ؗとしては水原ؗ跡（37）、安ా৓跡（74）、笹

Ԭ৓跡（44）なͲがあΔ。

大௶遺跡（63）पลには古代から中世にかけてのෳ߹遺跡が分෍͢Δ。大௶遺跡Ͱは、掘立柱建物 51

棟が検出され、その内༁はྊ行 1間ܕ建物が 11棟、૯柱建物が 40棟Ͱ、中にはচ面積が 100N2 をӽ

͢建物 4棟が検出された。大ܕ建物を中৺とした集落Ͱあり、౰時の༗ྗ者のؗډ跡と考えられていΔ。

建物のほかに、井戸΍大ܕの溝、木ุ׹も検出され、出土遺物は土師࣭土器を中৺に、चऱ焼΍国࢈陶器、

ന磁΍高ྷ੨磁の༌ೖ陶磁器ྨがଟ਺出土した。そして、主ମとなΔ 11～ 12世紀のؗډ跡にͭいては、

৓ࢯに関࿈͢ΔのͰはないかとݴわれていΔʦߥ川 2007ʧ。ߕਂי遺跡（61）は、14世紀～ 15世紀後

半の集落Ͱあり、掘立柱建物΍井戸、土坑౳が検出されたほかに、溝ঢ়のԜ地遺構が਺ଟ͘検出された。

Ԝ地遺構は水ా跡と考えられ、ߕਂי遺跡はॅډҬとߞ地または水ాと見られΔੜ࢈ҬからなΔ集落Ͱあ

ΔとධՁされていΔʦ高橋ほか2006ʧ。ߕਂי遺跡の西ଆにྡ઀͢Δޅ௩遺跡（90）Ͱも 12～ 14世紀の

集落が֬認されていΔʦࠤ藤ほか2009ʧ。ڥ௩遺跡（95）からは 13世紀後半～ 14世紀の区ը溝Ͱ区੾ら

れた集落内に掘立柱建物、大ܕ井戸、土坑౳が検出されたほかに、中世の道ঢ়遺構なͲが検出されたʦ古

ᖒ 。川ほか2012ʧߥ、2011

फؔڭ࿈Ҩ੻

फ教関࿈の遺跡としてࣉӃ、経௩、ุなͲがあΔ。౰時のࣉӃはफ教׆ಈのΈならͣ、੓࣏΍経׆ࡁಈ

にͭいても積ۃ的に関༩していた。また、中世にೖΔと集団ุҬ΍௩、石ౝ౳もஙかれΔよ͏になΔ。՚

報ࣉは文明 9（1477）年に村上のߞӢࣉ࿡世大安ᑓकによってڵ࠶されたࣉӃͰあΔ。それ以前に、Կら

かのࣉӃがあったとされていΔが、そのৄࡉは不明ͰあΔʦ川上 2003ʧ。՚報ࣉपลには経୔中世ุҬ

（51）、目ચ୔中世ุҬ（52）、࿇୆野中世ุҬ（53）があΔ。経୔と目ચ୔はૐཿの、࿇୆野には一般の人ʑ

のุҬと見られΔʦ戸ࠜ 2006ʧ。中世の葬ૹの在りํはଟ༷Ͱ、௩、土坑ุ、෿ٰุ౳のܗଶに分けられ、
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さらに土坑ุ΁の埋葬には、௚に遺ମを埋葬͢Δ土葬΍、遺ମを木製׹Գ΍大ᙈ౳に埋葬͢Δもの、火葬

した焼骨を骨蔵器にいれて埋葬͢Δもの౳、༷ʑͰあΔ。౰遺跡の 2009 年度調査෦分からは、遺ମをᣡ

ඏに෇した火葬ࢪ設が検出されていΔ。平面ܗは௕ํܗ、அ面ܗは箱ܕをな͢土坑Ͱあり、壁面・ఈ面が

ඃ೤していΔ。中央に͘ڧ 1条の溝が掘られていΔ͜とが特௃的Ͱ、火ྗを高めΔためにۭؾをૹりࠐ

んͩࢪ設と考えられΔ。土坑のఈ面෇ۙからଟྔの୸化ࡐが出土したが、その間に人骨と見られΔ焼骨片

がؚまれており、火葬ࢪ設と考えた。ಉ༷の土坑は、関東地ํ౳Ͱʮ火葬土坑ʯとݺ͹れීว的に認めら

れΔ。また、土坑ุにはଔౝം΍ྠޒౝ、൘ൾなͲのุඪが立てられΔ͜ともあΔ。

経௩は、大௶遺跡の東ํ 900Nの上野ྛٰྕ上にԣๆ経௩（65）܈がଘ在͢Δ。2基の経௩が検出さ

れており、ڞにप溝が८Δ。たͩし、経穴の構଄は྆者Ͱҟなり、1号経௩はૉ掘りの地下式埋経穴Ͱあ

Δのにରし、2号経௩は半地下式埋経穴Ͱఈ面にはݓ大の᛽がෑき٧められていΔ。1号経௩からは֖を

༗͢Δ陶製経౵のほかに、和ڸ、୹౛、木製۳౳が、2号経௩からはີ教大ஃを構成͢Δ෹۩ͰあΔގޒ

鈴と火ࣷ、୹౛、和ڸ、๽書᛽౳が出土していΔ。๽書᛽の一ͭにはʮ௕ໜʯと൑ಡͰきΔものがあり、

それは৓࢛郎௕ໜを͢ࢦものとਪଌされ、৓ࢯとの関࿈が͏かがえΔとされていΔʦ川上 1979ʧ。

また、෹教に関わΔफ教׆ಈのΈならͣ、地Ҭにີணしたਫ਼ਆੜ׆に関わΔّྱ΍ढज़、ຽ間৴ڼとも

ਂ͘関わっていた。ࠊն遺跡（20）Ͱはોຽকདྷのढࡳ΍ʮڇ಄ఱԦʯࡳがʦ川上・中ࢁ 2002ʧ、ұ本

ਿ遺跡（83）Ͱはസঢ়・۲ঢ়木製品のほかに、Ӹපআけのʮ˘ોຽকདྷ子ଙ໵ʯと書かれたढූ木؆が出

土していΔʦ川上 1999ʧ。
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1　άリッドと調査区の設ఆ

άリッドの設ఆは、柄目木遺跡 2008 年度調査区（柄目木遺跡ᶗ）にҾきଓき、世քଌ地ܥにԊって

10Nのํ؟を組ΈࠐΈ、͜れを大άリッドとした（第 6ਤ）。大άリッドのݺশは、西から東΁ΞϥϏΞ

਺字Ͱ 1・2・3ʜ、北からೆ΁ΞϧϑΝϕットの大文字ͰA・#・$ʜとし、記号を組Έ߹わせて 1A・

2Aʜ、1#・2#ʜ、1$・2$ʜのよ͏にද示した。さらに大άリッド内を 25分ׂし、北西۱を 1、北東

۱を 5、ೆ 西۱を 20、ೆ 東۱を 25となΔよ͏に番号を෇し、大άリッド番号との組Έ߹わせͰʮ38,12ʯ

౳とදした。調査区の中央෇ۙに位ஔ͢Δάリッド38）ߌ* άリッド北西۱）の࠲ඪは、X�203830.000　

:�61170.000 ͰあΔ。

なお、άリッドの設ఆにあたっては、ྡ઀͢Δ村前東A遺跡と࿈ଓして෇したため、本書におけΔ報

告範囲は 34ྻ～ 47ྻ෇ۙに౰たΔ。૬ޓの位ஔ関係を明らかにͰきΔ利点があΔ͜とから、2008 年

度調査ஈ֊に設ఆされたάリッドͰあΔ。また、柄目木遺跡ᶗにおいては、調査区を東からA区・#区・

$区とした。͜の͏ͪ本書は、$区ٴͼその西ଆ・北ଆに౰たΔ෦分の報告ͰあΔ。

2　基　本　層　ং（第 7・8ਤ）

A　基本層ংの記ࡌ

基本層ংは、2008 年度調査区とのରԠにཹҙしたが、遺構検出面の不଍΍ޡ認が൑明͢ΔなͲ、分層

そのものに大きなᴥᴪがੜ͡た。そ͜Ͱ、2009・2011 年度調査Ͱは、࣮ଶにଈして分層し௚した。なお、

2008 年度調査区の大半Ͱは、次に記͢ࡌΔᶗ層௚下またはⅡ B層まͰしか掘࡟しておらͣ、5面の遺構

検出面の͏ͪ、࠷上位しか調査していない。

౰遺跡の基本層ংはᶗ層～Ⅵ層まͰࡉ分したが、ᶗ層をআけ͹いͣれもԫ׊৭のシϧトͰあり、分層が

೉Ͱあった。しかし、遺物แؚ層においては、΍΍҉い৭調をఄ͢Δほか、୸化物を͘͝わͣかࠔめてۃ

にؚんͰおり、分層͢Δ上Ͱॏཁなࢦඪとした。また、シϧト・࣭࠭シϧトのޓ層からなΔ͜と、୹期間

Ͱଟྔの土࠭がଯ積͢Δঢ়گをؑΈ、洪水ଯ積物に༝དྷ͢Δ土࣭ͰあΔ͜とを૝ఆした。͜の͜とをཪ෇

けΔためにՖค分析・ܔ૶分析を行ったが、૝ఆͲおりՖค・ܔ૶はほとんͲ検出されͣ（第Ⅵ章 1）、洪

水ଯ積物と考えられた。

　ᶗ　層	：	҉փԫ৭シϧト（2.5:5�2）　水ా࡞ߞ土。

　ⅡB層	：	փԫ׊৭࣭࠭シϧト（10:36�2）　Ⅱ C層とྑ͘ࣅΔが、より明Δい৭調Ͱ、ૼ߱りঢ়の໛༷

が見られΔ。しまりはڧい。上面が、中世からۙ世（上層）の遺構検出面となΔ。

　ⅡC層	：	にͿいԫ׊৭࣭࠭シϧト（10:35�4）　Ⅱ B層とྑ͘ࣅΔが、より҉い৭調Ͱ、୸化物を͘͝

ま͹らにؚΉ。遺物が͘͝わͣかに出土しており、中世の遺物แؚ層と認ࣝした。

　ᶙ　層	：	にͿいԫ׊৭シϧト（10:35�4）　Ⅱ C層より΍΍明Δい৭調。ૼ߱りの໛༷は見られͣ、均࣭。
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2　基 本 層 ং

ᶛ期	 ۙ世以߱

Ⅱ期	 中世（13世紀後半～14世紀後半）

ᶗB期	 古代下層（8世紀後半～9世紀ॳ಄）
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第ᶙ章　調査の֓ཁ

しまりがൺֱ的ऑい。上面が中世（中層）の遺構検出面となΔ。

　ᶚ　層	：	にͿいԫ׊৭೪࣭シϧト（10:35�4）　均࣭Ͱ、しまりがऑい。壁面を࡟Δとき、ੜסきのঢ়

ଶͩとささ͘れ立ͭ。本དྷの遺構検出面Ͱはないが、中層の遺構෴土とᶙ層の区別がࠔ೉Ͱあっ

たため、࠷ऴ的にはᶚ層上面まͰ掘࡟して遺構の༗ແを֬認した。

　ᶛ　層	：	փԫ׊৭シϧト（10:34�2）　古代（8世紀後半～ 9世紀ॳ಄）の遺物แؚ層Ͱあり、A・#区の

Ⅵ層にରԠ͢Δと考えられΔ。2009・2011 年度調査区とも୸化物をؚΉ͜とを֬認したが、

遺構・遺物を検出したのは 2011 年度調査区のΈͰあΔ。遺物がൺֱ的ଟ͘出土した範囲΍遺

構がଘ在͢ΔपลͰは୸化物をଟؚ͘Έ、かͭ焼土ཻも認められΔ͜とが特௃的Ͱあった。遺

構は、ᶛ層の下位Ͱ検出したものが大半ͩが、ᶛ層上面から掘りࠐまれΔものも認められた。

͜の͜とから、古代の遺構検出面は 2面あΔと൑அした。しかし、྆者を区別Ͱきたものは

。られており、ʮ下層ʯとして一ׅ͢Δݶ

　Ⅵ　層	：	ԫ׊৭೪࣭シϧト　均࣭Ͱしまりがڧい。上面が下層の遺構検出面となΔ。

#　遺構検出面の੔ཧ

遺構検出面はⅡ B層上面、Ⅱ C層上面、ᶚ層上面、ᶛ層上面、Ⅵ層上面Ͱ認められた。上位からॱに

検出面 1～ 5とݺͿ͜とと͢Δ（第 7ਤ）。

検出面 1は、ද土௚下Ͱ検出した。ᶗ� 層を෴土と͢Δۙ世の遺構も認められΔが、͜れとは明らかに

ҟなΔ෴土を࣋ͭ火葬土坑を検出した。火葬土坑から出土した୸化ࡐの์ࣹ性୸ૉ年代ଌఆ݁Ռ（第Ⅵ章2）

と下位から検出した遺構の年代を౿まえれ͹中世（14世紀後半）の遺構と考えられΔ。また、検出面 2は、

検出面 1とわͣかなϨϕϧࠩしかな͘、அ面Ͱଊえられたのは 1ྫ（4,486）にݶられ、͜れのΈを分཭

͢Δ͜とはޮՌ的Ͱない。検出面 1と 2Ͱは、एׯの時間ࠩがଘ在͢Δものの、ʮ上層ʯとして一ׅして

औѻ͏͜ととし、中世からۙ世と෯を࣋った年代を༩えておきたい。

検出面 1から間層（Ⅱ B層・Ⅱ C層）をڬΈ、検出面 3があΔ。Ⅱ C層は中世の遺物แؚ層ͰあΔが、

遺物はわͣかͰあΔ。上下の層位とൺ΂Δと΍΍҉͘、୸化物を͘͝わͣかにؚΉ͜とを特௃とし、ᶙ層

上面ͰはⅡ C層が落ͪࠐΉ遺構を検出した。なお、2008 年度調査Ͱは遺構検出面をⅡ B層上面まͰしか

掘࡟していないが、中層の遺構を一෦調査していΔ。͜れは、ਂい遺構が半埋຅ঢ়ଶͰⅡ C層がਨれࠐ

んͩ݁Ռ、ϓϥϯとして認ࣝͰきたものͰ、本དྷの遺構検出面Ͱ೺Ѳしていない͜とを֬認した。また、

2008 年度調査Ͱは集落の֩৺෦分の調査を行っていΔが、͜の෦分にͭいてはᶙ層上面まͰ掘࡟して調

査していΔよ͏ͰあΔ。中世集落がஙかれた෦分は、もともとඪ高がわͣかに高͘、֤層のଯ積がബいた

め、ද土௚下からएׯ掘͢࡟ΔͩけͰ遺構を検出ͰきたのͰあΖ͏。検出面 3をʮ中層ʯと͢Δ。

検出面 4・5は、古代の遺物แؚ層ᶛ層の上面と下面Ͱ検出したものͰあΔ。྆者を層位的にଊえられ

たものはগないが、明らかにᶛ層上面から掘りࠐまれた遺構（4,710）がଘ在した。͜の遺構෴土は、ᶛ

層とൺ΂Δと৭調が҉͘、୸化物をよりଟؚ͘んͰいた。層位的に検出Ͱきなかった遺構にͭいても、ಉ

༷の特௃を࣋ͭものにͭいては、本དྷ的にはᶛ層上面が検出面ͰあΔՄೳ性があΔ。検出面 5は、遺物

แؚ層ܗ成以前に構ஙされた遺構ͰあΔ。したがって、検出面 4よりも古い͜とになΔが、遺物からそ

の૬ҧを検ূ͢Δ͜とは೉しい。͜のよ͏に、検出面 4と 5とͰは、एׯの時間ࠩがଘ在͢Δ͜とは֬

かͰあΔが、大࿮Ͱは古代に位ஔ෇けられΔ遺構検出面ͰあΔ。また、྆者をີݫに区分Ͱきない͜とか

ら、ʮ下層ʯとして一ׅしてऔѻ͏͜ととし、区分Ͱきたものにͭいては明記͢Δ͜ととした。
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3　調査の֓ཁ

以上のよ͏に、中世の遺構検出面が 2面ଘ在し、間層をڬんͰ下位に古代の遺構検出面がଘ在͢Δ在

りํは、西ํ໿ 300Nに位ஔ͢Δ村前東A遺跡のঢ়گに͢ࣅࠅΔ。土࣭もڞ௨しており、ಉ༷のଯ積ա

ఔを経たとਪଌͰきΔ。いͣれも、古代から中世の間に、洪水に༝དྷ͢ΔͰあΖ͏ଟྔの土࠭がଯ積した

͜とになΔ。また、古代の遺構検出面を 2面検出Ͱきた͜とは、౰遺跡A・#区のঢ়گにڞ௨͢Δ。上

下Ͱ時期ࠩを見いͩ͢͜とはࠔ೉ͰあΔが、遺物の年代が一க͢Δ͜とも౿まえれ͹A・#区とಉ༷に、

本དྷ的には 2面の遺構検出面があΔものとཧղしたい。

3　調 査 の ֓ ཁ

౰遺跡Ͱは、ઌड़のとおり 5面の遺構検出面を上層・中層・下層に੔ཧしてཧղ͢Δ͜ととした。

上層Ͱは、ۙ世の溝のほか、中世の火葬土坑を検出した。火葬土坑は、ఈ面、ଆ面がۃめて͘ڧඃ೤し

ており、෴土࠷下位からはଟྔの୸化ࡐとඍྔの骨片が出土した。୸化ࡐの์ࣹ性୸ૉ年代ଌఆを行った

݁Ռ、14世紀頃とい͏年代が示された。また、पลにはඍࡉな骨片をଟྔにؚΉઙい土坑も検出した。

火葬土坑と͜のઙい土坑はରの関係にあΔと考えられΔ。͢なわͪ、火葬土坑Ͱᣡඏに෇した遺骨のଟ͘

はุ地に葬られ、रい੾れなかったࡉ片を෇ۙの土坑に埋めたものと考えられΔ。上層においては、溝の

ほかには火葬に関࿈͢Δࢪ設しか検出しておらͣ、ಉ͡中世の遺跡Ͱも中層とは性格をҟに͢Δ。

中層は、中世（13世紀後半～ 14世紀後半）の集落ͰあΔ。調査区ೆ東෦に集中し、中৺෦は調査区֎に

まͰԆͼていΔと考えられΔ。本書Ͱ報告͢Δ範囲からは、掘立柱建物 11棟、井戸 5基、土坑 35基、

溝 10条なͲを検出した。建物がॏෳ͢Δ͜とから、਺ճ、集落が࡞りมえられた͜とが分かΔ。また、

2008 年度調査Ͱは、上層と中層を分別して調査されておらͣ、一෦は上層の遺構ͰあΔՄೳ性も࢒Δ。

遺物はचऱ焼、地ݩ・笹ਆ༼࢈のᙁ器ܥ陶器、੉戸焼・ඒೱ焼（以下、ʮ੉戸・ඒೱ焼ʯ）、๵қ陶磁ͰあΔ੨磁・

ന磁が出土した。そのଟ͘は、大溝 4%330 からの出土ͰあΔ。なお、ന磁は߹子の֖Ͱあり、༏品ͰあΔ。

下層は、A・#区に޿がっていた古代集落のԑล෦に૬౰͢Δ。竪穴建物 3棟、土坑 34 基なͲを検

出したが、#区にۙい 45・46 ྻ෇ۙに遺構が集中していた。また、#区からଓ͘෦分とは別に、40*・

40+・41*・41+ άリッドपลに遺構のまとまりも見られた。遺物はগないが、遺構෴土౳から、8世紀

後半～ 9世紀中頃の土師器・須恵器が出土した。須恵器は、地ݩ・笹ਆ༼࢈のものが主ମを઎めΔが、

一෦はࠤ౉・খധ࢈と見られΔ。また、4,774 からは༰器にೖれられていたと見られΔ漆մに෇ணした

漆紙が出土したが、文字は֬認Ͱきなかった。
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第ᶚ章　遺　　　構

1　֓　　　ཁ

౰遺跡Ͱは第ᶙ章Ͱड़΂たとおり、5面の遺構検出面が認められた（第 7ਤ）。さらに遺構෴土の૬ҧ

΍出土遺物の年代؍をもとにࡉ分ͰきΔ͜とが明らかとなった。ᶗ B期は、Ⅵ層上面（検出面 5）から掘

りࠐまれた遺構Ͱ、෴土は古代の遺物แؚ層ᶛ層を基調とし、8世紀後半～ 9世紀ॳ಄に位ஔ෇けられ

Δ。ᶗ C期は、古代の遺物แؚ層ᶛ層の上面（検出面 4）から掘りࠐまれΔ遺構Ͱ、9世紀前半～中頃に

位ஔ෇けられΔ。h 柄目木遺跡ᶗʱとൺֱ͢れ͹ᶗ B期が古代下層、ᶗ C期が古代上層にରԠ͢Δ。Ⅱ期

は、ᶙ層上面（検出面 3）から掘りࠐまれ、中世の遺物แؚ層Ⅱ C層がඃ෴された時期ͰあΔ。中世の集

落がஙかれた 13世紀後半～ 14世紀後半に位ஔ෇けられΔ。ᶙ期は、Ⅱ層上面（検出面 2）から掘りࠐま

れた遺構ͰあΔが、̍ 基のΈの検出ͰあΔ。ᶚ期は、Ⅱ B層上面（検出面 1）から掘りࠐまれた遺構の͏ͪ、

火葬に関͢Δ遺構ͰあΔ。ۙ世以߱に位ஔ෇けた遺構とは明らかに෴土がҟなり、෴土ఈ面から出土した

೩ྉࡐにͭいて์ࣹ性୸ૉ年代ଌఆを行った。その݁Ռ、14世紀頃と͢Δ݁Ռがಘられた。したがって、

ᶚ期の遺構は、中世の遺構と൑அした。さらに下位Ͱ検出したⅡ期の年代を౿まえれ͹、14世紀後半に

めΔ。ᶛ期は、ᶚ期とಉ͘͡Ⅱࠐりߜ B層上面（検出面 1）から検出された遺構ͰあΔが、෴土はᶗ�層に

し、෴土からはۙ世以߱の遺物が出土した。したがって、ᶚ期と検出面はಉ͡Ͱも区別͢Δ͜とがͰࣅྨ

きた。

A　古 代 の 遺 構

本報告におけΔ古代遺構は、調査区中央から東半分（2008 年度・2011 年度調査෦分）Ͱ検出した。遺構

の分෍はάリッド 43ྻのۭന෦分をڥにして、大き͘ೆ西෦分と北東෦分の 2か所に分けられΔ。ೆ西

෦分Ͱは、竪穴建物 1軒、土坑 10基、ピット 27基、溝 2条を検出したが、ま͹らに分෍͢Δ޲܏にあ

Δ。北東෦分Ͱは、竪穴建物 2軒、土坑 24基、焼土範囲 1基、ピット 53基、溝 2条を検出した。北東

෦分は೶道ೆଆの 45* άリッド෇ۙに土坑がまとまΔ。೶道北東ଆの 46(・47(άリッド෇ۙに、竪穴

建物、ピットがまとまΔ޲܏にあΔ。なお、遺構が集中͢Δ 45*・46(・47(άリッド෇ۙͰは、ᶛ層

の面下͛時から遺物がࢄ在した。また、古代の遺物แؚ層（ᶛ層）の上面から掘りࠐまれΔ遺構（上層・ᶗ

C期）と下面から掘りࠐまれΔ遺構（下層・ᶗB期）が認められ、྆者Ͱは෴土がҟなΔ͜とを֬認した。

1）ᶗ B　　　期

ᶗ B期の遺構は、竪穴建物 3軒、土坑 25基、性格不明遺構 1基、ピット 71基、溝 3条ͰあΔ。遺構

෴土は୸化物を͘͝わͣかにؚΉシϧトͰあΔ。遺構検出はඇৗに೉し͘、୸化物・焼土ཻのࠞೖ、わͣ

かな土৭の૬ҧ、遺物の༗ແにより൑அした。遺構の分෍は 40*・41* からೆଆと 45～ 46*・45+ から

೶道をڬんͰ北東ଆの 46～ 47(の 2か所に集中͢Δ。遺構のपลには遺物がࢄ在͢Δ޲܏が見られた。

古代の集落をྑ޷なঢ়ଶͰ検出したʰ柄目木遺跡ᶗʱの調査成Ռを౿まえれ͹、͜れらは、8世紀後半～

9世紀前半の遺構と考えられΔ。
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1　֓　　　ཁ

2）ᶗ C　　　期

ᶗC期の遺構は、土坑 9基、焼土範囲 1基、ピット 7基、溝 1条ͰあΔ。遺構෴土は୸化物をଟྔに

ࠞೖ͢ΔシϧトͰあΔ。本དྷの遺構検出面ͰあΔᶛ層上面Ͱの検出はඇৗに೉し͘、ᶛ層上面Ͱ୸化物・

焼土ཻのࠞೖ、土৭のわͣかな૬ҧͰ൑அした。h 柄目木遺跡ᶗʱの調査成Ռを౿まえれ͹、Ⅵ層上面検

出の遺構よりも新しい時期（9世紀前半～中頃）と考えΔ。遺構の૯਺はগないが、40*・41* ෇ۙと 45*・

45+ ෇ۙの 2か所に分෍͢Δ。

#　中 世 の 遺 構

1）Ⅱ　・　ᶙ　期

Ⅱ期の遺構は掘立柱建物 11棟、井戸 5基、土坑 35基、性格不明遺構 2基、溝 10条、ピット 94基Ͱ、

明֬にᶙ期に֘౰͢Δ遺構は、土坑 1基（4,486）のΈͰあΔ。Ⅱ期の遺構෴土は、୸化物がわͣかにࠞ

ೖ͢ΔシϧトͰ、೪性が΍΍ڧいものがଟ͘見られた。͜れらは地ࢁとなΔᶙ層とࣅΔ͜とから、ᶙ層上

面Ͱの検出がඇৗに೉しかった。そのためᶙ層上面Ͱ検出Ͱきない場߹は、ᶙ層の中位΍ᶚ層上面まͰ掘

。Έを֬認したため、Ⅱ期とは区別しᶙ期の遺構としたࠐして検出した。4,486はⅡC層上面からの掘り࡟

Ⅱ期とᶙ期の遺構෴土はࣅΔため、Ⅱ期とした遺構の中にもᶙ期の遺構がؚまれΔՄೳ性は൱ఆͰきない。

たͩし、調査区のप囲を८Δ壁面を見Δと、Ⅱ C層上面から掘りࠐまれΔ遺構は 4,486 のΈͰ、それ以

֎の遺構はᶙ層上面から掘りࠐまれていΔ。よって、ᶙ層上面Ͱ検出した遺構は、基本的にⅡ期にۙ઀͢

Δ時期のものと൑அした。

2008 年度の調査݁ՌͰは、建物΍井戸がまとまって分෍͢Δのにରし、2009 年度の調査Ͱは建物が

一ఆの間ִをஔいてࢄ在し、井戸は検出されなかった。遺跡が西ଆに֦がらない͜とは、֬認調査΍村前

東#遺跡の調査݁Ռから明らかなのͰ、集落の中৺は、2008 年度調査෦分のೆ東ଆにあΔと考えられΔ。

Ⅱ期の年代は、4%330 から出土した土器の年代؍から 13世紀後半～ 14世紀後半とした。またᶙ期の

年代は、上下の遺構の年代から、14世紀後半と考えた。

2）ᶚ　　　期

ᶚ期の遺構は土坑 9基、性格不明遺構 3基ͰあΔ。2008 年度の調査Ͱは、ଟྔの焼骨΍焼土がࠞೖ͢

Δ性格不明遺構 3基（4X200、4X319、4X331）を検出したが、いͣれもⅡ B層上面に૬౰͢ΔϨϕϧͰ

の検出ͰあΔ。焼骨は、ؑఆの݁Ռ、人骨ͰあΔ͜とが൑明しており、火葬ࢪ設のଘ在をਪఆした。

2009 年度の調査Ͱは 8基の土坑を検出した。ݦ著なඃ೤ࠟが認められ、Ⅱ B層上面Ͱ検出͢Δ͜と

がͰきた。遺物の出土はなかったが、࠷下層からଟྔの୸化ࡐとわͣかな焼骨ࡉ片が出土した。そ͜Ͱ、

4,410・4,415 から出土した୸化ࡐの์ࣹ性୸ૉ年代ଌఆを行い、ᶚ期の遺構が 14世紀後半のものと

൑அした。2008 年度検出の性格不明遺構と 2009 年度検出の土坑は、焼骨・焼土・୸化ࡐの出土ঢ়گから、

૬関関係にあΔՄೳ性が高͘、火葬関係の遺構と考えΔ。

$　ۙ世以߱の遺構（ᶛ期）

ᶛ期の遺構は溝 1条（4%255）、ピット 1基（1442）Ͱ、ڞにᶚ期とಉ༷にⅡ B層上面から掘りࠐまれ

た遺構ͰあΔ。1442 はᶚ期の遺構（4,441）を੾り、4%255・1442 にはᶗ�層にࣅた෴土がࠞೖし、か
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ͭ 4%255 からଟ਺のۙ世陶磁器が出土した͜とから、ۙ世以߱の遺構と考えた。

2　記 ࡌ の ํ ਑

Ҩɹߏɹ໊

遺構種別のུ号と௨し番号を組Έ߹わせてද記した。遺構別のུ号は、竪穴建物ʹ 4*、掘立柱建物ʹ

4#、井戸ʹ 4E、土坑ʹ 4,、ピットʹ 1、溝ʹ 4%、焼土範囲ʹ 4(、性格不明遺構ʹ 4Xとした。番号は、

遺構の種別に関わりな͘௨し番号とし、2008 年度調査Ͱ 200 ～ 399、2009 年度調査Ͱ 400 ～ 599、

2011 年度調査の上層・中層に 600～ 699、下層に 700～ 899 の番号を෇した。溝の番号は、調査年度

がまたがっても࠷ॳに෇した番号を用いた。なお、調査後にܽ番がੜ͡た場߹Ͱも、その後のࠞཚをආけ

Δため、番号の෇け௚しは行っていない。したがって、番号の਺が、遺構の਺を示していΔわけͰはない。

土૚のํࡌه๏

土層஫記に౰たっては؍٬性を֬อ͢Δため、次のڞ௨認ࣝの下、記͢ࡌΔ͜ととした。調査中もࢼ行

しており、౷一Ͱきていない点もあࡌ性の֬อに౒めたが、ෳ਺の調査員が記؍りฦしながら٬܁をޡࡨ

Δ。そのよ͏なঢ়گにあっても、上下の土層との૬ର的な૬ҧをද͢ݱΔ͜とにཹҙした。

৭ɹɹௐ　೶ྛ水࢈ল೶ྛ水ٕ࢈ज़会ٞ事຿ہ・（財）日本৭࠼研究所؂मʰ新൛　ඪ४土৭஽ （ɦ2003

年度൛）を࢖用したが、৭調はס૩の度߹い、ۭؾに৮れた後のࢎ化のਐ行౳によって著し͘ม化͢Δ。

ͰきΔͩけ水分をؚんͩ新઱なঢ়ଶͰ৭調を൑அ͢Δよ͏ཹҙした。また、h ඪ४土৭஽ʱの分ྨ上、ಉ

͡৭調ͰあΔ場߹、上下の土層とൺ΂て૬ର的にʮより明Δいʯまたはʮより҉いʯとซ記͢Δ͜ととした。

土ɹɹ࣭　遺跡の土࣭は、基本的にはʮシϧトʯͰあり、೪性のڧい෦分とऑい෦分があΔ。より೪性

のڧいシϧトをʮ೪࣭シϧトʯ、ཻ子がࡉか͘೪࣭シϧトより೪性のڧいものをʮ೪土ʯ、より࣭࠭のシϧ

トをʮ࣭࠭シϧトʯとして区別した。

͠��·��Γ　しまりは、ݸ人の֮ײ的ཁૉが特にଟい記ࡌͰあΔ。घに、ס૩の度߹いによって記ࡌの内

༰がࠨӈされΔ͜とがあΔため、上下の土層との૬ରࠩを示͢記ࡌを加えた。

ࠞ��ೖ��෺　ࠞೖ物には、୸化物、焼土ཻ、地ࢁϒϩッΫ、᛽౳が認められた。ࠞೖ物のؚ༗཰（第 9ਤ）

にͭいては 10～ 20�ఔ度を基४とし、͜れよりଟい場߹はʮଟྔʯ、40�を௒えΔ場߹はʮۃめてଟྔʯ

とした。一ํ、基४よりগない場߹はʮわͣかʯ、

3�を下ճΔ場߹はʮ͘͝わͣかʯと区別した。

また、ࠞೖのঢ়ଶは、ϒϩッΫ・ཻ子౳のঢ়ଶ

΍、ཻܘもซ記͢Δ͜ととした。

ຊɹɹɹจ

時期別、遺構種別͝とにఏ示͢Δ͜とと͢Δ。͜͜Ͱは͢΂ての遺構のݸ別の記ࡌは行わͣ、࡯؍දͰ

示せない৘報を੝りࠐΉ͜とを基本とした。したがってݸ別の৘報にͭいては、࡯؍දをࢀরされたい。

Ҩߏ観察表

遺構種別͝とにఏ示し、遺構の内༰を均࣭的かͭ的֬に示͢΂͘޻෉した。平面ܗঢ়・அ面ܗঢ়の分 （ྨ第

10ਤ）はʦ加藤 1999ʧ、෴土ଯ積ঢ়گの分ྨ（第 11ਤ）はʦߥ川ほか2004ʧに४ڌした。遺構の੾り߹

い関係は、不౳記号を用いてʮ新ʼچʯのよ͏に示した。また、࡯؍දには検ࡧとい͏ଆ面からの৘報も

෇加し、֤種࡯؍項目のほかに、ਤ面ਤ൛番号、報告遺物番号を加えΔ͜とͰରরし΍͘͢した。

�� ��� ��� ���

ୈ �ਤɹࠞೖ෺のؚ༗཰（h 新൛　ඪ४土৭஽ʱから࡞成）
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ਤ ໘ ਤ ൛

1�500 のશମਤ、1�200 の平面分ׂਤ、1�40 の平面ਤ・ηΫシϣϯਤ・ΤϨϕーシϣϯਤを基本と

した。掘立柱建物の平面ਤ・ηΫシϣϯਤ・ΤϨϕーシϣϯਤは 1�80、井戸の平面ਤ・ηΫシϣϯਤは

1�60 とした。遺物のඍࡉਤは 1�20 とした。それͧれ、ਤ൛中にఴ෇したスέーϧを֬認されたい。

ࣸ ਅ ਤ ൛

おおΉͶ時代・遺構種別͝とに遺構番号ॱに͢ࡌܝΔ͜とにした。特にॏཁな遺構、遺ଘঢ়ଶのྑ޷な

遺構、特௃をよ͘とらえΔΧットをબ୒し、また、ਤ面ਤ൛に൓өͰきなかった৘報をิ͢׬Δ؍点から

もબ୒ࡌܝしたため、͢΂ての遺構を໢ཏしていない。

3　֤　　　આ

A　中 世 の 遺 構

1）掘 立 柱 建 物

Bɹߏ ଄ ・ ن ໛

掘立柱建物は 4#260・4#300・4#350・4#380・4#381・4#394・4#395・4#396・4#514・4#515・

4#516 の 11棟を検出した。その͏ͪ 8棟が調査区ೆ東に集中͢Δ。4#350 をআいて北西ʕೆ東ํ޲に

௕࣠を࣋ͪ、Ⅱ期の 4%330・4%401 とおおΉͶ平行͢Δ。いͣれの建物も柱穴に柱ࠟが認められΔが、

柱ࠜの出土はない。柱穴の掘ܗは͢΂てԁܗまたはପԁܗͰあΔ。ͭزかの柱ࠟఈ෦にはփԫ৭೪土の層

が認められ、土୆をݻめ、柱を安ఆさせΔためにॆరしたと͢Δ調査所見があΔ。しかし、地൫はۃめて

安ఆしており、そのよ͏な଄࡞が行われたかはٙ໰があΔ。ΉしΖ、一度掘࡟して埋め໭して地ݻめ͢Δと、

൛ஙしないݶり、よりݻڧな柱穴ఈ面はܗ成されない。しかし、そのよ͏な所見はない。柱ࠜの઀地෦分

がม৭・ม࣭したʮ౰たりʯと考えたほ͏がଥ౰かもしれない。ᶙ層上面から掘りࠐまれΔピット܈Ͱ構

ୈ ��ਤɹ෴土のଯੵܗঢ়の෼ྨ（ʦߥ川 2004ʧからసࡌ・一෦վม）

Ϩϯズঢ় ෳ਺層がϨϯズঢ়にଯ積͢Δ。

水平 ෳ਺層が水平にଯ積͢Δ。

ϒϩッΫঢ় ϒϩッΫঢ়にଯ積͢Δ。

୯層 ෴土が୯一層のもの。

柱ࠟ 柱ࠟとࢥわれΔ土層がଯ積͢Δもの。

ࣼ位 ࣼめにଯ積͢Δもの。

水平Ϩϯズ ෴土下位は水平に、上位はϨϯズঢ়にଯ積͢Δもの。

Ϩϯズঢ়

柱　ࠟ ࣼ　位 水平Ϩϯズ

水　平 ϒϩッΫঢ় ୯層

ԁܗ ௕ܘが୹ܘの1.2ഒະຬのもの。

ପԁܗ ௕ܘが୹ܘの1.2ഒ以上のもの。

ܗํ ௕࣠が୹࣠の1.2ഒະຬのもの。

௕ํܗ ௕࣠が୹࣠の1.2ഒ以上のもの。

不੔ܗ ತԜͰ一ఆの平面ܗをもたないもの。

୆ܗঢ় ఈ෦に平ୱ面をもͪ、؇΍か～ࣼٸ度に立ͪ上がΔもの。

箱ঢ় ఈ෦に平ୱ面をもͪ、ほ΅ਨ௚に立ͪ上がΔもの。

ঢ়ހ ఈ෦に平ୱ面をもたないހঢ়Ͱ、؇΍かに立ͪ上がΔもの。

半ԁঢ় ఈ෦に平ୱ面をもたない࿶ঢ়Ͱ、ࣼٸ度に立ͪ上がΔもの。

̪字ঢ় ֬認面のܘよりもਂさの஋が大き͘、ほ΅ਨ௚に立ͪ上がΔ
もの。

֬認面のܘよりもਂさの஋が大き͘、内ܘした後にਨ௚ないし
して立ͪ上がΔもの。ାঢ়܏֎

̫字ঢ় 点的なఈ෦をもͪ、ࣼٸ度に立ͪ上がΔもの。

࿙ేঢ় 下෦が̪字ঢ়、上෦が̫字ঢ়のೋஈ構଄からなΔもの。

֊ஈঢ় ֊ஈঢ়の立ͪ上がりをもͭもの。

ฏ໘ܗଶの෼ྨ

அ໘ܗଶの෼ྨ

ԁ　ܗ ପԁܗ ܗ　ํ 不੔ܗ௕ํܗ

୆ܗঢ়

半ԁঢ় ାঢ়

箱　ঢ় ঢ়　ݽ

6
字
ঢ়

࿙
ే
ঢ়

7字ঢ় ֊ஈঢ়

内܏
ਨ௚

度ࣼٸ

؇΍か

ୈ ��ਤɹҨߏのฏ໘ਤ・அ໘ܗঢ়の෼ྨ（ʦ加藤 1999ʧからసࡌ・一෦վม）



第ᶚ章　遺　　　構

25

成͢Δ͜とから所属時期はⅡ期ͰあΔ。4#300・4#381・4#395・4#396 には੾り߹い関係があΔが、

新چ関係は不明ͰあΔ。Ⅱ期の中ͰもあΔఔ度の時期ࠩがあり、建物の建てସえが行われたと考えられΔ。

構଄はいͣれもଆ柱建物ͰあΔ。4#515・4#516 の西ଆ、4#260 のೆ北にはኈが෇き、4#300 は調査

区֎にଓ͘ためશ༰が不明ͰあΔが、北ଆにኈが෇͘。

4#���（ਤ൛ 12・41）　43・44+、43・44, άリッドに位ஔ͢Δ。ن໛は、ܻ行 4間、ྊ行 3間、面

積 86.63N2 ͰあΔ。౰遺跡の建物Ͱはن໛が࠷も大き͘、集落の中৺的建物と考えられΔ。਎ࣷの柱間

はほ΅౳間ִにฒͼ、਎ࣷとኈのܻ行もほ΅ରԠ͢ΔܗͰฒͿ。7基の柱ࠟఈ෦に೪土化が認められた。

ኈの出は北ଆよりೆଆのํが大きい。建物のೆ西には、大ܕの掘ܗを࣋ͭ井戸 4E250 がྡ઀͢Δ。

4#���（ਤ൛ 13・36）　43,、43・44L άリッドに位ஔ͢Δ。調査区֎にଓ͘ためશ༰不明、ܻ行 4

間のኈ෇建物ͰあΔ。4#260 とن໛、ํ޲、構଄がࣅていΔ͜とから、͜の建物も྆面ኈのՄೳ性が考

えられΔ。

4#���（ਤ൛ 13・41）　43+ άリッドに位ஔ͢Δ。ن໛はܻ行 3間、ྊ行 1間、面積は 16.8N2 Ͱ、柱

穴 2基をܽ͘。͜の建物の௕࣠ํ޲は、ほかの建物とҟなり΍΍ೆに͘͜܏とから構ங時期にࠩがあΔ

と考えられΔ。4E265・4E266 とॏෳし、新چ関係は、4E266 ʻ 4#350 ʻ 4E265 となΔ。16 の柱

穴は 4#394 とڞ༗͢Δと考えたが、新چ関係は不明ͰあΔ。

4#���（ਤ൛ 14・42・43）　42+・,、43+・,άリッドに位ஔ͢Δ。一ลが 1.8 ～ 2.5Nの࿡֯ܗの掘

立柱建物Ͱ面積は 11.97N2 ͰあΔ。4#380 はほかの建物とはҟなり、࿡֯ܗͰあΔ͜とが特௃的ͰあΔ。

࿡֯ܗの掘立柱建物は、県内に֬認ྫはない。11と 14を݁んͩ北西ʕೆ東のର֯ઢが、4#350 以֎の

建物のܻ行ํ޲と一க͢Δ͜とから、͜ れらの建物܈とほ΅ಉ時期と考えΔ。一ลが1間Ͱ、柱間ੇ法は1.8

～ 2.5Nと΍΍不ଗいͰあΔ。北西ʕೆ東ର֯ઢの௕さは 4.2N、柱ࠟはܘ 0.15 ～ 0.3NͰあΔ。

4#���（ਤ൛ 13・42）　42・43,άリッドに位ஔ͢Δ。ن໛はܻ行 3間、ྊ行 1間、面積 13.24N2 Ͱ

あΔ。4#395・4#396 とॏෳが͢Δが、新چ関係は不明ͰあΔ。14の柱ࠟఈ෦に೪土化が認められた。

4#���（ਤ൛ 14・36）　43+・43,άリッドに位ஔ͢Δ。東֯の柱穴を検出Ͱきなかったためશମ૾は

不明ͰあΔが、ܻ行 2間、ྊ行 1間、面積 6.98N2 の建物ͰあΔ。15の柱ࠟఈ෦に೪土化が認められた。

4#���（ਤ൛ 14・36）　43,άリッドに位ஔ͢Δ。ن໛はܻ行 2間、ྊ行 1間、面積 7.62N2 の建物Ͱ

あΔ。4#300・4#381 とॏෳ͢Δが新چ関係は不明ͰあΔ。15柱ࠟఈ෦に೪土化が認められた。12柱

ࠟ上面から᛽ 5点が出土しており、廃絶時にҙਤ的に഑ஔしたՄೳ性があΔ。

4#���（ਤ൛ 15・36）　42・43,άリッドに位ஔ͢Δ。ن໛はܻ行 2間、ྊ行 1間、面積 9.28N2 Ͱあ

Δ。ೆ֯の柱穴は検出Ͱきなかった。4#381 とॏෳ͢Δが、新چ関係は不明ͰあΔ。14の柱ࠟఈ෦に೪

土化が認められた。

4#���（ਤ൛ 6）　36(・36)・37) άリッドに位ஔ͢Δ。ن໛はܻ行 3 間、ྊ行 1 間、面積は

31.6N2 ͰあΔ。ピットの഑ྻからܻ行がも͏ 1間東ଆ΁ԆͼΔ͜とも૝ఆしたが、そのピットが内ଆ΁

り͗͢ていΔ͜とからܻ行はد 3間の建物と൑அした。　

4#���・4#���（ਤ൛ 4・15・43）　4#515 は 35+・36+・36,άリッド、4#516 は 39*・40* άリッ

ドに位ஔ͢Δ。ڞにኈを࣋ͭ建物ͰあΔが、いͣれも 4#514 とൺ΂て柱の഑ஔが΍΍ཚれ、޲かい߹͏

ྊ行は均౳Ͱはない。4#515 のن໛はܻ行 2間、ྊ行 2間、面積は 31.3N2、4#516 のن໛はܻ行 3間、

ྊ行 2間、面積は 42.3N2 ͰあΔ。
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Cɹ௕࣠ํ޲ͱ෼෍

中世の集落は、土地の区ըをҙࣝして地ׂ・区ը溝と平行またはਨ௚ํ޲に建てられΔ͜とがଟい。ま

た、区ը溝が認められない場߹Ͱも、ಉ時期の建物܈の௕࣠ํ޲はଗ͏͜とがଟい。4#260・4#300・

4#380・4#381・4#394・4#395・4#396 の 7 棟は 4%330 の北ลと平行して建てられていΔ。͜の

෇ۙの遺構は、੾り߹い関係なͲから 3時期、1～ 2ճの建てସえが行われたと考えられΔ。4#300 は

4#260 とن໛、ํ޲、柱穴の഑ஔがࣅていΔ͜とから、ಉ༷の性格を࣋った建物Ͱ、建てସえともਪଌ

ͰきΔ。4#260 と 4#300 が建てସえͩとԾఆ͢Δと、4#260 とಉ時期の建物は௕࣠ํ޲、੾り߹い関

係なͲから 4#395・4#396 になΔ。4#300 とಉ時期の建物は 4#381・4#394 を૝ఆͰきΔ。4#380

の࿡֯ܗの建物と大ܕの井戸 4E250 は、ෳ਺時期にわたって機ೳしたと考えれ͹、4#380 と 4E250 を

໛Ͱରশの遺構഑ஔが考えられΔ。また、௕࣠のҟなΔنんͰほ΅ಉڬ 4#350 の時期を加えれ͹、調査

区ೆ東෦分のⅡ期の遺構のมભを、3時期に੔ཧͰきΔ。

調査区中央෦から西ଆに点在͢Δ 4#514・4#515・4#516 の 3棟Ͱは、4#514 は 4%330 北ลと平

行͢Δよ͏に建てられ、4%330 と 4%409 のަ点ۙ͘に位ஔ͢Δ。また、4#515 は 4%330 の西ลと平

行͢Δよ͏に建てられていΔ。2棟は明らかに地ׂり・区ըの大溝（4%330）をҙࣝして建てられたとཧ

ղͰきΔ。4#515 のप囲には柱穴を検出しており、͜れ以֎にも建物が建てられていたՄೳ性が高い。

2棟は集落の中৺෦（43,άリッドपล）から཭れた場所に位ஔしており、͜れらより西ଆͰは建物は認め

られない。4#516 は 4%330 北ลの௕࣠にରしてਨ௚に建てられていΔ。集落の中৺から΍΍཭れた場

所に位ஔ͢Δが、प囲から井戸΍土坑は検出されていない。

建物の࣠ํ޲は 4#350 をআけ͹/r32°～ 41°rE の中にまとまり、ほ΅ಉ一࣠ํ޲とཧղͰきΔが、

地ׂ・区ը溝と建物をಉ一࣠ํ޲Ͱ分ྨ͢Δと 4#260・4#300・4#381・4#394・4#395 は 4%333・

4%420 とಉํ޲の /r28°～ 33°rE の範囲、4#380・4#396・4#514・4#515・4#516 は 4%330・

4%409 とಉํ޲の/r35°～ 41°rEの範囲に分けられΔ。4#350 は /r23°rEと࣠ํ޲がҟなり、調査

区֎のため不明ͰはあΔが、4#300 と 4%330 には新چ関係があΔと考えられΔ。࣠ํ޲Ͱは 4%330・

4%409 をҙࣝした建物഑ஔと、4%333・4%420 をҙࣝした建物഑ஔ、溝とํ޲がҟなΔ 4#350 の 3

時期の分ྨがՄೳͰあΔ。その中Ͱも 4%333・4%420 をҙࣝした建物഑ஔは、੾り߹い関係からෳ਺

時期にࡉ分ͰきΔՄೳ性があΔ。

Dɹ࿡֯ܗの۷ཱபݐ෺

4#380 に見られた࿡֯ܗの掘立柱建物のྨྫは、ಢ木県ಹ須׭ᦰ関࿈遺跡（古代）の一ล 2間の建物

があΔ。12本のଆ柱の内ଆに 3本のଋ柱を࣋ͭ構଄ͰあΔ。建物のೆଆにはಉ࣠ํ޲の竪穴建物、ଆ柱

建物、井戸がฒͼ、北ଆにはೆଆとಉ࣠ํ޲の掘立柱建物܈がଘ在͢Δ。௨ৗ、ଟ֯ܗの建物は倉か෹ಊ

と考えられΔ。しかし、͜の遺跡Ͱ検出した倉を૝ఆ͢Δ建物は、૯柱建物Ͱあり、࿡֯ܗのଆ柱建物か

ら཭れた位ஔにまとまってଘ在͢Δ。ʮप囲の建物との関係・構଄から倉とは考えられͣ、෹ಊのՄೳ性

があΔ。たͩし、෹教関࿈の遺物がશ͘出土していない͜とからஅఆはͰきない。ʯʦ大橋・൘橋 1998ʧ

と෹ಊのՄೳ性を示ࠦしていΔ。また、Ѫ஌県๛橋市の市道遺跡Ͱは、古代～中世の掘立柱建物܈が໿

120 棟֬認されており、建物܈のೆ東ଆにはଆ柱建物、北西ଆには૯柱建物がฒͼ、その建物܈の北ล

にಉ࣠ํ޲の、࿡֯ܗの૯柱建物が 5棟検出されていΔ。͜の掘立柱建物܈のೆଆには、ૅ石建物の金
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ಊ、ߨಊ、ૐ๪܈、໳、ญなͲをඋえたࣉӃが֬認されていΔ。ʮ֤種の掘立柱建物はその਺ྔ΍ن格か

ら͢΂てがೆଆのࣉに෇ਵ͢ΔものͰはな͘、倉ݿを中৺としたԿらかの׭ᦰ的性格を࣋った遺構ͰあΔ

Մೳ性が考えられΔ。ʯʦᩴ ఠされていΔ。中世のࢦ੉ほか1998ʧと倉のՄೳ性がؠ・ᩴ、1997・1996

遺跡Ͱは、ࢁས県ߕ෎市のԁָࣉ࿡֯ಊ跡があΔ。建物はೲ経所としてۙ年まͰଘ在した。建物のૅ石と

建物を८Δԑのૅ石が֬認され、ԑのૅ石は 2.0 ～ 2.5N間ִの࿡֯ܗに഑ஔされΔʦ石ਆ 2006ʧ。ま

た、ژ౎市のఱ୆फࢵӢࢁ௖法ࣉの本ಊが࿡֯ಊͰあΔ。度ॏなΔ火災ͰԿ度も建てସえられていΔが、

10世紀͜Ζの૑建ͰあΔʦ古藤 2007ʧ。͜のよ͏にશ国に点在͢Δ࿡֯ಊ、࿡֯ܗの建物跡はその構଄、

पล建物との関係なͲから倉か෹ಊと考えられていΔ。

౰遺跡の 4#380 はଆ柱の建物Ͱ、पลにはಉ࣠ํ޲のଆ柱建物΍井戸がଘ在͢Δ。古代と中世のҧい

はあΔが、遺構の構଄、性格がಹ須׭ᦰ関࿈遺跡の࿡֯ܗ建物とྨ͢ࣅΔ。Ͳͪらもଆ柱建物Ͱ、集落内

に位ஔし、井戸とྡ઀͢Δ。෹ಊのՄೳ性が考えられΔが、෹教関࿈の遺物の出土がないためஅఆはͰき

ない。また෹ಊ以֎の別の機ೳを༗͢Δ建物のՄೳ性も考えられΔが、明֬な݁࿦にはࢸらない。ࠓ後、

ಉ༷の調査事ྫの૿加、性格を明֬に͢Δ遺物の出土を଴ͪたい。

2）井　　　戸

井戸は 5基検出した。平面ܗは͢΂てԁܗͰあΔ。4E250 のΈ井戸ଆが出土し、ほかはૉ掘りͰあΔ。

検出面はⅡ～ᶙ層Ͱ、ଟগの時期ࠩはあΔが、͢΂てⅡ期の遺構と考えられΔ。

Bɹߏ ଄ ・ ن ໛

4&���（ਤ൛ 16・43）　4#260 と 4#300 の間（43,）に位ஔ͢Δ。井戸本ମがܘ໿ 1.2N、掘ܗはܘ໿

4Nと大ن໛ͰあΔ。෴土は 52層にࣝ別され、ほとんͲの層Ͱ୸化物が認められΔ。掘ܗの埋土は上層

から下層にࢸΔまͰ͢΂て೪土Ͱあり、ਂさ 1.5N位まͰはしまりがあΔ。井戸本ମの෴土はਂさ 1.8N

位まͰはシϧト࣭Ͱあり、以下೪土にมわΔ。ਂさ 2.4Nから井戸ଆが出土した。井戸ଆはํܗॎ൘組

۱柱ԣཹࢅめに分ྨされΔ。遺物は、土師࣭土器খࡼ（ਤ൛ 28r3）、土師࣭土器ࡼ（ਤ൛ 28r2・4）、चऱ

焼片ുޱ（ਤ൛ 28r5・6）、चऱ焼ᆵ（ਤ൛ 28r7）、北ӽ༼࢈陶器、౐石（ਤ൛ 32r115）、ఝ（ਤ൛ 33r129）

が出土した。ほかに井戸ଆ内からଟྔの২物遺ମが出土した（第Ⅵ章 4）。͜の井戸は、໿ 2.7Nのਂさま

Ͱख掘りͰ発掘したが、ߋにਂ͘なΔ͜とが༧૝され、࡞業にݥةを൐͏と൑அした。そ͜Ͱશମࣸ真ऴ

ྃ後にバッΫϗ΢によΔׂͪࡋり調査を行い、井戸ଆの発掘をଓけたが、༧૝以上に井戸ଆがਂ͘、また

井戸下層の地൫がඇৗにೈऑͰ༙水もありݥةなঢ়ଶͰあったため、͜れ以上の調査はࠔ೉と൑அし、井

戸ଆԣࢅの上から 8ஈ目をऔり上͛た時点Ͱ調査をऴྃした。

4&���（ਤ൛ 16）　42・43+ άリッドに位ஔ͢Δ。ૉ掘りの井戸ͰあΔ。4#350 とॏෳし、新چ関係

は 4E265 ʼ 4#350 となΔ。෴土は 5層にࣝ別され、Ϩϯズঢ়にଯ積͢Δ。1層は୸化物をଟྔにؚΈ、

焼土も͘͝わͣかにؚΉ。調査のࡍ、ਂさ 2NほͲ掘りਐめ、4#250 の調査後にׂͪࡋり調査を͢Δ༧

ఆͰあったが、下層の地൫のೈऑさからݥةが༧ଌされ、͜れ以上の調査をஅ೦した。遺物は出土してい

ない。

4&���（ਤ൛ 16・43・44）　43+・43, άリッドに位ஔ͢Δ。4#350・4#394 とॏෳし、新چ関係は

4#350・4#394 ʼ 4E266 となΔ。ૉ掘りの井戸ͰあΔ。෴土は 9層にࣝ別され、上層はϨϯズঢ়、下

層はϒϩッΫঢ়にଯ積͢Δ。1層は୸化物をؚΈ、2・7層も୸化物をわͣかにؚΉ。͜の井戸も調査のࡍ、
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ਂさ 2NほͲ掘りਐめ、4#250 の調査後にׂͪࡋり調査を͢Δ༧ఆͰあったが、下層の地൫のೈऑさか

らݥةが༧ଌされ、͜れ以上の調査をஅ೦した。遺物は 7層から土師࣭土器খࡼ（ਤ൛ 28r8）、1層から

चऱ焼ᶙ期のᙈ（ਤ൛ 28r9）が出土した。

4&���（ਤ൛ 17・44）　43, άリッドに位ஔ͢Δ。ૉ掘りの井戸ͰあΔ。4#394・1282・1346 とॏ

ෳし、新چ関係は 4#394・1282・1346 ʼ 4E325 となΔ。෴土は 5層にࣝ別されΔ。上層のԣに޿が

Δ෦分はϨϯズঢ়にଯ積し、下層の౵ঢ়の෦分は水平にଯ積͢Δ。1層は୸化物をଟྔにؚΈ、փന৭೪

土をϒϩッΫঢ়にؚΉ。͜の井戸も調査のࡍ、ਂさ 2NほͲ掘りਐめ、4#250 の調査後にׂͪࡋり調査

を͢Δ༧ఆͰあったが、下層の地൫のೈऑさからݥةが༧ଌされ、͜れ以上の調査をஅ೦した。遺物は 1

層から土師࣭土器ࡼ、चऱ焼のᙈが出土した。

4&���（ਤ൛ 17）　41,・42,άリッドに位ஔ͢Δ。ૉ掘りの井戸ͰあΔ。෴土は 6層にࣝ別され、Ϩ

ϯズঢ়にଯ積͢Δ。5層は୸化物ཻをؚΈ、4・6層はന৭シϧトϒϩッΫをଟྔにؚΉ。遺物は出土し

ていない。

Cɹมɹɹɹભ

掘立柱建物の項Ͱもड़΂たが、井戸にも੾り߹い関係から 4E266 ˠ 4#350 ˠ 4E265 の 3時期のม

ભが認められΔ。͜れを前ड़の掘立柱建物のάϧーϓに౰てはめてΈΔと、一番古い 4E266 は 4E250・

4#380・4#260・4#395・4#396 とಉ時期、4#350 は 4E325 とಉ時期、一番新しい 4E265 は

4E250・4#380・4#300・4#381・4#394 とಉ時期となΔ。4E383 はͲの時期にも֘౰͢Δが、位ஔ

的にもଞの 4基とは΍΍཭れた場所にあり、ਂ度もઙいのͰ別時期のՄೳ性もあΔ。井戸ಉ࢜の੾り߹

い関係はな͘、ಉ͡Ⅱ期の遺構ͰあΔため෴土、遺物の年代؍ͰಡΈऔれΔほͲの時期ࠩがない。あ͘ま

Ͱも掘立柱建物との੾り߹い関係から見いͩした時期ࠩͰあり、Ⅱ期の中Ͱの井戸のมભは 3時期と考

えたい。

DɹຒɹΊɹ໭ɹ͠

井戸の෴土ଯ積は、4E383 以֎は่落がܹし͘、ఈ面まͰ掘࡟Ͱきなかったため、下෦のঢ়گは不明

ͰあΔ。4E250 は井戸ଆを࣋ͭ井戸Ͱ、掘ܗ෦分と本ମ෦分の土層ଯ積が明ྎに分かれており、掘ܗ෦

分にも本ମ෦分にも、シϧトϒϩッΫをؚΉ人ҝ的なଯ積ঢ়گが見डけられΔ。上෦の井戸ଆはൈきऔっ

て࠶利用したとਪ͢࡯Δ。掘ܗと本ମのڥ目が明ྎに࢒っていΔため、上෦の井戸ଆをൈきऔってから、

͙͢に埋め໭されたと考えΔ。࢒りの 4基は͢΂てૉ掘りの井戸Ͱ、基本的なଯ積はϨϯズঢ়をな͢。

෴土にはシϧトϒϩッΫをؚΉ人ҝ的な埋め໭しが認められΔ。4E325 はஅ面ܗଶが࿙ేঢ়をな͢。ほ

かの井戸とは΍΍ܗଶがҟなり、本ମが޿がΔ෦分まͰ一ؾに埋め໭されていΔঢ়گが見られΔ。͜の井

戸はもともとଆ൘または井౵なͲが設ஔされていたのͰはないͩΖ͏か。࿙ేঢ়の井戸はྡ઀͢Δʰ柄目

木遺跡ᶗʱͰも検出されており、ಉ༷の所見が示されていΔʦࠤ藤 2010ʧ。

3）土　　　坑

中世の土坑は、Ⅱ期Ͱ 35 基、ᶙ期Ͱ 1 基、ᶚ期Ͱ 9 基を検出した。Ⅱ期の土坑Ͱは、4,293・

4,339・4,485 にͭいて、ن໛・ܗঢ়から土坑ุを૝ఆしたが、骨΍副葬品の出土がな͘、ุのՄೳ性

をࢦఠ͢ΔにとͲめたい。ᶚ期の土坑は͢΂てが火葬土坑または火葬関࿈の土坑と考えられΔ。
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BɹⅡɹɹɹظ

4,���（ਤ൛ 17）　43・44, άリッドに位ஔ͢Δ 4,211・1234・1245 とॏෳし、新چ関係は

4,211・1234・1245ʼ4,293となΔ。அ面はހঢ়Ͱ壁面は؇΍かに立ͪ上がΔ。෴土は6層にࣝ別され、

ϒϩッΫঢ়にଯ積͢Δ。֤層に୸化物をؚΈ、4層には焼土ཻをؚΉ。遺物は 1層から土師࣭土器片、焼

骨片が出土した。͜の焼骨はؑఆの݁Ռ、人骨（಄֖ఈ片）ͰあΔ͜とが൑明した。

4,���（ਤ൛ 18）　集落の中৺から北西に໿ 25N཭れた 41* άリッドに位ஔ͢Δ。அ面ܗはހঢ়Ͱ壁

面は؇΍かに立ͪ上がΔ。෴土は 3層にࣝ別され、Ϩϯズঢ়にଯ積͢Δ。2層からఈ面は焼土層Ͱ୸化物

をわͣかにؚΈ、3層は୸化物をଟྔにؚΉ。遺物は出土していない。

4,���（ਤ൛ 4・44・45）　37+ άリッドに位ஔ͢Δ。ほかの土坑とൺ΂て明らかに大き͘、平面ܗは௕

ܘ 275DN、୹ܘ 127DNの௕ํܗをఄ͢。෴土には地ࢁには認められないփന৭Ͱ೪性のڧいシϧトが

ଯ積͢Δ。ܗঢ়から土坑ุ（木ุ׹）と૝ఆし、ϕϧトをे字に࢒してஸೡに෴土を掘࡟した。そのࡍ、ุ

に関係͢Δඍࡉ遺物を見ಀさないよ͏に、遺構内を8区ըに分けて෴土を土೯ାにճ収し、土৕ચড়を行っ

たが副葬品は出土しなかった。

෴土はϨϯズঢ়にଯ積͢Δが、その特௃と遺物の出土ঢ়گから、4,485 が機ೳした時期から埋຅͢Δ

まͰには、2ஈ֊のଯ積があΔと൑அした。は͡めは、4,485 のఈ面に 1521 と 1522 が掘࡟されてか

ら埋຅͢ΔまͰのஈ֊ͰあΔ。ఈ面にピットを掘りࠐΉཧ༝は不明ͰあΔ。ピット内から遺物は出土しな

かった。その後、5層土Ͱピットとఈ面の一෦が埋຅し、そのۼΈに᛽΍चऱ焼が廃غされたと見られΔ。

2ஈ֊目は、ࣗવଯ積により 4,485 本ମが埋まΔまͰのஈ֊ͰあΔ。遺物は 2層Ͱ認められΔが、3層

にも৯いࠐΉ。2層と 3層は෴土がྨ͢ࣅΔ͜とから、一࿈のものとཧղͰきΔ。2層・3層の೪࣭シϧ

トは、地ࢁには認められない土࣭Ͱあり、その༝དྷは不明ͰあΔ。1層はⅡ C層にྨ͢ࣅΔ෴土ͰあΔ。

Ⅱ C層が遺構を࠷ऴ的に෴っていΔと考えられ、Ⅱ期に位ஔ෇けΔ͜とがͰきΔ。

4,���（ਤ൛18・45）　集落の中৺から北西に໿25N཭れた41*άリッドに位ஔ͢Δ。4,615とॏෳし、

新چ関係は 4,616 ʻ 4,615 となΔ。平面ܗは௕ܘ 140DNの௕ํܗͰ、அ面ܗは箱ঢ়をఄ͢。෴土は

4層にࣝ別され、Ϩϯズঢ়にଯ積͢Δ。遺構検出時には、平面ܗからุ坑を૝ఆしたが、骨΍副葬品なͲ

の出土はない。

4,���（ਤ൛ 19・45）　集落の中৺から北西に໿ 20N཭れた 42* άリッドに位ஔ͢Δ。平面ܗは௕ܘ

132DNの௕ํܗͰ、அ面ܗは箱ঢ়をఄ͢。෴土は 3層にࣝ別され、水平にଯ積͢Δ。͜の土坑も平面ܗ

からุ坑を૝ఆしたが、骨΍副葬品なͲの出土はない。

CɹⅢɹɹɹظ

4,���（ਤ൛ 4）　35,άリッドに位ஔ͢Δ。調査区壁面Ͱ、Ⅱ C層の上面から掘りࠐまれていΔ͜と

を֬認した。෴土には୸化物΍焼土ཻがࠞೖ͢Δが、ఈ面΍壁面にඃ೤ࠟが認められͣ、その場Ͱ焼成は

行われてはいない。

DɹⅣɹɹɹظ

ᶚ期の土坑・性格不明遺構 12基は、͢΂て火葬関࿈遺構と考えられ、ܗঢ়΍෴土の特௃、出土遺物か

らA・#・$の 3種ྨに分ྨした。第 12ਤは分ྨ͝とのن໛を示したਤͰあΔ。
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　Aྨ：箱ܗの΍΍ਂい土坑Ͱఈ面に溝があΔ。

壁面・ఈ面のඃ೤がݦ著Ͱ焼骨をわͣか

にؚΉ。火葬を行ったࢪ設と考えられΔ。

ঢ়のઙい土坑Ͱඃ೤のࠟ跡はない。ଟހ：ྨ#　

ྔの焼骨をؚΉ。焼骨のࡉ片を廃غした

土坑と考えられΔ。

ঢ়のઙい土坑Ͱඃ೤のࠟ跡はない。焼ހ：ྨ$　

骨はؚまͣ、焼土・୸化物のࠞೖが認め

られΔ。

Aྨとした土坑は、4,410・4,415・4,440・

4,447 の 4基ͰあΔ。検出面がඃ೤によって੺

がࢁ৭化し、地ࢵ৭化または׊ 1～2DNほͲߗ

化していた。ܗঢ়は௕ํܗͰ、4基の法ྔはいͣれも 98～ 108DNʷ 60～ 89DNほͲͰあΔ（第 12ਤ）。

͜れは۶කԣթঢ়ଶͰ火葬を行͏のにదした大きさと考えられΔ。

4,���（ਤ൛ 7・38・45・46）　38(άリッドに位ஔ͢Δ。௕ܘ 104DNの箱ܗ土坑Ͱ、෴土は 2層に

ࣝ別され水平にଯ積͢Δ。ఈ෦中央には、௕ลとਨ௚ํ޲に溝が掘りࠐまれていΔ。遺構ఈ෦には೩ྉ

Ͱあった୸化ࡐが࢒り、その୸化ࡐのܺ間から焼骨が認められた。4,440 とॏෳし、新چ関係は 4,410

ʼ 4,440 となΔ。

4,���（ਤ൛ 7・38・45）　38F άリッドに位ஔ͢Δ。௕ܘ 108DNの箱ܗ土坑Ͱ、௕ล西ଆにுり出し

෦分を࣋ͭ。෴土は 3層にࣝ別され水平にଯ積͢Δ。壁面、ఈ面はඃ೤により地ࢁ෦分が੺׊৭ߗ化し

ていた。ఈ෦中央には、௕ลとਨ௚ํ޲に溝が掘りࠐまれていた。溝には୸化物がۃめてଟྔにࠞೖ͢Δ

෴土がଯ積し、5NNఔ度の焼骨がわͣかにࠞೖしていた。

4,���（ਤ൛ 7・46）　38(άリッドに位ஔ͢Δ。௕ܘ 109DNの箱ܗ土坑Ͱ、෴土は 2層にࣝ別され

水平にଯ積͢Δ。ଟྔの୸化物をؚΈ、焼骨をわͣかにؚΉ。壁面ೆ西෦分に、ඃ೤によΔݦ著な੺׊৭

。化が認められたߗ

4,���（ਤ൛ 7）　39)άリッドに位ஔ͢Δ。࢒ଘ௕ܘ 98DN。遺構の遺ଘঢ়ଶがѱ͘、શମのܗঢ়は

不明ͰあΔ。法ྔは࢒ଘ஋ͰあΔが、ほかの 3基とほ΅ಉ͡になΔと考えられΔ。෴土は୯層Ͱ୸化物・

焼土մをؚΉ。ఈ෦の溝を֬認͢Δ͜とはͰきなかった。

Aྨの௕࣠上にはுり出し෦があり、ఈ面には火௨し溝とݺ͹れΔۭؾをૹΔઙい溝があΔ。͜のよ͏

な構଄の火葬ࢪ設は関東地ํを中৺に、਺ଟ͘のྨྫがあり、ʮ火葬土坑ʯ（第 13ਤ）とݺ͹れ、遺ମを

ᣡඏに෇したࢪ設と考えられていΔʦ原ా 1994・᝽੉ 2009ʧ。県内Ͱの検出ྫはগないが、দ葉遺跡ʦখ

۽ 1994ʧ・๥ࢁ遺跡ʦ੺Ӌ 1991ʧͰྨྫがあΔ。

୸༼とࣅていΔ͜とから、͜れまͰҙࣝ的にऔり上͛られな

かったՄೳ性もあΔ。また、新潟市・ԏ市・چ安ా町のຽଏ事ྫ

においても火葬土坑とಉ༷のࢪ設が利用された͜とがਪ࡯されΔ

ʦ内ࢁ 1991・鈴木 1994・ҏ賀 1991・安ా町 1998ʧ。

# ྨとした土坑は、4,416・4,652 の 2 基と性格不明遺構

4X200・4X319・4X331 の 3基ͰあΔ。
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4,���（ਤ൛ 9・38）　39(άリッドに位ஔ͢Δ。௚ܘ 60DNఔ度をখܕの土坑Ͱ、෴土はϨϯズঢ়に

ଯ積し、2層にࣝ別されΔ。2層には焼骨がଟྔにࠞೖ͢Δ。͜の焼骨は土坑AྨͰ出土した焼骨よりも

大き͘、2～ 3DNఔ度のものが目立ͭ。焼骨のほかには、ଟྔの୸化物がࠞೖ͢Δ。ఈ面΍壁面にはඃ

೤ࠟが認められない͜とから、͜の場Ͱ火葬が行われていたとはݴえない。2層は焼骨のほかに୸化物が

ଟྔにࠞೖ͢Δ͜とから、火葬土坑Ͱरわれͣに࢒った焼骨と೩ྉの೩えか͢を集め廃غしたと考えられ

Δ。なお、副葬品と見られΔ遺物は出土しておらͣ、੝土΍石ౝを構ஙしたࠟ跡も認められない͜とから

火葬ุとは考えに͘い。

4,���（ਤ൛ 9・45）　45* άリッドに位ஔ͢Δ。面下͛時にᶙ～ᶚ層上面Ͱ焼骨の޿がりを検出した。

1層上面からଟྔのඍࡉ骨片を検出した。෴土には、୸化物、焼土のଟྔのࠞೖは認められͣ、出土した

骨の૯ྔから土坑ุͰはな͘、火葬したࡍに出Δඍࡉ骨片の廃غ土坑と考えられΔ。検出層位はᶙ層Ͱあっ

たが、本དྷはⅡB層上面のՄೳ性も考えられΔ。ᶚ期の火葬関࿈土坑とܗଶ、骨の出土ঢ়گがྨࣅしており、

ಉ時期の土坑のՄೳ性があΔ。

49���（ਤ൛ 19・46）　44,άリッドに位ஔ͢Δ。Ⅱ期の 1201・4#260r118 とॏෳし、新چ関係は

4X200 ʼ 1201・4#260 となΔ。平面ܗは௕ܘ 90DNのପԁܗͰ、அ面ܗはހঢ়をఄ͢。壁面は؇΍か

に立ͪ上がΔ。෴土は 5層にࣝ別され、Ϩϯズঢ়にଯ積͢Δ。֤層に୸化物をؚΈ、5層は焼土Ͱ͘ݎし

まり、2層はϒϩッΫঢ়の焼土をଟྔにؚΉ。2層からは焼骨のࡉ片が 8H 出土していΔ。壁面・ఈ面に

はඃ೤ࠟは認められͣ、廃غのための土坑のՄೳ性が考えられΔ。焼骨以֎の遺物は出土していない。

49���（ਤ൛ 19・46）　集落の中৺から北西に໿ 15N཭れた 41+ άリッドに位ஔ͢Δ。平面ܗは௕ܘ

໿125DNのପԁܗͰ、அ面ܗঢ়はހঢ়をఄ͢。壁面は؇΍かに立ͪ上がり、෴土は6層にࣝ別されΔ。3・

5層は焼土をؚΈ、特に、3層ͰはϒϩッΫঢ়にଟྔにؚΉ。4層は୸化物層Ͱあり、その上の 2層Ͱ焼

骨のഁ片が 89.5H 出土した。焼骨のଟ͘は遺構の北ଆͰ出土した。ؑఆの݁Ռ、͜れらの焼骨は人骨Ͱ

あΔ͜とが൑明し、෴土のঢ়گも考ྀ͢Δと、廃غのための土坑のՄೳ性が考えられΔ。焼骨以֎の遺物

は出土していない。

49���（ਤ൛ 19・46）　40, άリッドに位ஔ͢Δ。Ⅱ期の 4%330・4,651 とॏෳし、新چ関係は

4X331 ʼ 4,651 ʼ 4%330 となΔ。平面ܗは௕ܘ໿ 120DNのପԁܗͰ、அ面ܗはހঢ়をఄ͢。壁面は

؇΍かに立ͪ上がり、෴土は 3層にࣝ別されΔ。3層は୸化物Ͱ、ఈ面を෴͏よ͏に޿がΔ。2層は焼土

ཻをଟྔにؚΈ、焼骨のഁ片が 275H 出土した。ؑఆの݁Ռ、͜れらの焼骨は人骨ͰあΔ͜とが൑明し、

෴土のঢ়گも考ྀ͢Δと、廃غのための土坑のՄೳ性が考えられΔ。焼骨以֎の遺物は出土していない。

4X200・4X319・4X331 は 3基ともにଟྔの焼骨、焼土ཻ、୸化物をࠞೖ͢Δ。4,416 とಉ༷にఈ

面΍壁面にはඃ೤ࠟが認められͣ、෴土のଯ積、ࠞೖ物のঢ়گ΍遺物の出土がແいなͲのྨࣅ点がଟい。

$ྨとした土坑は 4,411・4,412・4,441 の 3基ͰあΔ。͜れらの土坑のஅ面ܗはいͣれもހঢ়Ͱ、

ਂさ13DNఔ度のઙい土坑ͰあΔ。ఈ面ٴͼ壁面にඃ೤ࠟは認められない。4,411からは、᛽が出土した。

いͣれの土坑からも土器片は出土していない。෴土には୸化物΍焼土ཻがࠞೖ͢Δものの、焼骨はؚまれ

ない。

A～ $ྨの土坑は性格がҟなΔものの、火葬土坑のଘ在΍焼骨の出土から、いͣれも火葬に関わΔ遺

構と考えられΔ。火葬土坑を࢖用͢Δためには掘࡞࡟業はもͪΖん、焼成後のփ΍୸化物のॲཧ、さらに

次の火葬の४උがඞཁとなΔ。ࠓճの調査ͰAྨ（火葬土坑）のΈͰな͘、#ྨ΍$ྨの土坑も֬認Ͱき

た͜とは、౰時の火葬の在りํを考えΔ上ͰॏཁͰあΔ。
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4）溝

Ⅱ期の溝は 10条Ͱ、いͣれもᶙ層上面から掘りࠐまれΔ。4%401 は 4%330 に੾られΔが、掘りࠐ

Έ面がಉ一ͰあΔ͜とから、それほͲ時期ࠩはないと考えられΔ。4%330 と 4%409 もॏෳ͢Δが、ଯ

積ঢ়گから੾り߹い関係が認められͣ、また 4%330 西ลのԆ௕ઢ上に 4%409 が掘られΔ͜とから、྆

者はಉ時に機ೳしたՄೳ性が高い（ਤ൛ 2・3・5・6）。

Bɹنɹ໛ɹͱɹ࣠

溝10条の͏ͪ、ن໛・࣠・அ面ܗঢ়から4%330（֊ஈঢ়）・4%401（半ԁঢ়）ŋ4%409（୆ܗঢ়）・4%420（୆

は建物に෇属͢Δ溝として機ೳしたと考えられΔ。4%401（半ԁঢ়）（ঢ়ހ）ঢ়）は区ը溝として、4%402ܗ

も区ը溝と૝ఆされΔが、ほかとはن໛が大き͘ҟなり、それと平行またはਨ௚ํ޲の溝が認められない

͜とから、ଞとは௚઀関係性を࣋たないと൑அした。4%402 は、4#516 の西ଆにྡ઀͢Δ͜とから、建

物に෇属͢Δ溝ͰあΔՄೳ性が高い。

4%330 のن໛は北ล໿ 53N、෯໿ 3N、ਂさ໿ 1.5Nの大ن໛な溝Ͱあり、調査時においてʮؗの堀ʯ

のՄೳ性も考えた。しかしํܗ区ըの内෦に建物が見ͭからなかった。また調査区壁のஅ面を見ても土ྥ

なͲの๷ࢪޚ設が認められない͜と、溝がʮTʯ字ঢ়に޿がΔ͜とからʮؗの堀ʯとは考えに͘いと൑அした。

。が֓Ͷଗ͏͜とから地ׂり・区ըの溝としておきたい޲区ը֎の建物と主࣠ํܗํ

CɹߔのຒΊ໭͠

4%330 西ลのఈ面ۙ͘からは、चऱ焼΍土師࣭土器がଟ͘出土した。特に、土師࣭土器ࡼが 4層から

まとまって出土し、埋め໭しࡇ᛾が行われたՄೳ性が高い。͜れらの遺物は 4#515 に面した西ଆࣼ面に

集中しており、まとめて廃غされたものと考えΔ。4%330 のఈ面ඪ高を見てΈΔと、37+ άリッドͰは

4.58N、36+ άリッドͰは 4.36NͰ、北ลから西ลに޲かって؇΍かなࣼ܏が認められΔが、水࿏とし

ての機ೳをՌたしていたのか、またৗ時水が୷えられていたかは不明ͰあΔ。ఈ面ۙ͘から出土した遺物

が溝の年代を൓ө͢Δものと考えた。しかし、埋め土から出土した遺物と઀߹した͜とから、ఈ面ۙ͘か

ら出土͢Δ遺物も溝を埋め໭͢ࡍに廃غされた遺物のՄೳ性も考えられΔ。ఈ面ۙ͘から出土した遺物と

4層出土の遺物には大෯な時期ࠩが認められない͜とから、୹期間に埋め໭されたՄೳ性が高い。4層よ

り上にଯ積͢Δ෴土はⅡ C層Ͱあり、地ࢁϒϩッΫがࠞೖしない͜とから、࠷ऴ的には洪水ଯ積により

୹期間に埋຅したものとཧղͰきΔ。

#　古 代 の 遺 構

1）竪　穴　建　物

ᶗ B期においては、4*734・4*778・4*807、3軒の竪穴建物を検出した。

4*���（ਤ൛ 22・48）　40+ άリッドに位ஔ͢Δ。Ⅵ層上面から掘りࠐまれΔ。遺構検出は、։ڎ壁面

ηΫシϣϯͰ֬認し、୸化物・焼土ཻ子のࠞೖͰϓϥϯを൑அした。ೆ西ଆはトϨϯνにյされていΔ。

ਪఆن໛は、ೆ北 2.6N、東西 2.2NのํܗͰ、ਂさ 17DNをଌΔ。ਪఆ面積は 5.72N2 ͰあΔ。1743・

1744 は 4*734 ఈ面から掘りࠐまれおり、4*734 に෇属͢Δピットと考えΔ。ΧϚド、प溝はな͘、ピッ

トも柱穴とはஅఆͰきない。時期を特ఆͰきΔ出土遺物はないが、ۙ઀͢Δ 4,742 とಉ一検出面ͰあΔ
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͜とから、4,742 とಉ༷の 8世紀後半～ 9世紀ॳ಄の遺構とਪఆ͢Δ。ݎ穴建物のن໛からॅډ目的と

は考えに͘͘、倉ݿ౳、別の目的を࣋ったࢪ設と考えられΔ。

4*���（ਤ൛25・48）　46)άリッドに位ஔ͢Δ。Ⅵ層上面から掘りࠐまれΔ。遺構検出は、土৭と୸化物・

焼土ཻのࠞೖͰ明ྎに区別Ͱきた。ೆ東ଆは調査区֎にଓ͘。ن໛は、ೆ北不明、東西 3.5NのํܗͰਂ

さ 14DNをଌΔ。4,799・1800・1801 は、4*778 ෇属の遺構と考えΔ。ΧϚド、प溝はな͘、ピット

も柱穴とはஅఆͰきない。遺物は、1層から須恵器ഋが 2点出土した。遺構の時期は出土遺物の年代؍か

ら 8世紀後半～ 9世紀ॳ಄と考えΔ。

4*���（ਤ൛ 25）　47(άリッドに位ஔ͢Δ。Ⅵ層上面から掘りࠐまれΔ。遺構検出は 4*778 とಉ༷に、

土৭と୸化物・焼土ཻのࠞೖͰ明ྎに֬認Ͱきた。ೆ東ଆは調査区֎にଓ͘。ن໛は、ೆ 北不明、東西3.7N

のํܗͰਂさ8DNをଌΔ。4,804・1810とॏෳし、新چ関係は4,804・1810ʻ 4*803となΔ。ΧϚド、

प溝はな͘、ピットも柱穴とはஅఆͰきない。出土遺物はな͘、検出ঢ়گから 4*778 とಉ༷の 8世紀後

半～ 9世紀ॳ಄の遺構とਪఆ͢Δ。

ΧϚυ・ப݀

新潟県内の竪穴建物はౙの北西قઅ෩を考ྀして、ೆٴͼ東にΧϚドを࣋ͭものがଟいとされていΔ。

ྡ઀͢Δʰ柄目木遺跡ᶗʱにおいても、ಉ時期の竪穴建物が 4軒検出されており、その͏ͪ 3軒はೆま

たはೆ東壁にΧϚドを࣋ͭ。またΧϚドの༗ແの目安として、竪穴建物の 1ลが 5N前後のものにはΧ

Ϛドがあり、1ลが 3N前後のものにはΧϚドがないとされていΔ。ಸྑ・平安時代の竪穴建物 90軒を

検出したࡾࢁ賀Ⅱ遺跡ʦࡔ井ほか1989ʧͰは、ʮΧϚドはおおよそ 1軒の竪穴ॅډにͭき一か所ଘ在͢Δ。

શମが࢒Δ竪穴ॅډͰ明֬にΧϚドをもたないものはগな͘、ΧϚドを࣋たないものは 20N2 以下のখܕ

のものにଟい。しかし໿ 9N2 の竪穴ॅډにもΧϚドをもͭものがあり、一֓にはখܕのものがΧϚドを

もたないわけͰはない。ʯとしていΔ。また、柱穴にͭいても、ʮ柱穴はશてのॅډに見られΔわけͰはな

い。ΉしΖ柱穴がないもののほ͏がଟい。30N2 以下のものはまった͘柱穴をもたないものがଟい。ʯとし、

そのཧ༝として、ʮ8世紀前半頃まͰの大ډॅܕは主柱穴を഑し、খさいものͰも柱穴をもͭとい͏構ங

ํ法が、のͪには大ډॅܕの主柱穴をলུし、খܕのものにͭいては柱穴をもたないํ法にม化していΔ。ʯ

と竪穴建物の構଄のม化をあ͛ていΔ。

౰遺跡の 4*778・4*803 はೆ東ଆが調査区֎のため、不明ͰあΔが、ن໛・ํ޲においても調査区֎

の෦分にΧϚド΍明֬な柱穴が࢒ΔՄೳ性もあΔ。また 4*734 は、ೆ東ଆがトϨϯνによりյされてい

Δが、ਪఆ面積 5.72N2 のن໛から、ΧϚドを࣋ͭとは考えに͘い。

2）土　　　坑

BɹⅠ Bɹɹɹظ

4,���（ਤ൛ 23・47・48）　41* άリッドに位ஔ͢Δ。Ⅵ層上面から掘りࠐまれΔ。遺構検出は、土৭

Ͱは明ྎに൑அͰきͣ、୸化物・焼土ཻのわͣかなࠞೖͰ൑அした。1層からは土師器࿶・ᙈ、須恵器ഋ・

௕ᰍළがまとまって出土した（ਤ൛35r176～ 180）。遺物の出土ঢ়گから、ҙਤ的に廃غしたと考えられΔ。

遺構の時期は出土遺物の年代؍から、8世紀後半～ 9世紀ॳ಄と考えΔ。

4,���（ਤ൛ 26・47・48）　45)άリッドに位ஔ͢Δ。Ⅵ層上面から掘りࠐまれΔ。௕ܘ 297DN、୹

ܘ 221DNのପԁܗの大ܕ土坑ͰあΔ。遺構検出は、土৭Ͱは明ྎに൑அͰきͣ、୸化物・焼土ཻ・遺

物の༗ແͰ൑அした。෴土内からは௕಑ᙈ されΔよ͏に出غかって廃޲ମ分の土器が東から西ଆにݸ2
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土した（ਤ൛ 下層の࠷。（187・186・35 6層にはమ製鎌と須恵器ഋがॏͶてஔかれていた（ਤ൛ 35r184・

188、ਤ൛ 48）。井戸の廃ྱّغにし͹し͹見られΔ、鎌と࿶の組Έ߹わせ（埋めて構わん）とಉ༷にཧղ

してよかΖ͏。遺構西壁෇ۙからは、漆紙が෇ணした漆մ（ਤ൛ 35・56r189）が出土したが、੺֎ઢࡱӨ

の݁Ռ、文字は認められなかった。漆紙の大きさはैདྷからݴわれていΔ༰器のن格、大（௚ܘ 33DN）・

中（௚ܘ 22DN）・খ（௚ܘ໿ 14DN）ʦ平川 1989ʧよりは一ճりখさ͘、௕ܘ໿ 9DNͰあΔ。อଘ用のۂ

物Ͱはな͘、漆をృΔ࡞業時のパϨットのよ͏な༰器に࢖用されていたものとਪ͢࡯Δ。土坑の用్は廃

。を行͏よ͏な特घな土坑ͩったのͰはないかྱّغに廃ࡍ໛も大き͘、埋めΔن、用と考えられΔがغ

また、漆紙の出土からपลに、漆を޻͏࢖๪がଘ在した͜とを͏かがえΔ。遺構の時期は出土遺物の年代

～から、8世紀後半؍ 9世紀ॳ಄と考えΔ。

CɹⅠ Cɹɹɹظ

4,���（ਤ൛ 23）　41* άリッドに位ஔ͢Δ。ᶛ層上面から掘りࠐまれΔ。遺構検出は、土৭Ͱは明ྎ

に൑அͰきͣ、トϨϯν調査により、୸化物・焼土ཻのࠞೖを目安に立ͪ上がりを೺Ѳした。土坑の中央

෦、1層から土師器、ࠇ৭土器࿶（ਤ൛ 35r193）が出土した。遺構の時期は、出土遺物の年代ٴ؍ͼ、h 柄

目木遺跡ᶗʱの調査成Ռを౿まえれ͹、9世紀前半～中頃と考えられΔ。
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第ᶛ章　遺　　　物

1　中 世 の 遺 物

A　֓　　　ཁ

中世の遺物には、土師࣭土器、੉戸焼・ඒೱ焼（以下、ʮ੉戸・ඒೱ焼ʯと͢Δ。）、ന磁、੨磁、੨ന磁、चऱ焼、

ᙁ器ܥ陶器、石製品、金属製品、મ՟、木製品なͲがあり、土師࣭土器・陶磁器は 13世紀後半～ 14世

紀後半に所属͢Δ。遺物のほとんͲは、大溝 4%330 からの出土ͰあΔ。4%330 の出土遺物は、土師࣭

土器ࡼ、陶磁器Ͱはचऱ焼が大半を઎めΔ。चऱ焼はⅡ～ᶚ期に所属͢Δものが出土していΔが、主ମは

ᶚ期ͰあΔ。石製品は౐石、金属製品はఝがଟい。͜れらの出土層位は、土師࣭土器ࡼは 4層からの出

土が目立ͭが、चऱ焼は֤層から一ఆྔ出土͢Δ。また、石製品・金属製品は、後ड़͢Δよ͏に出土層位

のピーΫにそれͧれएׯのࠩҟが認められΔものの、土師࣭土器ࡼ・चऱ焼が෴土の上・中・下層Ͱ઀߹

関係を示͢͜とから、ൺֱ的୹期間の͏ͪに廃غされたものとਪఆされΔ。また、1342 Ͱはचऱ焼と北

ӽ༼のᙁ器ܥ陶器が埋設されて出土していΔ（ਤ൛ 19・38）。चऱ焼はᶙ期、北ӽ༼はݖฌӴ୔༼ஈ֊に

属͢ΔものͰ、྆者の年代؍を示͢ࢿྉとなΔ。͜のほかͰは、ピット・井戸・土坑・溝から遺物がগྔ

出土した。

#　土器・陶磁器

1）記 ࡌ の ํ ਑

陶磁器、土師࣭土器の器種分ྨ΍年代؍にͭいては、๵қ陶磁器の分ྨはʦࢁ本 2000ʧ、चऱ焼はʦ٢

Ԭ 1994ʧ、੉戸・ඒೱ焼はʦ藤ᖒ 2008ʧ、土師࣭土器はʦ水ᖒ 2005ʧ、ᙁ器ܥ陶器はʦখా 1999、௽

巻 1991・2005ʧをࢀ考にした。土師࣭土器のද記はʦ水ᖒ 2005ʧにより、ϩΫϩ成ܗの͏ͪఈ෦ճస

੾りはʮ3種ʯ、ϔϥ੾りはʮ3)種ʯとし、ఈ෦の੾り཭しのࠟ跡が認められないものにͭいてはʮϩࢳ

Ϋϩ成ܗʯとした。また、ܘޱが 7～ 8DNのものをখ10、ࡼDN以上のものをࡼと区別した。3)種に

ͭいては、器ܗにより 2ྨに分けた（第 14ਤ）。

3)種 1ྨ：ఈ෦からޱԑ෦にかけて内࿷ؾຯ

に立ͪ上がΔもの。ޱԑ෦が֎൓͢ΔものがあΔ。

3)種 2ྨ：ఈ෦からޱԑ෦にかけて֎܏して

立ͪ上がΔもの。ޱԑ෦が֎൓͢ΔものがあΔ。

࣮年代にͭいて、चऱ焼は٢ԬⅡ期 �13 世紀第

1 ࢛半期～第 2 ࢛半期、ᶙ期 �13 世紀第 3 ࢛半

期～第 4࢛半期、ᶚ期 �13 世紀第 4࢛半期～ 14

世紀第 3࢛半期ͰあΔ。

2）遺構内出土遺物

4#���r1��（1）　चऱ焼のᙈͰ、ᰍ෦は΍΍ڧいԣํ޲のφσがࢪされΔ。ංްしたޱԑ෦がʮ͘ʯ

�� ��

�� ��

��

��

3)छ

1ྨ

2ྨ

ୈ ��ਤɹ土࣭ࢣ土器ࡼの෼ྨ
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の字ঢ়に۶͢ۂΔ。ᶙ期にൺఆされΔ。

4&���（2～7）　2・4は土師࣭土器ࡼͰあΔ。2の内面は、λーϧঢ়の෇ண物とススの෇ணが認められΔ。

౮明ࡼとして࢖用されたのͰあΖ͏。3はখࡼͰ、器壁がް͘、ޱԑ෦のஅ面はܗ֯ࡾとなΔ。4は 3)

種 2ྨのࡼͰあΔ。5・6はचऱ焼の片ുޱͰあΔ。5はޱԑ෦片Ͱ、ޱ৶෦は水平となΔ。ᶚ期にൺఆ

されΔ。6はఈ෦片Ͱ、ఈ෦の੾り཭しは੩ࢳࢭ੾りͰあΔ。内面ٴͼׂれޱのஅ面にススの෇ணが認め

られΔ͜とから、ೋ次的に෇ணしたものと考えられΔ。7はचऱ焼のখᆵͰあΔ。ϩΫϩ成ܗによΔもの

Ͱ、֎面にはࣗવᬵの෇ணが認められΔ。Ⅱ～ᶙ期に属͢Δものと考えられΔ。

4&���（8・9）　8は土師࣭土器খࡼͰあΔ。器壁がް͘、ఈ෦中央が੝り上がΔܗঢ়となΔ。9はच

ऱ焼のᙈͰ、ޱԑ෦がʮ͘ʯの字ঢ়に۶͢ۂΔ。ᶙ期にൺఆされΔ。

4,���（10）　ന磁߹子の֖ͰあΔ。֎面にはڕ・૲と考えられΔ文༷が࡯؍されΔ。13世紀後半～

14世紀前半に所属͢Δものと考えられΔ。

4,���（11）　੨磁᭩࿇ห文の࿶Ͱ、13世紀後半～ 14世紀前半のものと考えられΔ。

4,���（12）　੨ന磁のখᆵͰ、֎面にはՖ文が࡯؍されΔ。13世紀後半～ 14世紀前半のものと考え

られΔ。

4,���（13）　चऱ焼の片ുޱͰあΔ。ޱ৶෦は水平、ޱԑ端෦は֎ํ΁ͭまΈ出されΔ。ᶚ期にൺఆ

されΔ。

4,���（14）　੉戸・ඒೱ焼のԷしࡼͰあΔ。ఈ෦からޱԑにかけて内࿷ؾຯに立ͪ上がり、ޱ৶෦は

溝ঢ়に͘΅Ή。古੉戸前ᶚ期（13世紀第 4࢛半期）にൺఆされΔ。

1���（15～ 17）　15・16 はचऱ焼のᙈͰあΔ。15はޱԑ෦片Ͱ、ᰍ෦はڧいԣํ޲のφσにより、

ྏがܗ成されΔ。ᶙ期にൺఆされΔ。16はఈ෦片ͰあΔ。ఈ面は࠭目ఈͰ、֎面にはࣼ位のλλΩ目が

෦には࿄ঢ়のݞ。Δ͢܏ԑ෦のஅ面は/字ঢ়Ͱ、内ޱ。陶器ᙈͰあΔܥされΔ。17は北ӽ༼のᙁ器࡯؍

ԡ印が認められ、間ִのڱいઅが端෦に 2条認められΔ͜とから、ݖฌ୔༼のԡ印にྨ͢ࣅΔ。

1���（18）　土師࣭土器ࡼͰあΔ。3)種Ͱ、ϩΫϩのճసํ޲はӈͰあΔ。

4%���（19～ 22）　19～21はचऱ焼の片ുޱͰあΔ。19・20はޱԑ෦片Ͱ、19のޱ৶෦は΍΍ԜΉ。

いͣれも、ᶚ期にൺఆされΔ。21はఈ෦片Ͱ、ఈ෦の੾り཭しは੩ࢳࢭ੾りͰあΔ。22は北ӽ༼のᙁ器

。ฌ୔༼ஈ֊に属͢Δと考えられΔݖ。Δ͢܏ԑ෦のஅ面は/字ঢ়Ͱ、内ޱ。陶器ᙈͰあΔܥ

4%���（23～ 104）　23はࢁ஡࿸のখࡼͰあΔ。ఈ෦からମ෦上半にかけて֎܏しながら立ͪ上がり、

φσࠟ、ఈ෦֎面には൘目ঢ়ѹࠟが認めらࢦ成͢Δ。内面のఈ෦中央にはܗし、ྏをۂԑ෦は上ํに۶ޱ

れΔ。ʦ藤ᖒ 2008ʧの第 。式（13世紀中葉）に属͢Δと考えられΔܗ7

24 ～ 29 は土師࣭土器খࡼͰあΔ。24・26・29 はఈ෦からޱԑ෦にかけて௚立ؾຯに立ͪ上がり、

27・28 は֎܏して立ͪ上がΔ。24・25・27・28 は器壁がް͘、ఈ෦中央が੝り上がΔܗঢ়となΔ。

30～ 66 は土師࣭土器ࡼͰあΔ。30～ 45 は 3)種 1ྨ、48 ～ 63 は 3)種 2ྨͰ、40 ～ 45、58 ～

63のޱԑ෦はφσにより֎൓͢Δ。66は 3種Ͱ、ఈ面には൘ঢ়のѹࠟが࡯؍されΔ。

上記のよ͏に、土師࣭土器ࡼは 3)種が主ମͰ、3種がわͣかに認められΔ出土ঢ়گͰあΔ。また、

3)種の出土ྔが๛෋ͰあΔ͜とから、法ྔ・属性の分෍を検౼し、以下Ͱएׯ৮れておきたい。

4%330のখࡼは、ࡼにൺ΂出土਺はগないが、7.3～7ܘޱDN、器高1.3～ 1.5DNが主ମͰあΔ。また、

はܘޱのࡼ 11.5 ～ 12.5DNの範囲に集中し、器高は 3DN前後と 3.5DN前後に分かれΔ（第 15ਤ r1）。

͜の͏ͪ、3)種 1ྨ・2ྨのܘޱ・器高ൺは以下のとおりͰあΔ。
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3)種 1 はܘޱྨ： 12DN以下、12～ 12.5DNの 2ͭのまとまりがあり、前者は器高3DN前後と3.5DN

前後、後者は器高 3DN前後と 3.5 ～ 3.9DNのものが認められΔ。͜のほか、ܘޱ 13DN以上の大ܕの

ものもগ਺認められΔ（第 15ਤ r2）。

3)種 はܘޱ：2ྨ 12DN前後が主ମͰ、器高は 3DN前後に集中͢Δ。3)種 2ྨは 1ྨにൺ΂て、

਎がઙ͘なΔ。また、1ྨとಉ༷にܘޱ 13DN以上のものがগ਺認められΔ（第 15ਤ r3）。

以上から、1ྨはܘޱ・器高ともに 2種が認められ、2ྨは斉一性が高い޲܏があΔ。͜のほか、਺は

গないが、ܘޱが 13DNを௒えΔ大ܕのものが 1・2ྨともにଘ在͢Δ。

水ᖒࢯはӽ後の土師࣭土器にͭいて、遺構出土の一ׅ性の高いものをந出して、ܘޱ・器高の属性をൺ

ֱ・検౼し、その編年をఏ示していΔʦ水ᖒ 2005ʧ。͜͜Ͱは、水ᖒࢯの新発ా৓ 8地点の分析݁Ռと、

౰遺跡 4%330 のものとをൺֱしていきたい。

新発ా৓堀 2下層（चऱᶚ期）はܘޱ 12.5 ～ 13DN、堀 2上層（चऱᶚ期）はܘޱ 12～ 12.5DN、堀 3（च

ऱᶛ期）は 11.5 ～ 12DNと、堀 2ˠ堀 3と時期が新し͘なΔのに൐いܘޱがॖখ͢Δ༷子が͏かがえΔ。

器高は、堀 2下層Ͱ 3DN前後、堀 2上層Ͱ 3.5DN前後に集中し、堀 3Ͱは 3DNとなΔ（第 15ਤ r4 ～ 6）。

4%330 のࡼは、3)種 1ྨにݦ著なܘޱ 12～ 12.5DNのଘ在から堀 2上層とのྨࣅ性が認められΔ一

ܘޱ、ํ 12DN前後、特に 12DN以下のものがଟ਺ଘ在͢Δ͜とから、堀 3ともڧい関࿈が見いͩせΔ。

器高は 3DN前後と 3.5DN前後のものが一ఆྔଘ在͢Δ͜とから、堀 2・3のいͣれのཁૉも認められΔ。

ୈ ��ਤɹ土࣭ࢣ土器ࡼのܘޱʗ器ߴ෼෍
（新発ా৓堀 2下層・堀 2上層・堀 3はʦ水ᖒ 2005ʧをもとに࡞成）
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また、খࡼは堀 2Ͱܘޱ 7.5DN～ 8DN前後、堀 3は 7DN前半のものと 8DN前半に集中し、新しい時

期にはܘޱがখさいものが૿加͢Δ（第 15ਤ r6）。4%330 のখࡼのܘޱは 7DN前半が主ମを઎めΔ͜

とから、堀 3のখܕのものとྨ͢ࣅΔ。

4%330 の土器は、ࡼのܘޱが堀 2上層と堀 3のཁૉが認められΔ͜と、খࡼは堀 3のܘޱのখさい一

性を見いͩせΔ͜とから、堀ࣅにྨ܈ 2上層と堀 3の中間のஈ֊に位ஔ͢ΔとਪఆされΔ。堀 2下層は

14世紀前半、堀3が15世紀代の年代؍を示͢͜とから、4%330は 14世紀中～後半に属͢Δと考えられ、

溝の廃絶年代を示͢と見られΔ。

67は੉戸・ඒೱ焼の平࿶ͰあΔ。ࢪᬵは௮けֻけによΔものͰ、ఈ෦֎面はແᬵͰあΔ。高୆は࡟り

出され、高୆࿬にはஈがܗ成されΔ。見ࠐΈには焼成時に෇ணしたと見られΔ೪土մが࡯؍されΔ。古੉

戸中ᶚ期（14世紀中頃）にൺఆされΔ。68は੨ന磁のകළͰあΔ。֎面に౜૲文が࡯؍されΔ。

69～ 93はचऱ焼の片ുޱͰあΔ。69は器ްがମ෦上半にかけてްΈをޱ、͡ݮԑ内端෦は上ํ΁ͭ

まΈあ͛られΔ。Էし目はີࡉ・Ӷ利Ͱ、௚ઢ的にࢪされΔ。Ⅱ期຤と考えられΔ。70はڧいφσによ

りϩΫϩφσのྏઢは明ྎͰあΔ。ޱԑ端෦は֎ํ΁ͭまΈ出されΔ。ᶙ期຤と考えられΔ。71・72・

75・79・84 のޱԑ端෦は、΍΍֎ํ΁ͭまΈあ͛られΔ。73・78・80・81・86・87 はޱ৶෦の中央

෇ۙが΍΍ԜΈ、74のޱ৶෦は水平ͰあΔ。76はޱԑ௚下のڧいφσにより、ޱԑ෦はංް͢Δ。82

のޱԑ端෦は΍΍ؙΈをଳͼΔ。83・85 のޱ৶෦は෯޿Ͱ、端෦は֎ํ΁ͭまΈあ͛られΔ。85は֎

面のఈ෦෇ۙにࢦ಄ࠟが࡯؍されΔ。88のޱԑは内܏し、端෦のྏは明ྎͰあΔ。いͣれもᶚ期にൺఆ

されΔ。89～ 93はఈ෦片ͰあΔ。89は内֎面の一෦が੺化し、内面の器面の一෦がണ落していΔ。ま

た、内֎面・ׂれޱのஅ面にλーϧঢ়の෇ண物が認められΔ͜とから、ೋ次的にඃ೤したものと考えられ

Δ。֎面のఈ෦෇ۙにࢦ಄ࠟが࡯؍されΔ。90・91 のఈ෦पԑはέズリによって調੔され、91・92 の

Էし目はີͰあΔ。93は֎面のఈ෦෇ۙにࢦ಄ࠟが࡯؍されΔ。94～ 98はचऱ焼のᙈ・ᆵͰあΔ。94

は୹いޱԑがʮ͘ʯの字ঢ়に۶͢ۂΔ。ᶙ期຤と考えられΔ。95・96はମ෦片Ͱ、ମ෦֎面はλλΩに

よΔ成ܗͰあΔ。97はఈ෦片Ͱ、֎面はλλΩ成ܗの後、έズリ・φσにより調੔されΔ。98は内面・

ׂれޱのஅ面にススঢ়の෇ண物が࡯؍されΔ。

99～102は北ӽ༼のᙁ器ܥ陶器ᙈͰあΔ。99・100はޱԑ෦片Ͱ、ޱԑ෦のஅ面は/字ঢ়Ͱ、99は内܏、

100 は௚立͢Δ。99 はݖฌ୔༼、100 は࿛୔༼ஈ֊に属͢Δと考えられΔ。101 はମ෦片Ͱ、࿄ঢ়の

ԡ印が࡯؍されΔ。ԡ印は端෦に 1条のઅのೖΔ͜とから、࿛୔༼のものにྨ͢ࣅΔ。102 はఈ෦片Ͱ、

ఈ෦֎面は࠭目ఈ、ମ෦֎面はॎํ޲のϔϥφσによって調੔されΔ。

77・103・104 はचऱ焼のഁ片を利用した研ຏ۩ͰあΔ。77はޱԑ෦片、103・104 はମ෦片Ͱ、77

はޱ৶෦、103はׂれޱの྆ଆԑ、104は一ଆԑにຏࠟが認められΔ。

ू石 ���（105）　चऱ焼の片ുޱͰ、ޱ৶෦の中央෇ۙが΍΍ԜΉ。ᶚ期にൺఆされΔ。

4%���（106）北ӽ༼のᙁ器ܥ陶器ുͰあΔ。ମ෦中～下半にかけてはॎ位のϔϥέズリ、上半はॎの

ϔϥφσがࢪされ、ޱ৶෦はඉঢ়にԜΉ。ݖฌӴ୔༼・੺ࢁࡔ 1号༼のものにྨ͢ࣅΔ。

4%���（107・108）　107 は 3)種 2ྨのࡼͰ、ఈ෦֎端が΍΍ுり出͢。108 はचऱ焼の片ുޱͰ、

。৶෦の中央は΍΍ԜΉ。ᶚ期にൺఆされΔޱ

3）遺構֎出土遺物（109～ 114）

109 ～ 111 は土師࣭土器খࡼͰあΔ。器壁がް͘、ఈ෦中央が੝り上がΔܗঢ়となΔ。ఈ෦からޱԑ
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෦にかけて、֎܏して立ͪ上がΔ。112は੨磁࿶Ͱ、࿇ห文の෯はࡉい。14世紀代のものと考えられΔ。

113・114 はचऱ焼の片ുޱͰあΔ。113 はޱԑ෦片Ͱ、器ްがମ෦上半にかけてްΈをޱ、͡ݮԑ内

端෦は上ํ΁ͭまΈあ͛られΔ。Ⅱ期຤～ᶙ期と考えられΔ。114 はఈ෦片ͰあΔ。ఈ෦の੾り཭しは

੩ࢳࢭ੾りͰ、੾り཭し後、ϔϥέズリがࢪされΔ。

$　石　		製　		品

石製品は、ڽփؠ・೪൘ؠ・安ؠࢁ製の౐石、ۄ਷製の火ଧ石Ŋ 安ؠࢁ製の石ുがあり、ほとんͲは

4%330 から出土した。ほかの遺物とಉ༷にೆ西から北東ํ޲に޲か͏ 4%330 の北西ล（37,・36+・

37+・37* άリッド）からの出土ͰあΔ。出土層位は 2層～ 7層ͰŊ ෴土上位から下位まͰ認められΔが

中位から下位にかけてのものがଟい。

4&���（115）　౐石Ͱ、࢛面が࢖用されており、ਖ਼面の中央には࢖用によΔԜΈが認められΔ。

4%���（116～ 128）　116～ 126は౐石Ͱ、116は࢛面が࢖用されていΔ。117はཻ度のࡉかいΦリー

ϒԫ৭をఄ͢Δ೪൘ؠ製の౐石Ͱ୮೾・໐ୌ࢈のՄೳ性があΔ。下半෦をܽଛ͢Δ。上面・ࠨӈ྆ଆ面は

しŊ࢒をࠟܗとಉ༷のԑの成ݛ 端ਖ਼な௕ํܗに࢓上͛ていΔ。౐面はද・ཪ྆面に認められΔ。ද・ཪڞ

に׈らかな౐面をܗ成しઢ条ࠟはほとんͲ目立たないがŊ ද面の中央にはਂいઢ条ࠟが 1条認められΔ。

ཪ面はࠨ上からӈ下にかけてԜঢ়にԜんͩ౐面をܗ成͢Δ。

118 はփന৭をఄしŊ 製の౐石ͰŊؠփڽ৭の点໲の見られΔ׊৭のྲྀཧとԫ׊ શମ的には 119・

123 に石࣭はྨ͢ࣅΔ。上半・下半Ŋ ӈ・දཪのࠨଆ面の一෦をܽଛ͢Δ。౐面はࠨ 4面に認められΔ。

ද面・ӈଆ面は上ԑから下ԑにࢸΔހঢ়の׈らかな౐面がܗ成されŊ 成さܗଆ面・ཪ面は平ୱな౐面がࠨ

れΔ。ཪ面下半෦・ࠨଆ面中央にはൺֱ的ਂいࣼ位に૸Δઢ条ࠟがີ集して認められΔ。

119 はփന৭をఄしŊ ԫ׊৭のྲྀཧの見られΔڽփؠ製の౐石Ͱ 118・123 に石࣭はྨ͢ࣅΔ。下半

෦をܽଛ͢Δ。౐面はࠨӈ・දཪ・上面の 5面に認められΔ。֤౐面は平ୱͰ׈らかͰあΔ。ԑล෦か

ら器ମ中央に޲か͏ൺֱ的ਂいઢ条ࠟがݦ著に認められΔ。

120 はփന৭をఄしŊ 製の౐石Ͱશମ的にはؠփڽ৭の点໲の見られΔ׊৭のྲྀཧとԫ׊

118ŋ119ŋ123 に石࣭はྨ͢ࣅΔ。上・下半の྆ํをܽଛ͢Δ。౐面はࠨӈ・දཪの 4面認められΔ。֤

౐面は平ୱͰ͘͝ઙいઢ条ࠟが認められΔがӈଆ面にはൺֱ的ਂいઢ条ࠟも認められΔ。

121 は明Δいփന৭をఄ͢Δڽփؠ製の౐石ͰあΔ。下半෦の一෦をܽଛ͢Δ。ଟ֯柱ঢ়Ͱ౐面はز

ͭも認められΔ。上෦のஅ面ܗは࢛֯͘Ŋ ౰ॳのܗଶを࢒していΔとਪఆͰきΔ。֯෦分を౐面として利

用した͜とͰŊ ଟ֯柱ঢ়にܗଶがม化したと考えられΔ。౐面はൺֱ的׈らかͰあΔがŊ 7字ঢ়のਂいઢ

条ࠟも認められΔ。

122は΍΍҉いփന৭をఄしŊ ੺׊৭の点໲が見られΔڽփؠ製の౐石ͰあΔ。上半・下半をܽଛ͢Δ。

౐面はࠨӈ・දཪの࢛面に認められŊ ֤౐面はඇৗに׈らかͰઢ条ࠟはݦ著に認められない。

123 はփന৭をఄしŊ ԫ׊৭のྲྀཧの見られΔڽփؠ製の౐石ͰŊ 下半෦と上半෦の一෦をܽଛ͢Δ。

౐面はදཪ・ࠨӈ・上面の 5面認められŊ ֤౐面は׈らかͰŊ ͘͝ઙいઢ条ࠟがଟ͘認められΔがŊ ൺ

ֱ的ਂいᶛ字ঢ়のઢ条ࠟも認められΔ。

124 は明Δいփന৭をఄしŊ ԫ׊৭のྲྀཧの見られΔڽփؠ製の౐石ͰあΔ。上下をܽଛ͢Δ。౐面

はࠨӈ・දཪに認められΔ。දଆは中央෦がԜΉଳঢ়の౐面がܗ成されΔ。౐面はશମ的に׈らかͰあΔ

がӈଆ面・ཪ面下෦には7字ঢ়に੾りࠐんͩਂいઢ条ࠟが集中͢Δ。
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1　中世の遺物

125 はփന৭・にͿいᒵ৭をఄしŊ にͿい੺׊৭の点໲が見られΔ೪൘ؠ製の౐石ͰŊ 上下をܽଛ͢Δ。

౐面はࠨӈ・දཪの࢛面に認められΔ。ࠨӈଆ面にはࣼ位に૸Δ͘͝ઙいઢ条ࠟがີ集して認められΔ。

ཪ面は౐石ૉࡐを੾り出した跡が࢒ଘしておりŊ 。成されていないܗらかな౐面は׈

126 はઙԫ৭をఄ͢Δܰ石にࣅた安ؠࢁのԁ᛽を利用した౐石ͰあΔ。ද面中央෦がएׯԜΈŊ ૈい

౐面がܗ成されΔ。౐面にはᶛ字ঢ়のൺֱ的ਂいઢ条ࠟが࿈ଓして認められΔ。

127 はԫ׊৭・׊փ৭をఄ͢Δۄ਷製の火ଧ石ͰあΔ。ࠨଆԑ・上ԑには主にཪ面ଆに޲か͏Ꮟଧࠟ

が࿈ଓ的に認められŊ ӈଆԑにはදଆに޲か͏Ꮟଧࠟが認められΔ。そのほかにも不࿈ଓͰはあΔがࣼٸ

度な֯のԑล෦にはᏏଧのࠟ跡があΔ。明らかに火ଧͪ金と૝ఆͰきΔ෇ண物は認められない。

128 は石ുの஫ޱ෦のഁ片ͰあΔ。石࣭はփԫ׊৭をఄ͢Δ安ؠࢁͰあΔ。࢒ଘ͢Δܗଶからܘޱ

22DNఔ度の大きさとਪఆͰきΔ。

%　金　属　製　品

金属製品は 4E250、4,221・320・486、4%255・330・409 から出土した。特に 4%330 からଟ͘

出土しておりŊ ೆ西から北東ํ޲に޲か͏北西ล（37,・36+・37+・37* άリッド）に集中͢Δ。෴土 1層

～ 7層にかけて出土͢ΔがŊ 特に୸化物をۃめてଟྔにؚΉ 4層を前後͢Δ層にଟ͘Ŋ 土師࣭土器とಉ

༷の޲܏を示͢。4%330 の北西ลの෴土はࣼ位Ϩϯズঢ়ଯ積を示しŊ 建物΍ピット܈のあΔ溝の北西ଆ

壁ࣼ面෦෇ۙͰଟ͘出土した。また、໿半਺が෴土 4層からの出土ͰŊ 半਺以上がఝとਪఆͰきΔ金属

製品ͰあΔ。ఝのほかは᭬・ᮓ・మᕥ・⁝ೡݩሟ（ॳர年 1068 年）とਪఆͰきΔમ՟（ྼ化が著し࣮͘ଌ不

Մ）なͲが出土した。

1）遺構内出土遺物

4&���（129）　ఝͰあΔ。಄෦が明ྎͰ、அ面は࢛֯ܗͰあΔ。

4,���（130）　北૙મͰ、ݩ๛௨ሞ（ॳர 1078 年）ͰあΔ。

4,���（131～ 136）　131 ～ 136 はఝͰ、௕さが໿ 4.5DN前後のものがଟい。಄෦が明ྎなもの（131・

132・134）と不明ྎなもの（133・135・136）があΔ。

4,���（137）　かんざしঢ়のమ製品Ͱ、ઌ端෦はӶ利ͰあΔ。அ面はؙΈをଳͼていΔ。

4,���（138）　౛子ͰあΔ。ܪと੾っઌにۙい෦分をܽଛ͢Δ。Ϛνは྆ଆに෇きਕはࡺが෇ணし൑

વとしないがŊ 片ਕとਪఆͰきΔ。

4%���（139）　ಔ製品ͰԎ؅のأटͰあΔ。火ࡼをܽଛ͢Δ。

4%���（140 ～ 156）　140 ～ 150 はఝͰあΔ。140・141 はఝの಄෦とઌ端෦をܽଛしŊ ંれۂがっ

たものとਪఆされΔ。142・143 のஅ面ܗはํܗͰ、いͣれも下半෦をܽଛ͢Δ。144 は上・下྆端෦

をܽଛ͢Δ。அ面ܗはፏ平な௕ํܗͰあΔ。中৺෦に࠷大ްがありŊ 上下に޲かってްΈを͡ݮΔ͜とか

らଆ面؍はϨϯズঢ়をఄ͢Δ。࢒ଘܗଶからŊ ᮓなͲの޻۩の一෦ͰあΔՄೳ性もあΔ。145・147 は

大きさ・ܗঢ়がྨࣅし、145 は下半෦、147 はઌ端෦をわͣかにܽଛ͢ΔがŊ ほ΅ܗ׬ͰあΔ。146 はŊ

上下をܽଛ͢Δ。࢒ଘ͢Δ上端はፏ平な௕ํܗをఄ͢Δが下端に޲かってঃʑにํܗとなΔ。࢒ଘ͢Δܗ

ଶから᭬のՄೳ性も考えられΔ。148・149 はಉ͡場所から出土したものͰŊ 大きさはྨ͢ࣅΔ。૒ํڞ

にఝઌをܽଛ͢Δ。150はࡺが෇ணしஅ面ܗは൑વとしないがํܗをఄ͢Δと見られΔ。

151 ～ 153 はᮓͰあΔ。151 はখܗのᮓͰઌ端のਕ෦をわͣかにܽଛしŊ ࡉはܪ。෦分もܽଛ͢Δܪ
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͘Ŋ அ面はํܗͰあΔ。ܪのઌはஈࠩを༗しଠ͘なりŊ その෦分Ͱ࠷大ްをଌΔ。࠷大ް෦分のஅ面ܗは

ていきઌ端ͰᮓのӶいਕ෦を͡ݮが෇ணし൑વとしない。͜͜からઌ端のᮓਕ෦にかけてঃʑにްさをࡺ

。ͰあΔ。下෦が基෦ଆͰ上෦がઌ端としてਤ示したܗ׬΅のᮓͰŊほܗ成͢Δと考えられΔ。152はখܗ

ᮓのܪ෦分のஅ面ܗはํܗとਪఆͰきΔがࡺの෇ணのためؙΈをଳͼていΔ。ঃʑにްΈを૿しŊ 器ମ中

央ͰŊ かって޲とਪఆͰきΔ。中৺෦から上෦にܗはํܗが෇ண͢Δがஅ面ࡺ大ްをଌΔ。͜の෦分も࠷

ঃʑにްさを͡ݮፏ平になりŊ ઌ端ͰᮓのӶいਕ෦をܗ成͢Δ。153 はܗঢ়から᭯のՄೳ性のあΔ金属

製品ͰあΔ。ᶠઢࣸ真Ͱは上෦Ͱమ൘をંり͛ۂていΔ͜とが認められた。上端は΍΍平ୱにはなってい

Δが؇΍かなހঢ়をఄしŊ ௵れのࠟ跡౳は認められない。͜の͜とから᭯とした場߹Ŋ 利用ස度は௿かっ

たと考えられΔ。上෦から下෦に޲かってްさ・෯を͡ݮŊ 下端に᭯ਕ෦をܗ成͢Δ。அ面ܗはࡺのため

൑વとしないがŊ 上෦・下෦ڞに۱ؙํܗにۙいܗঢ়とਪఆͰきΔ。

154 は不明金属製品ͰあΔ。基෦ଆŊ ઌ端ଆをڞにܽଛ͢Δ。基෦のஅ面は΍΍ፏ平な۱ؙ௕ํܗの

い๮ঢ়ͰŊࡉ その上෦Ͱ๲らΈŊ ஈࠩがͭき࠷大ްをଌΔ。࠷大ް෦分のஅ面ܗはํܗͰŊ ઌ端෦෇ۙに

ۙͮ͘にしたがってፏ平な௕ํܗとなΔ。ઌ端のܽଛ෦の内෦はۭಎͰమ൘をંり͛ۂてํܗにしていΔ

͜とが分かΔ。࢒ଘ͢Δܗଶから᭲のՄೳ性もあΔ。

155 は下半෦をܽଛしશମܗঢ়は不明ͰあΔ。؀ঢ়の޸を༗͢Δ金属製品ͰŊ Ͱ᭏ۻঢ়から馬۩のܗ

またはҾきखのՄೳ性をਪఆͰきΔ。またŊ ւ࿝ৣの෦品ともਪఆͰきŊ ௺ݤ΍޸Ήためのࠐをࠩし௺ݤ

柄෦のඥ௨し޸ͰあΔՄೳ性あΔ。

156 は不明金属製品ͰあΔ。本དྷのܗঢ়はܘޱ 13DNŊ ఈܘ 11DNŊ 器高 1.1DNのࡼঢ়をఄ͢Δとਪ

ఆͰきΔ。

4%���（157）　ఝͰŊ 下半෦をܽଛ͢Δ。4%409 からは 6点（148.2H）の金属製品が出土しŊ ఝのほ

かにమᕥが出土した。

2）遺構֎出土遺物

158はࠨӈ྆ଆをܽଛ͢Δ。౛子の౛਎Ͱ੾っઌにۙい෦分ͰあΔ。ࡺが෇ணし൑વとしないがਕは

྆ਕのՄೳ性が高い。159 はಔ製品Ͱখ柄のৌͰ྆ଆをܽଛ͢Δ。ಔ൘をંり͛ۂ内෦をፏ平な౵ঢ়に

上͛ていΔ。160・161࢓ はఝͰあΔ。160 は 36+23 άリッドから出土し、಄෦とઌ端をܽଛ͢Δ。அ

面ܗは௕ํܗをఄしŊ ፏ平ͰあΔ。161は 36+1 άリッドから出土した。ఝઌをܽଛ͢Δがほ΅ܗ׬にۙ

い。෯が͘޿ඇৗにፏ平なఝͰあΔ。基本層ংᶗ層から出土しŊ またܗଶも࣮֬な中世のものとはҟなΔ

͜とからۙ世のものͰあΔՄೳ性があΔ。162は 37(10 άリッドから出土した֖ͰあΔ。ԑล෦分をܽ

ଛ͢Δ。֖にはԁܗのఠΈがऔり෇けられておりŊ මͰݻఆしていΔ。出土層位がᶗ層ͰあΔ͜とからۙ

世のものͰあΔՄೳ性があΔ。

E　木　		製　		品

木製品は 4E250、4%330 からの出土のΈͰ、ଞの遺構からの出土は認められなかった。

4&���（163 ～ 170）　4E250 Ͱは井戸ଆを検出した（ਤ൛ 16）。163 は井戸北ଆ、164 は北東֯෇ۙ

のଆ൘ͰあΔ。いͣれも൘目ࡐが࢖用されており、上෦は෗৯していΔ。164 の下෦には 1.3 ʷ 2.5DN

の࢛֯ܗの޸がઠたれていΔ。165 は東ଆ、166 は西ଆのԣࢅͰあり、྆端はԜঢ়ͰあΔ。いͣれも

Ԝ෦分に組Έ߹わせのࠟࡲを֬認ͰきΔ。֯柱ঢ়の൘目ࡐͰあΔ。166 ～ 168 はࣣஈ目のࢅ木ͰあΔ。
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2　古代の遺物

167 はೆଆ、168 は北ଆのԣࢅͰあり、྆端はತঢ়ͰあΔ。いͣれもತ෦分に組Έ߹わせのࠟࡲが֬認

ͰきΔ。166・168 はଆ൘との઀৮ࠟが明ྎͰあΔ。169・170 は۱柱ͰあΔ。169 は北東֯の۱柱Ͱ

あり 170は東ଆീஈ目の۱柱ͰあΔ。端෦に௚֯の੾りࠐΈがなされΔ。෗৯が著しい。

4%���（171）　171 は൨物の࿶ͰあΔ。ఈ෦は΍΍ബ͘、ମ෦は؇΍かに立ͪ上がΔ。

2　古 代 の 遺 物

A　֓　　　ཁ

古代の遺物には土師器・須恵器のほか、金属製品Ͱは鎌、石製品は౐石があΔ。遺物は、遺構がൺֱ的

ଟ͘検出された調査区東෦と西෦に分෍͢Δ޲܏にあり、遺構෇ۙͰの出土がほとんͲͰあΔ。遺構Ͱは、

4,742・774 からまとまりを࣋って出土していΔ。4,742 は、須恵器ແ୆ഋ・௕ᰍළ、土師器࿶・খᙈ

が一ׅして廃غされていΔ。また、4,774 はଟྔの焼土・୸化物ཻとともに須恵器ແ୆ഋ、土師器௕಑ᙈ、

鎌、漆紙・漆մが出土した。͜のほかは、土坑・溝・ピットなͲから遺物がগྔ出土した。

遺物の年代؍は、य़日編年ʦय़日 1999ʧのᶚ～ᶛ期に所属し、主ମはᶚ期（8世紀後半～ 9世紀ॳ಄）ͰあΔ。

東ଆにྡ઀͢Δ柄目木遺跡ᶗにおいてもᶚ期が主ମͰ、ᶛ期の遺物がগ਺認められΔ͜とから、ಉ༷の܏

考に、A・#の記号を記した。A・#は以ࢀを示していΔ。また、଻土にͭいてはʦय़日ほか2004ʧを޲

下の特௃が認められΔ。

଻土A܈：଻土そのものが૬ର的にૈ͘、石ӳ・௕石・金Ӣ฼をଟؚ͘Ή。器面はざらͭいたものが

一般的Ͱ、ؚまれΔ߭物のཻ子は金Ӣ฼をআ͘とൺֱ的大きい。ޒ಄ࢁ࿢༼跡܈のほか、村上市ࢁݩ༼跡

された須恵器に一般的࢈Ͱੜ܈ϗーϩΫ୔༼跡・܈֋԰༼跡・ࢁ新発ా市下খ中、܈跡༽ࢁ଻内市দ、܈

に見られΔ。

଻土#܈：଻土そのものがਫ਼ྑͰ、ന৭খཻ子をଟؚ͘Ή。器面にࠇ৭のൗ点、ਧき出しの見られΔ

ものがଟい。器種によって଻土がҟなり、ແ୆ഋとখܕの༗୆ഋは଻土が特にਫ਼ྑͰ器面は׈らかͰあΔ

が、そのほかの器種は࠭っΆ͘΍΍ざらͭいた଻土ͰあΔ。ࠤ౉খധ༼跡܈（΍΍཭れた地点の大木戸༼跡

もؚΉ）Ͱੜ࢈された須恵器と考えられΔ。

౰遺跡Ͱ検出された須恵器は、ཻ子の大きい石ӳ・௕石をؚΉものがほとんͲͰ、଻土A܈に૬౰͢Δ。

͜の種のものは౰遺跡の東ํに位ஔ͢Δ笹ਆٰྕͰੜ࢈されたと考えられΔ。͜のほか、଻土がਫ਼ྑͰ、

器面にࠇ৭のൗ点が認められ、ࠤ౉খധ࢈と考えられΔ଻土#܈に૬౰͢ΔものがわͣかにあΔ。

#　出　土　遺　物

1）遺構内出土遺物

4*���（172・173）　172 は須恵器ഋのޱԑ෦片ͰあΔ。器面にはࠇ৭のൗ点が࡯؍されΔ͜とから、

。の須恵器ഋͰ、਎のઙいものͰあΔ࢈と考えられΔ。173は笹ਆٰྕ࢈౉খധࠤ

4,���（174）　笹ਆٰྕ࢈の須恵器ഋͰあΔ。଻土がૈ͘、ཻ子の大きい௕石をؚΉ。

4,���（175～180）　175～177は須恵器ແ୆ഋͰ、175はࠤ౉খധ177・176、࢈は笹ਆٰྕ࢈ͰあΔ。

176 は 177 にൺ΂ೈ࣭Ͱ、৭調もҟなΔ͜とから、それͧれ別の༼Ͱੜ࢈されたՄೳ性があΔ。178 は

土師器࿶Ͱ、器面が΍΍ຎ໓していΔ。179 は土師器খᙈͰ、ඃ೤のためか֎面は器面のണ落が著しい。

180は須恵器௕ᰍළͰあΔ。器面の内֎にはϩΫϩφσによΔྏが明ྎに࢒Δ。
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4,���（181）　土師器ᙈͰ、ຎ໓が著しい。ޱԑ෦はʮ͘ʯの字ঢ়に۶ۂし、端෦はわͣかに上ํ΁

ͭまΈあ͛られΔ。

4,���（182）　土師器ᙈのޱԑ෦片Ͱ、端෦は上ํ΁ͭまΈあ͛られΔ。

4,���（183）　土師器খᙈのޱԑ෦片ͰあΔ。ମ෦はあまり๲らまͣ、ޱԑは୹͘֎ଆに۶ۂし、端

෦は上ํ΁ͭまΈ上͛られΔ。

4,���（184 ～ 189）　184・185 は須恵器ഋͰ、184 のޱԑ෦は΍΍֎൓͢Δ。186・187 は土師器

௕಑ᙈͰあΔ。186 は器ܗの࿪Έが著しい。֎面は上半෦をΧΩϝ、中・下半෦は平行ઢ文λλΩͰ調

੔した後、ϔϥέズリ・ϔϥφσにより成ܗされΔ。内面は上半෦をॎํ޲のϔϥφσͰ調੔した後、ϩ

Ϋϩφσにより成ܗされΔ。中・下半෦はಉ৺ԁ文౰て۩ࠟの上をϔϥφσにより調੔͢Δ。187 は、

186 にൺ΂器壁がബ͘、֎面は格子目文λλΩͰ調੔した後、上半෦をΧΩϝ、下半෦にはϔϥφσが

されΔ。内面は上半෦をΧΩϝによΔ調੔、中・下半෦はಉ৺ԁ文౰て۩ࠟの上をϔϥφσにより調੔ࢪ

͢Δ。

188 は鎌ͰあΔ。ਕ෦は΍΍࿷ۂし、基෦はંり͛ۂられていΔ。͜の͜とから、鎌のਕ෦を柄޸に

。ఆしたՄೳ性が考えられΔ。189は漆紙が෇ணした漆մͰあΔݻて͛ۂΈ、ਕがൈけないよ͏にંりࠐࠩ

漆紙は੺֎ઢࣸ真Ͱは、文字のࠟ跡が認められない͜とから、ະ࢖用の紙を漆༰器の落とし֖に࢖用した

とਪఆされΔ。

1���（190）　土師器খᙈのఈ෦片Ͱ、器面のຎ໓が著しい。

4%���（191・192）　191 は土師器࿶、192 は土師器খᙈのఈ෦片Ͱ、191 はຎ໓が著しいが、ఈ面

にはճసࢳ੾りのࠟ跡が認められΔ。͜のほか、ࡉ片のためਤ示していないがࠇ৭土器のখഁ片が出土し

ていΔ。

৭土器のఈ෦片ͰあΔ。֎面は੺化し、器面のണ落が著しい͜とから、ೋ次的に೤ࠇ　（193）���,4

をडけたと考えられΔ。

2）遺構֎出土遺物

194 は須恵器༗୆ഋͰ、਎のਂいものͰあΔ。195 は須恵器ഋ֖ͰπϚミ෦分をܽଛ͢Δ。196・

197 は須恵器ഋͰ、いͣれも笹ਆٰྕ࢈ͰあΔ。196 のఈ面は΍΍ؙΈをଳͼ、177 にൺ΂ೈ࣭ͰあΔ。

198 は土師器࿶Ͱ、器面のຎ໓が著しい。199 は土師器ᙈͰ、ޱԑは֎ํ΁։きؾຯに۶͢ۂΔ。200

は౐石Ͱ、上半෦をܽଛ͢Δ。4面が࢖用されており、いͣれもઢঢ়ࠟが࡯؍されΔ。
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1　柄目木遺跡のࣗવ科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社　堀内誠示・斉藤崇人・馬場健司

A　は　͡　め　に

柄目木遺跡は、ݱ在の阿賀野川ӈ؛のԭ積地に立地͢Δ。पลには、阿賀野川のྲྀچ࿏とΈられΔ௿地

とࣗવఅ๷をؚΉඍ高地が認められ、౰遺跡は͜のࣗવఅ๷上に位ஔ͢Δ。柄目木遺跡は、͜れまͰ行っ

てきた発掘調査により中世（13世紀後半～ 14世紀後半）ٴͼ古代（8世紀後半～ 9世紀ॳ಄）の集落が֬認

されていΔ。本報告Ͱは、柄目木遺跡の古ڥ؀（ଯ積ڥ؀、古২ੜ）の検౼を目的として、発掘調査区内の

基本層ংٴͼ土坑から࠾औした土৕をର৅に、ࣗવ科学分析調査（ܔ૶分析、Ֆค分析、২物ࢎܔମ分析）を

。したࢪ࣮

ྉ　　　ࢼ　#

ྉは、柄目木遺跡のࢼ 42* άリッド基本層ং（以下、42*（基本層ং））から࠾औした土৕ 10 点と、

4,710 埋積物から࠾औした土৕、さらにൺֱରরとしてᶛ層から࠾औした土৕のܭ 12点（ࢼྉ番号 1～

12）ͰあΔ。

42*（基本層ং）は、上位よりᶗ層、ⅡBŋC 層、ᶙ～Ⅵ層の 7層に区分されていΔ。土৕ࢼྉは、ⅡB～

Ⅵ層（ࢼྉ番号 1～ 10）の֤層から࠾औしており、͜の͏ͪⅡ B層Ͱは上 ŋ中 ŋ 下෦より ྉ番ࢼ）ྉࢼ3

号 2～ 4）、ᶚ層とᶛ層Ͱは上 ŋ下෦よりそれͧれ ྉ番号ࢼ：ྉ（ᶚ層ࢼ2 6ŋ7、ᶛ層：ࢼྉ番号 8ŋ9）を࠾औ

していΔ。͜れらのࢼྉの࡯؍Ͱは、いͣれも׊փ～փ׊৭をఄ͢Δట（シϧト～೪土）からなり、ᶛ～

Ⅵ層Ͱۇかに೪土分が૿͢。

一ํ 4,710 は、土坑埋積物（1層：ࢼྉ番号 11）が׊փ৭టと焼土と見られΔ੺׊～౯׊৭ట（࠷大ܘ

໿ 1DNఔ度）のِ᛽を主ମとして、୸化物がࠞ͡ΔࢼྉͰあΔ。ᶛ層（ࢼྉ番号 12）は、׊փటを基࣭とし、

焼土とΈられΔ౯׊৭ట（࠷大ܘ໿ 5NN）΍୸化物がわͣかにࠞ͡ΔࢼྉͰあΔ。

૶　分　析　ܔ　$

1）分　析　ํ　法

࣪ॏ໿5HをϏーΧーにܭりऔり、աࢎ化水ૉ水とԘࢎを加えてࢼྉのట化と༗機物の分ղ・ඬനを行͏。

次に、分ࡎࢄを加えた後、ৠཹ水をຬたし์ஔ͢Δ。その後、上੅Έӷ中にු༡した೪土分をআڈし、ܔ

૶֪のೱॖを行͏。͜のૢ࡞を 4～ 5ճ܁りฦ͢。次に、ࣗવ௜߱法によΔ࣭࠭分のআڈを行い、検ڸ

しқいೱ度に希ऍし、Χバーガϥス上にణ下してס૩させΔ。ס૩したࢼྉ上に෧ೖࡎのϓリϡ΢ϥッΫ

スをణ下し、スϥイドガϥスにషり෇けӬ久ϓϨパϥートを࡞製͢Δ。

検ڸは、༉ਁ 600 ഒまたは 1000 ഒͰ行い、ϝΧχΧϧスςーδを用い೚ҙに出͢ݱΔܔ૶化石が

、૶֪が半分以上ഁଛしたものにͭいてはܔ、਺した。なお、原則としてܭ・ମ以上になΔまͰಉఆݸ200
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਺は行わない。200ܭ・ಉఆをආけΔためಉఆޡ ମを検出した後は、示४種౳のॏཁな種ྨの見落とݸ

しがないよ͏に、શମをਫ਼査し、ؚまれΔ種͢܈΂てを೺ѲͰきΔよ͏に౒めた。ܔ૶のಉఆと種のੜଶ

性にͭいては、)VTUFEUʦ1930r1966ʧ、,SBNNFS�LBOHFr#FSUBMPUʦ1985r1991ʧ、%FTJLBDIJBSZʦ1987ʧ

なͲをࢀ考に͢Δ。

݁Ռは、ܔ૶のੜଶ性にͭいてのུ֓、ٴͼಉఆ・ܭ਺݁Ռの一ཡදを示͢。܈集ղ析に౰たりݸʑの

、水ੜ、୶水ੜにੜଶ分ྨしؿ、水ੜؿ～出化石は、まͣԘ分ೱ度にର͢ΔదԠ性により、ւ水ੜ、ւ水࢈

さらにその中の୶水ੜ種は、Ԙ分、Q)、水のྲྀಈ性の 3దԠ性にͭいてもੜଶ分ྨしදに示͢。ଯ積؀

૶化石をܔ、Δために͢࡯のมભを考ڥ 100 成࡞集มભਤを܈૶化石ܔྉにͭいてࢼମ以上検出したݸ

͢Δ。出ݱ཰は化石૯਺を基਺としたඦ分཰Ͱදし、1�以上の出ݱ཰を示͢分ྨ܈にͭいてのΈද示͢Δ。

ਤ中の˔印は、૯਺が 100 ྉの͏ͪࢼ出した࢈ମ以上ݸ 1�以下の種を、�は૯਺ 100 ߹ମະຬの場ݸ

の࢈出を示͢。ਤ中には、ւ水ੜ・ؿ水ੜ・୶水ੜ種の૬ରස度と、୶水ੜ種を基਺としたԘ分・Q)・

ྲྀ水の૬ରස度を示͢。

2）݁　　　Ռ

૶のੜଶ性を第ܔ 2ද、݁Ռを第 3ද、第 16・17ਤに示͢。ܔ૶分析を行った ૶化ܔྉからはࢼ12

石を検出したが、࢈出཰はશମ的に௿い。以下、地点ຖの࢈ঢ়をड़΂Δ。

Bɹ��*（基本層ং）

分析の݁Ռ、100 ྉ番号ࢼ૶化石を検出したのはܔମ以上のݸ 6・7の 2点のΈͰあり、ଞは ମݸ50

以下ͰあΔ。化石のอଘঢ়ଶは、ഁଛしたݸମが認められΔͩけͰな͘、一෦の֪ද面に༹ղのࠟ跡が認

められ、֓して不ྑͰあΔ。

本地点Ͱ検出したܔ૶化石܈集の構成は、୶水ੜ種を主ମに、ۃ௿཰に୶水からؿ水ੜ種ٴͼւ水ੜ種

を൐͏種܈Ͱ構成されΔ。ւҬの種と཮Ҭの種のൺ཰は、཮Ҭの種܈が 95�以上を઎め、ւҬの種܈は

5�ະຬとわͣかͰあΔ。

୶水ੜの܈集の特௃は、100 ྉ番号ࢼମ以上を検出したݸ 6・7のੜଶ性（水中のԘ分、Q)、ྲྀ水にର͢

ΔదԠ性）にͭいては、以下のよ͏な޲܏が認められΔ。

まͣ、Ԙ分にର͢ΔదԠ性は、୶水中のԘྨೱ度のҧいにより区分したものͰ、あΔఔ度のԘ分がؚま

れたほ͏がよ͘ੜ育͢Δ種ྨは޷Ԙ性種とし、গྔのԘ分がؚまれていてもੜ育ͰきΔものを不ఆ性種、

Ԙ分がଘ在͢Δ水中Ͱはੜ育ͰきないものをݏԘ性種として区分していΔ。͜れは、主に水Ҭの化学的な

特性を஌ΔखがかりとなΔが、୯にԘྨೱ度が高いまたは௿い͜とが分かΔͩけͰな͘、Ԙྨೱ度が高い

水Ҭは֓してด࠯水ҬͰあΔ場߹がଟい͜とから、؍ܠをਪఆ͢Δ上ͰもॏཁなཁૉͰあΔ。݁Ռとして、

ශԘ−不ఆ性種が༏઎し、શମの 80～ 85�を઎めΔ。ଞは、ශԘ−不明種が 10�前後、ශԘ−ݏԘ性

種とශԘ−޷Ԙ性種がそれͧれ਺�の࢈出཰を示していΔ。

次に Q)にର͢ΔదԠ性とは、ΞϧΧリ性の水Ҭに特௃的に認められΔ種܈を޷ΞϧΧリ性種、ٯにࢎ

性水Ҭにੜ育͢Δ種܈をࢎ޷性種、中性の水Ҭにੜ育͢Δ種を不ఆ性種としていΔ。͜れも、୯に水のࢎ

性・ΞϧΧリ性のいͣれかがわかΔͩけͰな͘、ࢎ性の場߹は࣪地ͰあΔ͜とがଟいなͲ、間઀的には水

Ҭのঢ়گを考͢࡯Δ上Ͱඞཁ不ՄܽͰあΔ。݁Ռは、޷ΞϧΧリ性種が༏઎し、70�ఔ度を઎めていΔ。

そのଞは、ࢎ޷性種、Q)不ఆ性種、Q)不明種が、それͧれ 10�ఔ度࢈出していΔ。
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ྲྀ水にର͢ΔదԠ性は、ྲྀれのあΔ水Ҭの基物（ؠ石・大ܕの૶ྨ・水ੜ২物なͲ）に෇ணੜ育͢Δ種܈

Ͱあり、特にৗ時ྲྀれのあΔよ͏な水ҬͰなけれ͹ੜ育Ͱきない種܈をྲྀ޷水性種、ٯにྲྀれのない水Ҭ

にੜ育͢Δ種܈をࢭ޷水性種として区分していΔ。ྲྀ水不ఆは、ͲͪらにͰもੜ育ͰきΔՄೳ性もあΔが、

それらの大半はࢭ水Ҭにଟい種܈ͰあΔ。なお、ྲྀ޷水性種とྲྀ水不ఆ性種のଟ͘は෇ண性種ͰあΔが、

ࢦをڥপの؀ބΔු༡性種もଘ在͢Δ。ු༡性種は、஑পあΔいは͢׆水性種には水մ中をු༡ੜࢭ޷

ඪ͢Δ。݁Ռは、ྲྀ水不ఆ性種が༏઎し、શମの 70～ 80�を઎めΔ。そのଞは、ྲྀ水性種が 8～ 15�、

水性種と不明種がそれͧれࢭ 5～ 8�ఔ度の࢈出཰を示͢。

なお、୶水ੜ種の中には、水中から出て཮Ҭのסいたڥ؀下Ͱもੜ育͢Δ種܈がଘ在し、͜れらを཮ੜ

、ඪ͢Δ͜とからࢦをڥいた؀ס૶は、཮Ҭのܔと区分していΔ。཮ੜ܈ͼ、水中Ͱੜ育͢Δ種ݺ૶とܔ

古ڥ؀をਪఆ͢Δ上Ͱۃめてॏཁな種܈ͰあΔ。水ੜܔ૶と཮ੜܔ૶のൺ཰は、ࢼྉ番号 6・7Ͱは໿

40～ 48�を઎め、࢈出཰が௿い層४Ͱは、཮ੜܔ૶のׂ߹が高い޲܏（～ 90�）にあΔ。

ଟ࢈または༏઎͢ΔなͲ特௃的に認められΔ種は、୶水ੜ種Ͱྲྀ水性種の Meridion circulae var. 

constrictum、Surirella angusta、ྲྀ 水不ఆ性種の Fragilaria ulna、Gomphonema parvulum、Hantzschia amphioxys、

Navicula contenta、Navicula mutica、Neidium alpinum、Pinnularia subcapitata なͲͰあΔ。ྲྀ޷水性種の

Meridion circulae var. constrictum は、Տ川౳のྲྀ水Ҭにੜ育͢Δ種Ͱあり、中～下ྲྀՏ川ࢦඪ種܈とݺ͹

Ԙ分ೱ度にର͢Δ区分 Ԙ分にର͢ΔదԠ性 ੜ育ڥ؀（ྫ）

ւ水
ੜ種

Ԙੜ種ڧ
（1MPZIBMPCPVT） Ԙ分ೱ度が 40.0̄以上に出͢ݱΔもの ௿緯度೤ଳւҬ ŋԘ水ބなͲ

真Ԙੜ種
（EVIBMPCPVT） Ԙ分ೱ度が 40.0 ～ 30.0̄に出͢ݱΔもの 一般ւҬ（FY.	大཮୨ٴͼ大཮୨以ਂのւҬ）

水ؿ
ੜ種

中Ԙੜ種
（.FTPIBMPCPVT）

Ԙ分ೱ度が 30.0 ～ 0.5̄に
出͢ݱΔもの

中Ԙੜ種（Br.FTPIBMPCPVT）ڧ
Տޱ ŋ内࿷ ŋԊ؛ ŋԘ水ބ ŋ潟なͲ

ऑ中Ԙੜ種（Cr.FTPIBMPCPVT）

୶水
ੜ種

ශԘੜ種
（0MJHPIBMPCPVT） Ԙ分ೱ度が 0.5̄以下に出͢ݱΔもの 一般཮水Ҭ

（FY.	ބপ ŋ஑ ŋপ ŋՏ川 ŋ川 ŋপ୔地・ઘ）

Ԙ分 ŋQ)ŋ ྲྀ水にର͢Δ区分 Ԙ分 ŋQ)ŋ ྲྀ水にର͢ΔదԠ性 ੜ育ڥ؀	（ྫ）

塩
分
に
対
す
る
適
応
性

ශԘ−޷Ԙ性種
（)BMPQIJMPVT） গྔのԘ分があΔํがよ͘ੜ育͢Δもの 高ԘྨҬ（FY.	Ԙ水૎上Ҭ ŋԹઘ ŋ࡞ߞ土৕）

ශԘ−不ఆ性種
（*OEJGGFSFOU） গྔのԘ分があっても͜れによ͘଱えΔ͜とがͰきΔもの 一般཮水Ҭ

（FY.	ބপ ŋ஑ ŋপ ŋՏ川 ŋপ୔地なͲ）

ශԘ−ݏԘ性種
（)BMPQIPCPVT） গྔのԘ分にも଱えΔ͜とがͰきないもの ࣪原 ŋ࣪地 ŋপ୔地

ҬԘ性種޿
（EVSZIBMJOPVT）

௿ೱ度から高ೱ度まͰ޿い範囲のԘ分ೱ度にରԠして出͢ݱΔ
もの 一般୶水～ؿ水Ҭ

Q)
に
対
す
る
適
応
性

真ࢎ性種
（ADJEPCJPOUJD）

Q)7.0 以下に出ݱ、特に Q)5.5 以下のࢎ性水ҬͰ࠷もよ͘ੜ
育͢Δもの ࣪原 ŋ࣪地 ŋ火ބޱ（ࢎ性水Ҭ）

性種ࢎ޷
（ADJEPQIJMPVT）

Q)7.0 ෇ۙに出ݱ、Q)7.0 以下の水ҬͰ࠷もよ͘ੜ育͢Δも
の ࣪原 ŋ࣪地 ŋপ୔地

Q)r不ఆ性種
（*OEJGGFSFOU） Q)7.0 ෇ۙの中性水ҬͰ࠷もよ͘ੜ育͢Δもの 一般཮水（FY.	ބপ ŋ஑প ŋՏ川）

ΞϧΧリ性種޷
（AMLBMJQIJMPVT）

Q)7.0 ෇ۙに出ݱ、Q)7.0 以上の水ҬͰ࠷もよ͘ੜ育͢Δも
の

真ΞϧΧリ性種
（AMLBMJCJPOUJD） 特に Q)8.5 以上のΞϧΧリ性水ҬͰ࠷もよ͘ੜ育͢Δもの ΞリΧリ性水Ҭ（গない）

流
水
に
対
す
る
適
応
性

真ࢭ水性種
（LJNOPCJPOUJD） Δもの͢ݱ水にのΈ出ࢭ ྲྀೖ水のないބপ ŋ஑প

水性種ࢭ޷
（LJNOPQIJMPVT） Δもの͢ݱ水に特௃的ͰあΔが、ྲྀ水にも出ࢭ পބ ŋ஑প ŋྲྀれのԺ΍かな川

ྲྀ水不ఆ性種
（*OEJGGFSFOU） Δもの͢ݱ水にもྲྀ水にもී௨に出ࢭ Տ川 ŋ川 ŋ஑প ŋބপ

水性種ྲྀ޷
（3IFPQIJMPVT） ྲྀ水に特௃的ͰあΔが、ࢭ水にも出͢ݱΔもの Տ川 ŋ川 ŋখ川 ŋ上ྲྀҬ

真ྲྀ水性種
（3IFPCJPOUJD） ྲྀ水にのΈ出͢ݱΔもの Տ川 ŋ川 ŋྲྀれの速い川 ŋྲྀܢ ŋ上ྲྀҬ

陸
生
珪
藻

性種ؾ޷
（AFSPQIJMPVT）

（IBCJUBUT	AFSJBM）ڥ的؀ؾ޷
水Ҭ以֎のৗに大ؾにമされた特घなڥ؀にੜ育͢Δܔ૶の一
と光さえあれ͹土৕ද層中΍コέのද面にؾͰ、ଟগの࣪り܈
ੜ育Մೳ、特に、土৕中にੜ育͢Δ཮ੜܔ૶を土৕ܔ૶とい͏。

・土৕ද層中΍土৕にੜえたコέに෇ண	
・木のࠜݩ΍װにੜえたコέに෇ண	
・ೞれたؠのද面΍それにੜえたコέに෇ண	
・ୌのඈລͰ࣪ったコέ΍石垣・ؠ上のコέに෇ண	
・ಎ۸ೖޱ΍内෦のর明の౰たった所にੜえたコέに෇ண

ୈ �表ɹܔ૶のੜଶੑ

ம：Ԙ分にର͢Δ区分は LPXF（1974）、Q)とྲྀ水にର͢Δ区分は)VTUFEU（1937 ～ 1938）によΔ。
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分ྨ܈

ੜଶ性 	ڥ؀
ඪ種ࢦ

42*（基本層ং） 4,710
ⅡB層 ⅡC層 ᶙ層 ᶚ層 ᶛ層 Ⅵ層 1層 ᶛ層

Ԙ分 Q) ྲྀ水 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
Coscinodiscus marginatus	EISFOCFSH EVI				 �	 �	 �	 �	 1	 �	 �	 1	 1	 �	 �	 �	
Coscinodiscus	TQQ. EVI				 A �	 �	 �	 �	 �	 1	 1	 2	 1	 �	 �	 �	
Denticulopsis simonsenii	:BOBHJTBXB	FU	ALJCB EVI				 �	 �	 �	 �	 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	
Grammatophora marina	（LZOH.）	,VFU[JOH EVI				 A,	# �	 �	 �	 �	 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	
Grammatophora	TQQ. EVI				 A,	# �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Kisseleviella carina	4IFTIVLPWB-1PSFU[LBZB EVI				 �	 �	 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Thalassionema nitzschioides	（(SVO.）	(SVOPX EVI				 A,	# �	 �	 �	 �	 �	 2	 �	 2	 1	 �	 �	 �	
Thalassiosira	TQQ. EVI				 A 1	 1	 �	 �	 2	 1	 �	 �	 �	 �	 1	 �	
Nitzschia frustulum	（,VFU[.）	(SVOPX 0HI-.FI BM-CJ JOE	 0,	6			 � 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Rhopalodia gibberula	（EIS.）	0..VMMFS 0HI-.FI BM-JM JOE	 6 1	 �	 �	 �	 2	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Amphora ovalis	WBS.	affinis	（,VFU[.）	7BO	)FVSDL 0HI-JOE BM-JM JOE	 T					 �	 �	 �	 �	 �	 3	 1	 �	 �	 �	 �	 �	
Aulacoseira granulata	（EIS.）	4JNPOTFO 0HI-JOE BM-JM M-CJ .,	6			 �	 �	 �	 �	 3	 1	 3	 �	 �	 �	 �	 1	
Aulacoseira islandica	（0..VMM.）	4JNPOTFO 0HI-JOE BM-JM M-QI 6					 �	 �	 �	 1	 �	 3	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Aulacoseira italica	（EIS.）	4JNPOTFO 0HI-JOE BM-JM M-QI 6					 �	 3	 �	 �	 2	 1	 �	 1	 �	 �	 �	 �	
Aulacoseira	TQQ. 0HI-VOL VOL		 M-QI 6					 3	 �	 �	 �	 �	 �	 4	 1	 1	 �	 �	 �	
Caloneis aerophila #PDL 0HI-JOE BM-JM JOE	 3A				 �	 �	 �	 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Cocconeis placentula	（EIS.）	$MFWF 0HI-JOE BM-JM JOE	 6					 �	 �	 �	 1	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Cocconeis placentula	WBS.	euglypta	（EIS.）	$MFWF 0HI-JOE BM-JM S-QI T					 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Cyclotella stelligera	$MFWF	BOE	(SVOPX 0HI-JOE BM-CJ M-CJ .,	6			 �	 �	 �	 �	 1	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Cyclotella	TQQ. 0HI-VOL VOL		 VOL	 �	 �	 �	 1	 1	 1	 �	 �	 1	 �	 �	 �	
Cymbella leptoceros	（EIS.）	,VFU[JOH 0HI-JOE BM-CJ M-QI T					 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Cymbella silesiaca	#MFJTDI 0HI-JOE JOE		 JOE	 T					 �	 �	 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Cymbella tumida	（#SFC.	FY	,VFU[.）	7FO	)FVSDL 0HI-JOE BM-JM JOE	 T					 �	 �	 �	 1	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Cymbella turgidula	(SVOPX 0HI-JOE BM-JM S-QI ,,	T			 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Cymbella	TQQ. 0HI-VOL VOL		 VOL	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Diploneis ovalis	（)JMTF）	$MFWF 0HI-JOE BM-JM JOE	 �	 �	 �	 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Diploneis	TQQ. 0HI-VOL VOL		 VOL	 �	 �	 �	 �	 �	 2	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Epithemia adnata	（,VFU[.）	#SFCJTTPO 0HI-JOE BM-CJ JOE	 6 �	 2	 �	 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Epithemis	TQQ. 0HI-VOL VOL		 VOL	 �	 �	 �	 2	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Eunotia duplicoraphis	).,PCBZBTJ 0HI-IPC BD-JM M-QI �	 �	 �	 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Eunotia formica EISFOCFSH 0HI-IPC BD-JM M-CJ 0					 �	 �	 1	 �	 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	
Eunotia lunaris	（EIS.）	(SVOPX 0HI-IPC BD-JM M-QI 0					 �	 �	 �	 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Eunotia pectinalis	（%JMMXZO）	3BCFOIPSTU 0HI-IPC BD-JM JOE	 0,	T			 �	 �	 �	 �	 3	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Eunotia pectinalis	WBS.	minor	（,VFU[.）	3BCFOIPSTU 0HI-IPC BD-JM JOE	 0					 �	 �	 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Eunotia praerupta EISFOCFSH 0HI-IPC BD-JM M-QI 3#,	0,	T �	 �	 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Eunotia	TQQ. 0HI-VOL VOL		 VOL	 �	 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Fragilaria ulna	（/JU[TDI）	LBOHF-#FSUBMPU 0HI-JOE BM-JM JOE	 0,	6			 �	 5	 �	 7	 14	 7	 18	 4	 1	 3	 3	 4	
Fragilaria vaucheriae	（,VFU[.）	1FUFSTFO 0HI-JOE BM-JM S-QI ,,	T			 �	 �	 �	 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Fragilaria	TQQ. 0HI-VOL VOL		 VOL	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Gomphonema angustum	AHBSEI 0HI-JOE BM-JM JOE	 6					 �	 �	 1	 �	 3	 3	 �	 2	 1	 �	 �	 �	
Gomphonema apicatum	EISFOCFSH 0HI-JOE JOE		 S-QI �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Gomphonema augur	EISFOCFSH 0HI-JOE JOE		 JOE	 6					 �	 �	 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Gomphonema gracile	EISFOCFSH 0HI-JOE BM-JM M-QI 0,	6			 �	 �	 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Gomphonema parvulum	（,VFU[JOH）	,VFU[JOH 0HI-JOE JOE		 JOE	 6					 �	 3	 �	 �	 3	 7	 12	 2	 �	 �	 �	 1	
Gomphonema pumilum	（(SVO.）	3FJDIBSEU	BOE	LBOHF-#FSUBMPU 0HI-JOE BM-JM JOE	 �	 �	 �	 �	 1	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	
Gomphonema sumatorense	FSJDLF 0HI-JOE JOE		 S-CJ +					 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	
Gomphonema	TQQ. 0HI-VOL VOL		 VOL	 �	 2	 1	 �	 1	 1	 2	 1	 �	 1	 1	 �	
Hantzschia amphioxys	（EIS.）	(SVOPX 0HI-JOE BM-JM JOE	 3A,	6		 7	 13	 4	 23	 16	 22	 31	 16	 �	 3	 4	 1	
Hantzschia amphioxys WBS.	DBQJUBUB	0..VMMFS 0HI-JOE BM-JM JOE	 3A,	6		 �	 �	 �	 �	 �	 1	 �	 �	 �	 1	 1	 �	
Melosira varians	AHBSEI 0HI-IJM BM-CJ S-QI ,,	6			 �	 �	 �	 �	 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	
Meridion circulare	WBS.	constrictum	（3BMGT）	7BO	)FVSDL 0HI-JOE BM-JM S-CJ ,,	T			 �	 �	 �	 �	 �	 9	 2	 1	 �	 �	 1	 �	
Navicula contenta	(SVOPX 0HI-JOE BM-JM JOE	 3A,	T		 �	 �	 �	 �	 1	 3	 2	 �	 �	 �	 �	 1	
Navicula mutica	,VFU[JOH 0HI-JOE BM-JM JOE	 3A,	4		 3	 4	 1	 7	 3	 16	 7	 6	 �	 8	 �	 2	
Navicula muticoides	)VTUFEU 0HI-JOE JOE		 JOE	 3*				 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Neidium alpinum	)VTUFEU 0HI-VOL VOL		 JOE	 3A				 1	 �	 2	 3	 1	 4	 3	 �	 �	 1	 1	 3	
Neidium ampliatum	（EIS.）	,SBNNFS 0HI-JOE JOE		 M-QI 0 �	 �	 1	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Nitzschia brevissima (SVOPX 0HI-JOE BM-JM JOE	 3#,	6		 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 1	 �	 �	
Nitzschia	TQQ. 0HI-VOL VOL		 VOL	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Orthoseira roeseana （3BCFOIPSTU.）	0�.FBSB 0HI-JOE JOE		 JOE	 3A				 �	 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Pinnularia borealis WBS.	rectangularis	$BSMTPO 0HI-JOE JOE		 JOE	 3A				 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Pinnularia gibba	EISFOCFSH 0HI-JOE BD-JM JOE	 0					 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Pinnularia microstauron	（EIS.）	$MFWF 0HI-JOE BD-JM JOE	 4					 �	 �	 �	 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 1	 �	
Pinnularia rupestris	)BOU[TDI 0HI-IPC BD-JM JOE	 0 �	 �	 �	 �	 1	 4	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Pinnularia subcapitata	(SFHPSZ 0HI-JOE BD-JM JOE	 3#,	4		 2	 �	 �	 �	 2	 2	 8	 �	 �	 �	 1	 3	
Pinnularia viridis	（/JU[.）	EISFOCFSH 0HI-JOE JOE		 JOE	 0					 �	 �	 �	 �	 1	 3	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Pinnularia TQQ. 0HI-VOL VOL		 VOL	 3	 �	 2	 �	 2	 7	 3	 2	 �	 �	 �	 2	
4ellaphora americana	（EIS.）	.BOO		　 0HI-JOE BM-JM M-QI 4					 �	 �	 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Stauroneis phoenicenteron	（/JU[.）	EISFOCFSH 0HI-JOE JOE		 M-QI 0					 �	 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Stauroneis	TQQ. 0HI-VOL VOL		 VOL	 �	 �	 �	 �	 1	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
Surirella angusta	,VFU[JOH 0HI-JOE BM-JM S-CJ 6					 �	 �	 �	 �	 1	 2	 5	 �	 �	 �	 �	 �	
Surirella ovata	WBS.	pinnata	（8.4NJUI）	)VTUFEU 0HI-JOE BM-JM S-QI 6					 �	 �	 �	 �	 �	 4	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
ւ水ੜ種 1	 1	 0	 0	 4	 4	 3	 5	 3	 0	 1	 0	
ւ水～ؿ水ੜ種 0	 0	 0	 0	 0	 0	 0	 0	 0	 0	 0	 0	
水ੜ種ؿ 0	 0	 0	 0	 0	 0	 0	 0	 0	 0	 0	 0	
୶水～ؿ水ੜ種 1	 0	 0	 0	 2	 1	 0	 0	 0	 0	 0	 0	
୶水ੜ種 20	 35	 17	 49	 70	 116	 104	 37	 4	 18	 13	 18	
૶化石૯਺ܔ 22	 37	 17	 49	 76	 121	 107	 42	 7	 18	 14	 18	

ୈ �表ɹܔ૶෼ੳ݁Ռ

ʻຌྫʼ

ʦదԠ性ʧ

		).3.：Ԙ分ೱ度 Q)：水ૉイΦϯೱ度 $.3.：ྲྀ水

EVI ： ւ水ੜ種 BM-CJ ： 真ΞϧΧリ性種 M-CJ ： 真ࢭ水性種

EVI-.FI ： ւ水ੜ種ؿ�水ੜ種 BM-JM ： ΞϧΧリ性種޷ M-QI ： 水性種ࢭ޷

.FI ： 水ੜ種ؿ JOE ： Q)不ఆ性種 JOE ： ྲྀ水不ఆ性種

0HI-IJM ： ශԘ޷Ԙ性種 BD-JM ： 性種ࢎ޷ S-QI ： 水性種ྲྀ޷

0HI-JOE ： ශԘ不ఆ性種 BD-CJ ： 真ࢎ性種 S-CJ ： 真ྲྀ水性種

0HI-IPC ： ශԘݏԘ性種 VOL ： Q)不明種 VOL ： ྲྀ水不明種

0HI-VOL ： ශԘ不明種

ඪ種ʧࢦڥ؀>
A：֎༸ࢦඪ種ɼ#：内࿷ࢦඪ種ɼ$1：ւ水૶場ࢦඪ種ɼ$2：ؿ水૶場ࢦඪ種ɼ%1：ւ水࣭࠭ׯ潟ࢦ
ඪ種ɼ%2：ؿ水࣭࠭ׯ潟ࢦඪ種ɼE1：ւ水ట࣭ׯ潟ࢦඪ種ɼE2：ؿ水ట࣭ׯ潟ࢦඪ種ɼF：୶水ఈ
ੜ種܈（以上はখਿ1988）、(：୶水ු༡ੜ種܈ɼ)：Տුޱ༡性種܈ɼ+：上ྲྀ性Տ川ࢦඪ種ɼ,：
中～下ྲྀ性Տ川ࢦඪ種ɼL：࠷下ྲྀ性Տ川ࢦඪ種܈ɼ.：ބপු༡性種　/：ބপপ୔࣪地ࢦඪ種ɼ0：
প୔࣪地෇ணੜ種ɼ1：高層࣪原ࢦඪ種܈ɼ2：཮Ҭࢦඪ種܈（以上は安藤1990）、4：޷Ԛ୙性種ɼ6：
、܈#：ɼ3#܈૶（3A：Aܔ8BUBOBCF1995）、3*：཮ੜ	�	ਗ਼水性種（以上はATBJ޷：దԠ性種ɼT޿
ҏ藤ŋ堀内1991）
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れΔʦ安藤 1990ʧ。中～下ྲྀՏ川ࢦඪ種܈は、Տ川の中～下ྲྀ෦、͢なわͪՏ川ԊいにՏ成ஈٰ、ઔঢ়

地、ࣗવఅ๷およͼ後എ࣪地といった地ܗがΈられΔ෦分に集中して出ݱし、ଞの地Ҭには出ݱしなかっ

たり、出ݱしても主ཁͰない͜とから、͜の地Ҭをࢦඪと͢ΔՄೳ性が大きい種܈とされΔ。ྲྀ水性種

の Surirella angusta は、ශԘ�不ఆ、޷ΞϧΧリ性、真ྲྀ水性とされ、主にՏ川にੜ育͢Δ͜とが஌られ

ていΔ。ྲྀ水不ఆ性種の Fragilaria	ulna は、ශԘ不ఆ性、޷ΞϧΧリ性ٴͼྲྀ水不ఆͰあり、޿Ҭ൦෍種

の一種Ͱ༷ʑな水Ҭから見出されΔ。Gomphonema parvulum は、ྲྀ水にରして不ఆなͩけͰな͘、Ԙ分ೱ

度΍ Q)にରしても不ఆͰあり、ۃめて高いదԠೳྗを࣋ͭ種Ͱあり、޿範な水Ҭに認められΔ。そのた

め、ATBJ	BOE	8BUBOBCFʦ1995ʧは、޿ҬదԠ種としていΔ。Hantzschia amphioxys、Navicula contenta、

Navicula mutica、Neidium alpinum、Pinnularia subcapitata は、཮ੜܔ૶とݺ͹れΔ分ྨ܈に属していΔ。཮

ੜܔ૶とは、水中΍水ఈのڥ؀以֎のྫえ͹コέをؚめた཮上২物のද面΍ؠ石のද面、土৕のද層෦な

Ͳ大ؾに઀৮したڥ؀にੜ͢׆Δ一܈ʦখਿ 1986ʧͰあΔ。特に検出した種は、཭水した場所の中Ͱס

૩に଱え͏Δ͜とのͰきΔ܈集とされていΔʦҏ藤・堀内 1989・1991ʧ。

Cɹ4,���

いͣれもଯ積物中の絶ରྔがগな͘、࢈出ݸମ਺は 100 ମにຬたない。化石֪のอଘঢ়ଶは、半յݸ

した֪が認められΔͩけͰな͘、֪ද面にएׯ、༹ղのࠟ跡が認められΔ͜とから、ঢ়ଶとしてはී௨か

ら不ྑͰあΔ。

検出した分ྨ܈の組成は、ほとんͲ୶水ੜ種といってよい組成Ͱあり、ଞはւ水ੜ種が ମ認めݸ1

られたのΈͰあΔ。গないながら࢈出した種܈は、୶水ੜ種の Hantzschia	amphioxys、Navicula contenta、

Navicula mutica、Pinnularia subcapitata なͲの཮ੜܔ૶ͰあΔ。

ୈ ��ਤɹओཁܔ૶Խ石ू܈の૚Ґ෼෍
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ւ水−ؿ水−୶水ੜ種࢈出཰・֤種࢈出཰・࢈֪ܗ׬出཰はશମ基਺、୶水ੜ種のੜଶ性のൺ཰は୶水ੜ種の߹ܭを基਺として
ඦ分཰Ͱࢉ出した。いͣれも100ݸମ以上検出されたࢼྉにͭいて示͢。˔は1ˋະຬ、ʴは100ݸମະຬのࢼྉにͭいて検出した
種ྨを示͢。

42*（基本層ং）ⅡB層　1

ⅡC層　2

3

4

ᶙ層　5

ᶚ層　6

7

ᶛ層　8

9

Ⅵ層	10

4,710			　　　　1層	11

ᶛ層	12
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3）考　　　࡯

Bɹ��*

42*（基本層ং）のᶚ層（ࢼྉ番

号 6・7）におけΔܔ૶化石܈集は、

中～下ྲྀՏ川ࢦඪ種܈をؚΉ޷ �

真ྲྀ水性種΍޿範な水Ҭに認めら

れΔ޿ҬదԠ種なͲの࢈出ととも

に、཮Ҭのסいたڥ؀下Ͱもੜ育

͢Δ཮ੜܔ૶が 40 ～ 48�認め

られた。したがって、ᶚ層はՏ川

水のӨڹを͘ڧडけΔڥ؀Ͱあっ

たものの、཮ੜܔ૶もൺֱ的高཰

Ͱ検出されΔ͜とから、ؾ޷的؀

ఠされࢦ下Ͱଯ積したՄೳ性がڥ

Δ。ؾ޷的ڥ؀とは、௨ৗは௚઀

的に水のӨڹをडけないため、΍

΍סいた場所ͰあΔ。௿地෦のՏ

川から཭れた場所΍࣪地Ͱも地下

水位が下がった場߹なͲに、ද層

がסいてきたࡍのঢ়ଶがそれにあ

たΔ。

そのଞの層४にͭいては、ܔ૶化石の࢈ঢ়が௿かった͜と΍཮ੜܔ૶がより高཰となΔ特௃が認めら

れた。ଯ積物の分析を行ったࡍ、཮ੜܔ૶が༏઎（70～ 80�以上）͢Δ݁Ռがಘられれ͹、そのࢼྉがଯ

積した場所は、水Ҭ以֎のۭؾにമされたסいたڥ؀をਪఆͰきΔʦҏ藤・堀内 1989・1991ʧ。また、

シリΧ߭物は、Թ度૿加およͼ時間経աにしたがって、ΦパーϧAˠΦパーϧݯ૶֪を構成͢Δੜ物ܔ

$Tˠ石ӳにม化͢Δ͜とが஌られていΔʦ.J[VUBOJ,	1977ʀ.JUTVJ�TBHVDIJ,	1977ʀ,BOP,	1979ʀ

*JKJNB�TBEB,	1981ʧ。また、ଯ積後にؾ޷的ڥ؀下Ͱ大ؾにമされΔと、୹期間に分ղফࣦ͢Δ͜とから、

ᶚ層以֎の層४もಉ͘͡ؾ޷的ڥ؀下にあったとਪఆされΔ。たͩし、Տ川性のྲྀ水性種が検出された層

४もあΔ͜とから、し͹し͹पลՏ川の൙ཞのӨڹをडけていたՄೳ性があΔ。

Cɹ4,���

ᶛ層（ࢼྉ番号 12）と、土坑埋積物（ࢼྉ番号 11）は、いͣれもܔ૶化石の࢈出཰が௿かった。そのため、

ଯ積ڥ؀のৄࡉな検౼はࠔ೉ͰあΔが、検出したܔ૶化石の特௃から以下の点を૝ఆͰきΔ。

ᶛ層から௿཰に検出した種܈は、そのほとんͲが཮ੜܔ૶の範ᙝに属͢Δ種Ͱあった。また、࢈出཰が

௿い͜とを考ྀ͢Δと、ଯ積時は基本的には水ҬͰあったとは考えに͘͘、཮Ҭの௿地෦におけΔؾ޷的

なڥ؀下にあったՄೳ性があΔ。཮ੜܔ૶以֎の種ྨは、基本層ংͰ認められた種ྨͰあΔ͜とから、ಉ

༷にՏ川水のӨڹをडけた͜とが͏かがえΔ。そのため、ᶛ層ࣗମは、ఆৗ的にଯ積したものͰはな͘、

ୈ ��ਤɹܔ૶Խ石のݦඍࣸڸਅ

ਤ൛1	ܔ૶化石

10ЖN

	 1.	Aulacoseira granulata	（EIS.）	4JNPOTFO（4,710	ᶛ層�12）
	 2.	Aulacoseira granulata	（EIS.）	4JNPOTFO（42*基本層ং	ⅡC層�2）
	 3.	Cymbella turgidula	(SVOPX（42*基本層ং	ⅡC層�2）
	 4.	Gomphonema parvulum	（,VFU[JOH）	,VFU[JOH（4,710	ᶛ層�12）
	 5.	Hantzschia amphioxys	WBS.	capitata	0..VMMFS（4,710	1層�11）
	 6.	Hantzschia amphioxys	（EIS.）	(SVOPX（42*基本層ং	ⅡB層�1）
	 7.	Meridion circulare	WBS.	constrictum	（3BMGT）	7BO	)FVSDL（42*基本層ং	ᶚ層�7）
	 8.	Navicula contenta	(SVOPX（4,710	ᶛ層�12）
	 9.	Navicula mutica	,VFU[JOH（42*基本層ং	ⅡC層�4）
	10.	Neidium alpinum	)VTUFEU（4,710	1層�11）
	11.	Pinnularia borealis	WBS.	rectangularis	$BSMTPO（42*基本層ং	ⅡC層�2）
	12.	Pinnularia subcapitata	(SFHPSZ（4,710	1層�11）
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洪水౳によΔ一ա性のଯ積によってܗ成されたՄೳ性が考えられΔ。また、土坑埋積物Ͱ認められた種ྨ

は、ᶛ層΍基本層ংͰ検出された種ྨͰあΔ͜とから、प囲の土৕を฼ࡐとしていΔと考えられΔ。

%　Ֆ　ค　分　析

1）分　析　ํ　法

ྉ໿ࢼ 10H にͭいて、水ࢎ化Χリ΢ϜによΔట化、ᝲ別、ॏӷ（ष化ѥԖ、ൺॏ 2.3）によΔ༗機物の分

཭、ϑッ化水ૉࢎによΔ߭物࣭のআڈ、Ξηトリシス（ແ水ਣࢎ 9：ೱེࢎ 1のࠞ߹ӷ）ॲཧによΔ২物遺

ମ中のηϧϩースの分ղを行い、物ཧ・化学的ॲཧをࢪしてՖคをೱ集͢Δ。࢒ᕓをάリηリϯͰ෧ೖし

てϓϨパϥートを࡞成し、400 ഒの光学ݦඍڸ下ͰϓϨパϥートશ面を૸査し、出͢ݱΔશての種ྨに

ͭいてಉఆ・ܭ਺͢Δ。ಉఆは、౰社อ༗のݱੜඪ本΍ʦౡ倉 1973ʧ、ʦ中村 1980ʧなͲをࢀ考に͢Δ。

݁Ռはಉఆ・ܭ਺݁Ռの一ཡදとしてද示͢Δ。ද中Ͱෳ਺の種ྨをʮ−ʯͰ݁んͩものは、種ྨ間の区

別がࠔ೉なものを示͢。

2）݁　　　Ռ

݁Ռを第 4ද・第 18ਤに示͢。42*（基本層ং）ٴͼ 4,710 より࠾औした֤ࢼྉは、いͣれもՖค化

石の検出がগな͘、ղ析に༗ޮなݸମ਺はಘられなかった。また、検出したՖค化石のอଘঢ়ଶは、その

ほとんͲͰՖค֎ບがյれており、不ྑͰあΔ。

わͣかに検出した種ྨにͭいてΈΔと、42*（基本層ং）Ͱは、Ϛπ属、スΪ属、サϫάϧミ属、Χバノ

Ω属、ϋϯノΩ属、ϒφ属、コφϥ属コφϥѥ属、χϨ属−έϠΩ属なͲの木本Ֆค΍、イω科、φσシ

コ科、ϤϞΪ属なͲの૲本Ֆคが、1～ ମఔ度検出されΔのΈͰあΔ。4,710ݸ6 Ͱは、木本Ֆคのス

Ϊ属がわͣかに検出されたのΈͰあΔ。

3）考　　　࡯

42*（基本層ং）ٴͼ 4,710 Ͱは、いͣれのࢼྉからもՖค化石をほとんͲ検出Ͱきなかった。前項の

下Ͱあった͜とをਪఆڥ的؀ؾ޷をडけながらも基本的にはڹ૶分析݁ՌͰは、ଯ積場はՏ川なͲのӨܔ

分ྨ܈

42*（基本層ং） 4,710
ⅡB層 ⅡC層 ᶙ層 ᶚ層 ᶛ層 Ⅵ層 1層 ᶛ層

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
木本Ֆค

Ϛπ属 6 � � � � � � � � � � �
スΪ属 � 2 � 1 1 � � 3 � 1 � 2
サϫάϧミ属 � � 1 � 1 � � � � � � �
ΧバノΩ属 � 1 � � � � � � � � � �
ϋϯノΩ属 � � � 1 1 � � � � � � �
ϒφ属 � � 2 � � � � � � � � �
コφϥ属コφϥѥ属 1 � � 1 � � � � � � � �
χϨ属−έϠΩ属 � � 1 � � � � � 2 � � �

૲本Ֆค
イω科 � 2 � 1 � � � � � � � �
φσシコ科 1 � � � � � � � � � � �
ϤϞΪ属 1 1 � � � 1 � � � � � �

不明Ֆค
不明Ֆค � � � 1 � � � � � � 1 �

シμྨ๔子
シμྨ๔子 67 34 8 5 15 2 2 21 13 6 5 6

ܭ　߹
木本Ֆค 7 3 4 3 3 0 0 3 2 1 0 2
૲本Ֆค 2 3 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0
不明Ֆค 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0
シμྨ๔子 67 34 8 5 15 2 2 21 13 6 5 6
（不明をআ͘）ܭ߹ 76 40 12 9 18 3 2 24 15 7 5 8

ୈ �表ɹՖค෼ੳ݁Ռ
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していΔ。一般的にՖค΍シμྨ

๔子のଯ積した場所が、ৗにࢎ

化ঢ়ଶにあΔよ͏な場߹、Ֆค

はࢎ化΍土৕ඍੜ物によって分

ղ ŋফࣦ͢ΔとされていΔʦ中村

1967、ಙӬ・ࢁ内 ・୐ࡾ、1971

中ӽ 1998なͲʧ。したがって、ଯ

積時にऔりࠐまれたՖค ŋシμྨ

๔子のଟ͘は、෩化΍経年ม化に

より分ղ・ফࣦしたと考えられΔ。

ճの分析݁ՌͰは、Ֆค化石ࠓ

がほとんͲ検出されなかったため

Ֆค化石܈集に基ͮ͘古২ੜのղ

析はࠔ೉ͰあΔ。たͩし、わͣか

に検出した種ྨを見Δと、木本ྨ

Ͱはܢ୩Ԋい΍Տ൞なͲにੜ育͢

Δサϫάϧミ属、ϋϯノΩ属、コ

φϥ属コφϥѥ属、χϨ属−έϠ

Ω属΍、୔Ԋいのࣼ面地なͲに認

められΔスΪ属を検出した。͜れ

らは、阿賀野川ٴͼྲྀࢧの集水Ҭ

の২ੜを൓ө͢ΔՄೳ性があΔ。また、ϒφ属ٴͼコφϥѥ属は、ྫྷԹଳ性落葉޿葉樹ྛの主ཁ構成種Ͱ

あΔ͜とから、後എのٰྕ΍ࢁ地の২ੜに༝དྷ͢Δと考えられΔ。一ํ૲本ྨͰは、イω科、φσシコ科、

ϤϞΪ属なͲを検出した。͜れらは、いͣれも։けた場所にੜ育͢Δ種ྨͰあΔ͜とから、पลの૲地؀

。を൓ө͢ΔՄೳ性があΔڥ

E　২物ࢎܔମ分析

1）分　析　ํ　法

φトリ΢Ϝ、ൺॏࢎॲཧ、௜ఆ法、ॏӷ分཭法（ϙリλϯάスςϯࢎ化水ૉ水・Ԙࢎྉにͭいてաࢼ֤ 2.5）

のॱに物ཧ・化学ॲཧを行い、২物ࢎܔମを分཭・ೱ集͢Δ。͜れをΧバーガϥス上にణ下・ס૩させΔ。

製͢Δ。400࡞૩後、ϓリϡ΢ϥッΫスͰ෧ೖしてϓϨパϥートをס ഒの光学ݦඍڸ下Ͱશ面を૸査し、

その間に出͢ݱΔイω科葉෦（葉਎と葉ৌ）の葉෦୹ࡉ๔に༝དྷした২物ࢎܔମ（以下、୹ࡉ๔ࢎܔମ）ٴͼ

葉਎機ಈࡉ๔に༝དྷした২物ࢎܔମ（以下、機ಈࡉ๔ࢎܔମ）を、ʦۙ藤 2010ʧの分ྨをࢀ考にಉఆ・ܭ਺

͢Δ。分析のࡍには、分析ࢼྉのס૩ॏྔ、ϓϨパϥート࡞成に用いた分析࢒ᕓྔ、検ڸに用いたϓϨパϥー

トの਺΍検ڸした面積をਖ਼֬にྔܭし、ଯ積物 1H౰たりの২物ࢎܔମؚྔ（ಉఆした਺をଯ積物 1Hあたり

のݸ਺にࢉ׵）をٻめΔ。݁Ռは、২物ࢎܔମؚྔの一ཡදͰ示͢。そのࡍ、֤分ྨ܈のؚྔは 100 ୯位

としてද示し、100 ݸ �H ະຬはʮʻ 100ʯͰද示͢Δ。また、֤分ྨ܈の২物ࢎܔମؚྔとその層位的

ม化を検౼͢Δために、২物ࢎܔମؚྔをਤ示した。

ୈ ��ਤɹՖคԽ石のݦඍࣸڸਅ

1 2

3 4

5 6

1.	分析ϓϨパϥート内のঢ়42）گ*基本層ং	ⅡB層�1）	 2.	分析ϓϨパϥート内のঢ়42）گ*基本層ং	ⅡC層�3）
3.	分析ϓϨパϥート内のঢ়42）گ*基本層ং	ᶚ層�6）	 4.	分析ϓϨパϥート内のঢ়42）گ*基本層ং	ᶛ層�8）
5.	分析ϓϨパϥート内のঢ়4,710）گ	1層�11）	 6.	分析ϓϨパϥート内のঢ়4,710）گ	ᶛ層�12）

ਤ൛2	Ֆค分析ϓϨパϥート内のঢ়گ

50ЖN
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2）݁　　　Ռ

݁Ռを第 5ද、第 19・20ਤに示͢。42*（基本層ং）ٴͼ 4,710 の֤ࢼྉから২物ࢎܔମを検出した

が、ද面にଟ਺のখ޸（༹৯ࠟ）が認められΔなͲอଘঢ়ଶは不ྑͰあΔ。以下、֤地点の࢈ঢ়をड़΂Δ。

Bɹ��*（基本層ং）

42*（基本層ং）の২物ࢎܔମؚྔは層位によってҟなΔ࢈ঢ়を示͢。Ⅱ B層（ࢼྉ番号 1）、ᶚ層下෦（ࢼ

ྉ番号 7）、ᶛ層下෦（ࢼྉ番号 9）は 100 ～ 500 ݸ �H とؚྔが௿い。͜れらのࢼྉをআ͘とᶛ層（ࢼྉ番

号 8）からⅡ C層中෦（ࢼྉ番号 3）΁と次第にؚྔが௿͘なり、Ⅱ B層上෦（ࢼྉ番号 2）Ͱは 14,600 ݸ

�H とؚྔが高͘なΔとい͏特௃を示͢。

出した種ྨを見Δと、Ⅱ࢈ B層（ࢼྉ番号 1）、ᶚ層下෦（ࢼྉ番号 7）、ᶛ層下෦（ࢼྉ番号 9）はλέѥ

ୈ ��ਤɹ২෺ࢎܔମؚྔの૚ҐతมԽ

（�Hݸ）

分ྨ܈

42*	基本層ং 4,710
ⅡB層 ⅡC層 ᶙ層 ᶚ層 ᶛ層 Ⅵ層 1層 ᶛ層

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
イω科葉෦୹ࡉ๔ࢎܔମ

イω଒イω属 100	 1,800	 300	 700	 �100	 �100	 �	 �	 �	 �	 5,300	 �100	
ΫϚβサ属 �	 100	 100	 �	 200	 200	 �	 500	 �	 300	 500	 700	
λέѥ科 �	 400	 100	 �	 300	 800	 �	 1,400	 �	 400	 800	 1,800	
Ϥシ属 �100	 700	 500	 500	 1,000	 300	 �	 300	 �	 �	 �100	 100	
΢シΫサ଒ススΩ属 �	 600	 200	 100	 300	 200	 �	 100	 �	 �100	 �100	 �100	
イνΰπφΪѥ科 �	 500	 100	 300	 200	 100	 �	 �100	 �	 �	 �	 �	
不明 300	 5,900	 1,500	 2,300	 2,700	 2,700	 100	 2,400	 �100	 500	 2,300	 1,300	

イω科葉਎機ಈࡉ๔ࢎܔମ
イω଒イω属 �100	 600	 �100	 100	 200	 100	 �	 �	 �	 �	 1,800	 300	
ΫϚβサ属 �	 200	 200	 �100	 300	 200	 �	 1,100	 �	 500	 1,200	 1,900	
λέѥ科 �	 900	 200	 �100	 400	 900	 �	 900	 �100	 �100	 �100	 1,700	
Ϥシ属 �	 700	 100	 100	 600	 400	 �	 200	 �	 �	 �100	 300	
΢シΫサ଒ �	 100	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	
不明 �	 2,100	 500	 1,000	 1,700	 2,900	 �100	 4,500	 �	 600	 2,400	 3,500	

ܭ　　߹
イω科葉෦୹ࡉ๔ࢎܔମ 500	 10,000	 2,800	 3,900	 4,800	 4,500	 100	 4,800	 �100	 1,300	 9,100	 4,100	
イω科葉਎機ಈࡉ๔ࢎܔମ �100	 4,600	 1,100	 1,400	 3,200	 4,500	 �100	 6,600	 �100	 1,100	 5,600	 7,600	
૯　ܭ 500	 14,600	 3,900	 5,300	 8,000	 9,000	 200	 11,400	 100	 2,400	 14,700	 11,700	

化組৫片ܔ
イω属ӱࢎܔମ �	 ˎ	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 ˎˎ	 ˎ	
イω属୹ࡉ๔ྻ �	 ˎ	 ˎ	 ˎ	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 ˎˎ	 �	
イω属機ಈࡉ๔ྻ �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 �	 ˎ	 �	

化組৫片　−�ະ検出　ˎ�検出　ˎˎ�ଟいܔ
ୈ �表ɹ২෺ࢎܔମؚྔ

ˎ

ˎ ˎ

ˎ

ˎˎ ˎ

ˎ

ˎˎ

4 2 2 2 2 2 5 104 2 2 2 2 2 4

୹ࡉ๔ࢎܔମ 機ಈࡉ๔ࢎܔମ 化組৫片ܔ

ଯ積物1Hあたりにࢉ׵したݸ਺を示͢。˔˓は100ݸ�H	ະຬを示͢。
ˎはܔ化組৫片の࢈ঢ়を示͢。

ਤ2.	২物ࢎܔମؚྔの層位的ม化

（ʷ103ݸ�H）
ˎ：検出

ˎˎ：ଟい

42*（基本層ং）ᶗB層　1

ⅡC層　2

3

4

ᶙ層　5

ᶚ層　6

7

ᶛ層　8

9

Ⅵ層	10

4,710			　　　　1層	11

ᶛ層	12
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科΍不明なͲがわͣかに認めら

れΔのΈͰあΔ。͜のଞのࢼྉ

Ͱは、ΫϚβサ属をؚΉλέѥ

科、Ϥシ属、ススΩ属をؚΉ΢シ

Ϋサ଒、イνΰπφΪѥ科なͲが

認められΔ。また、ᶚ層（ࢼྉ番

号 ഓ࠿ྉからはࢼͼ上位のٴ（6

২物ͰあΔイω属が࢈出͢Δ。イ

ω属のؚྔは、Ⅱ C層（ࢼྉ番号

2）が࠷もଟ͘、୹ࡉ๔ࢎܔମが

໿ 1,800 ݸ �H、機ಈࡉ๔ࢎܔମ

が໿ 600 ݸ �H ͰあΔ。͜のଞの

ମがࢎܔ๔ࡉྉは、୹ࢼ 100 ݸ

ະຬ～ 700 ݸ �H、機ಈࡉ๔ࢎܔ

ମが 100 ～ະຬݸ 200 ݸ �H Ͱ

あΔ。さらに、本地点Ͱは、Ⅱ C

層ࢼྉよりܔ化組৫片を検出し

た。ܔ化組৫片は、いͣれもイω

属に༝དྷ͢ΔものͰあり、Ⅱ層

上෦（ࢼྉ番号 2）より໮（ӱ）に

ࡉମおよͼ୹ࢎܔ成されΔӱܗ

๔ྻ、Ⅱ層中෦ ŋ 下෦（ࢼྉ番号

3ŋ4）より୹ࡉ๔ྻを検出した。

Cɹ4,���

4,710 の২物ࢎܔମؚྔは、土坑埋積物（ࢼྉ番号 11）が 14,700 ݸ �H、ᶛ層が 11,700 ݸ �H ͰあΔ。

出した種ྨを見Δと、ΫϚβサ属をؚΉλέѥ科、Ϥシ属、ススΩ属をؚΉ΢シΫサ଒なͲが認められ࢈

Δ。また、࠿ഓ২物のイω属も検出した。なお、ᶛ層Ͱは֓してΫϚβサ属をؚΉλέѥ科のؚྔの高い

一ํ、土坑埋積物はイω属のؚྔが高͘、イω属のܔ化組৫片もଟ͘検出されΔとい͏特௃が認められΔ。

3）考　　　࡯

42*（基本層ং）のⅡ～Ⅵ層におけΔ২物ࢎܔମ分析の݁Ռ、ΫϚβサ属、λέѥ科、Ϥシ属、ススΩ属、

イνΰπφΪѥ科なͲが検出された。͜の͏ͪ、λέѥ科΍ススΩ属は平地からࢁ中の日౰たりのྑい場

所にੜ育し、イνΰπφΪѥ科も日౰たりのྑいߥれ地΍૲地にଟ͘認められΔほか、Ϥシ属は࣪५な場

所を޷Ή。౰遺跡の立地を考ྀ͢Δと、ࣗવఅ๷上なͲのൺֱ的ס૩した場所にはλέѥ科΍ススΩ属な

Ͳがੜ育しており、Տ川Ԋい΍چՏ道なͲの࣪५な場所にはϤシ属が分෍したと考えられΔ。また、ΫϚ

βサ属は落葉޿葉樹ྛのྛচにੜ育͢Δ種ྨをؚΉ͜とから、遺跡पล΍集水Ҭに分෍したྛ分にੜ育し

たݸମに༝དྷ͢ΔՄೳ性があΔ。

ୈ ��ਤɹ২෺ࢎܔମのݦඍࣸڸਅ

1 2

3 4 5 6

7 8 9

10

11 12

50ЖN

（1-5）

（6-12）

50ЖN

	 1.	イω属୹ࡉ๔ྻ（42*基本層ং	ⅡC層�2）	 2.	イω属୹ࡉ๔ྻ（4,710	2層�11）
	 3.	ΫϚβサ属୹ࡉ๔ࢎܔମ（42*基本層ং	ⅡC層�2）	 4.	Ϥシ属୹ࡉ๔ࢎܔମ（42*基本層ং	ᶙ層�5）
	 5.	ススΩ属୹ࡉ๔ࢎܔମ（42*基本層ং	ⅡC層�2）	 6.	イνΰπφΪѥ科୹ࡉ๔ࢎܔମ（42*基本層ং	ⅡC層�2）
	 7.	イω属機ಈࡉ๔ࢎܔମ（42*基本層ং	ᶚ層�6）	 8.	イω属機ಈࡉ๔ྻ（4,710	2層�11）
	 9.	ΫϚβサ属機ಈࡉ๔ࢎܔମ（42*基本層ং	ⅡC層�2）	 10.	Ϥシ属機ಈࡉ๔ࢎܔମ（42*基本層ং	ᶙ層�5）
	11.	΢シΫサ଒機ಈࡉ๔ࢎܔମ（42*基本層ং	ⅡC層�2）	 12.	イω属ӱࢎܔମ（4,710	2層�11）

ਤ൛3	২物ࢎܔମ
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なお、42*（基本層ং）のᶚ層上෦～ⅡB層からはイω属の২物ࢎܔମおよͼܔ化組৫片が࢈出した。また、

4,710 ෴土（ࢼྉ番号 ྉ番号ࢼ）ͼᶛ層ٴ（11 12）からもイω属が࢈出した。水ా跡（Ҵ࡞跡）の検ূ΍

୳査を行͏場߹、一般にイωの২物ࢎܔମ（機ಈࡉ๔༝དྷ）がࢼྉ 1H ౰り 5,000 以上のີ度Ͱ検出さݸ

れた場߹に、そ͜ͰҴ࡞が行われたՄೳ性が高いと൑அされていΔʦਿࢁ 2000ʧ。42*（基本層ং）ٴͼ

4,710 におけΔイω属機ಈࡉ๔ࢎܔମؚྔは 100 ～ະຬݸ 1,600 ݸ �H ఔ度と、上記した൑அ基४を大

き͘下ճΔ。また発掘調査所見においても、古代ٴͼ中世の集落とされていΔ͜とから、調査地点におけ

ΔҴ࡞のՄೳ性は௿いと考えられΔ。なお、42*（基本層ং）Ⅱ～Ⅵ層と 4,710 のイω属の࢈ঢ়をൺֱ͢

Δと、4,710 埋積物（ࢼྉ番号 11）において୹ࡉ๔ ŋ機ಈࡉ๔ࢎܔମؚྔが࠷も高͘、ܔ化組৫片もଟ

͘検出されΔとい͏特௃を示͢。さらに、4,710 埋積物Ͱは焼土とΈられΔଯ積物のِ᛽΍୸化物片が

ଟࠞ͘͡Δঢ়گを考ྀ͢Δと、ࠓճの分析݁Ռはイωのӱ΍葉෦なͲの২物ମが೩ྉࡐの一෦として利用

されたࠟ跡を示͢Մೳ性があΔ。
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2　柄目木遺跡におけΔ์ࣹ性୸ૉ年代（A.4ଌఆ）

株式会社加速器分析研究所

A　ଌఆର৅ࢼྉ

柄目木遺跡は、新潟県阿賀野市大字下ノ橋字柄目木 13 番地 1 ほかに所在͢Δ。ଌఆର৅ࢼྉ

は、4,410 出 土 木 ୸（1：*AAAr92182、2：*AAAr92183）、4,415 出 土 木 ୸（3：*AAAr92184、4：

*AAAr92185）、߹ܭ 4点ͰあΔ。

#　ଌ ఆ の ҙ 義

遺構出土の遺物がな͘、遺構の年代をܾఆ͢Δためのࢀ考と͢Δ。

$　化学ॲཧ޻ఔ

（1）ϝス・ピϯηットを࢖い、ࠜ・土౳のද面的な不७物をऔりআ͘。

ॳ࠷。ADJE）により内面的な不७物をऔりআ͘	AMLBMJ	ॲཧ（AAA：ADJEࢎ、ॲཧ、ΞϧΧリॲཧࢎ（2）

のࢎॲཧͰは 1/のԘ（ˆ80）ࢎを用いて਺時間ॲཧ͢Δ。その後、௒७水Ͱ中性になΔまͰ希ऍ

͢Δ。ΞϧΧリॲཧͰは 1/の水ࢎ化φトリ΢Ϝ水༹ӷ（80ˆ）を用いて਺時間ॲཧ͢Δ。なお、

AAAॲཧにおいて、ΞϧΧリೱ度が 1/ະຬの場߹、ද中にABAと記͢ࡌΔ。その後、௒७水Ͱ
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2　柄目木遺跡におけΔ์ࣹ性୸ૉ年代

中性になΔまͰ希ऍ͢Δ。࠷後のࢎॲཧͰは 1/のԘ（ˆ80）ࢎを用いて਺時間ॲཧした後、௒७

水Ͱ中性になΔまͰ希ऍし、90ˆͰס૩͢Δ。希ऍのࡍには、ԕ৺分཭機を࢖用͢Δ。

に石ӳ؅に٧め、真ۭ下Ͱ෧͡੾り、500ˆͰڞ化ಔとࢎྉをࢼ（3） 30分、850ˆͰ 2時間加೤͢Δ。

（4）ӷମ஠ૉとΤλノーϧ・ドϥイΞイスのԹ度ࠩを利用し、真ۭϥイϯͰೋࢎ化୸ૉ（$02）をਫ਼製͢Δ。

（5）ਫ਼製したೋࢎ化୸ૉからమを৮ഔとして୸ૉのΈをந出（水ૉͰؐݩ）し、άϥϑΝイトを࡞製͢Δ。

（6）άϥϑΝイトを内ܘ 1NNのΧιードに٧め、それをϗイーϧにはめࠐΈ、加速器に૷ண͢Δ。

%　ଌ　ఆ　ํ　法

ଌఆ機器は、3.7λϯσϜ加速器をϕースとした 14$rA.4ઐ用૷ஔ（/E$	1FMMFUSPO	94%)r2）を࢖

用͢Δ。ଌఆͰは、ถ国国立ඪ४ہ（/*4T）からఏڙされたシϡ΢ࢎ（)0YⅡ）をඪ४ࢼྉと͢Δ。͜の

ඪ४ࢼྉとバッΫάϥ΢ϯドࢼྉのଌఆもಉ時に࣮͢ࢪΔ。

E　ࢉ　出　ํ　法

（1）年代஋のࢉ出には、LJCCZ の半ݮ期（5568 年）を࢖用͢Δʦ4UVJWFSBOE1PMBDI1977ʧ。

（2）14$ 年代（LJCCZ	AHF：ZS#1）は、աڈの大ؾ中 14$ ೱ度が一ఆͰあったとԾఆしてଌఆされ、

1950 年を基४年（0ZS#1）として૎Δ年代ͰあΔ。͜の஋は、Ў13$ によってิਖ਼された஋ͰあΔ。

14$ 年代とࠩޡは、1ܻ目を࢛ࣺޒೖして 10年୯位Ͱද示されΔ。また、14$ 年代のࠩޡ（ʶ 1М）

は、ࢼྉの 14$ 年代がそのࠩޡ範囲にೖΔ֬཰が 68.2�ͰあΔ͜とをҙຯ͢Δ。

（3）Ў13$は、ࢼྉ୸ૉの13$ೱ度（13$�12$）をଌఆし、基४ࢼྉからのͣれを示した஋ͰあΔ。ಉ位ମൺは、

いͣれも基४஋からのͣれをઍ分ภࠩ（̄）ͰදされΔ。ଌఆには࣭ྔ分析ܭあΔいは加速器を用

いΔ。加速器により 13$�12$ をଌఆした場߹にはද中に（A.4）と஫記͢Δ。

（4）Q.$（QFSDFOU	.PEFSO	$BSCPO）は、ඪ४ݱ代୸ૉにର͢Δࢼྉ୸ૉの 14$ ೱ度のׂ߹ͰあΔ。

（5）ྐྵ年ֱਖ਼年代とは、年代がط஌のࢼྉの 14$ ೱ度をݩにඳかれたֱਖ਼ۂઢとরらし߹わせ、աڈの

14$ ೱ度ม化なͲをิਖ਼し、࣮年代にۙͮけた஋ͰあΔ。ྐྵ年ֱਖ਼年代は、14$ 年代にରԠ͢Δֱ

ਖ਼ۂઢ上のྐྵ年代範囲Ͱあり、1ඪ४ภࠩ（1М�68.2�）あΔいは 2ඪ४ภࠩ（2М�95.4�）Ͱද示

されΔ。ྐྵ年ֱਖ਼ϓϩάϥϜにೖྗされΔ஋は、下一ܻを࢛ࣺޒೖしない 14$ 年代஋ͰあΔ。な

お、ֱਖ਼ۂઢおよͼֱਖ਼ϓϩάϥϜは、σーλの஝積によってߋ新されΔ。また、ϓϩάϥϜの種

ྨによっても݁ՌがҟなΔため、年代の׆用にあたってはその種ྨとバーδϣϯを֬認͢Δඞཁが

あΔ。͜͜Ͱは、ྐྵ年ֱਖ਼年代のࢉܭに、*OU$BM04 σーλϕースʦ3FJNFSFUBM	2004ʧを用い、

0Y$BMW4.1 ֱਖ਼ϓϩάϥϜʦ#SPOL	3BNTFZ	1995　#SPOL	3BNTFZ	2001　#SPOL	3BNTFZ,	

WBO	EFS	1MJDIU	BOE	8FOJOHFS	2001ʧを࢖用した。

F　ଌ　ఆ　݁　Ռ

14$ 年代は、4,410 出土の 1 が 590 ʶ 30ZS#1、2 が 650 ʶ 30ZS#1、4,415 出土の 3 が 600 ʶ

30ZS#1、4が 560 ʶ 30ZS#1 ͰあΔ。ಉ͡土坑の֤ ྉはおおΉͶۙい஋となった。ྐྵ年ֱਖ਼年代（1ࢼ2

М）は、いͣれも 14世紀頃の範囲Ͱ示されΔ。

୸ૉؚ༗཰は͢΂て 60�を௒えΔे分な஋Ͱ、化学ॲཧ、ଌఆ上の໰୊は認められない。
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ࢀ ߟ จ ݙ

4UVJWFS	..	BOE	1PMBDI	).A.	1977	%JTDVTTJPO：3FQPSUJOH	PG	14$	EBUB,	3BEJPDBSCPO	19,	355-363

#SPOL	3BNTFZ	$.	1995	3BEJPDBSCPO	DBMJCSBUJPO	BOE	BOBMZTJT	PG	TUSBUJHSBQIZ：UIF	0Y$BM	1SPHSBN,	Radiocarbon	

37（2）ɼ425-430

#SPOL	3BNTFZ	$.	2001	%FWFMPQNFOU	PG	UIF	SBEJPDBSCPO	DBMJCSBUJPO	QSPHSBN,	Radiocarbon	43（2A）ɼ355-363

#SPOL	3BNTFZ	$.,	WBO	EFS	1MJDIU	+.	BOE	8FOJOHFS	#.	2001	�8JHHMF	.BUDIJOH�	SBEJPDBSCPO	EBUFT,	Radiocarbon	43

（2A）ɼ381-389

3FJNFS,	1.+.	FU	BM.	2004	*OU$BM04	UFSSFTUSJBM	SBEJPDBSCPO	BHF	DBMJCSBUJPO,	0-26DBM	LZS	#1,	Radiocarbon	46,	1029-

1058

ଌఆ番号 ྉ名ࢼ औ場所࠾ ଶܗྉࢼ ॲཧํ法 Ў13$（̄）
（A.4）

Ў13$ิਖ਼あり

LJCCZAHF（ZS#1） Q.$（�）

*AAAr92182 1 遺構：4,410　層位：1層下面 木୸ AAA r29.32ʶ0.50 590ʶ30 92.95ʶ0.30

*AAAr92183 2 遺構：4,410　層位：2層 木୸ AAA r25.24ʶ0.46 650ʶ30 92.21ʶ0.29

*AAAr92184 3 遺構：4,415　層位：3層 木୸ AAA r25.93ʶ0.88 600ʶ30 92.75ʶ0.32

*AAAr92185 4 遺構：4,415　層位：3層 木୸ AAA r26.33ʶ0.73 560ʶ30 93.21ʶ0.32

ʦ�3338ʧ

ଌఆ番号
Ў13$ิਖ਼なし

ྐྵ年ֱਖ਼用（ZS#1） 1Мྐྵ年代範囲 2Мྐྵ年代範囲
AHF（ZS#1） Q.$（�）

*AAAr92182 660ʶ30 92.13ʶ0.28 587ʶ26 1316A%r1355A%（50.1�）
1389A%r1404A%（18.1�）

1301A%r1368A%（67.5�）
1382A%r1413A%（27.9�）

*AAAr92183 660ʶ20 92.16ʶ0.28 651ʶ25 1290A%r1308A%（28.6�）
1362A%r1386A%（39.6�）

1282A%r1321A%（43.4�）
1349A%r1392A%（52.0�）

*AAAr92184 620ʶ20 92.57ʶ0.28 604ʶ28
1306A%r1331A%（27.3�）
1338A%r1364A%（27.9�）
1385A%r1397A%（13.0�）

1297A%r1406A%（95.4�）

*AAAr92185 590ʶ30 92.96ʶ0.29 564ʶ27 1322A%r1348A%（36.1�）
1392A%r1414A%（32.1�）

1308A%r1362A%（52.5�）
1386A%r1425A%（42.9�）

ʦࢀ考஋ʧ

ୈ ��ਤɹྐྵ೥ֱਖ਼೥代άϥϑ

ୈ �表ɹ์ࣹੑ୸ૉ೥代ଌఆ݁Ռ
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3　井戸ଆ（構ங෦ࡐ）の樹種

パリノ・サーヴェイ株式会社

A　ࢼ　　　ྉ

ྉは、4E250ࢼ の井戸ଆを構成͢Δԣ۱・ࢅ柱・ଆ൘・

柱౳の構ங෦ࡐ 6点（/P.1 ～ 6）ͰあΔ。ࢼྉのৄࡉは、

݁Ռとともに第 7දに示͢。

#　分　析　ํ　法

ྉは、調査୲౰者によってࢼ 3அ面（木ޱ・ຝ目・൘目）

の੾片が࡞製されたঢ়ଶͰあった。ݦඍڸͰ੾片を࡯؍し、ްいものはం౛のਕを用いて੾片をվめて࡞

製し、ബ͘࡯؍Մೳなものはそのまま࢖用͢Δ。੾片をガϜ・Ϋϩϥーϧ（๊水ΫϩϥーϧɼΞϥϏΞΰϜค຤ɼ

άリηリϯɼৠཹ水のࠞ߹ӷ）Ͱ෧ೖし、ϓϨパϥートを࡞製͢Δ。ੜ物ݦඍڸͰ木ࡐ組৫の種ྨ΍഑ྻを

。ੜඪ本とൺֱして種ྨをಉఆ͢Δݱし、その特௃を࡯؍

$　݁　　　Ռ

݁Ռを第 7දに示͢。井戸ଆの構ங෦ࡐ 6点は、શて਑葉樹のスΪにಉఆされた。以下に、スΪのղ

๤学的特௃౳を記͢。

・εɹɹɹΪ（Cryptomeria japonica	（L. f.）	D. Don）　スΪ科スΪ属

෦ࡐͰ、൩ٸ෦΁のҠ行は΍΍ࡐ෦から൩ࡐ๔Ͱ構成されΔ。Ծ道؅のૣࡉࢷ組৫はԾ道؅と樹޲ํ࣠

の෯はൺֱ的޿い。樹ࡉࢷ๔はほ΅൩ࡐ෦に認められΔ。์ࣹ組৫はॊࡉ๔のΈͰ構成されΔ。分野壁޸

はスΪܕͰ、1分野に 2～ ～組৫は୯ྻ、1ࣹ์。ݸ4 。๔高ࡉ10

%　考　　　࡯

4E250 の井戸ଆを構成͢Δԣࢅ、ଆ൘、۱柱౳の構ங෦ࡐは、෦位・ܗঢ়に関わらͣ、શて਑葉樹の

スΪͰあった。スΪは、木ཧが௨௚Ͱׂ྾性が高͘、加޻は༰қͰあΔ。ࠓճの分析݁Ռ΍スΪの࣭ࡐ的

特௃から、加޻性の高いスΪがબ୒的に利用されたとਪఆされΔ。

पล地ҬにおけΔ中世の井戸構ங෦ࡐをର৅とした調査事ྫとしては、土ډ内西遺跡（阿賀野市）の۱柱、

ଆ൘、ԣࢅの 6点、࠭ࢁ中道下遺跡（新発ా市）のॎ൘とԣࢅ 16点、ॅ٢遺跡（新発ా市）の۱柱、ଆ൘、

ԣࢅの 28点があり、͜れらはશてスΪにಉఆされていΔʦ（株）古ڥ؀研究所 2005・パリノ・サーヴェ

イ（株）2006B・২ా 2006ʧ。本分析݁Ռおよͼ͜れらの調査事ྫから、本地ҬͰは中世の井戸෦ࡐに、

スΪࡐがଟ用されていた͜とが示ࠦされΔ。

遺構名 ྉࢼ 出土位ஔ 樹種

4E250

/P.1 ԣࢅ（東ଆ6ஈ目） スΪ

/P.2 ԣࢅ（ೆଆ6ஈ目） スΪ

/P.3 ԣࢅの۱柱（東ଆ8ஈ目の۱柱か） スΪ

/P.4 ଆ൘（北東֯෇ۙ） スΪ

/P.5 ଆ൘（北ଆ） スΪ

/P.6 北東֯の۱柱（ԣࢅの内ଆ） スΪ

ୈ �表ɹथछಉఆ݁Ռ
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4　井戸内出土種࣮の種ྨ

パリノ・サーヴェイ株式会社

A　ࢼ　　　ྉ

ྉは、4E250ࢼ 井戸ଆ内より出土した種࣮遺ମͰあΔ。͜れらの種࣮ࢼྉは、調査୲౰者によΔ分ྨ

によりܭ 29ାに分別されており、֤ାにはෳ਺の種࣮が認められΔ。

#　分　析　ํ　法

ੜඪ本およͼʦ石ݱ。し、ピϯηットを用いてಉఆՄೳな種࣮をந出͢Δ࡯؍下Ͱڸඍݦମ࣮؟ྉを૒ࢼ

川 1994ʧ、ʦ中ࢁほか2000ʧ౳とのରরから、種࣮の種ྨと෦位をಉఆし、ݸ਺を਺えてද示͢Δ。࣮ମ

、೉なෳ਺種間は、ʮ−ʯͰ݁んͰද示͢Δ。ଟྔ֬認されたΤノコϩάサ属ࠔによΔ൑別が࡯؍下ڸඍݦ

ώϢ科、ΞΧβ科なͲの種子ੜྔ࢈がଟいࡶ૲種࣮は、ঢ়ଶがྑ޷なෳ਺ݸのந出にとͲめ、ਪఆݸ਺を

ද示͢Δ。分析後は、種࣮遺ମ౳を種ྨຖに༰器にೖれてอ؅͢Δ。

$　݁　　　Ռ

݁Ռを第 8දに示͢。࠿ഓ২物は、落葉޿葉樹のϞϞ ૲本のイω、ݸ32 ӱ）ݸ143 ᡢೕ、ݸ8 、（ݸ135

Ξϫۙࣅ種 Ξϫ、ݸ12  6 Ξϫ−ώΤ、ݸ 種ࣅώΤۙ、ݸ3 ΦΦϜΪ、ݸ16 246 コϜΪ、ݸ 231 、ݸ

ϜΪྨ Ξサ、ݸ41 Ϛϝྨ、ݸ53 シι属、ݸ39 φス科、ݸ17 ϝϩϯྨ、ݸ7 ϞϞϧσΟΧϝϩ）ݸ40

ϯܕ ܕϚΫϫ・シϩ΢リ、ݸ3 ܕ૲ϝϩϯࡶ、ݸ27 ܭをؚΉ）のݸ2 886 が検出され、734ݸ ഓ২物の࠿）ݸ

83�）に୸化が認められた。

Ͱは、木本܈ഓ種をআ͘分ྨ࠿ 8分ྨ܈（Φχάϧミ、Ϋϫ属、ϚλλϏ属、Ωイνΰ属、Χϥスβϯシϣ΢、

イψβϯシϣ΢属、Ωϒシ、χϫトコ）56 ૲本、ݸ 21分ྨ܈（Τノコϩάサ属、イψϏΤۙࣅ種、イω科、΢Ω

Ϡガϥۙࣅ種、ϗλϧイ属、ΧϠπリάサ科、ΧφϜάϥ、ϘϯトΫλσۙࣅ種、イψλσۙࣅ種、λσ属、ΞΧβ科、

ώϢ科、φσシコ科、Ωϯϙ΢ή属、λέχάサ、Ϛϝ科、Χλバミ属、ΤノΩάサ、スミϨ属、イψコ΢δϡ属、φス科）

ಈ物遺ଘମ、土ཻな、ࡐ୸化、ࡐが検出された。また、種࣮遺ମ以֎Ͱは、木のժ΍木ݸ（1000�）347

Ͳが֬認された。

%　考　　　࡯

ഓ　২　物　࠿（1

4E250 井戸ଆ内より出土した種࣮遺ମ܈からは、ϞϞ、イω、Ξϫ（ۙࣅ種・ ）、ώΤ（ۙࣅ種・ ）、

ΦΦϜΪ、コϜΪ、Ξサ、Ϛϝྨ、シι属、φス科、ϝϩϯྨ（ϞϞϧσΟΧϝϩϯܕ、ϚΫϫ・シϩ΢リܕ、

ഓ২物࠿なͲの（ܕ૲ϝϩϯࡶ 、ମがଟ͘認められݸഓ২物には୸化͢Δ࠿が֬認された。͜れらのݸ886

ഓ২物の࠿ 83�（734 の検出から、౰֘期におけΔ利用が示ࠦされΔ܈を઎めΔ。͜れらの種࣮遺ମ（ݸ

ほか、後ड़͢Δ遺跡पลͰࣗੜしていたとਪఆされΔ種࣮遺ମ܈とอଘঢ়ଶがҟなΔ͜とから、火೤౳の

ӨڹによΔ୸化、用్΍༝དྷ౳のཤྺがҟなΔঢ়گがਪఆされΔ。

本遺跡पลの中世の井戸౳をର৅とした調査݁Ռによれ͹、下前川原遺跡（新潟市）の井戸からは、΢ϝ、



60

4　井戸内出土種࣮の種ྨ

スϞϞ、ϞϞ、イω、ΦΦϜΪ、Ξサ、Ϛϝྨ、ϝϩϯྨ、ώϣ΢λϯྨ、ϕχバφ、࠭ࢁ中道下遺跡（新

発ా市）の井戸΍土坑からは、イω、Ξϫ−ώΤ、ΦΦϜΪ、コϜΪ、Ξサ、Ϛϝྨ、ΤΰϚ、ϝϩϯྨ、

、遺跡（阿賀野市）の井戸からは、ϞϞ、イω、ΦΦϜΪ、コϜΪ、Ξサ、Ϛϝྨ、ΤΰϚ、シι属ߕਂי

ϝϩϯྨ、ώϣ΢λϯྨ౳が検出されていΔʦパリノ・サーヴェイ株式会社 2004・2006B・2006Cʧ。

4E250 から֬認された࠿ഓ২物の種࣮遺ମ܈は、上記したपล遺跡Ͱ検出されΔ࠿ഓ২物の種ྨ構成と

調和͢Δ݁ՌとݴえΔ。

2）प　ล　২　ੜ

葉樹Ͱあり、Տ川Ԋい౳のద࣪地にੜ育͢Δ高޿は、木本はશて落葉܈ഓ২物およͼ不明をআ͘分ྨ࠿

木のΦχάϧミ、Ϋϫ属΍Ωイνΰ属、Χϥスβϯシϣ΢、イψβϯシϣ΢属、Ωϒシ、χϫトコ౳の中・

௿木ྨ、ϚλλϏ属なͲのឌ本ྨが֬認された。െ࠾地΍่յ地、ྛԑ౳の明Δ͘։けた場所にઌۦ的に

৵ೖ͢Δ樹種がଟい͜とから、検出された木本種࣮は、本遺跡पลのՏ൞΍৿ྛのྛԑ෦౳にੜ育してい

たものに༝དྷ͢Δと考えられΔ。

一ํ、૲本は、Τノコϩάサ属、イψϏΤۙࣅ種、イω科、΢ΩϠガϥۙࣅ種、ϗλϧイ属、ΧϠπリ

άサ科、ΧφϜάϥ、ϘϯトΫλσۙࣅ種、イψλσۙࣅ種、λσ属、ΞΧβ科、ώϢ科、φσシコ科、

Ωϯϙ΢ή属、λέχάサ、Ϛϝ科、Χλバミ属、ΤノΩάサ、スミϨ属、イψコ΢δϡ属、φス科なͲ、

4E250
分ྨ܈ ෦位 ঢ়ଶ 井戸ଆ内
ഓ種࠿

木本
ϞϞ ֩ ܗ׬ 11

৯ࠟܗ׬ 7
ഁ片 14

૲本
イω ӱ ഁ片 8

ӱ・ᡢೕ ୸化 ܗ׬ 19
ഁ片 2

ᡢೕ ୸化 ܗ׬ 99
ഁ片 15

Ξϫۙࣅ種 ӱ・ᡢೕ ୸化 ܗ׬ 12
Ξϫ  ᡢೕ ୸化 ܗ׬ 6
Ξϫ−ώΤ ᡢೕ ୸化 ܗ׬ 3
ώΤۙࣅ種 ӱ・ᡢೕ ୸化 ܗ׬ 16
ΦΦϜΪ ӱ・ᡢೕ ୸化 ܗ׬ 39

ᡢೕ ୸化 ܗ׬ 205
ഁ片 2

コϜΪ ӱ・ᡢೕ ୸化 ܗ׬ 19
ᡢೕ ୸化 ܗ׬ 209

ഁ片 3
ϜΪྨ ᡢೕ ୸化 ܗ׬ 23

ഁ片 18
Ξサ Ռ࣮ ܗ׬ 4

ഁ片 49
ϚϝྨA 種子 ୸化 ܗ׬ 2
Ϛϝྨ# 種子 ୸化 ܗ׬ 2
Ϛϝྨ 種子 ୸化 ܗ׬ 29

ഁ片 6
シι属 Ռ࣮ ܗ׬ 14

୸化 ܗ׬ 3
φス科 種子 ܗ׬ 7
ϝϩϯྨ（ϞϞϧσΟΧϝϩϯܕ） 種子 ܗ׬ 1

ഁ片 2
ϝϩϯྨ（ϚΫϫ・シϩ΢リܕ） 種子 ܗ׬ 22

ഁ片 5
ϝϩϯྨ（ࡶ૲ϝϩϯܕ） 種子 ܗ׬ 2
ϝϩϯྨ 種子 ഁ片 6

୸化 ഁ片 2

4E250
分ྨ܈ ෦位 ঢ়ଶ 井戸ଆ内
ࣗੜしていたと考えられΔ分ྨ܈
木本
Φχάϧミ ֩ ഁ片 3
Ϋϫ属 ֩ ܗ׬ 37

ഁ片 4
ϚλλϏ属 種子 ܗ׬ 2
Ωイνΰ属 ֩ ܗ׬ 1
Χϥスβϯシϣ΢ 種子 ഁ片 1
イψβϯシϣ΢属 種子 ഁ片 1
Ωϒシ 種子 ܗ׬ 5
χϫトコ ֩ ܗ׬ 2

૲本
Τノコϩάサ属 Ռ࣮ ܗ׬ 8 �500

୸化 ܗ׬ 1
ഁ片 3

イψϏΤۙࣅ種 Ռ࣮ ܗ׬ 5
イω科 Ռ࣮ ܗ׬ 7
΢ΩϠガϥۙࣅ種 Ռ࣮ ܗ׬ 76

ഁ片 2
ϗλϧイ属 Ռ࣮ ܗ׬ 4
ΧϠπリάサ科 Ռ࣮ ܗ׬ 4
ΧφϜάϥ ֩ ഁ片 1
ϘϯトΫλσۙࣅ種 Ռ࣮ ܗ׬ 1
イψλσۙࣅ種 Ռ࣮ ܗ׬ 1
λσ属 Ռ࣮ ܗ׬ 5

ഁ片 1
ΞΧβ科 種子 ܗ׬ 3 �10

ഁ片 1
ώϢ科 種子 ܗ׬ 15 �500
φσシコ科 種子 ܗ׬ 64

ഁ片 5
Ωϯϙ΢ή属 Ռ࣮ ܗ׬ 1
λέχάサ 種子 ܗ׬ 1
Ϛϝ科 種子 ܗ׬ 1

୸化 ܗ׬ 6
Χλバミ属 種子 ܗ׬ 1
ΤノΩάサ 種子 ܗ׬ 10

ഁ片 2
スミϨ属 種子 ܗ׬ 22
イψコ΢δϡ属 Ռ࣮ ܗ׬ 36

ഁ片 1
φス科 種子 ܗ׬ 53

ഁ片 6

ୈ �表ɹछ࣮ಉఆ݁Ռ
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200ЖN 100ЖN 1DN 4NN 2NN 2NN

（1B） （2）（1C,D） （3,4,7-9,11,13,14） （5,6,12） （10）

ୈ ��ਤɹ木ࡐ・छ࣮Ҩମ

	 1.	 スΪ（4E250ʀ/P.	1）

　　　B：木ޱɼC：ຝ目ɼD：൘目

	 2.	 ϞϞ　֩（4E250　井戸ଆ内ʀ2）	 3.	 イω　ᡢೕ（4E250　井戸ଆ内ʀ20）

	 4.	 イω　ӱ・ᡢೕ（4E250　井戸ଆ内ʀ୸化ถ）	 5.	 Ξϫۙࣅ種　ӱ・ᡢೕ（4E250　井戸ଆ内ʀ21）

	 6.	 ώΤۙࣅ種　ӱ・ᡢೕ（4E250　井戸ଆ内ʀ22）	 7.	 ΦΦϜΪ　ӱ・ᡢೕ（4E250　井戸ଆ内ʀ୸化ถ）

	 8.	 コϜΪ　ӱ・ᡢೕ（4E250　井戸ଆ内ʀ20）	 9.	 Ξサ　Ռ࣮（4E250　井戸ଆ内ʀ8）

	10.	 Ϛϝྨ　種子（4E250　井戸ଆ内ʀ6）	 11.	 Ϛϝྨ　種子（4E250　井戸ଆ内ʀ7）

	12.	 シι属　Ռ࣮（4E250　井戸ଆ内ʀ16）	 13.	 φス科　種子（4E250　井戸ଆ内ʀ12）

	14.	 ϝϩϯྨ（ϚΫϫ・シϩ΢リܕ）種子（4E250　井戸ଆ内ʀ13）
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5　出土焼骨にͭいて

։けた場所に૲地をܗ成͢Δ、いわΏΔ人ཬ২物に属͢Δ分ྨ܈がଟ֬͘認された。͜れらの૲本種࣮は、

遺構पล΍調査区पลҬの૲地౳にੜ育していたものに༝དྷ͢Δと考えられΔ。また、΢ΩϠガϥ（ۙࣅ

種）、ϗλϧイ属౳の水ล΍࣪地にੜ育͢Δ分ྨ܈が֬認された͜とから、पลҬには水࣪地のଘ在もਪ

ఆされΔ。

Ҿ ༻ จ ݙ

藤下య೭ 1984	 ʮ出土遺ମよりΈた΢リ科২物の種ྨとมભとその利用法ʯh 古文化財のࣗવ科学的研究 　ɦ古文

化財編集委員会編　ಉ๎ࣷ 638-654

ྛ　তࡾ 1991	 ʮ日本࢈木ࡐʯh 真集ࣸڸඍݦ 　ɦژ౎大学木࣭科学研究所

石川ໜ༤ 1994	 ʰ原৭日本২物種子ࣸ真ਤؑ 　ɦ石川ໜ༤ਤؑץ行委員会　328Q

株式会社古ڥ؀研究所　2005　ʮ樹種ಉఆʯh 阿賀野市埋蔵文化財発掘調査報告書第 1集		土ډ内西遺跡 　ɦ阿賀野市教

育委員会 29-30

中ࢸࢁ大・井೭ޱ希ल・ೆ୩஧2000　ࢤ　h 日本২物種子ਤؑ 　ɦ東北大学出൛会　642Q

パリノ・サーヴェイ株式会社　2004　ʮ井戸出土種࣮遺ମのࣗવ科学分析ʯh 下前川原遺跡　新潟県๛ӫ市下前川原遺

跡発掘調査報告書 　ɦ๛ӫ市教育委員会・๛ӫ市ത物ؗ 53-60

パリノ・サーヴェイ株式会社　2006B　ʮࣗવ科学分析ʯh 新潟県埋蔵文化財調査報告書第 164 集　野中土ख෇遺跡・

中道下遺跡ࢁ࠭ 　ɦ新潟県教育委員会・財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団　65-97

パリノ・サーヴェイ株式会社　2006C　ʮࣗવ科学分析ʯh 新潟県埋蔵文化財調査報告書第 172 集		ߕਂי遺跡 　ɦ新潟

県教育委員会・財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団 35-41

২ా໻ੜ 2006	 ʮ出土木製品の樹種ಉఆʯh 新潟県埋蔵文化財調査報告書第 157 集		ॅ٢遺跡 　ɦ新潟県教育委員

会・財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団　75-82

5　出土焼骨にͭいて

日本歯科大学　笹川一郎

大෦分がഁ片となっており、਺点のࢦ骨以֎は骨の׬શなܗが࢒っていない。෦位が൑ఆͰきΔものを

第 9දに示した。ଞにもଟ਺の෦位不明骨片があΔのͰ、͜のදにない෦位はଘ在しないとい͏ものͰ

はない。

ෳ਺の遺構から出土した骨は、大きさ΍ܗଶからώトの骨と൑ఆされΔ。明らかに्骨と考えられΔ骨

はࠞ在しない。

4X28 出土の骨は、大きさと࢛ࢶ骨に骨端ೈ骨が認められない͜と、第ࡾ大ӓ歯の歯૧の一෦があΔ͜

とから成人と考えられΔが、性別΍ৄࡉな年ྸは不明ͰあΔ。また、骨格֤෦位がまん΂んな͘出土して

いΔのͰ、શ਎があったՄೳ性が考えられΔ。4X28 からは下ֺ骨のےࠨಥى෦が 2点出ていΔのͰ、࠷

খݸମ਺は 。ମͰあΔݸ2

ᒷ骨಄は 3点（4X28・2点、4X331・1点）あΔ。͜の内 2点はখ片ͰあΔが、別遺構からの出土なの

Ͱಉ一骨に༝དྷ͢ΔՄೳ性はない。͜͜からも 4X28 出土の骨の࠷খݸମ਺は 。されΔ࣋ࢧମがݸ2

骨にはਂいُ྾΍มܗがあり、歯のΤφϝϧ࣭はまった͘認められない事から׬શ焼骨（700 ～ 800ˆ

以上Ͱ焼かれた）とਪఆされΔʦ஑ా 1981ʧ。
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Ҿ ༻ จ ݙ

஑ా次郎 1981	 ʮ出土火葬骨にͭいてʯh ಸྑ県࢙跡名উఱવ記೦物調査報告第 　ଠ安ᤈཿุʱ79�88　࡭43

ಸྑ県立־原考古学研究所編
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1～5・7～12　ʤ1�2ʥ
6　ʤ1�3ʥ

ୈ ��ਤɹ49�� ग़土ਓࠎ

ୈ �表ɹ෦Ґ൑ఆՄೳͳࠎย

地区名 遺構
番号 層位 ؑఆՄೳ෦位 ݸ

਺ උ考 ࣸ真
番号

#区 4X28

1

下ֺ骨・ࠨ・下ֺࢬ片
（をؚΉىಥے） 1 ෦位ॏෳ 3

下ֺ骨・ࠨ・大ӓ歯෦片 1 7の8、ࠜ࢒
の歯૧壁 5

下ֺ骨・খӓ歯෦歯૧෦片 1
歯ࠜ片 1
಄֖片 7
௣骨片
（ؚᰍ௣、ڳ௣、࿤骨ಥى） 8

上࿹骨・ӈ・ԕ位端 1
上࿹骨片 1
ई骨・ӈ・ۙ位端 1 6
ᡧ骨・ۙ位෦片 1

2 খ骨片
3 骨・基અ骨ԕ位෦（଍ʁ）ࢦ 1
4 খ骨片

5

಄֖片 9
歯ࠜ片 1
௣骨片 5
ᒷ骨಄片 1 ෦位ॏෳ 7
ख骨片 2
下ֺ骨・下ֺ಄、たͿんӈ 1
歯է片 2
಄֖片 7
௣骨片 6
࿤骨片 5
಄֖片 2
௣骨片 3
࿤骨片 1
骨片׮ 3
಄֖片 1
࿤骨片 1
ʁࢦ骨・中અ骨、खのখࢦ 1 8
ઋ骨、ࠨ໿3分の1をܽ͘ 1 2෦分が઀߹ 9
௣骨片 1
大଼骨・ࠨ・ۙ位෦ 1 11
大଼骨಄、ࠨӈ不明 1 10
大଼骨・おそら͘ӈ・ԕ位
෦ 1 12

大଼骨・ԕ位෦、ࠨӈ不明 1

地区名 遺構
番号 層位 ؑఆՄೳ෦位 ݸ

਺ උ考 ࣸ真
番号

#区

4X28

5・6
খ骨片
ଆ಄骨・ࠨ・ਲ਼ମ 1 8番にӈਲ਼ମ 1
಄֖片 5

6

下ֺ骨・ے・ࠨಥى 1 ෦位ॏෳ 4
下ֺ骨・大ӓ歯෦歯૧෦、
おそら͘ࠨ 1

歯ࠜ片 3

ଆ಄骨・ӈ・ਲ਼ମ 1 15番にࠨの
ਲ਼ମ 2

಄֖片・๓߹෦ 4
௣骨片 5

ᒷ骨಄片 1 ෦位ॏෳ
（খ片）

上࿹骨಄片
（あΔいは大଼骨಄片） 1

ख骨片、଍骨片 13
खのࢦ骨・຤અ骨
（大は਌ࢦ） 3

଍のࢦ骨・຤અ骨 1

෴土
಄֖片 2
௣骨片（ؚᰍ௣片2） 4

4X96

಄֖・後಄骨・内後಄ོى
෦片 1

಄֖片 29
歯ࠜ片 3
࿤骨片 11

$区

4,293 1 ಄֖ఈ片 1

4X319
2

಄֖片 3
࿤骨片 8
中ख骨か中଍骨片 3

෴土 খ骨片

4X331

಄֖片（๹骨ؚݸ1ٷΉ） 3
௣骨片 4
࿤骨片 10

ᒷ骨಄片 1 ෦位ॏෳ
（খ片）

の௕骨片ࢶ࢛ 11
中ख骨か中଍骨片 5
଍ࠜ骨片 1

෴土
௣骨片 1
の௕骨片ࢶ࢛ 6
中ख骨か中଍骨片 1
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第ᶝ章　ま　と　め

のม化と遺跡のফ௕ڥ؀　1

古 代 Ҏ લ

౰遺跡におけΔ࠷も古い遺物は、୯ಠͰ出土した石᭲ͰあΔ。چখཬ川ର؛のޱࢁ遺跡においては、໻

ੜ時代前期～中期前半の集落を検出しておりʦ高橋・ߥ୩ほか2010ʧ、͜れとಉ時期の遺物ͰあΔՄೳ性

が高い。ޱࢁ遺跡においては、໻ੜ時代の遺物แؚ層の௚上に古代の遺構検出面があΔ。͢なわͪ、໻ੜ

時代と古代との間には、土࠭がほとんͲଯ積していない。౰遺跡から出土した石᭲は、古代（下層）の遺

物แؚ層から出土しており、ʮࠞೖʯと報告されていΔʦࠤ藤ほか2010ʧ。しかし、ޱࢁ遺跡のঢ়گをؑΈ

れ͹、ۮવのࠞೖと੿速にධՁ͢΂きͰはない。原位ஔをอっていないとしても、本དྷの出土層位とほと

んͲมわらない位ஔからの出土と考えΔ΂きͰあΖ͏。͢なわͪ、ޱࢁ遺跡とಉ༷に、໻ੜ時代前期以߱、

洪水ଯ積物౳によってٸ速にඃ෴͢Δよ͏なڥ؀Ͱはなかったと考えたい。

古ɹɹɹ代

౰遺跡に本格的に集落がӦまれΔのは古代からͰあΔ。2008 年度に調査した範囲が集落の中৺෦Ͱ、

2011 年度調査区はԑล෦に૬౰͢Δ。集落がӦまれた年代は 8世紀後半～ 9世紀中頃Ͱ、͜の間に遺構

検出面が 2面ଘ在͢Δ。2011 年度調査Ͱは、古代の遺物แؚ層Ⅵ層の上面から掘りࠐまれΔ遺構と、下

面から掘りࠐまれΔ遺構がଘ在͢Δ͜とを֬認した。͜の݁Ռは、2008 年度調査区のঢ়گと調和的Ͱあ

Δ。͢なわͪ、͜の͜とは 1世紀にຬたない୹期間に、集落が土࠭Ͱඃ෴された͜とをҙຯ͢Δ。

それͰは、୹期間に古代集落が埋຅したཁ因をԿॲにٻめΔ͜とがͰきΔのか。遺物แؚ層中からは、

਺点のܰ石が出土した。͜のܰ石は阿賀野川の上ྲྀ෦に分෍͢Δࣛ੉ܰ石࣭࠭層ʦҴ葉ほか1976ʧ（প୔

火ࢁの෾火に൐͏প୔ܰ石層のೋ次ଯ積物）に༝དྷ͢ΔものͰあり、洪水౳によってඬணしたと考えられΔ。

また、ܔ૶分析によって、し͹し͹पลՏ川の൙ཞのӨڹをडけたՄೳ性がࢦఠされていΔ。また、Ֆค

分析においても、阿賀野川ٴͼྲྀࢧの集水Ҭの২ੜを൓ө͢ΔՄೳ性がࢦఠされた（第Ⅵ章 1）。͜れらの

ঢ়گを૯߹͢Δと、ଯ積物の༝དྷは阿賀野川の上ྲྀҬにٻめΔ͜とがͰきよ͏。͢なわͪ、阿賀野川を経

༝してӡൖされた土࠭によって、集落がඃ෴されたと考えられΔ。

また、古代の遺構検出面は、ޱࢁ遺跡が 6.2NͰあΔのにରし、柄目木遺跡は 5.5 ～ 5.7Nʦࠤ藤ほか

2010ʧ、村前東A遺跡は 4.9Nʦ加藤ほか2010ʧͰあΔ。ޱࢁ遺跡とൺ΂Δと、柄目木遺跡・村前東A

遺跡におけΔ古代の地ද面は、50～ 130DNも௿い͜とが分かΔ（第 24ਤ）。چখཬ川؛ࠨはӈ؛とൺ΂

Δとඪ高が௿͘、ͻとたͼ洪水が発ੜ͢れ͹、より水຅し΍͘͢、ଟྔの土࠭がଯ積し΍͢いڥ؀にあっ

たと考えられΔ。したがって、ޱࢁ遺跡とൺ΂て、柄目木遺跡・村前東A遺跡は洪水とい͏リスΫを๊

えながらも集落がஙかれた༷子をཧղͰきΔ。一ํ、中֩的な集落（׭ᦰ関࿈遺跡か）ͰあΔޱࢁ遺跡ʦߥ

川 2011ʧは、洪水のリスΫがより௿いڥ؀下にஙかれたといえΔ。
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のม化と遺跡のফ௕ڥ؀　1

古代Ҏ߱ɺ中世Ҏલ

集落がӦまれた古代と中世の間には、およそ 30DNの間層（ᶙ層・ᶚ層）がଯ積していΔ。いͣれも均

࣭なシϧト層Ͱあり、遺物の出土は見られない。͜のଯ積物は、前ड़とಉ༷に洪水に༝དྷ͢Δと考えられ

Δ。特にᶚ層は、ܔ૶分析からՏ川水のӨڹを͘ڧडけΔڥ؀Ͱあった͜とが明らかにされていΔ。

中ɹɹɹ世

洪水により古代集落がඃ෴されてからおよそ 400 年の時をஔき、౰遺跡には࠶ͼ集落がஙかれΔ。集

落は出土遺物の年代から、13 世紀後半～ 14 世紀後半の୹期間にஙかれたものと考えられΔ。しかも、

集落はগな͘とも3時期にࡉ分Ͱき、සൟに集落の࡞りมえが行われたと考えられΔ。͜のよ͏なঢ়گは、

村前東A遺跡にもڞ௨しており、特ҟなঢ়گとはいえないかもしれない。しかし、集落の࡞りมえには

๲大な࿑ಇྗをཁ͢Δ͜とから、そ͜にԿらかのܖ機があったと考えΔ΂きͰあΖ͏。

͜の集落は、Ⅱ B層・Ⅱ C層によってඃ෴されऴᖼをܴえΔ。Ⅱ B層上面から掘りࠐまれた遺構の年

代を౿まえれ͹、30DNほͲのްさを࣋ͭⅡ B層・Ⅱ C層が、1世紀にຬたない୹期間にଯ積した͜とに

なΔ。୹期間に๲大な土࠭がଯ積していΔ͜と、それが੝土Ͱはない͜と、前ड़のࣗવ科学分析の݁Ռ౳

を૯߹的に൑அ͢れ͹、それらを洪水ଯ積物と考えΔのがద౰ͰあΖ͏。また、ݱ在、地層に࡯؍されΔ

層ްはൈؾ・ѹີを経た݁ՌͰあり、洪水ଯ積物として౸ୡした౰時は、͜れよりߋにްΈを࣋っていた

と考えられΔ。͢なわͪ、Ⅱ B層・Ⅱ C層のଯ積は、๲大な土࠭をӡൖした、大ن໛な洪水災害をҙຯ͢Δ。

͜の洪水災害は、集落をյ໓させたॏ大なイヴェϯトとཧղ͢Δ͜とがͰきよ͏。

Ⅱ B層・Ⅱ C層のଯ積後、౰遺跡に࠶ͼ集落がஙかれΔ͜とはない。Ⅱ B層௚上からは、火葬に関࿈

͢Δ遺構を検出した。遺構からはώトの焼骨とଟྔの୸化ࡐが出土したものの、年代を特ఆͰきΔ遺物は

認められなかった。そ͜Ͱ、火葬ࢪ設から出土した೩ྉࡐにͭいて์ࣹ性୸ૉ年代ଌఆを行った。ࢼྉ

は、4,410・4,415 から 2点ͣͭ、߹ܭ 4点ͰあΔ。いͣれも 14世紀頃の஋を示しており、また下位

Ͱ検出した中世集落のऴᖼが 14世紀後半ͰあΔ͜とを౿まえれ͹、遺構の年代を 14世紀後半にほ΅特

ఆ͢Δ͜とがͰきΔ（第Ⅵ章 2）。͢なわͪ、์ࣹ性୸ૉ年代ଌఆによって、集落とಉ༷の年代をಘられた

のͰあΔ。͜の͜とは、集落のऴᖼから時をஔかͣに火葬ࢪ設が࡞られた͜とをҙຯ͢Δ。また、Ⅱ B層・

Ⅱ C層がۃめて୹期間、場߹によっては 1ճの洪水によってଯ積した͜とをも示ࠦ͢Δ݁ՌといえΔ。

͜れらの͜とから、Ⅱ B層・Ⅱ C層のଯ積を経て、౰遺跡は集落から火葬場΁と、場の機ೳが一มし

たと考えられΔ。しかし、年代ଌఆの݁Ռを౿まえれ͹、火葬場としての機ೳは௕͘はଓかなかったと見

たほ͏がよい。௕期間にわたって、ܧଓ的に火葬場として利用されたのͰはな͘、一ա性の土地利用Ͱあっ

たと考えたほ͏がよかΖ͏。

それͰは、౰遺跡に集落をஙいた人ʑは、その後、集落をԿॲ΁ҠしたのͰあΖ͏か。おそら͘はݱ在、

集落がஙかれていΔࣗવఅ๷上にҠసしたのͰあΖ͏。ਙ大な洪水災害をඃった͜とによって、より高͘、

安ఆした土地をٻめたのͰはなかΖ͏か。そして、͜のʮϜϥʯが、ۙ世集落΁とҠ行し、さらにはݱ在

の集落のૅとなったのͰあΖ͏。
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ܠのഎ֐ࡂਫߑ

以上のよ͏に、౰遺跡のଯ積ڥ؀を検౼した݁Ռ、古代以߱、ଯ積速度が加速͢Δ͜とが分かった。古

代から中世には新潟ٰ࠭がٸ速に発ୡ͢ΔとされΔʦా中ほか1996ʧが、あΔいは͜の͜とと関࿈෇けて

考えΔ͜とがͰきΔかもしれない。ʦా中ほか1996ʧͰは、ٰ࠭のٸ速な発ୡのཁ因のͻとͭにྛࢁの։

発を͛ڍていΔ。古代にޒ಄ࢁ࿢Ͱ։࢝された༼業・製మͰは、๲大な਋୸ࡐがඞཁとなり、それまͰと

はൺֱにならないن໛のྛࢁ։発が行われた͜とがਪఆされΔ。݁Ռ、ྛࢁのอ水ྗは௿下し、洪水をҾ

き͜ىし΍͘͢なったのかもしれない。

一ํ、ۙ世以߱に、ଟྔの土࠭がଯ積しない͜とにも஫ҙしな͘てはならない。そのཁ因は、古代・中

世に大ن໛に行われた༼業・製మのਰୀに൐い、ྛࢁの։発がਰୀした͜とを͛ڍΔ͜とがͰきΔ。また、

阿賀野川のྲྀ࿏のม化とদϲ࡚堀ׂのॡ޻なͲ࣏水が発ୡした͜ともॏཁなཁૉͰあΔ。特に、阿賀野川

のྲྀ࿏は、ֆਤ΍地ܗਤにより、時代とともに東から西にҠಈした͜とが分かっていΔ。౰遺跡のೆ・西

にはࡾ日月ܗをఄ͢ΔچՏ道 3ྻがฒྻ͢Δが、ۙ世からۙ代のൺֱ的୹い期間にྲྀ࿏がมભしたとさ

れΔ。東から西に޲かってそれͧれ、ਖ਼ಙ 3（1713）年以前、ๅྐྵ 12（1762）年、明࣏ 44年頃のՏ道

のࠟ跡と考えられていΔ（第 3ਤ）。͜れらから、遺跡がܗ成された中世以前には阿賀野川はೆํ 900N

にྲྀれていたとਪଌͰきΔ。しかも、大き͘ऄ行͢Δ範囲の֎ଆに立地し、洪水発ੜ時にଟྔの土࠭がڙ

にあったといえΔ。͜のよ͏な立地条݅も૬ေって、ଯ積速度が速かったと૝ఆ͢Δ͜ڥされ΍͢い؀څ

とͰきよ͏。͢なわͪ、ۙ世以߱の洪水発ੜリスΫのܰݮは、͜れらのཁ因がෳ߹した݁Ռと考えΔ͜と

がͰきΔ。

2　中世北ӽ༼࢈の出土遺物にͭいて

中世に属͢Δ遺物の年代؍は 13世紀後半～ 14世紀後半のものが主ମͰ、集落の中৺となΔ時期と考

えられΔ。大溝 4%330 は、出土した土師࣭土器ࡼの法ྔにより、その廃絶年代は 14世紀中頃～後半と

ਪఆされΔ。また、ࡼはほとんͲがϩΫϩϔϥ੾り（3)種）Ͱ、ఈ෦੾り཭しࠟ跡には、ʮのʯの字ঢ়、ʮら

せんঢ়ʯがありʦ௽巻・ീ藤後 1997ʧ、౰遺跡Ͱはʮのʯの字ঢ়のものが主ମとなΔ。4%330 以֎の遺

構Ͱは、चऱᶙ期のᙈと北ӽ༼のᙁ器ܥ陶器が埋設されΔ 1342 なͲ、গ਺ͰあΔが在地࢈の陶器のଘ在

を֬認ͰきΔ。以下Ͱは、笹ਆٰྕͰੜ࢈された陶器にͭいてएׯ৮れΔ͜とと͢Δ。

A　分　෍　ঢ়　گ

北ӽ༼製品の分෍は第 25ਤに示したとおりͰあΔ。分෍はૄີがあり、阿賀北地Ҭに集中͢Δ。特に

ϲ੉ژچ、跡がଘ在͢Δٰྕೆ෦༽ࢁࡔฌӴ୔༼・࿛୔༼跡なͲがଘ在͢Δ笹ਆٰྕの中央෇ۙ΍੺ݖ

村からچ水原町にかけての阿賀野川ӈ؛にີ集͢Δ。͜れ以֎Ͱは、新発ా市・଻内市・村上市なͲͰ

2・3遺跡がۙ઀して分෍͢Δ。一ํ、阿賀野川以ೆにおいては中ӽ・上ӽの北෦に点在͢Δよ͏に出土

ྫが認められ、上ӽ市࡚֟区の木࡚ࢁ遺跡ʦ戸ࠜほか1992ʧͰは、北ӽ༼と考えられΔ製品が出土してい

Δ。県֎Ͱはܗࢁ県ೆཅ市・ఱ໼場遺跡において北ӽ༼のᙁ器ܥ陶器にྨ͢ࣅΔࢿྉが見られΔʦ須藤ほ

か2009・௽巻 2006ʧ。また、須恵器ܥ陶器は෱ౡ県تଟํ市΍会津൘下町、ᙁ器ܥ陶器はܗࢁ県פՏߐ

市からも出土していΔとい͏ʦ川上 2004ʧ。したがって、北ӽ༼の製品は阿賀北を中৺としてൺֱ的޿
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Ҭにྲྀ௨していたՄೳ性が考えられΔ。

#　出　土　ঢ়　گ

北ӽ༼の年代؍は、௽巻ࢯࢤ߁が༼跡の出土ࢿྉから、ᶗ−北୔以前（12世紀後半）、Ⅱ−北୔ஈ֊（13

世紀前葉頃）、ᶙ−ݖฌӴ୔ஈ֊（13世紀中葉頃）、ᶚ−࿛୔ஈ֊（13世紀຤～ 14世紀ॳ಄頃）と͢Δมભを

示していΔʦ௽巻 1997・2005・2006ʧ。以下Ͱは、௽巻ࢯの編年により、֤時期におけΔফඅ遺跡の

出土ঢ়گにͭいて見Δ͜とと͢Δ（第 10ද・第 26ਤ）。

北୔以前にͭいては、༼跡のଘ在が明らかͰないため不明な෦分がଟいが、ԣ็ 1 号経௩ʦ川上

1979ʧの出土ࢿྉがあΔのΈͰあΔʦ川上 1992・௽巻 2005ʧ。

北୔ஈ֊Ͱは阿賀野川ྲྀҬ΍阿賀北地ҬͰ出土ྫが認められΔ。ফඅ遺跡の出土遺物にはᙈ・ᆵ・ു・

片ുޱがあり、ᆵ・ു・片ുޱがଟい。北୔༼の器種構成はᆵ・Ꭼു・ළがあり、特にᎬുのੜ࢈が主ମ

となΔʦ川上ほか1992ʧ。

ฌӴ୔・࿛୔ஈ֊になΔと、阿賀北のほか、上・中ӽの遺跡においても出土͢Δよ͏になΔ。ফඅ遺ݖ

跡の出土遺物には、ᙈ・ᆵ・ു・片ുޱがあり、ᆵ・ᙈがଟい。ᙈのޱԑ෦ܗଶは、डけޱঢ়のものはগ

な͘、/字ঢ়のޱԑを࣋ͭものが主ମͰあΔ。また、༼跡からは出土していないが、୆の෇͘ുも認め

られΔ。

ࢁࡔฌӴ୔ஈ֊の༼跡ͰあΔ੺ݖ 2号༼Ͱは、ᙈ・ᆵ・ു・൫、1号༼Ͱはᙈ・ുがੜ࢈されていΔʦখ

ాほか2002ʧ。また、࿛୔ 1号༼Ͱはᙈ・ᆵ・ു・খു・ࡼがあり、ᙈがଟ͘ੜ࢈されていΔʦ中川・川

上ほか1973ʧ。

以上から、北ӽ༼製品はݖฌӴ୔・࿛୔ஈ֊に分෍Ҭが֦大͢Δと考えられΔ。しかし、͜れら北ӽ༼

の製品は、ফඅ遺跡Ͱの中世陶器に઎めΔׂ߹は௿いʦ௽巻 1997ʧ。͜の޲܏は、須恵器ܥ・ᙁ器ܥ陶

器の֤ஈ֊を௨してڞ௨͢Δ。特にੜ࢈地෇ۙに位ஔし、ফඅが׆発と༧૝されΔ阿賀野川ӈ؛において

もಉ༷の޲܏にあΔ。͜͏したঢ়گは、北ӽ༼の༼਺とੜ࢈ମ੍、͜れに൐͏ੜྔ࢈にى因͢ΔՄೳ性が

考えられΔʦখా 1999ʧ。また、ফඅ遺跡Ͱは、北୔ஈ֊はᆵ・ു、ݖฌӴ୔・࿛୔ஈ֊Ͱはᆵ・ᙈの

出土ྫがଟ͘なり、ྲྀ ௨͢Δ器種にม化が認められΔ。͜の͜とは、須恵器ܥ༼からᙁ器ܥ༼΁のస׵と、

ੜ࢈の主ମとなΔ器種のม化を൓ө͢ΔとਪఆされΔ。

北ӽ༼の製品は、中世において޿Ҭにྲྀ௨͢Δྔ࢈の製品とはҟなり、ྲྀ௨͢Δ製品の਺がগなかった

といえΔ。঎ݍとい͏؍点からचऱ焼とڝ߹͢Δ北ӽ༼は、ᙁ器ܥ陶器のஈ֊にその分෍Ҭを֦大してい

Δঢ়گが͏かがえΔ。͜͏したഎܠには、北ӽ༼の঎品的Ձ஋とは別のཁ因があΔ͜とも૝ఆされΔ。
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2　中世北ӽ༼࢈の出土遺物にͭいて

北୔ஈ֊
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1・2	 ਆཪA遺跡ߥ

3	 遺跡%ࠊノٶ町ࡔ

4・14	 中ॅ٢遺跡

5	 ӿදೆ遺跡

6	 ն遺跡ࠊ

0 20DN（1～20）
（1�8） （1�10）

0 30DN（21～23）

7・17・18	 下町・๥৓遺跡

8・10・22・23	 ௩遺跡ڥ

9	 柄目木遺跡

11・12	 村前東A遺跡

13	 ਖ਼ई遺跡

15	 ా԰道遺跡

16	 ೋπׂ遺跡

19	 下前川原遺跡

20	 木戸遺跡ࢁ

21	 ࿡野੉遺跡
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1	 柄目木遺跡は、新潟県阿賀野市大字下ノ橋字柄目木 13番地 1ほかに所在͢Δ。遺跡は、ݱ在の下ノ

橋集落とখཬ集落の間（ࣗવఅ๷間）のԭ積地に立地͢Δ。調査前のگݱは水ాͰあΔ。

	2	 調査は一般国道 49号阿賀野バイパスの建設に൐い、2008・2009・2011 年度に࣮ࢪした。調査面

積は、Ԇ΂ 25,320N2（2008 年度 �13,000N2、2009 年度 �6,320N2、2011 年度 �6,000N2）ͰあΔ。͜の͏ͪ、

2008 年度分の一෦は、h 柄目木遺跡ᶗ （ɦ新潟県埋蔵文化財調査報告書第 216集）としてץ行されていΔ。

	3	 調査の݁Ռ、古代の集落、中世の集落と火葬場を層位的に検出した。

	4	 古代の集落の中৺෦は、h 柄目木遺跡ᶗʱͰ報告ࡁΈの範囲ͰあΔ。本書は、そのԑล෦の調査報告

Ͱあり、竪穴建物 3軒、土坑 34基、焼土範囲 1基、溝 4条౳を検出した。

	5	 古代の集落は、遺物แؚ層௚上から掘りࠐまれΔ上層と、遺物แؚ層௚下から掘りࠐまれΔ下層にࡉ

分Ͱきた。上下にೋ分ͰきΔঢ়گは、h 柄目木遺跡ᶗʱと੔߹͢Δ。

	6	 古代の集落Ͱ検出した上層・下層は、8世紀後半～ 9世紀中頃とい͏୹期間に収まΔ。

	7	 古代の遺物は、土師器・須恵器・石製品・金属製品があΔ。中Ͱも 4,774 から出土した漆մが஫目

されΔ。漆մには紙が෇ணしており、੺֎ઢࣸ真をࡱӨしたが、文字を֬認Ͱきなかった。漆紙の出土

は、紙をอ༗ͰきΔ֊層がۙྡにଘ在した͜とを示ࠦ͢Δ。

	8	 中世の集落は、古代の集落との間に 30DNほͲの間層をڬんͰ検出した。検出遺構は、掘立柱建物

11棟、井戸 5基、溝 11条౳があΔ。陶磁器の年代から、13世紀後半～ 14世紀後半の୹期間にஙか

れた集落ͰあΔ͜とが分かったが、গな͘とも 3時期ఔ度にࡉ分͢Δ͜とがͰきΔ。

	9	 中世の出土遺物は、土師࣭土器、੉戸・ඒೱ焼、ന磁、੨磁、੨ന磁、चऱ焼、ᙁ器ܥ陶器、石製品、

金属製品、木製品があΔ。

	10	 中世の大溝 4%330 からは、ଟ਺の土師࣭土器が一ׅ出土した。それらは法ྔの検౼から、14世紀

中頃～後半とਪఆされ、集落の廃絶年代を示͢と考えられた。また、土師࣭土器はほとんͲがϩΫϩϔ

ϥ੾りͰ、笹ਆ༼࢈ᙁ器ܥ陶器とڞに、阿賀北の地Ҭ性をྑ͘示した遺物組成ͰあΔ。

	11	 中世の集落は、ްさ 30DNほͲの洪水ଯ積物に෴われ、ऴᖼをܴえた。

	12	 その後は、場の機ೳが一มし、火葬場となΔ。ʮ火葬土坑ʯとݺ͹れΔ特௃的な火葬ࢪ設を検出したほか、

ώトの焼骨΍೩ྉࡐが出土した。しかし、骨はࡅ片のΈͰあり、ุҬは別の場所に設ஔされたと考えら

れΔ。

	13	 火葬場からは人޻遺物がな͘、೩ྉࡐにͭいて์ࣹ性୸ૉ年代ଌఆを行った。その݁Ռ、͢΂て 14

世紀頃の年代が示されており、集落の年代とมわらない。洪水によって集落がյ໓した௚後に火葬場が

設けられたと考えられΔ。しかし、年代ଌఆ݁ՌͰはより新しい年代を示͢஋もなかった。͢なわͪ、

火葬場は一ա性の土地利用ͰあったとධՁͰきΔ。
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中世ɹߔʢ4%ʣ観察表 ຌྫ：（˓）はਪఆ஋、ʤ˓ʥは࢒ଘ஋

報告番号 平面ਤ அ面ਤ ࣸ真 άリッド
௕さ
（N）

෯	
（DN）

ਂさ	
（DN）

平面ܗ அ面ܗ ෴土 ํ֯
時
期

出土遺物 ੾り߹い関係

255
2・5・
10

6・11
37・
40

36・37F・(Ŋ 37・38)
・*Ŋ 39+、40+　　,、
41・42,、42・43L

૯Ԇ௕
ʤ106ʥ

90～ 110 50 L字
୆ܗঢ়	

（一෦7
字ঢ়）

Ϩϯズঢ় � ᶛ
चऱ焼19～ 21・ᙁ器
陶器22・ۙ世陶磁ܥ
器・Ԏ؅139

�4%330、4%409、
4,251、4,281、
4,326、1372

330 2・10 3・11
37・
39・
40

35,Ŋ 36* ～ ,37・38*
・+、39+、40+・,、41,
・L、42L

西ล	
ʤ27ʥ	
北ล	

ʤ53ʥ

290～ 310 122～ 134
L字	

区ըܗํ）
の一෦か）

֊ஈঢ়
Ϩϯズঢ়

・	
一෦ࣼ位

西ล：
/59°8	
北ล：
/55°8

Ⅱ

஡࿶23　土師࣭土ࢁ
器24～ 66　੉戸焼
࿶67　੨ന磁68	
चऱ焼69～ 98	
ᙁ器ܥ陶器99～ 102
石製品116～ 128
金属製品140～ 156
木製࿶171

�4%401、4%606	
�4%409
�4%255、4,651、
4X331・1603

332 10 11 36 40*・+ 13.2 68 ～ 148 47 ௚ઢ ୆ܗঢ় Ϩϯズঢ় /22°E Ⅱ 土師࣭土器・మᕥ

333 10 11
36・
40

41・42+・41, 11 80 ～ 132 46 ～ 55 ௚ઢ ୆ܗঢ় Ϩϯズঢ় /28°E Ⅱ
土師࣭土器・चऱ焼・
మᕥ

�4%606

401 2・10 3
37・
40

34・35)Ŋ 35 ～ 37*Ŋ	
37 ～ 39+Ŋ 39・40,

70.9 48 16 ～ 22 ௚ઢ 半ԁঢ় ୯層 /59°8 Ⅱ
ᙁ器ܥ陶器106・	
土師࣭土器

�4%330、4,443

402 2 3 37 39・40* 8.2 32 15 ௚ઢ
	ঢ়ހ

（一෦ς
ϥスঢ়）

水平 /38°E Ⅱ なし

409 2・5 6
39・
40

37*・)Ŋ 38(・)Ŋ 39F
・(

37.3 230 76 ～ 80 ௚ઢ ୆ܗঢ় Ϩϯズঢ় /35°E Ⅱ
चऱ焼108・	
土師࣭土器107・	
金属製品

�4%330
�4%255

420 5 6
37・
40

39)Ŋ 40F ～ )Ŋ 41F 28.4 110～ 132 48 ～ 52 ௚ઢ ୆ܗঢ় Ϩϯズঢ় /28°E Ⅱ चऱ焼

606 10 11 38
41+11・16・17・21・
22、41,2・3・7・8・13
・14・19

12.06 53 ～ 91 25 ௚ઢ ঢ়ހ Ϩϯズঢ় /28°8 Ⅱ
�4%621、
�4%330・333

612 10 11 38 41,12 0.72 10 ～ 17 12 ௚ઢ 6字ঢ় ୯層 /88°8 Ⅱ

621 10 11 38 40+25、41+21 2.68 32 ～ 51 9 ௚ઢ ঢ়ހ ୯層 /60°E Ⅱ �4%606

中世ɹ᛽ू中観察表

中世ɹ۷ཱபݐ෺ʢ4#ʣ観察表ʢ�ʣ

ຌྫ：（˓）はਪఆ஋、ʤ˓ʥは࢒ଘ஋

ຌྫ：（˓）はਪఆ஋、ʤ˓ʥは࢒ଘ஋

報告番号 平面ਤ அ面ਤ ࣸ真 άリッド 平面ܗ அ面ܗ ௕ܘ（DN） ୹ܘ（DN） ਂさ（DN） ఈ面高（N） ෴土 時期 出土遺物 ੾り߹い関係

᛽集中 2・3 3 39 36+5 不੔ܗ � 60 45 � 5.38 � 不明 ᛽ 4%330内

4#���
遺構番号 ਤ൛番号 άリッド ܻ行（N） ྊ間（N） চ面積（N2） 時期 ੾り߹い関係 構଄ 棟ํ޲ ํ位

4#260 12・41 43・44+ɼ43・44, 10.25 ～ 11.28 8.0 ～ 8.1 86.63 Ⅱ �4X200 ྆面ኈ ೆ北棟 /-58°-8

柱穴番号 平面ܗ அ面ܗ ௕ܘ（DN） ୹ܘ（DN） ֬認高（N） ఈ面高（N） ਂさ（DN） 柱穴間ִ（N） ੾り߹い関係 出土遺物 උ考

16 ԁ ࿙ేঢ় 63 55 6.02 5.56 46 16 ～ 11　1.78　　16～ 17　2.08

17 ԁ 箱ঢ় 44 38 6.01 5.34 67 17 ～ 18　1.92

18 ԁ 箱ঢ় 45 36 6.06 5.46 60 18 ～ 19　2.11

19 ԁ 箱ঢ় 44 42 6.06 5.54 52 19 ～ 110　1.90 土師࣭土器

110 ԁ ࿙ేঢ় 51 50 6.10 5.50 60 110 ～ 112　1.97

111 ԁ 6字ঢ় 50 44 6.12 5.52 60 111 ～ 16　1.87

112 （ԁ） （6字ঢ়） （42） （42） 6.09 5.61 （48） 112 ～ 114　1.92

113 　ପԁ　 6字ঢ় 30 20 6.13 5.63 50 113 ～ 111　1.97 土師࣭土器

114 ԁ 6字ঢ় 42 40 6.11 5.59 52 114 ～ 119　2.28

115 ԁ 箱ঢ় 38 37 6.03 5.48 55
115 ～ 113　2.08
115 ～ 116　1.92

116 ࿙ేঢ় （62） （55） 6.00 5.49 （51） 116 ～ 117　2.12

117 ԁ 箱ঢ় 46 40 6.04 5.60 44 117 ～ 118　2.00 चऱ焼1

118 ԁ 箱ঢ় 28 23 6.06 5.70 36 118 ～ 119　1.96 �4X200 土師࣭土器

119 ԁ 箱ঢ় 46 42 6.10 5.58 52 119 ～ 124　2.96

11 ԁ 6字ঢ় 30 28 6.00 5.62 36 11 ～ 12　2.14 ᛽

12 （ԁ） （6字ঢ়） （43） （52） 6.00 5.63 （37） 12～ 13　2.10

13 ԁ 箱ঢ় 46 38 6.06 5.39 67 13 ～ 14　1.94

14 ԁ 箱ঢ় 40 38 6.06 5.52 54 14 ～ 15　1.86

15 ԁ ࿙ేঢ় 45 41 6.05 5.50 55 15 ～ 110　2.12

120 ԁ 箱ঢ় 32 30 6.00 5.79 21
120 ～ 115　2.54
120 ～ 121　2.13

121 ԁ 6字ঢ় 32 30 6.02 5.75 27 121 ～ 122　1.84

122 ԁ ୆ܗঢ় 30 30 6.03 5.86 17 122 ～ 123　2.02

123 ԁ 箱ঢ় 32 30 6.04 5.64 40 123 ～ 124　2.14

124 ପԁ 箱ঢ় 40 30 6.11 5.82 29

4#���
遺構番号 ਤ൛番号 άリッド ܻ行（N） ྊ間（N） চ面積（N2） 時期 ੾り߹い関係 構଄ 棟ํ޲ ํ位

4#300 13・36 43,ɼ43・44L 8.00 （3.62 ～ 7.30） （45.17） Ⅱ �4X279 （ኈ෇） 東西棟 /-57°-8

柱穴番号 平面ܗ அ面ܗ ௕ܘ（DN） ୹ܘ（DN） ֬認高（N） ఈ面高（N） ਂさ（DN） 柱穴間ִ（N） ੾り߹い関係 出土遺物 උ考

16 （ପԁ） 6字ঢ় （31） （27） 6.09 5.76 （33） 16～ 11　2.12

17 ԁ ֊ஈঢ় 42 38 6.06 5.66 40 17 ～ 16　1.90

18 ԁ ֊ஈঢ় 34 30 6.06 5.66 40 18 ～ 17　1.92

19 （ԁ） 6字ঢ় （40） （35） 6.04 5.66 （38） 19～ 18　1.91

110 ପԁ 箱ঢ় 45 35 6.06 5.70 34 110 ～ 19　2.09

111 ԁ ԁܗ 42 40 6.07 5.76 31 111 ～ 16　1.93

11 ପԁ 箱ঢ় 40 32 6.03 5.82 21 11 ～ 12　2.1

12 ԁ 箱ঢ় 40 39 6.04 5.68 36 12 ～ 13　1.96

13 ԁ 6字ঢ় 38 34 5.89 5.44 45 13 ～ 14　2.00 �4X279
土師࣭土器
　మᕥ

14 ԁ ୆ܗঢ় 32 30 5.92 5.72 20 14 ～ 15　1.95 �4X279

15 ԁ 6字ঢ় 44 38 6.04 5.60 44 15 ～ 110　1.97 चऱ焼
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中世ɹ۷ཱபݐ෺ʢ4#ʣ観察表ʢ�ʣ
ຌྫ：（˓）はਪఆ஋、ʤ˓ʥは࢒ଘ஋4#���

遺構番号 ਤ൛番号 άリッド ܻ行（N） ྊ間（N） চ面積（N2） 時期 ੾り߹い関係 構଄ 棟ํ޲ ํ位

4#350 13・41 43+ （5.64）～ 5.83 2.59 ～（3.29） （16.82） Ⅱ
�4E266
�4E265

ଆ柱 東西棟 /-75°-8

柱穴番号 平面ܗ அ面ܗ ௕ܘ（DN） ୹ܘ（DN） ֬認高（N） ఈ面高（N） ਂさ（DN） 柱穴間ִ（N） ੾り߹い関係 出土遺物 උ考

11 ପԁ 不੔ܗ 78 48 6.02 5.68 34 11 ～ 12　1.76 ᛽

12 ԁ ֊ஈঢ় 50 48 6.02 5.28 74 12 ～ 13　2.12

13 ԁ ֊ஈঢ় 46 44 5.94 5.46 48 13 ～ 14　1.96

14 ԁ ֊ஈঢ় 45 41 6.04 5.55 49 14 ～ 15　2.59 ᛽

15 ԁ ࿙ేঢ় 45 43 6.00 5.47 53 15 ～ 17　0.74

16 ԁ 箱ঢ় 34 30 6.09 5.73 36 16 ～ 17　3.70 �4E266 4#394とڞ༗

17 ԁ 箱ঢ় 32 26 6.05 5.70 35

4#���
遺構番号 ਤ൛番号 άリッド ܻ行（N） ྊ間（N） চ面積（N2） 時期 ੾り߹い関係 構଄ 棟ํ޲ ํ位

4#380
14・42・
43

42+・,ɼ43+・, 1.8 ～ 2.5 1.8 ～ 2.5 11.97 Ⅱ �4,268 ଆ柱 /-57°-8

柱穴番号 平面ܗ அ面ܗ ௕ܘ（DN） ୹ܘ（DN） ֬認高（N） ఈ面高（N） ਂさ（DN） 柱穴間ִ（N） ੾り߹い関係 出土遺物 උ考

11 （ԁ） 箱ঢ় （41） （38） 6.05 5.74 （31） 11～ 12　1.82

12 （ପԁ） ঢ়ހ （41） （38） 5.99 5.71 （28） 12～ 13　2.18

13 （ԁ） ୆ܗঢ় （52） （52） 6.00 5.65 （35） 13～ 14　2.14 �4,268
土師࣭土器
　चऱ焼

14 （ପԁ） 箱ঢ় （42） （35） 5.99 5.49 50 14 ～ 15　2.57

15 （ԁ） ֊ஈঢ় （45） （37） 6.03 5.70 33 15 ～ 16　1.92

16 （ԁ） ࿙ేঢ় （41） （41） 6.05 5.67 38 16 ～ 11　2.32

4#���
遺構番号 ਤ൛番号 άリッド ܻ行（N） ྊ間（N） চ面積（N2） 時期 ੾り߹い関係 構଄ 棟ํ޲ ํ位

4#381 13・42 42・43, 5.20 ～ 5.46 2.28 ～ 2.68 13.24 Ⅱ
4#395・4#396、

�4,248
ଆ柱 東西棟 /-59°-8

柱穴番号 平面ܗ அ面ܗ ௕ܘ（DN） ୹ܘ（DN） ֬認高（N） ఈ面高（N） ਂさ（DN） 柱穴間ִ（N） ੾り߹い関係 出土遺物 උ考

11 ପԁ 6字ঢ় 40 34 6.00 5.56 44 11 ～ 12　1.64

12 （ԁ） 6字ঢ় （44） （42） 6.00 5.53 （47） 12～ 13　1.68

13 （ԁ） ֊ஈঢ় （36） （32） 6.00 5.59 （41） 13～ 14　2.14 土師࣭土器

14 （ԁ） ࿙ేঢ় （47） （38） 6.03 5.56 （47） 14～ 18　2.68

15 ԁ ୆ܗঢ় 48 44 6.08 5.79 29 15 ～ 11　2.28

16 ԁ 6字ঢ় 30 30 6.07 5.79 28 16 ～ 15　1.80

17 ԁ 6字ঢ় 36 34 6.03 5.62 41 17 ～ 16　1.58

18 （ԁ） ֊ஈঢ় （0.34） （0.34） 6.06 5.68 （38） 18～ 17　1.82 �4,248

4#���
遺構番号 ਤ൛番号 άリッド ܻ行（N） ྊ間（N） চ面積（N2） 時期 ੾り߹い関係 構଄ 棟ํ޲ ํ位

4#394 14・36 43+ɼ43, 3.56 ～（3.77） （1.80）～ 2.02 （6.98） Ⅱ
�4E266・4E325・
4,337・4%327

ଆ柱 東西棟 /-57°-8

柱穴番号 平面ܗ அ面ܗ ௕ܘ（DN） ୹ܘ（DN） ֬認高（N） ఈ面高（N） ਂさ（DN） 柱穴間ִ（N） ੾り߹い関係 出土遺物 උ考

11 不੔ 箱ঢ় 34 30 5.99 5.63 36 11 ～ 12　1.96 4#350とڞ༗

12 ପԁ 箱ঢ় 42 30 5.97 5.59 38 12 ～ 13　1.70 �4E266

13 ପԁ 6字ঢ় 42 34 5.97 5.61 36 13 ～ 15　2.11 �4%327

14 （ԁ） ࿙ేঢ় （35） （33） 6.07 5.71 （36） 14～ 15　2.08

15 ԁ 6字ঢ় 28 34 5.95 5.61 34 �4,337・4E325

4#���
遺構番号 ਤ൛番号 άリッド ܻ行（N） ྊ間（N） চ面積（N2） 時期 ੾り߹い関係 構଄ 棟ํ޲ ํ位

4#395 14・36 43, 3.55 ～（3.56） 2.11 ～（2.18） （7.62） Ⅱ
　4#381、
　�4,240・4,320

ଆ柱 東西棟 /-57°-8

柱穴番号 平面ܗ அ面ܗ ௕ܘ（DN） ୹ܘ（DN） ֬認高（N） ఈ面高（N） ਂさ（DN） 柱穴間ִ（N） ੾り߹い関係 出土遺物 උ考

11 （ԁ） 箱ঢ় （31） （28） 6.06 5.65 （41） 11～ 12　1.96

12 ԁ ࿙ేঢ় 36 36 6.03 5.57 46 12 ～ 13　1.70 �4,320

13 （ԁ） ୆ܗঢ় （46） （41） 6.02 5.80 （22） 13～ 15　2.11 �4,240

14 （ପԁ） ࿙ేঢ় （44） （35） 6.04 5.58 （46） 14～ 15　2.08

15 ԁ ࿙ేঢ় 34 30 6.10 5.90 20

4#���
遺構番号 ਤ൛番号 άリッド ܻ行（N） ྊ間（N） চ面積（N2） 時期 ੾り߹い関係 構଄ 棟ํ޲ ํ位

4#396 15・36 42・43, 4.66 ～（4.80） （1.77）～ 2.15 （9.28） Ⅱ 4#381�1600 ଆ柱 東西棟 /-55°-8

柱穴番号 平面ܗ அ面ܗ ௕ܘ（DN） ୹ܘ（DN） ֬認高（N） ఈ面高（N） ਂさ（DN） 柱穴間ִ（N） ੾り߹い関係 出土遺物 උ考

11 ԁ 6字ঢ় 26 23 6.06 5.66 40 11 ～ 12　2.40

12 ԁ ࿙ేঢ় 28 28 6.04 5.71 33 12 ～ 13　2.28 ᛽

13 ԁ ࿙ేঢ় 38 36 6.04 5.73 31

14 ԁ ࿙ేঢ় 28 27 6.06 5.49 57 14 ～ 11　2.15 �1600 土師࣭土器

15 ԁ 6字ঢ় 58 53 6.08 5.85 23 15 ～ 14　2.66

4#���
遺構番号 ਤ൛番号 άリッド ܻ行（N） ྊ間（N） চ面積（N2） 時期 ੾り߹い関係 構଄ 棟ํ޲ ํ位

4#514 6 36(・36)・37) 3間（7.9） 1間（4.0） 31.6 Ⅱ ଆ柱 ೆ北棟 /-53°-8

柱穴番号 平面ܗ அ面ܗ ௕ܘ（DN） ୹ܘ（DN） ֬認高（N） ఈ面高（N） ਂさ（DN） 柱穴間ִ（N） ੾り߹い関係 出土遺物 උ考

1421 ԁ 半ԁ 29 28 5.79 5.67 12

1430 ํ 6字ঢ় 23 20 5.67 5.45 22 1421 ～ 1430　3.5

1429 ํ 6字ঢ় 23 23 5.67 5.38 29 1430 ～ 1429　2.5

1428 ํ 6字ঢ় 32 29 5.70 5.39 31 1429 ～ 1428　1.9

1435 ํ 6字ঢ় 28 24 5.68 5.43 25 1428 ～ 1435　4.0

1432 ପԁ 6字ঢ় 29 26 5.68 5.43 25 1435 ～ 1432　1.9

1433 ପԁ 6字ঢ় 25 24 5.65 5.38 27 1432 ～ 1433　2.5
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中世ɹ۷ཱபݐ෺ʢ4#ʣ観察表ʢ�ʣ
ຌྫ：（˓）はਪఆ஋、ʤ˓ʥは࢒ଘ஋

中世ɹҪށʢ4&ʣ観察表 ຌྫ：（˓）はਪఆ஋、ʤ˓ʥは࢒ଘ஋

報告番号 平面ਤ அ面ਤ ࣸ真 άリッド 平面ܗ அ面ܗ
௕ܘ

（DN）
୹ܘ

（DN）
ਂさ

（DN）
ఈ面高
（N）

෴土 時期 出土遺物 ੾り߹い関係

250 16 16 43
43,8 ～ 10・
13～ 15・18～
20

ԁܗ 6字ঢ় 449 402 （236） � Ϩϯズঢ় Ⅱ
土師࣭土器2～ 4・चऱ
焼5～ 7・౐石115・ఝ
129・井戸ଆ163～ 170

�4X279、1259

265 16 16 36
42+20・25ɼ
43+16・21

ԁܗ 6字ঢ় 230 226 （128） � Ϩϯズঢ় Ⅱ �4#350、�1271

266 16 16 43・44
43+16・17・21
・22・43,2

（ԁܗ） 6字ঢ় （273） （267） （142） � Ϩϯズঢ় Ⅱ 土師࣭土器8・चऱ焼9
�4#350・4#394・1295、
�4%327

325 17 17 44 43,2・7 ԁܗ ࿙ేঢ় 185 162 （198） � Ϩϯズঢ় Ⅱ 土師࣭土器・चऱ焼
�4#394・1282・1336・
1346、�4,337

383 17 17
41,5・10ɼ
42,1・6

ԁܗ ୆ܗঢ় 254 221 149 4.54 Ϩϯズঢ় Ⅱ

中世ɹ土޵ʢ4,ʣ観察表ʢ�ʣ ຌྫ：（˓）はਪఆ஋、ʤ˓ʥは࢒ଘ஋

報告番号 平面ਤ அ面ਤ ࣸ真 άリッド 平面ܗ அ面ܗ
௕ܘ	

（DN）
୹ܘ	

（DN）
ਂさ

（DN）
ఈ面高	
（N）

෴土 時期 出土遺物 ੾り߹い関係

209 8・17 17 36 43L3・4 ԁܗ ୆ܗঢ় 135 117 26 5.85 Ϩϯズঢ় Ⅱ મ՟130 �1249

211 10 � 36 44,16 ପԁܗ ঢ়ހ 102 83 23 5.82 Ϩϯズঢ় Ⅱ
�4,293・1245　　
�1214

215 10 � 36 44,16 ԁܗ ঢ়ހ 98 81 24 5.84 Ϩϯズঢ় Ⅱ

219 10 � 36 42,25ɼ43L5 ପԁܗ ঢ়ހ 152 107 13 5.97 Ϩϯズঢ় Ⅱ �4X279

221 17 17 36 43,22 ԁܗ ঢ়ހ 101 96 24 5.89 Ϩϯズঢ় Ⅱ మఝ131～ 136

240 10 � 36 43,17・18 ପԁܗ ୆ܗঢ় 110 88 18 5.85
ϒϩッΫঢ়
水平

Ⅱ ന磁10 �4#395

243 10 � 36 43,20・25 （ପԁܗ） ঢ়ހ 112 （55） 24 5.77
ϒϩッΫঢ়
Ϩϯズঢ়

Ⅱ
�1247・1315　　　
�4X279

248 19 19 36 42,25 ௕ํܗ ୆ܗঢ় 100 80 17 5.92 水平 Ⅱ ੨磁11 �4#381

251 10 � 36 42,20 （ପԁܗ） ୆ܗঢ় （80） （42） 21 5.91
ϒϩッΫঢ়
水平

Ⅱ �4%255

257 10 � 36 44,11・12 ପԁܗ ୆ܗঢ় 221 102 32 5.75 Ϩϯズঢ় Ⅱ ੨ന磁12

267 10 � 36 42+24・25ɼ　42,4・5 ପԁܗ ঢ়ހ 190 148 70 5.39 ϒϩッΫঢ় Ⅱ चऱ焼13 �4,322

268 17 17 36
42+25ɼ43+21　42,5ɼ
43,1　

ପԁܗ ୆ܗঢ় 155 127 98 5.02 Ϩϯズঢ় Ⅱ ੉戸・ඒೱ焼14 �4#380

281 10 � 36 42,23・24ɼ42L3 ପԁܗ ୆ܗঢ় 220 ʤ120ʥ 31 5.75 Ϩϯズঢ় Ⅱ �4%255

286 17 17 36 44,17・18・22・23 ପԁܗ ୆ܗঢ় 201 101 53 5.56 ϒϩッΫঢ় Ⅱ

293 17 17 43,15・20ɼ　44,16 （ପԁܗ） ঢ়ހ （200） （106） （35） 5.69 ϒϩッΫঢ় Ⅱ
�4,211・1234・
1245

320 18 18 36 43,12・17 ԁܗ ୆ܗঢ় 150 150 60 5.67 Ϩϯズঢ় Ⅱ మ製品137 �4#395

321 10 � 36 43,1 ପԁܗ ঢ়ހ 121 73 23 5.83
ϒϩッΫঢ়
Ϩϯズঢ়

Ⅱ �1335

322 17 17 36 42,4・5 ପԁܗ ୆ܗঢ় 99 77 26 5.80 Ϩϯズঢ় Ⅱ �4,267・1338

326 18 18 36 42,22・23 （ԁܗ） 箱ঢ় （105） （98） （33） 5.80 Ϩϯズঢ় Ⅱ �4%255

337 10 � 36 43,2・3・7・8・ ପԁܗ ঢ়ހ 133 100 20 5.80 Ϩϯズঢ় Ⅱ
�4E325・4#394　
1336

339 18 18 41*13・14・18 ԁܗ ঢ়ހ 97 87 12 5.85 Ϩϯズঢ়
Ⅱ～
ᶙ

384 10 � 36 44)11・12 ପԁܗ 半ԁঢ় 169 111 46 5.45 Ϩϯズঢ় Ⅱ

386 18 18 36・44 42+13・14・18～ 20 ପԁܗ ୆ܗঢ় 298 156 54 5.86 Ϩϯズঢ় Ⅱ

387 18 18 36 42+22ɼ　42,2・3 ԁܗ ୆ܗঢ় 182 175 56 5.71 水平 Ⅱ �1392

388 18 18 36 42,2・6・7 ԁܗ ୆ܗঢ় 100 92 24 5.79 Ϩϯズঢ় Ⅱ

393 10 � 36 42,19・20・24・25 ପԁܗ ঢ়ހ 100 78 16 5.94 Ϩϯズঢ় Ⅱ
�1308
�1353

4#���
遺構番号 ਤ൛番号 άリッド ܻ行（N） ྊ間（N） চ面積（N2） 時期 ੾り߹い関係 構଄ 棟ํ޲ ํ位

4#515 4・43 35+・36+・36, 2間（6.5） 1間（4.0 ～ 3.2） 31.3 Ⅱ ଆ柱 東西棟 /-37°-E

柱穴番号 平面ܗ அ面ܗ ௕ܘ（DN） ୹ܘ（DN） ֬認高（N） ఈ面高（N） ਂさ（DN） 柱穴間ִ（N） ੾り߹い関係 出土遺物 උ考

1404 ԁ 6字ঢ় 28 23 5.75 5.52 23

1406 ପԁ 6字ঢ় 48 35 5.77 5.47 30 1404 ～ 1406　4.0

1408 ԁ 半ԁ 28 27 5.77 5.52 25 1406 ～ 1408　2.5

1458 ԁ 6字ঢ় 27 27 5.81 5.62 19 りׂͪࡋ

1459 ํ 6字ঢ় 30 30 5.80 5.59 21 1458 ～ 1459　3.6

1460 ପԁ 6字ঢ় 34 19 5.70 5.40 30 1459 ～ 1460　2.9

1467 ԁ 半ԁ 32 29 5.73 5.60 13 1460 ～ 1467　1.2

1475 ԁ 6字ঢ় 26 22 5.69 5.47 22 1467 ～ 1475　3.5

1457 ԁ 6字ঢ় 33 32 5.70 5.48 22 1475 ～ 1457　3.0

4#���
遺構番号 ਤ൛番号 άリッド ܻ行（N） ྊ間（N） চ面積（N2） 時期 ੾り߹い関係 構଄ 棟ํ޲ ํ位

4#516 15 39*・40* 3間（8.5） 1間（4.2 ～ 3.7） 42.3 Ⅱ �1498 ଆ柱 ೆ北棟 /-41°-E

柱穴番号 平面ܗ அ面ܗ ௕ܘ（DN） ୹ܘ（DN） ֬認高（N） ఈ面高（N） ਂさ（DN） 柱穴間ִ（N） ੾り߹い関係 出土遺物 උ考

1488 ପԁ 半ԁ 32 26 5.69 5.51 18

1489 ପԁ 半ԁ 36 29 5.74 5.58 16 1488 ～ 1489　2.6

1490 ԁ 6字ঢ় 33 30 5.73 5.56 17 1489 ～ 1490　2.5

1491 ԁ 半ԁ 21 21 5.57 5.42 15 1490 ～ 1491　2.9

1492 ପԁ 6字ঢ় 26 24 5.78 5.53 25 1491 ～ 1492　4.2

1493 ԁ 6字ঢ় 26 25 5.77 5.52 25 1492 ～ 1493　2.8

1494 ପԁ 半ԁ 32 30 5.72 5.53 19 1493 ～ 1494　2.4

1487 ପԁ 半ԁ 23 21 5.70 5.56 14 1494 ～ 1487　2.5

1500 ପԁ 半ԁ 27 23 5.69 5.56 13

1495 ପԁ 半ԁ 30 28 5.78 5.61 17 1500 ～ 1495　3.4

1497 ପԁ 半ԁ 24 18 5.72 5.60 12 1495 ～ 1497　2.4 �1498

1499 ପԁ 6字ঢ় 22 21 5.70 5.51 19 1497 ～ 1499　2.7
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報告番号 平面ਤ அ面ਤ ࣸ真 άリッド 平面ܗ அ面ܗ
௕ܘ

（DN）
୹ܘ

（DN）
ਂさ

（DN）
ఈ面高
（N）

෴土 時期 出土遺物 ੾り߹い関係

250 16 16 43
43,8 ～ 10・
13～ 15・18～
20

ԁܗ 6字ঢ় 449 402 （236） � Ϩϯズঢ় Ⅱ
土師࣭土器2～ 4・चऱ
焼5～ 7・౐石115・ఝ
129・井戸ଆ163～ 170

�4X279、1259

265 16 16 36
42+20・25ɼ
43+16・21

ԁܗ 6字ঢ় 230 226 （128） � Ϩϯズঢ় Ⅱ �4#350、�1271

266 16 16 43・44
43+16・17・21
・22・43,2

（ԁܗ） 6字ঢ় （273） （267） （142） � Ϩϯズঢ় Ⅱ 土師࣭土器8・चऱ焼9
�4#350・4#394・1295、
�4%327

325 17 17 44 43,2・7 ԁܗ ࿙ేঢ় 185 162 （198） � Ϩϯズঢ় Ⅱ 土師࣭土器・चऱ焼
�4#394・1282・1336・
1346、�4,337

383 17 17
41,5・10ɼ
42,1・6

ԁܗ ୆ܗঢ় 254 221 149 4.54 Ϩϯズঢ় Ⅱ

報告番号 平面ਤ அ面ਤ ࣸ真 άリッド 平面ܗ அ面ܗ
௕さ	
（N）

෯
（DN）

ਂさ
（DN）

෴土 ํ֯ 時期 出土遺物 ੾り߹い関係

723 22 22 47 40*・41+
ঢ়ހ

（一෦͘ͼれ）
ঢ়ހ 5.95 109 ～ 188 8 ୯層 /43°E 上層 土師器࿶191・ᙈ192

751 22 22 47 40*14・15 ௚ઢ ঢ়ހ 3.22 83 ～ 100 21 ୯層 /74°E 下層 �4,752

760 25 25 � 44)16 ௚ઢ ঢ়ހ 2.60 85 ～ 97 17 ୯層 /57°8 下層

821 25 25 47 45(5 ௚ઢ 箱ঢ় ʤ1.18ʥ 23 8 ୯層 /90°E 下層 �1820

古代ɹߔʢ4%ʣ観察表

古代ɹ୦݀ݐ෺ʢ4*ʣ観察表

ຌྫ：（˓）はਪఆ஋、ʤ˓ʥは࢒ଘ஋

ຌྫ：（˓）はਪఆ஋、ʤ˓ʥは࢒ଘ஋

報告番号 平面ਤ அ面ਤ ࣸ真 άリッド 平面ܗ அ面ܗ
௕ܘ

（DN）
୹ܘ

（DN）
ਂさ

（DN）
ఈ面高
（N）

෴土 時期 出土遺物 ੾り߹い関係

734 22 22 48 40+5 ܗํ 箱ঢ় 253 227 17 5.39 水平 下層

778 25 25 48 46)5・10 ܗํ 箱ঢ় ʤ112ʥ 263 14 5.47 水平 下層 須恵器ഋ172・173

803 25 25 47(16 ܗํ 箱ঢ় ʤ103ʥ 275 8 5.44 ୯層 下層 �4,804・1810

報告番号 平面ਤ அ面ਤ ࣸ真 άリッド 平面ܗ அ面ܗ
௕ܘ	

（DN）
୹ܘ	

（DN）
ਂさ

（DN）
ఈ面高	
（N）

෴土 時期 出土遺物 ੾り߹い関係

410 7 7
38・45
・46

38(21 ௕ํܗ 箱ঢ় 104 74 29 5.66 水平 ᶚ 焼骨 �4,440

411 9 9 46 38)14 ௕ํܗ ঢ়ހ 103 74 13 5.89 ୯層 ᶚ ᛽

412 9 9 39 38)19 ԁܗ ঢ়ހ 45 43 7 5.96 ୯層 ᶚ

413 9 9 39 38)4 ԁܗ 半ԁܗ 83 73 29 5.55 Ϩϯズঢ় Ⅱ

415 7 7 38・45 38F24 ௕ํܗ 箱ঢ় 108 89 49 5.47 水平 ᶚ 焼骨

416 9 9 38 39(5 ପԁܗ 半ԁܗ 59 45 16 5.91 Ϩϯズঢ় ᶚ 焼骨（ଟྔ）

422 9 9 � 40(6 ପԁܗ 半ԁܗ 82 73 21 5.70 水平か Ⅱ

440 7 7 46 38(21 ௕ํܗ 箱ঢ় 109 （76） 21 5.72 水平 ᶚ 焼骨 �4,410

441 4 4 � 36*21・22 ԁܗ ঢ়ހ 90 85 13 5.84 ୯層 ᶚ �1442

443 18 18 � 40,25 ԁܗ 半ԁܗ （72） 95 37 5.56 Ϩϯズঢ় Ⅱ �4%401

444 18 18 � 40,24 ԁܗ 6字ঢ় 85 68 64 5.20 Ϩϯズঢ় Ⅱ

447 7 7 � 39)23・24 ௕ํܗ ঢ়ހ （98） （60） 20 5.94 ୯層 ᶚ

485 4 4 44・45 37+9・14 ௕ํܗ ୆ܗ 275 127 36 5.40 Ϩϯズঢ় Ⅱ
चऱ焼・土師࣭土
器・᛽

486 4 4 � 35,1・2・6・7 ପԁܗ ঢ়ހ （139） 34 47 5.79 Ϩϯズঢ় ᶙ
土師࣭土器・౛子
138

607 10 � � 40,25 ପԁܗ 箱ঢ় 43 （42） 14 5.64 ୯層 Ⅱ

613 10 � � 40*23 ԁܗ 箱ঢ় 53 51 15 5.59 水平 Ⅱ

615 18 18 � 41*21・22 ପԁܗ ୆ܗঢ় 83 64 40 5.88 ୯層 Ⅱ �4,616

616 18 18 45 41*21・22 ௕ํܗ 箱ঢ় 140 73 8 5.38 Ϩϯズঢ় Ⅱ �4,615

618 19 19 45 41*16・21 ௕ํܗ 箱ঢ় 132 70 15 5.75 水平 Ⅱ

619 19 19 � 42+6・7 ପԁܗ ঢ়ހ 129 99 35 5.67 Ϩϯズঢ় Ⅱ

620 19 19 � 40*30 ପԁܗ ঢ়ހ 99 71 25 5.41 Ϩϯズঢ় Ⅱ

624 19 19 � 41+4・5 ௕ํܗ ୆ܗঢ় 133 92 5 5.73 ୯層 Ⅱ

625 19 19 � 40+13・18 ܗํ ঢ়ހ （115） 119 9 5.54 ୯層 Ⅱ

628 9 9 45 44) ௕ํܗ 箱ঢ় 169 79 22 5.52 Ϩϯズঢ় Ⅱ

630 5 � � 41)21 ପԁܗ ঢ়ހ 43 35 7 5.63 ୯層 Ⅱ

638 9 9 � 41(22 ପԁܗ ঢ়ހ 123 96 14 5.56 ୯層 Ⅱ

642 8 � � 42(6 ପԁܗ ঢ়ހ 76 54 8 5.62 ୯層 Ⅱ

648 19 19 � 40*9 ପԁܗ ঢ়ހ 90 51 12 5.74 水平 Ⅱ

649 9 9 � 42(5・42F25 ପԁܗ ঢ়ހ 143 91 11 5.48 ୯層 Ⅱ

650 19 19 � 40*9 ପԁܗ 箱ঢ় 80 53 18 5.48 ୯層 Ⅱ

651 19 19 � 40,13 ԁܗ ঢ়ހ （93） 87 12 5.78 ୯層 Ⅱ �4X331、�4%330

652 9 9 45 45*17・18 ԁܗ ঢ়ހ 85 79 14 5.52 Ϩϯズঢ় ᶚ 

中世ɹ土޵ʢ4,ʣ観察表ʢ�ʣ

中世ɹੑ֨ෆ໌Ҩߏʢ49ʣ観察表 ຌྫ：（˓）はਪఆ஋、ʤ˓ʥは࢒ଘ஋

ຌྫ：（˓）はਪఆ஋、ʤ˓ʥは࢒ଘ஋

報告番号 平面ਤ அ面ਤ ࣸ真 άリッド 平面ܗ அ面ܗ
௕ܘ	

（DN）
୹ܘ	

（DN）
ਂさ

（DN）
ఈ面高	
（N）

෴土 時期 出土遺物 ੾り߹い関係

200 19 19 46 44,1・2・6・7 ପԁܗ ঢ়ހ 88 70 13 5.96 Ϩϯズঢ় ᶚ 焼骨 �4#260、1201

279 11 11 36
43,19・20・24・25ɼ
44,21ɼ43L4・5ɼ
44L1

ܗํ ୆ܗঢ় （452） （345） （10） 5.85 Ϩϯズঢ় Ⅱ

�4E250・4,219・243、
4#300、1225・230・
247・258・263・264・270・
278・315・391

319 19 19 46 41+3・4 ପԁܗ ঢ়ހ 125 63 10 6.12 Ϩϯズঢ় ᶚ 焼骨

331 19 19 46 40,8・13 ପԁܗ ঢ়ހ 124 69 14 6.04 Ϩϯズঢ় ᶚ 焼骨 �4,651、4%330

647 9 9 � 42(2・3・7・8 ପԁܗ ୆ܗঢ় 252 （130） 14 5.45 ୯層 Ⅱ

中世ɹϐοτʢ1ʣ観察表 ຌྫ：（˓）はਪఆ஋、ʤ˓ʥは࢒ଘ஋

報告番号 平面ਤ அ面ਤ ࣸ真 άリッド 平面ܗ அ面ܗ
௕ܘ	

（DN）
୹ܘ	

（DN）
ਂさ

（DN）
ఈ面高	
（N）

෴土 時期 出土遺物 ੾り߹い関係

342 19 19 38 43+8 ԁܗ 6字ঢ় 28 24 32 5.52 水平 Ⅱ चऱ焼15・16・ᙁ器ܥ陶器17

427 � � � 35,8 ԁܗ � 23 22 20 5.72 � Ⅱ 土師࣭土器18

468 4 4 � 36*21 ԁܗ ঢ়ހ 31 29 10 5.78 Ϩϯズঢ় Ⅱ ᛽
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古代ɹ土޵ʢ4,ʣ観察表 ຌྫ：（˓）はਪఆ஋、ʤ˓ʥは࢒ଘ஋

古代ɹম土ൣғʢ4(ʣ観察表

古代ɹੑ֨ෆ໌Ҩߏʢ49ʣ観察表

古代ɹϐοτʢ1ʣ観察表

ຌྫ：（˓）はਪఆ஋、ʤ˓ʥは࢒ଘ஋

ຌྫ：（˓）はਪఆ஋、ʤ˓ʥは࢒ଘ஋

ຌྫ：（˓）はਪఆ஋、ʤ˓ʥは࢒ଘ஋

報告番号 平面ਤ அ面ਤ ࣸ真 άリッド 平面ܗ அ面ܗ
௕ܘ	

（DN）
୹ܘ	

（DN）
ਂさ

（DN）
ఈ面高	
（N）

෴土 時期 出土遺物 ੾り߹い関係

700 22 22 � 41+19・20 ପԁܗ ঢ়ހ 276 221 20 5.29 ୯層 下層

702 22 22 � 41,21 不੔ܗ ঢ়ހ ʤ96ʥ 105 29 5.20 ୯層 下層 �1722

703 22 22 � 42,22 ௕ํܗ ঢ়ހ ʤ250ʥ 168 14 5.43 ୯層 下層

707 22 22 � 40+20 不੔ܗ ঢ়ހ （170） 112 8 5.43 ୯層 下層 �1706

710 22 22 � 40*19・20・25 不੔ܗ 箱ঢ় 160 123 13 5.47 Ϩϯズঢ় 上層 須恵器ഋ174

711 22 22 � 40,3・4 ପԁܗ ঢ়ހ 155 ʤ65ʥ 9 5.40 ୯層 下層 �1713・1714

715 22 22 � 41,2110・15 ପԁܗ 箱ঢ় 119 87 12 5.35 ୯層 下層

717 23 23 � 41*19・24 ପԁܗ 箱ঢ় 110 90 28 5.33 水平 上層 土師器ࠇ৭土器193

718 23 23 � 41,2・3・7・8 不੔ܗ ঢ়ހ 148 146 27 5.22 Ϩϯズঢ় 下層

735 25 25 � 45+1・44*25 ପԁܗ ୆ܗঢ় 226 198 19 5.49 水平 上層 土師器ᙈ

740 27 27 � 45*5 ପԁܗ ঢ়ހ 78 61 14 5.52 ୯層 上層 土師器ᙈ

741 27 27 � 45*53・4 ପԁܗ ঢ়ހ 76 61 11 5.61 ୯層 上層 土師器ᙈ �4,757

742 23 23 47・48 41*16 ԁܗ 箱ঢ় 85 73 28 5.19 Ϩϯズঢ় 下層
須恵器ഋ175～ 174　௕ᰍළ
180、土師器࿶178ᙈ179

745 25 25 � 45*12 ପԁܗ （ঢ়ހ） （127） （74） 17 5.60 （Ϩϯズঢ়） 上層
�1750　　　　
�4,774　　　　
　　　　

746 25 25 � 45*13 （ପԁܗ） ঢ়ހ 172 ʤ55ʥ 38 5.32 ୯層 上層

747 27 27 � 45*4 ପԁܗ ֊ஈঢ় 116 90 23 5.47 水平 下層 土師器ᙈ181

748 27 27 � 45*9 ପԁܗ 箱ঢ় 50 35 12 5.56 ୯層 下層

749 23 23 � 40*4・9 ପԁܗ 箱ঢ় 112 ʤ65ʥ 10 5.40 ୯層 下層

752 23 23 � 40*15 ԁܗ ୆ܗঢ় 100 92 42 5.03 ୯層 下層 �4%751

757 27 27 � 45*3・4 ԁܗ ঢ়ހ 68 65 14 5.57 水平 下層 土師器ᙈ182 �4,741

761 27 27 � 45+6・7 （ԁܗ） ঢ়ހ 172 ʤ121ʥ 34 5.24 水平 下層

763 23 23 � 41)22 （௕ํܗ） ঢ়ހ （74） 61 15 5.49 Ϩϯズঢ় 上層

766 27 27 � 41*16・11 ପԁܗ ୆ܗঢ় 65 44 8 5.42 ୯層 下層

767 27 27 � 46(12 （ԁܗ） 箱ঢ় 100 ʤ43ʥ 7 5.43 ୯層 下層

769 27 27 � 46(14 （ପԁܗ） ঢ়ހ ʤ90ʥ 84 9 5.65 ୯層 下層 土師器ᙈ183

770 27 27 � 46(19 ପԁܗ ୆ܗঢ় 91 41 24 5.32 水平 下層 �4(764

774 26 26 47・48
45*13・14・18
・19

ପԁܗ 箱ঢ় 293 221 53 4.99 水平 下層
須恵器ഋ184・185、土師器ᙈ
186・187・鎌188

�4,745

781 27 27 � 46(13・18 ପԁܗ 箱ঢ় 74 52 8 5.48 ୯層 下層

799 25 25 � 46(25 ପԁܗ ঢ়ހ 64 44 9 5.42 ୯層 下層

804 27 27 � 47(16 ԁܗ 箱ঢ় 173 158 18 5.36 水平 下層 �4*803

805 27 27 � 47(1 （ପԁܗ） ঢ়ހ ʤ63ʥ 72 16 5.29 Ϩϯズঢ় 下層

811 27 27 � 44(21 ପԁܗ ঢ়ހ 73 45 19 5.30 ୯層 下層

報告番号 平面ਤ அ面ਤ ࣸ真 άリッド 平面ܗ அ面ܗ ௕ܘ（DN） ୹ܘ（DN） ਂさ（DN） ఈ面高（N） ෴土 時期 出土遺物 ੾り߹い関係

764 27 27 � 46(19 ԁܗ ঢ়ހ 49 44 8 5.66 ୯層 上層 �4,770

報告番号 平面ਤ அ面ਤ ࣸ真 άリッド 平面ܗ அ面ܗ ௕ܘ（DN） ୹ܘ（DN） ਂさ（DN） ఈ面高（N） ෴土 時期 出土遺物 ੾り߹い関係

765 24 � � 43*15 ପԁܗ ୆ܗঢ় 194 131 18 5.30 ୯層 下層

報告	
番号

平面ਤ அ面ਤ ࣸ真 άリッド 平面ܗ அ面ܗ ௕ܘ（DN） ୹ܘ（DN） ਂさ（DN） ఈ面高（N） ෴土 時期 出土遺物 ੾り߹い関係

705 23 23 � 40,25 ԁܗ 6字ঢ় 28 24 16 5.46 ୯層 下層

708 23 23 � 41,6 ԁܗ 6字ঢ় 27 26 14 5.43 ୯層 下層

726 23 23 � 40*8 ԁܗ 6字ঢ় （22） 21 34 5.22 ୯層 下層

756 � � 48 45)19 ԁܗ 6字ঢ় 42 39 � � � 下層

771 � � � 46(19・20 ԁܗ 6字ঢ় 29 28 25 5.33 柱ࠟ 下層 土師器ᙈ190
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中世の土器・陶磁器観察表

報告
番号

分ྨ άリッド 遺構
層位

法ྔ（NN） ৭調	
上ஈ：֎面
下ஈ：内面

ࠞೖ物 成ܗ・調੔ ෇ண物 උ考
種ྨ 器種 大 খ 種別 番号 ܘޱ 器高 ఈܘ

1 चऱ焼 ᙈ 44, 1 4#
260-
117

柱ࠟ � � �
փ
փ

௕、骨
֎：平行λλΩ
内：౰て۩

� ᶙ期

2 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 43, � 4E 250 1 � � 7.8
փ׊
׊ࠇ

石
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

スス・
୸化物

ϩΫϩのճసํ޲はӈ。

3 土師࣭土器
খࡼ	
（3)種）

43, � 4E 250 7 8.2 6.2 2.0
にͿいԫᒵ
にͿいԫᒵ

石
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� �

4 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 43, � 4E 250
掘ܗ෴
土

11.0 3.1 6.6
ઙԫᒵ
ઙԫᒵ

খ᛽
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� �

5 चऱ焼 片ുޱ 43, � 4E 250
掘ܗ෴
土

� � �
փ
փ

௕
ϩΫϩ成ܗ	

� ᶚ期

6 चऱ焼 片ുޱ 43, � 4E 250
本ମ෴
土

� � �
にͿいԫᒵ
׊҉

骨
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：੩ࢳࢭ੾り
内：Էし目（10条以上）

スス
（内面）

�

7 चऱ焼 ᆵ 43, � 4E 250 7 � � �
փ
փ

௕
ϩΫϩ成ܗ	

� Ⅱ～ᶙ期

8 土師࣭土器
খࡼ	
（3)種）

43+ � 4E 266 7 7.4 6.0 1.4
ઙԫᒵ
ઙԫᒵ

ന
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� ϩΫϩのճసํ޲はӈ。

9 चऱ焼 ᙈ 43+ � 4E 266 1 � � �
փ
փ

௕
֎：平行λλΩ
内：φσ

� ᶙ期

10 ന磁 ߹子֖ 43, � 4, 240 1 � � �
փന
փന

ࠞೖ物がগな
͘ਫ਼ྑな଻土。

ϩΫϩ成ܗ	
�

スλϯϓ。13世紀後半 ڕ
～ 14世紀前半

11 ੨磁 ࿶ 42, 25 4, 248 2 17.8 � �
փΦリーϒ
փΦリーϒ

ࠞೖ物がগな
͘ਫ਼ྑな଻土。

ϩΫϩ成ܗ	
� ᭩࿇ห文。

12 ੨ന磁 খᆵ 44, 11ŋ12 4, 257 1 � � �
明྘փ
փന

ࠞೖ物がগな
͘ਫ਼ྑな଻土。

ϩΫϩ成ܗ	
�

૲Ֆ文。13世紀後半～ 14
世紀前半

13 चऱ焼 片ുޱ 42+ŋ, � 4, 267 1ŋ4 � � �
փ
փ

௕、骨
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：੩ࢳࢭ੾り
内：Էし目（10条以上）

� ᶚ期

14
੉戸・ඒೱ
焼

Էしࡼ
42ŋ
43+ŋ,

� 4, 268 1 14.0 3.4 10.0
փന
փന

ࠞೖ物がগな
͘ਫ਼ྑな଻土。

ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసࢳ੾り

�
内֎ബいփᬵ。古੉戸前ᶚ
期

15 चऱ焼 ᙈ 43+ 8 1 342 1 � � �
փ
փ

௕、骨
֎：平行λλΩ
内：౰て۩

� ᶙ期

16 चऱ焼 ᙈ 43+ 8 1 342 1 � � 15.6
փ
փ

௕、骨
֎：λλΩ
内：φσ
ఈ：࠭ఈ

� �

17 ᙁ器ܥ陶器 ᙈ 43+ 8 1 342 1 74.6 � �
҉੺׊
にͿい੺׊

石、௕
֎：Ϥコφσ・ϔϥέズリ
内：Ϥコφσ・ࢦ಄ࠟ

� 。෦にԡ印ݞ

18 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 38, 8 1 427 1 � � 7.8
փന	
փന

௕、੺、᛽
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� ϩΫϩのճసํ޲はӈ。

19 चऱ焼 片ുޱ 41, 17 4% 255 2 � � �
փ
փ

骨
ϩΫϩ成ܗ	
内：Էし目（9条）

� ᶚ期

20 चऱ焼 片ുޱ 40, 10 4% 255 ෴土 � � �
փ
փ

௕、骨 ϩΫϩ成ܗ � ᶚ期

21 चऱ焼 片ുޱ 40, 10 4% 255 ෴土 � � 11.4
փ
փ

骨
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：੩ࢳࢭ੾り
内：Էし目（14条）

� ᶚ期

22 ᙁ器ܥ陶器 ᙈ � � 4% 255 ෴土 � � �
にͿい׊
にͿい׊

௕、᛽ Ϥコφσ � �

23 ஡࿶ࢁ খ࿶（খࡼ） 36* 25 4% 330 5 7.4 1.4 4.6
փന	
փന

ࠞೖ物がඇৗ
にগな͘、଻
土はਫ਼ྑ

ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసࢳ੾り・൘ঢ়ѹࠟ

�
଻土にࡉかな石ӳが目立
ͭ。	
ϩΫϩのճసํ޲はӈ。

24 土師࣭土器
খࡼ
（3)種）

41, 22 4% 330 5 7.2 1.4 6.6
ઙԫᒵ
ઙԫᒵ

石、੺
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� �

25 土師࣭土器
খࡼ
（3)種）

40, 9 4% 330 7 6.6
ઙԫ
ઙԫ

௕、࠭
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� ϩΫϩのճసํ޲はӈ。

26 土師࣭土器
খࡼ
（3)種）

41, 11 4% 330 6 7.0 1.4 5.6
ઙԫᒵ
ઙԫᒵ

࠭
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

λーϧ �

27 土師࣭土器
খࡼ

（3)種）
36, 7 4% 330 4 7.3 1.3 6.2

փԫ׊	
փԫ׊

௕
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り・൘ঢ়ѹࠟ	
内：φσ調੔

スス ϩΫϩのճసํ޲はӈ。

28 土師࣭土器
খࡼ	
（3)種）

36, 7 4% 330 4 7.8 1.0 6.8
ઙԫᒵ	
ઙԫᒵ

௕、Ӣ、੺、
ࠇ

ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� ϩΫϩのճసํ法はӈ。

29 土師࣭土器
খࡼ	
（3)種）

36+ 23 4% 330 6 7.2 1.5 6.0
փന	
փന

௕、੺
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� ϩΫϩのճసํ޲はӈ。

30 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 41, 24 4% 330 8 11.6 3.0 8.0
にͿいᒵ৭
にͿいᒵ৭

࠭
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� �

31 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 36, 3 4% 330 4 11.9 3.5 7.9
にͿいԫᒵ	
にͿいԫᒵ

௕、੺
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసࢳ੾り・൘ঢ়ѹࠟ

λーϧ
ϩΫϩのճసํ޲はӈ。	
౮明ࡼとして࢖用。

32 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 36+ 18 4% 330 4 11.6 3.5 7.0
փ׊	
׊ࠇ

௕、֯、Ӣ、
੺

ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసࢳ੾り・൘ঢ়ѹࠟ

λーϧ
ϩΫϩのճసํ޲はӈ。	
౮明ࡼとして࢖用。

33 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 37* 8 4% 330 4 12.4 2.8 9.2
փന	
փന

௕、੺
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� �

34 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 36, 7 4% 330 4 12.2 2.8 9.0
にͿいᒵ	
にͿいᒵ

石、௕、Ӣ、
੺

ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� �

35 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 36, 8 4% 330 4 11.8 3.5 8.4
にͿいԫᒵ	
にͿいԫᒵ

௕、Ӣ、੺
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� ϩΫϩのճసํ޲はࠨ。

36 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 36+ 9 4% 330 4 11.4 3.1 8.0
にͿいᒵ	
にͿいԫᒵ

௕、Ӣ、੺
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� ౮明ࡼとして࢖用。

37 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 36+

10

4% 330

3層下

12.4 3.5 8.7
にͿいԫᒵ	
փന

石、௕、੺
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

スス
ϩΫϩのճసํ޲はӈ。	
౮明ࡼとして࢖用か。

9・14 4

9 9

38 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 42L 1 4% 330 8 12.3 3.9 8.4
ઙԫ
ઙԫ

᛽
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� �

39 土師࣭土器
	ࡼ
（3)種か）

37* 21 4% 330 7 13.0 3.6 8.4
にͿいԫᒵ	
にͿいԫᒵ

௕、Ӣ、᛽
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾りか

� ϩΫϩのճసํ޲はӈ。

40 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 36+ 18 4% 330 2層下 12.4 3.0 8.6
փന	
փന

௕、੺
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� �

41 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 36+ 18 4% 330 4 12.0 3.4 7.8
փԫ׊	
փԫ׊

௕、੺
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

λーϧ ౮明ࡼとして࢖用。

ຌྫ：෦位は以下のよ͏にද記͢Δ。ޱ��ԑ෦、ఈޱఈ෦、内�内面、֎�֎面。
଻土：石�石ӳ、௕�௕石、֯�֯ર石、Ӣ�Ӣ฼、骨�ւ໖骨਑、ന�ന৭ཻ子、੺�੺৭ཻ子、ࠇ��৭ཻ子、᛽ࠇ࠭᛽、࠭�ཻ࠭
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報告
番号

分ྨ άリッド 遺構
層位

法ྔ（NN） ৭調	
上ஈ：֎面
下ஈ：内面

ࠞೖ物 成ܗ・調੔ ෇ண物 උ考
種ྨ 器種 大 খ 種別 番号 ܘޱ 器高 ఈܘ

42 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 40, 14 4% 330 4 14.0 3.3 10.0
ઙԫᒵ	
ઙԫᒵ

௕、Ӣ
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� �

43 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 36+ 14 4% 330 7 11.8 3.1 8.6
明׊փ	
にͿいԫᒵ

石、௕、Ӣ、
੺

ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� �

44 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 36+ 19 4% 330 2 12.2 3.7 8.2
にͿいԫᒵ	
にͿいԫᒵ

௕、੺
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� �

45 土師࣭土器 （種(3）ࡼ
36+ 9・14

4% 330
4

12.3 3.0 8.6
փന	
փന

௕、Ӣ
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

λーϧ
ϩΫϩのճసํ޲はӈ。	
౮明ࡼとして࢖用。36+ 14 7

46 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 36+ 23 4% 330 7 � � 9.1
ઙԫᒵ	
ઙԫᒵ

௕、Ӣ、੺、
᛽

ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

λーϧ	
スス

౮明ࡼとして࢖用。	
ϩΫϩのճసํ޲はӈか。

47 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 37* 1 4% 330 7 � � 8.9
փԫ׊	
にͿいԫᒵ

௕、Ӣ、੺
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

スス ౮明ࡼとして࢖用。

48 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 41, 22 4% 330 7 11.8 3.6 6.2
փന	
փന

Ӣ、᛽
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� ϩΫϩのճసํ޲はӈ。

49 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 36+

14

4% 330

3

12.0 2.8 8.1
ઙԫᒵ	
ઙԫᒵ

௕、੺
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

スス
ϩΫϩのճసํ޲はӈ。	
౮明ࡼとして࢖用。

9 4

14 7

50 土師࣭土器 （種(3）ࡼ
36* 20

4% 330 4 13.0 2.8 8.0
փԫ׊	
փԫ׊

石、௕、੺
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

λーϧ �
37* 21

51 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 36+ 38 4% 330 4 12.5 2.8 7.6
ઙԫᒵ	
ઙԫᒵ

௕、Ӣ、੺、
ࠇ

ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� ϩΫϩのճసํ޲はࠨ。

52 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 37* 8 4% 330 4 11.8 3.2 7.8
にͿいԫᒵ	
փന

௕、੺
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

スス
ϩΫϩのճసํ޲はӈ。	
౮明ࡼとして࢖用。

53 土師࣭土器
	ࡼ
（3)種か）

36+ 18 4% 330 4 13.0 3.0 8.2
փԫ׊	
にͿいԫᒵ

௕、੺
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾りか

スス ౮明ࡼとして࢖用か。

54 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 37* 21 4% 330 6 12.2 3.1 6.2
ઙԫᒵ	
փന

௕
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

λーϧ ౮明ࡼとして࢖用。

55 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 36, 2 4% 330 4 11.8 3.1 7.6
փԫ׊	
փԫ׊

௕、֯、੺
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

λーϧ ౮明ࡼとして࢖用。

56 土師࣭土器
	ࡼ
（3)種か）

36* 14 4% 330 7 12.2 3.4 6.4
փന	
փന

௕、੺
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾りか

� �

57 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 36+ 18 4% 330 4 12.2 2.6 7.8
ઙԫᒵ	
ઙԫᒵ

௕
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� �

58 土師࣭土器
	ࡼ
（3)種）

36+ 14 4% 330 4 13.4 3.8 8.2
明׊փ	
にͿいԫᒵ

௕、Ӣ、੺
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

λーϧ ౮明ࡼとして࢖用。

59 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 36, 2 4% 330 4 11.2 3.2 6.0
փന	
փന

௕、੺
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

�

60 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 36+ 18 4% 330 4 11.6 2.8 8.0
ઙԫᒵ	
փ׊

石、௕、Ӣ、
੺

ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

スス ౮明ࡼとして࢖用。

61 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 41, 22 4% 330 7 12.0 2.9 7.6
にͿいᒵ
にͿいᒵ

᛽
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� �

62 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 37* 12 4% 330 6 11.8 2.9 8.0
ઙԫᒵ	
ઙԫᒵ

石、௕、Ӣ、
੺

ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� ϩΫϩのճసํ޲はࠨか。

63 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 36, 2 4% 330 1 12.0 3.0 8.4
փന	
փന

௕、੺
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� ϩΫϩのճసํ޲はࠨか。

64 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 35, 6 4% 330 7 � � 7.7
明׊փ	
明׊փ

௕、Ӣ、੺、
᛽

ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

スス
ϩΫϩのճసํ޲はӈ。	
౮明ࡼとして࢖用。

65 土師࣭土器 （種(3）ࡼ
36, 2・7 4% 330 4

� � 7.6
փന	
ઙԫᒵ

௕、੺
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

λーϧ
ϩΫϩのճసํ޲はࠨ。	
౮明ࡼとして࢖用。38, 4 � � Ⅱ

66 土師࣭土器 （3種）ࡼ 40, 15 4% 330 6 11.0 3.5 7.4
ԫᒵ
ԫᒵ

石、骨
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసࢳ੾り・൘ঢ়ѹࠟ

� ϩΫϩのճసํ޲はӈ。

67
੉戸・ඒೱ
焼

平࿶ 40, 8 4% 330 6 � � 3.2
྘փ
྘փ

ࠞೖ物がগな
͘ਫ਼ྑな଻土。

ϩΫϩ成ܗ	
スス

内・֎面փᬵ。古੉戸中ᶚ
期

68 ੨ന磁 കළ 37* 8 4% 330 7 � � �
明྘փ	
փന

ࠞೖ物がগな
͘ਫ਼ྑな଻土。

ϩΫϩ成ܗ	
Ֆ౜૲文ࠁ：֎

� �

69 चऱ焼 片ുޱ 41, 23 4% 330 7 � � �
փ
փ

௕、骨
ϩΫϩ成ܗ	
内：Էし目（13条以上）

� Ⅱ期຤

70 चऱ焼 片ുޱ � � 4% 330 ෴土 � � �
փ
փ

௕
ϩΫϩ成ܗ	

� ᶙ期຤

71 चऱ焼 片ുޱ 41L 5 4% 330 5 � � �
փ
փ

௕、骨
ϩΫϩ成ܗ	

� ᶚ期

72 चऱ焼 片ുޱ 41L 25 4% 330 8 � � �
փ
փ

௕、骨
ϩΫϩ成ܗ	

� ᶚ期

73 चऱ焼 片ുޱ 39+ � 4% 330 ෴土 � � �
փ
փ

௕
ϩΫϩ成ܗ	
内：Էし目（8条以上）

� ᶚ期

74 चऱ焼 片ുޱ 41L 5 4% 330 6 � � �
փ
փ

௕、骨
ϩΫϩ成ܗ	
内：Էし目（10条以上）

� ᶚ期

75 चऱ焼 片ുޱ 41, 23 4% 330 3 � � �
փ
փ

௕、骨
ϩΫϩ成ܗ	
内：Էし目（7条以上）

� ᶚ期

76 चऱ焼 片ുޱ 42L 1 4% 330 中 � � �
փ
փ

௕
ϩΫϩ成ܗ	
内：Էし目（7条以上）

� ᶚ期

77 चऱ焼 片ുޱ 41, 25 4% 330 中 � � �
փ
փ

࠭
ϩΫϩ成ܗ	
内：Էし目（10条）

� 研ຏ۩としてస用。

78 चऱ焼 片ുޱ 41, 25 4% 330 3 � � �
փ
փ

௕、骨
ϩΫϩ成ܗ	
内：Էし目（9条）

� ᶚ期

79 चऱ焼 片ുޱ 40, 1 4% 330 3 � � �
փ
փ

௕、骨
ϩΫϩ成ܗ	

� ᶚ期

80 चऱ焼 片ുޱ
38* 17

4% 330
1

29.0 � �
փ	
փ

石、௕、骨
ϩΫϩ成ܗ	
内：Էし目（9条か）

� ᶚ期
38* 18 5

81 चऱ焼 片ുޱ
37* 8

4% 330
4

32.0 � �
փ	
փ

௕、骨
ϩΫϩ成ܗ	
内：Էし目（15条）

� ᶚ期
41, 22 3

82 चऱ焼 片ുޱ 40, 10 4% 330 3 � � �
փ
փ

௕、骨
ϩΫϩ成ܗ	
内：Էし目（14条以上）

� ᶚ期

83 चऱ焼 片ുޱ 37* 15 4% 330 1 31.0 � �
փ	
փ

石、௕、骨、
᛽

ϩΫϩ成ܗ	
内：Էし目（10条）

� ᶚ期

84 चऱ焼 片ുޱ 36, 7 4% 330 7 32.0 � �
փ	
փ

௕、ࠇ
ϩΫϩ成ܗ	
内：Էし目

� ᶚ期

85 चऱ焼 片ുޱ
37+

21

4% 330

4

29.0 13.4 12.8
փ	
փ

骨、᛽
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：੩ࢳࢭ੾り	
内：Էし目（8条）

� ᶚ期1 5

36+ 14 7
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報告
番号

分ྨ άリッド 遺構
層位

法ྔ（NN） ৭調	
上ஈ：֎面
下ஈ：内面

ࠞೖ物 成ܗ・調੔ ෇ண物 උ考
種ྨ 器種 大 খ 種別 番号 ܘޱ 器高 ఈܘ

86 चऱ焼 片ുޱ 37* 12 4% 330 5 32.2 � �
փԫ・ԫփ	
փന

石、௕、骨、
᛽

ϩΫϩ成ܗ	
内：Էし目（8条）

� ᶚ期

87 चऱ焼 片ുޱ
36+ 10

4% 330
5

31.0 � �
փ	
փ

骨、᛽
ϩΫϩ成ܗ	
内：Էし目（11条）

� ᶚ期
37* 1 5D

88 चऱ焼 片ുޱ 38+ 10 4% 330 1 32.0 � �
փ	
փ

௕、ࠇ
ϩΫϩ成ܗ	
内：Էし目（10条か）

� ᶚ期

89 चऱ焼 片ുޱ

37* 8

4% 330

3

� � 12.0
	փ׊
にͿい੺׊

௕
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：੩ࢳࢭ੾り	
内：Էし目

スス
ఈ෦֎面にとり上͛のࢦ಄
ࠟ。内面のຎ໣がݦ著。36+

14 3D

18 4

90 चऱ焼 片ുޱ 37*
12

4% 330
5

� � 11.8
にͿい׊	
փ

骨、᛽
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：੩ࢳࢭ੾り・έズリ	
内：Էし目（7条）

� �
16 7

91 चऱ焼 片ുޱ � � 4% 330 4 � � �
փ
փ

௕、骨
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：੩ࢳࢭ੾りŋέズリ
内：Էし目（15条）

� �

92 चऱ焼 片ുޱ 36+ 14 4% 330 7 � � 11.6
փ	
փ

骨、᛽
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：੩ࢳࢭ੾り	
内：Էし目（8条）

� �

93 चऱ焼 片ുޱ
36+ 18

4% 330
3

� � 11.6
にͿいԫᒵ	
փന

᛽、ࠇ
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：੩ࢳࢭ੾り	
内：Էし目（9条）

� �
36, 2 4

94 चऱ焼 ᙈ 42L 1 4% 330 中 � � �
փ
փ

௕、骨
֎：平行λλΩ
内：౰て۩

� ᶙ期຤

95 चऱ焼 ᆵ 38+ 5 4% 330 3D � � �
փ	
փ

骨
λλΩ成ܗ	
ˠϩΫϩφσ

� �

96 चऱ焼 ᙈ

36* 25

4% 330

2B

� � �
փ	
փ

石、௕、骨 λλΩ成ܗ � �

36+ 13 3

36* 25 4

36+ 10 5

37* 17 6

36* 14
7

37+ 1

� � � � ⅡC

97 चऱ焼 ᙈ 41, 12ŋ17 4% 330 ෴土 � � 20.0
փ
փ

௕、࠭
֎：λλΩ
内ŋఈ：φσ

� �

98 चऱ焼 ᆵ（T種）

� �

4% 330

3

� � �
փ	
փ

௕
λλΩ成ܗ	
ˠϩΫϩφσ

スス
ᰍ෦18.8：ܘDN	
಑෦࠷大32.6：ܘDN

35, 6
7

36,
8

7 � � ⅡC

99 ᙁ器ܥ陶器 ᙈ

37* 21

4% 330

6

37.0 � �
	׊
փ׊

௕ ϩΫϩ成ܗ � �
36+

5
7

14

100 ᙁ器ܥ陶器 40, 20 4% 330 3 35.4 � �
にͿい੺׊
にͿい੺׊

᛽ Ϥコφσ � �

101 ᙁ器ܥ陶器 40, 20 4% 330 3 � � �
にͿいԫᒵ	
にͿいԫᒵ

᛽ φσ スス ԡ印。

102 ᙁ器ܥ陶器 ᙈ 39+ 13 4% 330 8 � � 17.8
にͿい੺׊
にͿい੺׊

௕、࠭、᛽
֎：ॎ位φσ
ఈ：࠭ఈ

� �

103 चऱ焼 ᙈ 41, 22 4% 330 6 � � �
փ	
փ

ന、骨 ֎：λλΩ　内：౰て۩ � 研ຏ۩としてస用。

104 चऱ焼 ᙈ 36+ 14 4% 330 7 � � �
փ	
փ

石、௕、骨、
ന

λλΩ成ܗ � 研ຏ۩としてస用。

105 चऱ焼 片ുޱ 41L 4 集石 340 � � � �
փ	
փ

௕
ϩΫϩ成ܗ	
内：Էし目（8条以上）

� ᶚ期

106 ᙁ器ܥ陶器 ു 38+ 13 4% 401 1 38.0 15.1 13.6
ԫᒵ	
明ԫ׊

石、௕、᛽
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：࠭ఈ

� ମ෦内面のຎ໣がݦ著。

107 土師࣭土器 （種(3）ࡼ 38( 19 4% 409 2 11.8 3.7 7.9
փന	
ઙԫᒵ

௕、Ӣ、੺
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� �

108 चऱ焼 片ുޱ 38( 19 4% 409 2 � � �
փ	
փ

௕、骨、᛽
ϩΫϩ成ܗ	
内：Էし目（8条）

� ᶚ期

109 土師࣭土器
খࡼ
（3)種）

43, 11 � � Ⅱ 7.6 1.2 5.9
ઙԫᒵ
ઙԫᒵ

࠭
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� �

110 土師࣭土器
খࡼ
（3)種）

43, 11 � � Ⅱ 7.8 6.0 1.3
ઙԫᒵ
ઙԫᒵ

石
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� �

111 土師࣭土器
খࡼ	
（3)種）

38+ 22 � � ⅡC 7.5 1.4 5.9
にͿいԫᒵ	
にͿいԫᒵ

௕、Ӣ、੺
ϩΫϩ成ܗ	
ఈ：ճసϔϥ੾り

� ϩΫϩのճసํ޲はӈ。

112 ੨磁 ࿶ 43, � � � ᶗ � � �
҉Φリーϒփ
҉Φリーϒփ

ࠞೖ物がগな
͘ਫ਼ྑな଻土。

ϩΫϩ成ܗ � ࿇ห文。

113 चऱ焼 片ുޱ 50( 3 � � ᶚ � � �
փ	
փ

骨 ϩΫϩ成ܗ � Ⅱ期຤～ᶙ期

114 चऱ焼 片ുޱ 掘ࢼ 1T � � Ⅱ � � 13.2
փ	
փ

࠭、Ӣ
ϩΫϩ成ܗ	
内：Էし目（9条）

� �



ද　࡯　؍

84

報告
番号

分ྨ άリッド 遺構
層位

法ྔ（NN） ৭調	
上ஈ：֎面	
下ஈ：内面

ࠞೖ物 成ܗ・調੔ ෇ண物 උ考
種ྨ 器種 大 খ 種別 番号 ܘޱ 器高 ఈܘ

172 須恵器 ഋ 46) 5 4* 778 1 12.6 � �
҉փ
փ

଻土#܈ ϩΫϩ成ܗ � �

173 須恵器 ഋ 46) 10 4* 778 1 12.1 � �
փ
փ

଻土A܈ ϩΫϩ成ܗ � �

174 須恵器 ഋ 40* 19 4, 710 1 12.7 � �
փ
փ

଻土A܈ ϩΫϩ成ܗ � �

175 須恵器 ഋ
41* 16 4, 742 1

12.1 3.1 6.5
҉Φリーϒփ
҉Φリーϒփ

଻土#܈
、৭ਧき出しありࠇ
଻土ۃめてਫ਼ྑ

ϩΫϩ成ܗ
ఈ：ճసϔϥ੾り

� ϩΫϩճసํ޲はӈ。
41* 6 � � ᶛ

176 須恵器 ഋ 41* 13 4, 742 1 13.0 3.6 6.0
փΦリーϒ
փΦリーϒ

଻土A܈
ϩΫϩ成ܗ
ఈ：ճసϔϥ੾り

� ϩΫϩճసํ޲はӈ。

177 須恵器 ഋ
41* 16 4, 742 1

� � 7.5
փ
փ

଻土A܈
ϩΫϩ成ܗ
ఈ：ճసϔϥ੾り

� ϩΫϩճసํ޲はӈ。
41* 17 � � ᶛ

178 土師器 ࿶ 41* 16 4, 742 1 13.2 � �
ᒵ
ᒵ

石 ϩΫϩ成ܗ � �

179 土師器 খᙈ 41* 16 4, 742 1 15.4 � �
ԫᒵ
ԫᒵ

᛽ ϩΫϩ成ܗ � �

180 須恵器 ௕ᰍළ 41* 16 4, 742 1 10.8 � �
փ
փ

଻土A܈ ϩΫϩ成ܗ � �

181 土師器 ᙈ 45* 4 4, 747 1 25.5 � �
ᒵ
ᒵ

᛽
ϩΫϩ成ܗ
֎：ΧΩϝ
内：ϋέϝ

� �

182 土師器 ᙈ 45* 3 4, 757 1 25.4 � �
ઙԫᒵ
ઙԫᒵ

᛽ � �

183 土師器 খᙈ 46( 19 4, 769 1 13.0 � �
にͿいԫᒵ
にͿい׊

Ӣ
ϩΫϩ成ܗ
֎：ΧΩϝ
内：ϋέϝ

� �

184 須恵器 ഋ 45* 13 4, 774 3 12.0 3.7 7.2
փ
փ

଻土A܈
ϩΫϩ成ܗ
ఈ：ճసϔϥ੾り

� �

185 須恵器 ഋ 45* 13 4, 774 1 12.0 � �
փΦリーϒ
փΦリーϒ

଻土A܈ ϩΫϩ成ܗ � �

186 土師器 ௕಑ᙈ

45* � 4, 774 1 ～ 3

21.0 31.9 �
にͿいԫᒵ
ԫᒵ

᛽

֎：ϤコφσŋΧΩϝŋ平行
ઢ文λλΩŋϔϥέズリŋϔ
ϥφσ
内：Ϥコφσŋಉ৺ԁঢ়౰て
۩ŋϔϥφσ

� �

45* 14 � � ᶛ

187 土師器 ௕಑ᙈ
45+ � 4, 774 1 ～ 3

21.7 34.3 �
ઙԫᒵ
ઙԫᒵ

Ӣ、᛽

֎：ϤコφσŋΧΩϝŋ格子
目ঢ়λλΩŋϔϥφσ
内：Ϥコφσŋಉ৺ԁঢ়౰て
۩ŋϔϥφσ

� �
45+ 1ŋ6 � � ᶛ

190 土師器 খᙈ
46( 19ŋ20 1 771 1

� � 6.5
ԫᒵ
ᒵ

᛽ ϩΫϩ成ܗ � �
46( 19 � � ᶛ

191 土師器 ࿶ 40+ 3 4% 723 1 � � 4.6
ઙԫᒵ৭
ઙԫᒵ৭

石
ϩΫϩ成ܗ
ఈ：ճసࢳ੾り

� �

192 土師器 খᙈ 40* 23 4% 723 1 � � 8.6
にͿいԫ׊৭
にͿいԫᒵ৭

᛽ ϩΫϩ成ܗ � �

193 土師器 ৭土器ࠇ 41* 19 4, 717 1 � � 6.2
ᒵ
ࠇ

᛽
ϩΫϩ成ܗ
内：ミガΩ

� �

194 須恵器 ༗୆ഋ
44F 25 � � ᶛ

15.3 � �
փ
փ

଻土A܈ ϩΫϩ成ܗ � �
44( 5 � � ᶛ

195 須恵器 ֖
46( 19 � � ᶛ

15.2 � �
փ
փ

଻土A܈ ϩΫϩ成ܗ � �
47( 2ŋ3ŋ7ŋ8 � � ᶛ

196 須恵器 ഋ
46( 12 � � ᶛ

13.6 3.0 9.3
੨փ
੨փ

଻土A܈
ϩΫϩ成ܗ
ఈ：ճసϔϥ੾り

� ϩΫϩճసํ޲はӈ。
47( 1ŋ7ŋ11ŋ16ŋ21 � � ᶛ

197 須恵器 ഋ 46( 20ŋ25 � � ᶛ 13.6 3.8 8.3
փന
փന

଻土A܈
ϩΫϩ成ܗ
ఈ：ճసϔϥ੾り

� �

198 土師器 ࿶ 40) 15 � � ᶛ 12.0 3.6 4.0
ᒵ
ᒵ

᛽
ϩΫϩ成ܗ
ఈ：ճసࢳ੾り

� ϩΫϩճసํ޲はӈ。

199 土師器 ᙈ 44* 23 � � ᶛ 25.0 � �
ᒵ
ᒵ

᛽
ϩΫϩ成ܗ
֎：ΧΩϝ

� �

古代の土器観察表

ຌྫ：෦位は以下のよ͏にද記͢Δ。ޱ��ԑ෦、ఈޱఈ෦、内�内面、֎�֎面。
଻土：石�石ӳ、௕�௕石、֯�֯ર石、Ӣ�Ӣ฼、骨�ւ໖骨਑、ന�ന৭ཻ子、੺�੺৭ཻ子、ࠇ��৭ཻ子、᛽ࠇ࠭᛽
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石器・石製品観察表

番号ࡌܝ 遺構名 出土地点 層位 種ྨ 器種・ࡉ分 遺ଘঢ়ଶ
௕さ

（DN）
෯

（DN）
ްさ

（DN）
ॏさ
（H）

石ࡐ උ考

115 4E250 43, 下 石製品 ౐石 一෦ܽଛ 5.7 3.9 1.2 37 ؠփڽ

116 4%330 41,24 3 石製品 ౐石 一෦ܽଛ 6.4 4.2 2.7 98 ؠփڽ

117 4%330 37*9 2 石製品 ౐石 一෦ܽଛ （4.4） 3.2 1.2 24.1 ೪൘ؠ

118 4%330 37*8 3C 石製品 ౐石 一෦ܽଛ （11.5） 3.5 2.8 111.8 ؠփڽ

119 4%330 36+8 4 石製品 ౐石 一෦ܽଛ （5.8） 3.2 1.8 45.4 ؠփڽ

120 4%330 36+18 4 石製品 ౐石 一෦ܽଛ （2.2） 2.8 1.1 8.9 ؠփڽ

121 4%330 36+18 5 石製品 ౐石 一෦ܽଛ （6.8） 3.8 3.3 90.4 ؠփڽ

122 4%330 37*8 6 石製品 ౐石 一෦ܽଛ （4.9） （2.9） 1.4 23.6 ؠփڽ

123 4%330 36+14 7 石製品 ౐石 一෦ܽଛ （5.3） 3.6 2.3 48.9 ؠփڽ

124 4%330 36+23 7 石製品 ౐石 一෦ܽଛ （9.3） 9.4 5.2 469.7 ؠփڽ

125 4%330 37+1 7 石製品 ౐石 一෦ܽଛ （9.2） 3.8 1.5 72.1 ೪൘ؠ

126 4%330 37*8 4 石製品 ౐石 ܗ׬ 7.5 6.7 5.4 116.2 ଟ࣭޸安ؠࢁ

127 4%330 36,2 3 石製品 火ଧ石 ܗ׬ 4.6 3.9 2.1 33.4 ਷ۄ

128 4%330 36+23 7 石製品 石ു ܽଛ 348.0 安ؠࢁ

200 44)25 ᶛ 石製品 ౐石 一෦ܽଛ （12.8） 5.1 4.1 261.0 ؠփڽ 古代。

金属製品観察表

番号ࡌܝ 遺構名 出土地点 層位 種ྨ 器種・ࡉ分 遺ଘঢ়ଶ
௕さ

（DN）
෯

（DN）
ްさ

（DN）
ॏさ
（H）

அ面・ܘ
（DN）

උ考

129 4E250 43, ෴土 మ製品 ఝ ほ΅ܗ׬ 7.3 1.3 0.5 22.5 0.4ʷ0.4

130 4,209 43L3ŋ4 1 ಔ製品 મ՟ ほ΅ܗ׬ 2.2 2.2 1.2 ๛௨ሞ（北૙：ॳர1078年）ݩ

131 4,221 43,22 1 మ製品 ఝ ほ΅ܗ׬ 4.3 0.6 0.3 1.5 0.5ʷ0.4

132 4,221 43,22 1 మ製品 ఝ ほ΅ܗ׬ 4.5 0.7 0.5 2.0 0.5ʷ0.4

133 4,221 43,22 2 మ製品 ఝ ほ΅ܗ׬ 4.7 0.6 0.5 2.0 0.5ʷ0.5

134 4,221 43,22 2 మ製品 ఝ ほ΅ܗ׬ 4.7 1.1 0.6 3 0.6ʷ0.5

135 4,221 43,22 4 మ製品 ఝ ほ΅ܗ׬ 4.6 0.5 0.6 1.5 0.5ʷ0.5

136 4,221 43,22 4 మ製品 ఝ ほ΅ܗ׬ 3.7 0.5 0.5 1 0.6ʷ0.5

137 4,320 43,12 మ製品
かんざしঢ়
మ製品

ほ΅ܗ׬ 17.1 0.3 0.3 12.5

138 4,486 2 మ製品 ౛子 ܽଛ （9.7） 2.2 0.5 18.5

139 4%255 1 ಔ製品 Ԏ؅（أट） 一෦ܽଛ （4.3） 1.2 1.2 6.5 ۙ世の遺物

140 4%330 36+22 1 మ製品 ఝ ほ΅ܗ׬ 0.5 0.3 3.0

141 4%330 36*25 3 మ製品 ఝ 一෦ܽଛ 2.6 0.9 0.5 2.9 ఝのมܗしたもののՄೳ性があΔ。

142 4%330 36+18 3 మ製品 ఝ 一෦ܽଛ （3.9） 1.0 0.6 3.2 0.6ʷ0.6

143 4%330 37*8 3C మ製品 ఝ 一෦ܽଛ （3.8） 0.9 0.6 2.5 0.5ʷ0.5

144 4%330 37*8 3C మ製品 ఝ ܽଛ （4.5） 1.0 0.8 8.3 1.0ʷ0.8 ᭯のՄೳ性があΔ。

145 4%330 36*20 4 మ製品 ఝ 一෦ܽଛ （6.5） 1.3 1.2 8.1 0.5ʷ0.6

146 4%330 37*8 4 మ製品 ఝ ܽଛ （6.6） 1.0 1.2 7.7 0.9ʷ0.8

147 4%330 37*8 4 మ製品 ఝ ほ΅ܗ׬ （7.4） 1.4 0.9 6.2 0.7ʷ0.7

148 4%330 36,2 4 మ製品 ఝ 一෦ܽଛ （7.9） 1.5 1.5 15.2 0.6ʷ0.7

149 4%330 36,2 4 మ製品 ఝ 一෦ܽଛ （9.7） 1.6 1.2 18.7 0.7ʷ0.8

150 4%330 36+10 5 మ製品 ఝ 一෦ܽଛ （8.6） 1.2 1.1 10.4 0.5ʷ0.7

151 4%330 37*3 4 మ製品 ᮓ ܽଛ （9.9） 1.0 0.9 9.6

152 4%330 36+13 4 మ製品 ᮓ ほ΅ܗ׬ 10.6 0.7 0.6 13.5

153 4%330 36+14 5 మ製品 馬܃・᭯ ܗ׬ 9.5 2.3 1.9 44.4 馬܃のਕまたは᭯。

154 4%330 36*25 3 మ製品 不明 ܽଛ （7.9） 1.2 1.3 15.0 ᭲のՄೳ性があΔ。

155 4%330 37*8 4 మ製品 不明 一෦ܽଛ （4.9） 1.9 0.8 6.8

156 4%330 36+9 4 మ製品 ࡼ ܽଛ （9.6） （6.1） 1.0 40.7 ԁ൫ঢ়をఄ͢Δ。

157 4%409 37*4 3 మ製品 ఝ 一෦ܽଛ （4.3） 1.4 1.0 4.6 0.5ʷ0.5

158 36+15 ⅡC మ製品 ౛子 ܽଛ （5.3） 1.3 0.5 9.3

159 36,7 ⅡC ಔ製品 ৌ（খ柄） ܽଛ （5.3） 1.3 0.5 5.9 ಔ൘をંり͛ۂ、౵ঢ়に͢Δ。

160 36+23 ⅡC మ製品 ఝ ܽଛ （6.7） 0.7 0.5 5.4 0.6ʷ0.4

161 36+1 ᶗ మ製品 ఝ ほ΅ܗ׬ 7.4 1.7 0.9 11.2 1.0ʷ0.5

162 37(10 ᶗ మ製品 ֖ ܽଛ （4.5） （3.3） 1.0 16.2

188 4,774 45*13 3 మ製品 鎌 ܗ׬ 18.8 3.0 0.4 39.0 古代。

木製品観察表

報告番号 遺構名 出土地点 層位 器種 木औり 樹種
௕さ

（DN）
෯

（DN）
ްさ

（DN）
樹種ಉఆࢿྉ/P උ考

163 4E250 北ଆ ଆ൘ ൘目 スΪ 66.2 12.6 2.0 5

164 4E250 北東۱෇ۙ ଆ൘ ൘目 スΪ 77.9 12.6 1.6 4

165 4E250 東ଆ6ஈ目 ԣࢅ ൘目 スΪ 96.3 7.4 5.5 1 端Ԝ྆ޱ࢓

166 4E250 西ଆ6ஈ目 ԣࢅ ൘目 97 9.5 4.0 端Ԝ྆ޱ࢓

167 4E250 ೆଆ6ஈ目 ԣࢅ ൘目 スΪ 95.5 6.8 5.0 2 端ತ྆ޱ࢓

168 4E250 北ଆ6ஈ目 ԣࢅ ൘目 96.5 6.4 6.5 端ತ྆ޱ࢓

169 4E250 北東۱෇ۙ ۱柱 ൘目 スΪ 45.2 6.5 6.0 6

170 4E250 東ଆ8ஈ目 ۱柱 ൘目 スΪ 94.6 9.7 6.8 3

171 4%330 39+8 5 ࿶ ॎ木औり
ఈܘ：

6.2
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0 1m礫集中（1：20）

0 2mその他（1：40）

0 20cm遺物（1：10）

SD330

SD402

SD401

礫集中

SD401

106

SD255

SD330（Ⅱ期）
 1 にぶい黄褐色シルト Ⅱｂ層と似るが、Ⅱｂ層よりやや砂質。
 1' にぶい黄褐色シルト Ⅰ層土を主体とし、炭化物多量。
 2a にぶい黄褐色シルト Ⅲ層と似る。直径5mmの炭化物極めてわずか。
 2a' にぶい黄褐色シルト 2a層よりやや明るい。
 2b にぶい黄褐色シルト 2a層と似るが、2a層より色調がやや暗い。
 3a 褐色シルト 直径5mmの炭化物わずか。焼土粒極めてわずか。
 3b にぶい黄褐色砂質シルト 3a層と似る。3a層より色調明るい。
   直径5～10mmの炭化物極めてわずか。
 3c にぶい黄褐色砂質シルト 3a層と似る。灰黄褐色シルトブロック少量。
   直径5mm程度の炭化物極めてわずか。
 4 暗褐色シルト 3a層より粘性強い。直径5mmの炭化物極めて多量。
   遺物（特に土師器片）多量。
 5a 褐色シルト 3a層と似る3a層より粘性強い。
 5b 暗褐色シルト 直径10mmの炭化物多量。
 5c 灰オリーブ砂質シルト しまり強く均質。直径5mmの炭化物極めてわずか。
 6 暗灰黄色砂質シルト 直径10mmの炭化材・炭化物多量。
 7 黄灰色粘質シルト 6層より炭化材・炭化物多い（極めて多量）。
 8 にぶい黄橙色砂質シルト 前後する層より灰白色シルトブロックが目立ち、
   しまりも弱い。直径2～5mmの炭化物わずか。
 9 にぶい黄橙色砂質シルト 8層より色調が黄色味帯びる。直径5～10mmの
   炭化物・直径30～40mmの炭化材極めてわずか。

SD401（Ⅱ期）
 1 にぶい褐色シルト Ⅲ層と似るが、Ⅲ層よりもやや砂質。
   炭化物を極所的に多量に含む。

SD402（Ⅱ期）
 1 にぶい褐色シルト Ⅲ層と似るが、Ⅲ層よりもやや砂質。
 2 黄褐色シルト Ⅲ層と似るが、Ⅲ層よりも色調が明るく、
   粘性も強い。
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P468

その他

SB515

開渠

SB515
P475（Ⅱ期）
 1 褐色シルト 砂質やや強い。直径3mmの炭化物極めてわずか。
 2 にぶい黄橙色シルト 1層より粘性強い。直径5mmの炭化物極めてわずか。
 3 にぶい黄褐色シルト 1層よりしまり強い。炭化物なし。
P467
 1 褐色シルト 砂質やや強い。2層よりしまりやや強い。
   直径3～5mmの炭化物極めてわずか。
 2 にぶい黄褐色砂質シルト Ⅳ層より色調やや暗い。炭化物なし。

SK441（Ⅳ期）
 1 にぶい黄褐色シルト SK411。しまりやや強い。
   直径5～20mmの炭化物わずか。特に粒径の大きな
   炭化物が目立つ。直径5mm程度の焼土粒
   極めてわずか。

P468（Ⅱ期）
 1 にぶい黄褐色シルト Ⅱb層より粘性やや強い。
   直径1～3mmの炭化物極めてわずか。
 2 にぶい黄橙色シルト 1層より砂質強い。炭化物なし。

SK485（Ⅱ期）
 1 にぶい黄褐色シルト 均質でシルト質が強い。
   覆土上位に直径3mmの炭化物・焼土粒わずか。
 2 灰白色粘質シルト にぶい黄橙色シルトブロックがまばらに混入。
   1層よりしまりやや弱い。直径5mm程度の炭化物わずか。
   土師器細片が少量出土。礫出土。
 3 灰黄褐色粘質シルト 2層よりしまりやや弱い。炭化物極めてわずか。
 4 にぶい黄褐色シルト 砂質やや強い。地山ブロックわずか。炭化物なし。
 5 にぶい黄橙色シルト 均質。2・3層よりしまりやや強い。炭化物なし。
P521・P522
 1 にぶい黄橙色シルト SK485・5層と似て、しまりも同じ。
   灰白色粘質シルトブロックまばらに混入。炭化物なし。

SK486（Ⅲ期）
 1 にぶい黄褐色シルト Ⅱb層と似る。Ⅱb層より色調やや暗い。
   直径10mmの炭化材と直径2mmの焼土粒が極めてわずか。
 2 黒褐色シルト 1層よりしまり弱い。にぶい黄褐色シルトブロックわずか。
   直径10～20mmの炭化材が多量。直径3～10mmの焼土粒わずか。
 3 褐色シルト 1層より色調暗い。2層より粘性としまり強い。にぶい黄褐色
   ブロックわずか。直径3mmの炭化物と直径2mmの焼土粒
   極めてわずか。
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SD409・SD255

SD420

SB514 SB514

SD409（Ⅱ期）
 1 にぶい黄橙色砂質シルト 2層より色調明るい。2層よりしまりが弱い。
 2 にぶい黄褐色砂質シルト SD330の2層と対応。
 3 にぶい黄褐色砂質シルト 2層より色調暗い。直径3～10mmの炭化物・直径3mmの焼土粒極めてわずか。
 4 にぶい黄褐色砂質シルト 2層と似る。3層よりやや砂質。直径2～5mmの炭化物極めてわずか。
 5 灰黄褐色砂質シルト SD330の4層と対応。4層より粘性強い。炭化物粒多量。直径5～20mmの焼土粒わずか。
 6 にぶい黄橙色砂質シルト 地山と比べややシルト質。
SD255（Ⅴ期）
1 褐灰色シルト Ⅰ'層と似る。シルトブロック・鉄分の沈着が目立つ。
 2 褐色シルト 直径20mmの灰黄褐色シルトブロック多量。直径30mmの黄褐色シルトブロックわずか。
 3 褐色シルト 灰黄褐色シルトブロックわずか。

SD420（Ⅱ期）
 1 にぶい黄褐色シルト 地山（Ⅳ層）よりしまり強い。直径3mmの炭化物わずか。
 2 にぶい黄褐色シルト 1層より色調明るい。1層より砂質で粘性・しまり弱い。直径3mmの炭化物極めてわずか。
 3 にぶい黄橙色シルト 地山ブロック少量混入。2層よりしまり弱い。炭化物なし。

SB514（Ⅱ期）
P421
 1 褐色シルト 均一でシルト質強い。直径3mmの
   炭化物・焼土粒極めてわずか。
 2 にぶい黄褐色シルト 土質は1層に似るが、鉄分の沈着が目立つ。
 3 にぶい黄橙色シルト 地山より粘性、しまりやや強い。
   炭化物なし。

P430
 1 褐色シルト 直径3mmの炭化物極めてわずか。
 2 黒褐色シルト 1・3層より粘性強いが崩れやすい。炭化物多量。
 3 褐色シルト 1層に似る。
 4 にぶい黄褐色シルト 1～3層より粘性、しまりやや強い。

P432
 1 褐色シルト シルト質強い。2層より粘性強い。
   直径3mmの炭化物・焼土粒極めてわずか。
 2 にぶい黄褐色シルト 1層よりしまり強い。炭化物なし。
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SK410

SK440

SK415（Ⅳ期）
 1 にぶい黄褐色砂質シルト 人為の埋め土。直径5mmの炭化物・
   焼土塊(橙色)極めてわずか。直径
   10～30mmの壁面近い焼土塊(灰褐色)
   極めてわずか。
 2 にぶい黄褐色砂質シルト 1層と似る。混入物がそれぞれ1層より
   目立つ。
 3 黒褐色砂質シルト 燃料の残がい(燃えかす)。1・2層では
   認められない焼骨が極めてわずか。
   直径5～10mmの炭化物・炭化した繊維が
   極めて多量。自然科学分析試料採取

SK410（Ⅳ期）
 1 にぶい黄褐色シルト 人為の埋め土。直径3～5mmの炭化物わずか。直径5mmの焼土塊極めてわずか。
   底面近くで焼骨極めてわずか。 
2 黒褐色炭層 1層よりしまり非常に弱い。炭化物多量。特に炭化材の残りが非常に良好。
   自然科学分析試料採取。
 SK440（Ⅳ期）
 1 にぶい黄褐色シルト SK410の1層類似。しまり強い。直径3～5mmの炭化物まばら。
   直径5mmの焼土塊極めてまばら。焼骨極めてわずか。
 2 褐色シルト 1層よりしまりやや弱い。1層より炭化物の混入多い。焼骨わずか。

SK447（Ⅳ期）
 1 にぶい黄褐色シルト 均質でしまりやや強い。直径5～30mmの炭化物わずか。特に粒径の大きいものが目立つ。
   直径5～10mmの焼土塊がわずか。

0 2mSK447（1：40）

0 1mSK410・440・415（1：20）

15 15'

1
6

1
6
'

1
7

1
7
'

18 18'

19 19'

20 20'

SK415

SK440

SK410

SK447

SK410・440



図 版 8 遺ߏ෼ׂਤ（3）

T
5
7
T

4
2
G

4
3
G

4
4
G

4
2
H

4
3
H

4
4
H

4
5
H

4
2
I

4
3
I

4
4
I

4
5
I

4
2
J

4
3
J

4
4
J

4
5
J

4
6
I

E F G H I J K L

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
3

4
4

4
5

4
6

3
4

4
2

4
7

�
（
1
ɿ
2
�
�
）

1
�
N

P
6
5
5

P
3
9
0

S
K
6
5
2

S
K
6
2
8

S
K
3
8
4

P
6
5
4

P
6
4
5

P
6
4
4

S
K
6
4
9

S
X
6
4
7

S
K
6
4
2

P
6
4
6

S
K
6
1
5

S
X
3
1
9

S
K
6
2
4

S
K
3
3
9

S
K
6
1
8
P
6
2
3

P
6
4
3

P
6
3
7

P
6
5
3

P
3
7
8

P
6
2
6

P
6
2
7

S
K
6
3
8

P
6
4
1

P
6
4
0



遺ݸߏผਤ（5）遺ߏ෼ׂਤ（2）（3） 図 版 9

Ⅱa

Ⅱb

Ⅲ

1

焼土塊No.2 S2 S1
焼土塊No.1

Ⅱa
21 6.1m21'

Ⅱa
1

22 6.1m22'

ⅢⅢ

Ⅳ

1
2

3

23 6.1m23'

Ⅳ

1
2

Ⅲ Ⅲ

24 6.0m24'Ⅱa
Ⅱb

Ⅲ

Ⅳ

1焼土塊

2

25 6.1m25'

1

32 5.7m32'

1

3
3

5
.7
m

3
3
'

1

30 5.7m30'

1

3
1

5
.7
m

3
1
'

1
3

2

29 5.8m29'

1

28 5.8m28'

1
2

26 5.8m26'

12

2
7

5
.8
m

2
7
'

SK412（Ⅳ期）
 1 にぶい黄褐色シルト SK411の1層と同質。
   直径5mmの炭化物極めてわずか。
   直径5mmの焼土塊わずか。 

SK413（Ⅱ期）
 1 にぶい黄褐色シルト にぶい黄橙色シルトブロック混入。
 2 にぶい黄橙色シルト 1層より粘性強い。にぶい黄橙色シルトブロック混入。
 3 にぶい黄橙色シルト 2層より色調明るい。1層・2層よりしまり弱い。

SK411（Ⅳ期）
 1 にぶい黄褐色シルト 直径5mmの炭化物まばら。
   直径5～30mm、握りこぶし大の焼土塊が目立つ。

SK422（Ⅱ期）
 1 灰黄褐色シルト Ⅲ層より粘性強い。地山ブロック少量。
 2 にぶい黄褐色シルト Ⅲ層より色調暗い。1層より粘性・しまり弱い。
   直径2mm・20mmの炭化物極めてわずか。

SK416（Ⅳ期）
 1 にぶい黄橙色シルト Ⅱa層と似る。直径3～5mmの炭化物、直径5mmの焼土塊極めてわずか。
 2 黒褐色炭層 地山ブロック少量。直径3～20mmの炭化物、焼骨極めて多量。直径5～20mmの焼土塊も混入。

SK628（Ⅱ期）
 1 にぶい黄褐色砂質シルト 地山ブロック多い。炭化物ごくわずかに含む。
 2 黄褐色粘質シルト 地山ブロック極めて多い。炭化物ごくわずかに含む。

SK638（Ⅱ期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物をブロック状
   に多量含む。

SK652（Ⅳ期?）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 焼土粒・炭化物粒をまばらに含む。
   微細な骨片を多量含む。
 2 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒をまばらに含む。
 3 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒・微細な骨片をまばらに含む。

SK649（Ⅱ期）
 1 褐色粘質シルト 炭化物、粒子をブロック状に含む。

SK647（Ⅱ期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物、粒子を含む。

0 2m（1：40）
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SD606

SD612 SD621

SD255 （41K）（Ⅴ期）
 1 褐灰色シルト 粘性・しまりなし。
 2 にぶい黄褐色シルト 青灰色シルトブロック中量含む。
 3 にぶい黄橙色シルト 青灰色シルトブロック中量含む。粘性・しまりなし。

SX279（Ⅱ期）　
 1 黄褐色シルト 焼土粒・炭化物粒微量含む。鉄分の沈着が見られる。粘性・しまりあり。
 2 灰黄色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。

SD332（Ⅱ期）
 1 にぶい黄褐色シルト 5mm程度の炭化物粒微量含む。粘性ややあり、しまりなし。
 2 にぶい黄橙色シルト 粘性ややあり、しまりなし。
 3 にぶい黄橙色シルト 粘性・しまりなし。
 4 灰黄褐色シルト 粘性・しまりなし。

SD333（Ⅱ期）　
 1 にぶい黄褐色シルト 2～3mmの炭化物粒少量含む。粘性・しまりなし。
 2 にぶい黄褐色シルト 粘性・しまりなし。
 3 にぶい黄褐色シルト 2～3mmの炭化物粒微量含む。粘性・しまりなし。
 4 灰黄褐色シルト 粘性・しまりなし。

SD330（Ⅱ期）
 1 にぶい黄褐色シルト 粘性・しまりなし。部分的に青灰色シルト多量含む。
 2 にぶい黄褐色シルト 粘性・しまりなし。部分的に2mm程度の炭化物粒少量含む。
 3 にぶい黄橙色～灰黄褐色シルト 粘性・しまりなし。部分的に2～3mm程度の炭化物粒少量含む。
 4 にぶい黄橙色シルト 粘性ややあり、しまりなし。
 5 灰黄褐色～にぶい黄橙色シルト　粘性あり、しまりなし。部分的に灰色シルトブロック多量含む。
 6 にぶい黄橙色シルト 粘性ややあり、しまりなし。部分的に灰白色シルトブロック多量・6mm程度の
   炭化物粒少量含む。
 7 褐灰色シルト 粘性・しまりあり。2mm程度の炭化物粒少量含む。
 8 褐灰色シルト 粘性・しまりあり。黄褐色シルトブロック少量含む。
 9 にぶい黄橙色シルト 粘性・しまりあり。灰白色シルトブロック少量含む。
 10 灰黄褐色シルト 粘性あり、しまりなし。１cm程度の炭化物粒多量含む。
 11 にぶい黄橙色シルト 粘性あり、しまりなし。
 12 灰黄褐色シルト 粘性あり、しまりなし。2mm程度の炭化物粒多量含む。

SD612（Ⅱ期）
 1 褐色粘質シルト 炭化物をまばらに含む。

SD621（Ⅱ期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒を極めてまばらに含む。

SD606（Ⅱ期）
 1 褐色粘質シルト 炭化物粒をまばらに含む。

SD606（Ⅱ期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒をまばらに含む。

SD606（Ⅱ期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物をまばらに含む。
 2 褐色粘質シルト 炭化物をまばらに含む。



図 版 12 遺ݸߏผਤ（�）遺ߏ෼ׂਤ（4）

176.2m 17'

186.3m 18'

15 6.3m15'

16 6.3m16'

1
3

6
.3
m

1
3
'

1
4

6
.2
m

1
4
'

20 6.2m20'

3

2

1

19 6.1m19'

3

2

1

S

P15

P20 P21 P22 P23 P24

P16 P17 P18 P19

P
1

P
6

P
1
1

P
1
3

P
1
5

P
2
0

P5

P10P9P8P7P6

P4P3P2
P1

P
5

P
1
0

P
1
2

P
1
4

P
1
9

P
2
4

21 6.3m21'

3
2

1

2

23 6.2m23'

3
1

2

22 6.4m22'

3 1

2

4

P1

P2 P3

P4

P5

P10
P9

P8
P7P6

P11

P13

P15 P16 P17

P18

P201

P19

P14

SX200

P24

P23

P22
P21

P20

P12

0 2m断面図（1：40）

0 4m平面図・エレベーション図（1：80）

SB260

15'

15

18

18'

17

17'

16

16'

1
4

1
4
'

1
3

1
3
'

19
19'

2
2

2
2
'

23

23'

21
21'

20

20
'

P1 P6
P16 P19 P23

柱痕

SB260（Ⅱ期）
P１ 
1 褐色シルト 焼土粒微量含む。
  粘性・しまりあり。
2 灰黄色粘土 粘性あり、しまりなし。
3 にぶい黄褐色シルト　粘性・しまりあり。

P6 
1 褐色シルト 粘性あり、しまりなし。
2 暗褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
3 にぶい黄褐色シルト 炭化物粒微量含む。
   粘性・しまりあり。

P16
 1 黒褐色シルト 粘性・しまりあり。
 2 暗褐色シルト 炭化物粒微量含む。
   粘性・しまりあり。
 3 にぶい黄褐色シルト　粘性あり、しまりなし。

P23
 1 暗褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性あり、しまりなし。
 2 灰黄褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 3 にぶい黄褐色シルト　炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。

P19
 1 暗褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 2 にぶい黄褐色シルト　炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 3 褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 4 暗褐色シルト 炭化物粒少量含む。粘性・しまりあり。
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柱痕

SB300（Ⅱ期）
P7
 1 暗褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 2 にぶい黄褐色シルト　炭化物粒微量含む。粘性あり、しまりなし。
 3 にぶい黄橙色シルト　粘性・しまりあり。
 4 褐色シルト 焼土粒・炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
P8
 1 暗褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性あり、しまりなし。
 2 にぶい黄褐色シルト　炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 3 灰黄色粘土 粘性・しまりあり。
 4 オリーブ褐色シルト　炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
P9
 1 暗灰黄色シルト 炭化物粒微量含む。粘性あり、しまりなし。
 2 オリーブ褐色シルト　炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 3 灰黄褐色シルト 粘性あり、しまりなし。
 4 にぶい黄褐色シルト　炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。

SB350（Ⅱ期）
P2
 1 暗褐色シルト 炭化物粒少量含む。粘性あり、しまりなし。
 2 褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性あり、しまりなし。
 3 にぶい黄褐色砂 
 4 にぶい黄褐色シルト 粘性あり、しまりなし。
 5 にぶい黄橙色シルト 粘性あり、しまりなし。
 6 灰黄褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 7 暗褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 8 にぶい黄褐色シルト 粘性・しまりあり。

SB381（Ⅱ期）
P1
 1 暗褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性あり、しまりなし。
 2 にぶい黄褐色シルト 粘性・しまりあり。
P2
 1 暗灰黄色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 2 暗褐色シルト 焼土粒・炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 3 灰黄褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 4 黄褐色シルト 粘性・しまりあり。

SB350 P1
 1 暗褐色シルト 粘性・しまりあり。
 2 褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 3 にぶい黄褐色シルト 粘性・しまりあり。
 4 にぶい黄色粘土 粘性あり、しまりなし。
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P5
 1 黒褐色シルト 炭化物粒少量含む。粘性あり、しまりなし。
 2 黄褐色シルト 粘性・しまりあり。
 3 灰黄褐色シルト 粘性・しまりあり。
 4 にぶい黄褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 5 褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
P6
 1 暗褐色シルト 炭化物粒中量含む。粘性・しまりあり。
 2 灰黄褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。

SB380（Ⅱ期）
P3
 1 暗褐色シルト 炭化物粒中量含む。粘性・しまりあり。
 2 暗褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性あり、しまりなし。

SB394（Ⅱ期）
P4
 1 黒褐色シルト 炭化物中量含む。焼土粒微量含む。粘性・しまりあり。
 2 黒褐色シルト 炭化物粒多量含む。粘性・しまりあり。
 3 にぶい黄褐色シルト　炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
P5
 1 黒褐色シルト 炭化物粒多量含む。焼土粒微量含む。粘性・しまりなし。
 2 暗灰黄色粘土 粘性あり、しまりなし。
 3 暗オリーブ褐色シルト　炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。

SB395（Ⅱ期）
P2
 1 暗褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 2 にぶい黄褐色シルト 粘性・しまりあり。
P4
 1 黄褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性あり、しまりなし。
 2 オリーブ褐色シルト 粘性・しまりあり。
 3 にぶい黄色シルト 粘性・しまりあり。
 4 暗灰黄色シルト 炭化物粒中量含む。焼土粒微量含む。粘性・しまりあり。
 5 褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
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柱痕

P4
 1 灰黄褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 2 暗褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 3 にぶい黄色粘土 粘性・しまりあり。
 4 褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
P5
 1 暗褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性あり、しまりなし。
 2 にぶい黄褐色シルト　粘性・しまりあり。

SB396（Ⅱ期）
P1
 1 暗褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 2 褐色シルト 炭化物粒少量含む。粘性・しまりあり。
P3
 1 暗褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 2 にぶい黄褐色シルト　炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。

SB516（Ⅱ期）
P488
 1 にぶい黄橙色シルト シルト質強い。2層よりしまり強い。
   鉄分の沈着が顕著。
 2 にぶい黄褐色シルト 砂質やや強く、1層よりしまりやや弱い。

P489
 1 にぶい黄褐色シルト にぶい黄橙色シルトわずか。直径3mm
   程度の炭化物極めてわずか。
 2 にぶい黄褐色シルト 1層と似るが、にぶい黄橙色シルト
   ブロックの混入が少ない。
 3 にぶい黄褐色シルト 1層と似る。4層との境近くに
   にぶい黄橙色ブロックが目立つ。
 4 にぶい黄褐色シルト 3層より色調やや明るい。
   3層よりしまりやや強い。炭化物なし。

P490
 1 にぶい黄褐色砂質シルト にぶい黄褐色シルトブロックわずか。
 2 にぶい黄橙色シルト シルト質強く、3層より粘性・しまり
   やや強い。鉄分の沈着顕著。直径
   15～20mmの炭化材極めてわずか。
 3 にぶい黄褐色シルト 1層より色調やや暗い。2層ブロック
   わずか。直径3～5mmの炭化物
   極めてわずか。
 4 にぶい黄橙色シルト 2層と似る。
 5 にぶい黄褐色シルト Ⅲ層と似る。砂質やや強い。

P491
 1 にぶい黄褐色シルト シルト質強い。にぶい黄褐色シルト
   ブロックわずか。直径2mmの炭化物
   極めてわずか。
 2 にぶい黄褐色シルト 1層より色調明るく、しまりやや強い。

P487
 1 にぶい黄橙色シルト シルト質強い。層境に鉄分が沈着。
 2 にぶい黄褐色シルト 直径2mmの炭化物極めてわずか。
 3 にぶい黄褐色シルト 2層より砂質強く、しまりやや弱い。

P494
 1 にぶい黄橙色シルト シルト質がやや強く、層境に鉄分の
   沈着が顕著。
 2 にぶい黄褐色シルト 1層よりしまり強い。

P493
 1 にぶい黄橙色シルト シルト質やや強い。鉄分の沈着顕著。
 2 にぶい黄褐色シルト 均質でシルト質が強い。1層より
   粘性強い。
 3 にぶい黄橙色シルト 1層と似る。鉄分の沈着わずか。
 4 にぶい黄褐色シルト 砂質やや強い。2層・3層よりも
   しまり強い。

P500
 1 にぶい黄褐色シルト シルト質強い。にぶい黄橙色シルト
   ブロックわずか。直径2mmの炭化物
   極めてわずか。
 2 にぶい黄褐色シルト 1層より色調明るく、しまりやや強い。
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P295

SE266（Ⅱ期）
 1 暗灰黄色シルト 炭化物粒中量含む。灰白色粘土ブロック少量含む。粘性・
   しまりあり。
 2 にぶい黄色粘土 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 3 黄褐色粘土 粘性・しまりあり。
 4 灰黄色粘土 粘性・しまりあり。
 5 にぶい黄褐色粘土 粘性・しまりあり。
 6 にぶい黄橙色粘土 粘性・しまりあり。
 7 黄褐色粘土 地山の土少量含む。炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 8 明黄褐色粘土 粘性あり、しまりなし。
 9 浅黄色粘土 粘性あり、しまりなし。

SE250（Ⅱ期）
 1 黒褐色シルト 焼土粒・炭化物粒・小礫少量含む。粘性・しまりあり。
 2 オリーブ褐色シルト 焼土粒・炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 3 暗褐色シルト 焼土粒・炭化物粒・小礫微量含む。粘性あり、しまりなし。
 4 にぶい黄褐色シルト 炭化物粒中量含む。粘性あり、しまりなし。
 5 にぶい黄褐色シルト 焼土粒・炭化物粒微量含む。粘性あり、しまりなし。
 6 暗褐色シルト 炭化物粒少量含む。焼土粒・小礫微量含む。粘性あり、しまりなし。
 7 にぶい黄褐色シルト 炭化物粒少量含む。焼土粒微量含む。粘性あり、しまりなし。
 8 暗褐色シルト 焼土粒・炭化物粒・黄褐色シルト粒少量含む。粘性あり、しまりなし。
 9 灰黄褐色シルト 炭化物粒・灰白色シルト粒少量含む。焼土粒微量含む。
   粘性あり、しまりなし。
 10 にぶい黄褐色シルト 黄褐色粘土粒多量含む。炭化物粒中量含む。焼土粒微量含む。
   粘性あり、しまりなし。
 11 オリーブ褐色シルト 炭化物粒中量含む粘性あり、しまりなし。
 12 暗灰黄褐色シルト 黄褐色粘土多量含む。炭化物粒少量含む。焼土粒微量含む。
   粘性・しまりあり。
 13 暗褐色シルト 炭化物粒少量含む。粘性・しまりあり。
 14 暗褐色シルトと黄褐色シルトの混合土　炭化物粒少量含む。粘性・しまりあり。
 15 黒褐色シルト 炭化物粒少量含む。焼土粒微量含む。粘性・しまりあり。
 16 暗褐色シルト 焼土粒・炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 17 黒褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 18 黒褐色シルト 焼土粒・炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 19 灰黄褐色粘土 灰白色シルト粒少量含む。焼土粒・炭化物粒微量含む。
   粘性あり、しまりなし。
 20 暗オリーブ灰色粘土 炭化物粒微量含む。粘性あり、しまりなし。
 21 暗灰色粘土 炭化物粒微量含む。粘性あり、しまりなし。
 22 黒色粘土 粘性あり、しまりなし。
 23 にぶい黄色粘土とオリーブ褐色粘土の混合土　炭化物粒少量含む。粘性・しまりあり。
 24 にぶい黄色粘土と黄褐色粘土の混合土　黒褐色シルトブロック多量含む。
    炭化物粒少量含む。粘性・しまりあり。
 25 にぶい黄色粘土とにぶい黄褐色粘土の混合土　24の黒褐色シルトブロック多量含む。
     粘性・しまりあり。
 26にぶい黄色粘土 炭化物粒・オリーブ褐色粘土少量含む。粘性・しまりあり。
 27 黄褐色粘土 炭化物粒・オリーブ褐色粘土少量含む。炭化物粒少量含む。
   粘性・しまりあり。
 28 にぶい黄色粘土 黄褐色粘土・黒褐色シルトブロック多量含む。炭化物粒微量含む。
   粘性・しまりあり。
 29 にぶい黄褐色粘土 炭化物粒中量含む。灰黄褐色粘土少量含む。粘性・しまりあり。
 30 灰黄色粘土 炭化物粒少量含む。粘性・しまりあり。
 31 にぶい黄色粘土 炭化物粒少量含む。粘性・しまりあり。
 32 灰黄色粘土 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 33 黄褐色粘土 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 34 にぶい黄色粘土 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 35 にぶい黄褐色粘土とにぶい黄色粘土の混合土　炭化物粒中量含む。粘性・しまりあり。
 36 灰黄色粘土 炭化物粒中量含む。粘性・しまりあり。
 37 灰黄色粘土 粘性・しまりあり。
 38 灰黄褐色粘土 粘性・しまりあり。
 39 灰黄色粘土 炭化物粒多量含む。粘性・しまりあり。
 40 灰白色粘土 炭化物粒中量含む。粘性・しまりあり。
 41 灰黄色粘土 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 42 黄灰色粘土 炭化物粒微量含む。粘性あり、しまりなし。
 43 黄褐色粘土 炭化物粒微量含む。粘性あり、しまりなし。
 44 暗灰黄褐色粘土 炭化物粒混じりの黒褐色粘土ブロック少量含む。粘性・しまりあり。
 45 黄灰色粘土 炭化物粒少量含む。粘性・しまりあり。
 46 暗灰黄色粘土 炭化物粒微量含む。粘性あり、しまりなし。
 47 褐灰色粘土 炭化物粒中量含む。粘性・しまりあり。
 48 灰色粘土 炭化物粒微量含む。粘性あり、しまりなし。
 49 黄褐色粘土 炭化物粒少量含む。粘性・しまりあり。
 50 灰黄褐色粘土 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 51 暗オリーブ灰色粘土 炭化物粒微量含む。粘性あり、しまりなし。
 52 暗緑灰色粘土 炭化物粒少量含む。粘性ややあり、しまりなし。

SE265（Ⅱ期）
 1 黒褐色シルトと暗褐色シルトの混合土　炭化物粒多量含む。
    焼土粒微量含む。
    粘性・しまりあり。
 2 にぶい黄色粘土 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 3 にぶい黄橙色粘土 粘性・しまりあり。
 4 黄褐色粘土 粘性・しまりあり。
 5 灰黄色粘土とにぶい黄褐色粘土の混合土　粘性・しまりあり。

（1：60）0 3m

SE250

SE265
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SK286（Ⅱ期）
 1 褐灰色シルト 炭化物粒少量含む。焼土粒微量含む。
   粘性あり、しまりなし。
 2 灰黄褐色シルト 炭化物粒中量含む。焼土粒・白色粘土少量含む。
   粘性あり、しまりなし。
 3 暗灰黄褐色シルト　炭化物粒少量含む。粘性あり、しまりなし。
 4 黄褐色シルト 炭化物粒中量含む。焼土粒微量含む。
   粘性あり、しまりなし。
 5 黄褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 6 暗オリーブ褐色シルト　炭化物粒中量含む。焼土粒微量含む。
   　　　粘性あり、しまりなし。
 7 オリーブ褐色シルト　焼土粒・炭化物粒微量含む。
  　　　　　　　　　　粘性あり、しまりなし。
 8 黒褐色シルト 焼土粒・炭化物粒微量含む。粘性あり、しまりなし。
 9 黒色シルト 炭化物層。焼土粒微量含む。粘性・しまりなし。
 10 灰黄色粘土 3層土が少量混じる。炭化物粒微量含む。
   粘性・しまりあり。
 11 にぶい黄色粘土 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 12 にぶい黄橙色粘土　炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。

SE325（Ⅱ期）
 1 黒褐色シルト 炭化物粒多量含む。灰白色粘土ブロック中量含む。
   焼土粒少量含む。粘性あり、しまりなし。
 2 にぶい黄色粘土　焼土粒・炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 3 黄褐色粘土 粘性・しまりあり。
 4 灰黄色粘土 粘性あり、しまりなし。
 5 浅黄色粘土 粘性あり、しまりなし。

SE383（Ⅱ期）
 1 にぶい黄橙色シルト 粘性・しまりあり。
 2 灰黄褐色シルト 粘性・しまりあり。
 3 にぶい黄橙色シルト 粘性あり、しまりなし。
 4 にぶい黄橙色シルト 白色シルトブロック多量含む。
   粘性あり、しまりなし。
 5 にぶい黄褐色シルト 5mm程の炭化物粒微量含む。
   粘性あり、しまりなし。
 6 にぶい黄褐色シルト 白色シルトブロック多量含む。
   粘性あり、しまりなし。

SK268（Ⅱ期）
 1 黒褐色シルト 炭化物粒多量含む。灰白色シルトを粒状に
    少量含む。粘性あり、しまりなし。
 2 暗褐色シルト 炭化物粒少量含む。粘性・しまりあり。
 3 にぶい黄色シルト　粘性・しまりあり。
 4 にぶい黄橙色粘土　炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 5 にぶい黄褐色粘土　粘性・しまりあり。
 6 明黄褐色粘土 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 7 灰黄褐色粘土 粘性・しまりあり。

SK209（Ⅱ期）
 1 黒褐色シルト 炭化物粒多量含む。焼土粒微量含む。
   粘性あり、しまりなし。
 2 暗褐色シルト 焼土粒・炭化物粒微量含む。粘性・
   しまりあり。
 3 灰黄褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。

SK221（Ⅱ期）
 1 暗褐色シルト 炭化物粒中量含む。焼土粒微量含む。
   粘性・しまりあり。
 2 灰黄褐色シルト 炭化物粒少量含む。粘性・しまりあり。
 3 褐色シルト 炭化物粒中量含む。焼土粒微量含む。
   粘性・しまりあり。
 4 暗褐色シルト 炭化物粒中量含む。粘性・しまりあり。
 5 にぶい黄褐色シルト　炭化物粒微量含む。粘性・しまり
   　　あり。

SK293（Ⅱ期）
 1 黄褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 2 灰黄褐色シルト 炭化物粒微量含む。1層の土をブロック状に含む。
   粘性・しまりあり。
 3 暗灰黄色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 4 にぶい黄色シルト　焼土粒・炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 5 オリーブ褐色シルト　炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 6 褐色シルト 炭化物粒微量含む。4層土をブロック状に含む。
   粘性・しまりあり。

SK267（Ⅱ期）
 1 黒褐色シルト 炭化物粒少量含む。焼土粒微量含む。粘性・しまりあり。
 2 にぶい黄橙色シルト　炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 3 暗褐色シルト 灰白色シルトブロック少量含む。炭化物粒微量含む。
   粘性・しまりあり。
 4 にぶい黄褐色シルト　炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 5 黒褐色シルト 炭化物を層状に含む。焼土粒微量含む。粘性あり、しまりなし。
 6 灰黄褐色シルト 炭化物粒少量含む。3cm程の炭化物を含む。粘性あり、しまりなし。
 7 褐色シルト 炭化物粒少量含む。3cm程の炭化物を含む。粘性・しまりあり。
 8 黒褐色シルト 炭化物粒・白色粘土粒少量含む。10cm程の炭化物を含む。粘性・しまりあり。
 9 暗灰黄褐色シルト　炭化物粒微量含む。粘性あり、しまりなし。
 10 灰黄色シルト 炭化物粒微量含む。粘性あり、しまりなし。
 11 褐灰色シルト 炭化物粒微量含む。2cm程の炭化物を含む。
   粘性あり、しまりなし

SK322（Ⅱ期）
 1 暗褐色シルト 焼土粒・炭化物粒微量含む。
   粘性・しまりあり。
 2 黒褐色シルト 焼土粒・炭化物粒少量含む。
   粘性あり、しまりなし。
 3 黄褐色シルト 粘性あり、しまりなし。
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SK320（Ⅱ期）
 1 黒褐色シルト 炭化物粒中量含む。焼土粒微量含む。
   粘性あり、しまりなし。
 2 暗褐色シルト 炭化物粒少量含む。白色粘土ブロック微量含む。
   粘性あり、しまりなし。
 3 黒色シルト 炭化物層。粘性・しまりなし。
 4 灰黄褐色シルト 炭化物粒少量含む。粘性・しまりあり。

SK326（Ⅱ期）
 1 黄灰色シルト 焼土粒・炭化物粒微量含む。
   粘性・しまりあり。
 2 オリーブ褐色シルト 粘性・しまりあり。
 3 灰黄褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・
   しまりあり。

SK339（Ⅱ～Ⅲ期）
 1 にぶい黄橙色シルト 粘性・しまりなし。
 2 橙色シルト 焼土。5mm程度の炭化物粒
   少量含む。粘性・しまりなし。
 3 にぶい黄橙色シルト 2mm程度の炭化物粒多量含む。
   粘性・しまりなし。

SK386（Ⅱ期）
 1 にぶい黄褐色シルト 焼土粒・炭化物粒微量含む。
   粘性・しまりあり。
 2 黒褐色シルト 炭化物多量含む。焼土粒微量含む。
   粘性あり、しまりなし。
 3 褐色シルト 焼土粒・炭化物粒微量含む。
   粘性・しまりあり。
 4 にぶい黄褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 5 黄褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 6 にぶい黄橙色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 7 灰黄褐色粘土 粘性・しまりあり。

SK387（Ⅱ期）
 1 暗褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりなし。
 2 にぶい黄褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。

SK388（Ⅱ期）
 1 暗褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性あり、しまりなし。
 2 褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性あり、しまりなし。
 3 にぶい黄褐色シルト 粘性・しまりあり

SK444（Ⅱ期）
 1 にぶい黄褐色シルト シルト質がやや強く、しまり強い。
   直径5～10mmの炭化物わずか。
 2 にぶい黄橙色シルト 1層より粘性・しまりやや弱い。
   1層より炭化物少ない。
 3 にぶい黄橙色シルト 2層より色調白み帯びる。
   1層より粘性やや弱いが、しまりやや強い。
   炭化物なし。
 4 にぶい黄褐色シルト 2層よりしまり弱い。鉄分の沈着わずか。
 5 にぶい黄褐色シルト 4層と似るが、4層より色調暗い。

SK615（Ⅱ期）
 1 灰白色粘質シルト 炭化物粒をまばらに含む。黄褐色粘質シルトを多量含む。

SK443(Ⅱ期)
 1 褐色シルト Ⅱb層と似るが、シルトブロックの混入少なく、均質。
 2 にぶい黄色シルト 1層より粘性強いが、しまりやや弱い。炭化物極めてわずか。
 3 浅黄色シルト にぶい黄褐色シルトブロックわずか。2層よりしまり弱い。炭化物極めてわずか。
 4 にぶい黄橙色シルト 鉄分の沈着目立つ。3層よりしまりやや弱い。炭化物極めてわずか。

SK616（Ⅱ期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物、粒子をまばらに含む。
   灰黄褐色シルトをまばらに含む。
 2 褐色粘質シルト 炭化物を多量含む。
 3 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化粒子を極めてまばらに含む。
   褐色シルトをブロック状に含む。
 4 にぶい黄褐色粘質シルト 3層よりやや暗い色調、
   褐色シルトをブロック状に含む。
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SX319（Ⅳ期）　
 1 にぶい黄褐色シルト 1cm程の焼土粒少量含む。粘性ややあり、しまりなし。
 2 にぶい黄褐色シルト 骨片中量含む。粘性ややあり、しまりなし。
 3 にぶい黄褐色シルト 焼土ブロック多量含む。粘性ややあり、しまりなし。
 4 炭化物層 
 5 灰黄褐色シルト 5mm程度の焼土粒微量含む。粘性・しまりなし。
 6 にぶい黄褐色シルト 粘性ややあり、しまりなし。

SX331（Ⅳ期）
 1 にぶい黄橙色シルト 粘性・しまりなし。
 2 にぶい黄橙色シルト 骨片・径1cm程度の焼土粒多量含む。粘性・しまりなし。
 3 炭化物層 

SX200（Ⅳ期）
 1 にぶい黄褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 2 灰黄褐色シルト 焼土ブロック多量含む。骨片微量含む。粘性あり、しまりなし。
 3 黒褐色シルト 炭化物粒少量含む。焼土粒微量含む。粘性・しまりあり。
 4 褐色シルト 炭化物粒微量含む。粘性・しまりあり。
 5 赤褐色シルト 焼土

SK248（Ⅱ期）
 1 暗褐色シルト 炭化物粒中量含む。焼土粒微量含む。粘性・しまりあり。
 2 褐色シルト 炭化物粒少量含む。焼土粒微量含む。粘性・しまりあり

SK618（Ⅱ期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒を極めてまばらに含む。
 2 にぶい黄褐色粘質シルト 1層より色調が明るく粘性が強い。
 3 灰白色粘質シルト にぶい黄褐色粘質シルトを少量含む。

SK619（Ⅱ期）
 1 黄褐色粘質シルト 炭化物粒まばらに含む。
 2 灰白色粘質シルト 炭化物粒極めてまばらに含む。
   黄褐色粘質シルトをまばらに
   含む。
3 にぶい黄褐色粘質シルト

SK620（Ⅱ期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 焼土粒を極めてまばらに含む。
 2 灰白色粘質シルト 炭化物粒を極めてまばらに含む。
   黄褐色粘質シルトをブロック状
   に多量含む。

SK624（Ⅱ期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 焼土粒・炭化物粒を部分的に
   多量含む。

SK625（Ⅱ期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒を多量含む。 SK648（Ⅱ期）

 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒を含む。
 2 にぶい黄褐色粘質シルト 1層より暗い色調、炭化物粒を
   まばらに含む。

SK650（Ⅱ期）
 1 褐色粘質シルト 炭化物、粒子を多量含む。

SK651（Ⅱ期）
 1 黄褐色粘質シルト 焼土粒・炭化物粒をまばらに含む。

P342（Ⅱ期）
 1 暗褐色シルト 炭化物粒微量含む。
   粘性あり、しまりなし。
 2 褐色シルト 炭化物粒微量含む。
   粘性・しまりあり。
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SD723（Ⅰb期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒をわずかに含む。
   部分的に焼土粒をわずかに含む。

SD751（Ⅰa期）
 1 褐色粘質シルト 炭化物粒をわずかに含む。

P744（Ⅰa期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 褐色粘質シルトを多量含む。

SI734（Ⅰa期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒・焼土粒を多量含む。
 2 にぶい黄褐色粘質シルト 1層より色調明るい。
   炭化物粒・焼土粒をわずかに含む。

P743（Ⅰa期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒・焼土粒多量含む。

SX700（Ⅰa期）
 1 にぶい黄褐色シルト 炭化物・焼土粒極めてまばら、
   部分的に濃密に含む。

SK702（Ⅰa期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒・焼土粒まばらに含む。

SK703（Ⅰa期） 
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒・焼土粒多量含む。

SK707（Ⅰa期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物多量含む。

SK711（Ⅰa期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒まばらに含む。

SK715（Ⅰa期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒極めてまばらに含む。

SK710（Ⅰb期）
 1 褐色粘質シルト 炭化物粒・焼土粒を多量含む。
 2 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒わずか、焼土粒極めて
   まばらに含む。

トレンチ
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0 2mその他（1：40）

0 1m SK742（1：20）
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SK717（Ⅰb期）
 1 明黄褐色粘質シルト 炭化物粒・焼土粒をまばらに含む。
 2 黄褐色シルト 炭化物粒・焼土粒をまばらに含む。
   砂粒を含む。

SK718（Ⅰa期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒・焼土粒をまばらに含む。
   灰白色シルト粒多量含む。
 2 にぶい黄褐色粘質シルト 1層より色調暗い、炭化物粒・
   焼土粒極めてまばらに含む。

SK752（Ⅰa期）
 1 褐色粘質シルト 炭化物粒極めてまばらに含む。

P705（Ⅰa期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒をわずかに含む。

P708（Ⅰa期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒をわずかに含む。

SK749（Ⅰa期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒・焼土粒を極めて
   まばらに含む。

SK763（Ⅰb期）
 1 橙色砂質シルト 焼土を含む。赤褐色砂質シルト
   を多量含む。しまり強い。
 2 にぶい黄褐色粘質シルト 暗褐色粘質シルトを多量含む。
 3 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒・焼土粒を極めて
   まばらに含む。

P726（Ⅰa期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト

SK742（Ⅰa期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒・焼土ブロックを
   わずかに含む。
 2 にぶい黄褐色粘質シルト 1層より色調明るい。地山ブロック
   を含む。
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SK745・P750
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SD821（Ⅰa期）
 1 にぶい黄褐色シルト 炭化物粒をまばらに含む。

SD760（Ⅰa期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒まばらに含む。
   焼土粒極めてまばらに含む。

SI803（Ⅰa期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒・焼土粒まばらに含む。

SI778（Ⅰa期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒・焼土粒を極めて
   まばらに含む。
 2 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒・焼土粒を極めて
   まばらに含む。1層より粘性強い。

SK799（Ⅰa期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒・焼土粒をまばらに含む。

P800（下層）
 1 灰黄褐色粘質シルト 炭化物粒を極めてまばらに含む。

SK735（Ⅰb期）
 1 褐色粘質シルト 炭化物粒を多量に含む。
 2 暗褐色粘質シルト 炭化物粒をまばらに含む。

SK745（Ⅰb期）
 1 褐色シルト 炭化物粒をまばらに含む。
   にぶい黄褐色シルトをブロック状に含む。
 2 褐色シルト 炭化物粒を極めてまばらに含む。1層より
   やや明るい色調。

P750
 ① 暗褐色シルト 炭化物粒・焼土粒をまばらに含む。
   黒褐色シルトを多量含む。
 ② にぶい黄褐色シルト 炭化物粒をまばらに含む。

SK746（Ⅰb期）
 1 褐色シルト 炭化物粒をまばらに含む。焼土粒を含む。

①
にぶい黄褐色シルト 炭化物粒をまばらに含む。
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SK774（Ⅰa期）
 1 にぶい黄褐色シルト 炭化物・焼土粒をまばらに含む。
 2 褐色シルト 炭化物・焼土粒を含む。
 3 にぶい黄褐色シルト 炭化物粒・焼土粒を多量含む。
   1層より暗い色調。
 4 褐色シルト 炭化物粒・焼土粒を極めてまばらに含む。
   2層より明るい色調。
 5 明黄褐色粘質シルト 炭化物粒・焼土粒をまばらに含む。
   鉄分を沈着する。
 6 にぶい黄褐色シルト 炭化物粒・焼土粒を極めてまばらに含む。 0 2m断面図（1：40）

0 1m平面図（1：20）
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SG764

SK757
調査区外

SK741

SK740（Ⅰb期） 
 1 褐色シルト 炭化物粒・焼土粒をまばらに含む。
   やや黒色味を帯びた色調。

SK741（Ⅰb期）
 1 にぶい黄褐色シルト 炭化物粒・焼土粒を多量に含む。

SK747（Ⅰa期）
 1 暗褐色シルト 炭化物粒・焼土粒、ブロックを多量含む。
 2 褐色シルト 炭化物粒・焼土粒をまばらに含む。
 3 褐色シルト 炭化物粒・焼土粒、ブロックを含む。

SK748（Ⅰa期）
 1 にぶい黄褐色シルト 炭化物粒・焼土粒を多量含む。
   にぶい黄橙色シルトをブロック
   状に含む。

SK757（Ⅰa期）
 1 褐色シルト 炭化物粒を多量含む。焼土粒を含む。
 2 にぶい黄褐色シルト 炭化物粒・焼土粒をまばらに含む。

SK781
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒・焼土粒を極めて
   まばらに含む。

SK767（Ⅰa期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒・焼土粒わずかに含む。

SK761（Ⅰa期）
 1 褐色シルト 炭化物粒・焼土粒をまばらに含む。
 2 にぶい黄褐色シルト 炭化物粒・焼土粒をまばらに含む。

SK766（Ⅰa期）
 1 褐色粘質シルト 炭化物粒・焼土粒をまばらに含む。

SK770（Ⅰa期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒・焼土粒を多量含む。
 2 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒・焼土粒を極めて
   まばらに含む。

SK769（Ⅰa期）
 1 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒・焼土粒をわずかに含む。

SK804（Ⅰa期）
 1 褐色粘質シルト 炭化物粒・焼土粒を多量含む。
 2 にぶい黄褐色粘質シルト 炭化物粒・焼土粒を極めて
   まばらに含む。

SK805
 1 褐色粘質シルト
 2 にぶい黄褐色粘質シルト

SK811（Ⅰa期）
 1 褐色粘質シルト 炭化物粒・焼土粒を多量含む。

SG764（Ⅰb期）
 1 暗赤褐色粘質シルト 炭化物粒・焼土粒をまばらに含む。
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図 版 36

2008 年度中世面掘立柱建物群　完掘（東から）

2009 年度調査範囲　全景（南から）
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基本層序（40J グリッド）（西から）
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2009 年度調査区　近景（真上から）
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基本層序（42I グリッド）（南から）

2011 年度中世面　完掘（西から）

SK415　完掘（東から）

SK416　セクション（東から）

2009 年度中世面　完掘（西から）

SK415　完掘（南西から）

SK410　炭化材出土状況（東から）

P342　遺物出土状況（東から）
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SD330・SD409　完掘（北から）

SD330　完掘（北から） SD330　礫出土状況（南から）

SD330　遺物出土状況（西から） SD330　覆土 4層遺物出土状況（北から）
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SD255・SD330（41K グリッド）　セクション（東から） SD330（36K グリッド）　セクション（北から）

SD330・SD409（37Hグリッド）　セクション（東から） SD333（41J グリッド）　セクション（北から）

SD401（40K グリッド）　セクション（西から） SD409（39F グリッド）　セクション（南から）

SD420　珠洲焼出土状況（南から） SD420（41F グリッド）　セクション（南から）



図 版 41 中世の遺（3）ߏ

SB260　完掘（東から）

SB260-P1　セクション（南から） SB260-P13　セクション（南西から）

SB350　完掘（東から） SB350-P2　セクション（北から）



図 版 42中世の遺（4）ߏ

SB350-P1　礫出土状況（東から） SB350-P1　セクション（西から）

SB381　完掘（西から） SB381-P2　セクション（西から）

SB380　完掘（西から）



図 版 43 中世の遺（5）ߏ

SB380-P5　セクション（南から） SB380-P6　セクション（西から）

SB515　完掘（西から） SB515-P460　セクション（南から）

SE250　セクション（東から） SE250　井戸側出土状況（西から）

SE250　井戸側出土状況（北から） SE266　セクション（北から）



図 版 44中世の遺（6）ߏ

SE266　完掘（北から） SE325　セクション（東から）

SE325　完掘（東から） SK386　セクション（東から）

SK386　完掘（西から） SK485　検出（南から）

SK485　遺物出土状況（東から） SK485　セクション（南から）



図 版 45 中世の遺ߏ（�）

SK485・P521・P522　完掘（西から） SK616　セクション（南から）

SK616　完掘（南から） SK618　セクション（東から）

SK628　セクション（東から） SK652　セクション（南西から）

SK410　セクション（西から） SK415　セクション（西から）



図 版 46中世の遺ߏ（�）

SK410・SK440　完掘（北から） SK411　セクション（南から）

SX200　セクション（北から） SX200　骨出土状況（北から）

SX200・SB260　P18・P216　完掘（南から） SX319　骨出土状況（南から）

SX331　セクション（南から） SX319　セクション（南から）



図 版 47

古代面　完掘（46・47Gグリッド）（北西から）

SK774　漆塊・漆紙出土状況（東から）

SK774　遺物出土状況（西から）

SK742　遺物出土状況（東から）

2011 年度古代面　完掘（西から）・プレハブの下は柄目木遺跡 2008 年度調査区

2�11 ೥౓古代໘��4・4,�42・۷׬
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SI734　完掘（東から）

SK742　セクション（南から）

SK747　遺物出土状況（南西から）

SK774　完掘（西から）

SI778　セクション（西から）

SK774　鎌・須恵器杯出土状況（西から）

SK774　セクション（西から）

P756　遺物出土状況（南から）

古代の遺ߏ
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中世　土師質土器皿・小皿

古代　土師器・須恵器
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所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

柄目木遺跡 集落跡

鎌倉時代
（13世紀

後半～ 14

世紀後半）

掘立柱建物 11棟、

井戸 5基、溝 11条、

土坑 40基、火葬土坑

4基、性格不明遺構 5

基、ピット 95基

2008 年度：土器・陶磁器 7箱、石

製品 1箱、金属製品 1箱、木製品 5

箱、骨片 1箱	

2009 年度：陶磁器・土師器 7箱、

石製品 1箱、金属製品 1箱	

2011 年度：陶磁器・土師器 0.5 箱

　古代と中世の集

落を層位的に検出

した。その間には

間層が認められ、

洪水災害に見舞わ

れたと考えた。ま

た、洪水によって

中世集落が廃絶し

た後は、火葬場と

して利用された。

平安時代
（8世紀中

頃～ 9世

紀前半）

竪穴建物 3軒、土坑

34基、焼土範囲 1基、

溝 4条、性格不明遺

構 1基、ピット 78基

2011 年度：須恵器・土師器 3箱、

石製品・金属製品 0.5 箱、漆紙 1点
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